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(57)【要約】
　本発明は、可変基が特許請求の範囲及び記載において
定義されている通りである、式Ｉのイソチアゾリン化合
物に関する。この化合物は、無脊椎有害生物、特に節足
有害生物及び線虫を駆除又は防除するのに有用である。
本発明はまた、これらの化合物を使用することにより無
脊椎有害生物を防除する方法、並びに前記化合物を含む
植物繁殖材料、並びに前記化合物を含む農業用組成物及
び獣医用組成物に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉのイソチアゾリン化合物
【化１】

［式中、
Ｂ1、Ｂ2及びＢ3は、Ｎ及びＣＲ2からなる群からそれぞれ独立して選択されるが、ただし
最大でもＢ1、Ｂ2及びＢ3の２つがＮであり、
　Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3及びＧ4は、Ｎ及びＣＲ4からなる群からそれぞれ独立して選択されるが
、ただし最大でも、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3及びＧ4の２つがＮであり、
Ｗは、Ｏ又はＳであり、
Ｒ1は、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ

4－アルキル－、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ2－Ｃ4－アルケ
ニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルキニル、
Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル及び－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15から
なる群から選択され、
Ｒ2の各々は、水素、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6

－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル
（言及した最後の４つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されて
いてもよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－ＮＲ10aＲ10b、
フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ11により置換されていてもよい）、並びに環員
として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３又は４個のヘテロ
原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、８、９又は１０員の飽和、
部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環からなる群から独立して選択
され、この複素単環式環又は複素二環式環は、１つ又は複数の基Ｒ11により置換されてい
てもよく、
Ｒ3a、Ｒ3bは、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、－ＣＯ2Ｒ

3d、Ｃ1－Ｃ3－アルキル、Ｃ1

－Ｃ3－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ3－アルケニル、Ｃ2－Ｃ3－アルキニル、Ｃ1－Ｃ3－アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ3－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ3－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキル
チオ、Ｃ1－Ｃ3－アルキルスルホニル及びＣ1－Ｃ3－ハロアルキルスルホニルからなる群
からそれぞれ独立して選択されるか、又はＲ3a及びＲ3bは一緒になって、基＝Ｏ、＝Ｃ（
Ｒ3c）2、＝ＮＯＨ若しくは＝ＮＯＣＨ3を形成し、
Ｒ3cの各々は、水素、ハロゲン、ＣＨ3及びＣＦ3からなる群から独立して選択され、
Ｒ3dは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル及びＣ1－Ｃ3－アルキルオキシ－Ｃ1－Ｃ3－アルキル
－からなる群から選択され、
Ｒ4の各々は、水素、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6

－アルキル（部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は１つ若しく
は複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（部分的若し
くは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置
換されていてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル（部分的若しくは完全にハロゲン化されて
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いてもよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、Ｃ2－
Ｃ6－アルキニル（部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は１つ
若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－ＮＲ10aＲ10b、
フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ11により置換されていてもよい）、並びに環員
として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３又は４個のヘテロ
原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、８、９又は１０員の飽和、
部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環からなる群から独立して選択
され、この複素単環式環又は複素二環式環は、１つ又は複数の基Ｒ11により置換されてい
てもよく、
　Ｒ5及びＲ6は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６、７、
８、９若しくは１０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式
環を形成し、この環は、環員として、Ｏ、Ｓ、Ｎ、ＮＨ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される
１、２、３若しくは４個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基をさらに含有していてもよく
、この複素環式環は、１、２、３、４、５、６、７又は８つの置換基Ｒ7により置換され
ていてもよく、
Ｒ7の各々は、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6－アル
キル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及
した最後の４つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されていても
よく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－ＯＲ9、－ＯＳＯ2Ｒ

9、－Ｓ（Ｏ）nＲ
9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ

（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、
－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8、
フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ11により置換されていてもよい）、並びに環員
として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４個のヘ
テロ原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、８、９若しくは１０員
の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環（この複素単環式環
又は複素二環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ11により置換されていてもよい）からなる
群から独立して選択され、追加的に又は代替的に、３、４、５、６、７、８、９若しくは
１０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環の同一炭素環
原子上に存在している２つの基Ｒ7は、一緒になって基＝Ｏ又は＝Ｓを形成してもよく、
Ｒ8の各々は、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル
、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル（言及した最後の２つの基中の脂環式部分は、１つ又は
複数の基Ｒ13により置換されていてもよい）、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－ＯＲ9、－ＯＳＯ2Ｒ

9、－Ｓ（Ｏ）nＲ
9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ

（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、
フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、及び
　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個の
ヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽
和若しくは最大不飽和の複素環式環からなる群から独立して選択され、この複素環式環は
、１つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
　或いは
　アルキル基、アルケニル基、アルキニル基又はシクロアルキル基の同一炭素原子上に存
在している２つのＲ8は、一緒になって、基＝Ｏ、＝Ｃ（Ｒ13）2、＝Ｓ、＝Ｓ（Ｏ）m（
Ｒ15）2、＝Ｓ（Ｏ）mＲ

15Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、＝ＮＲ10a、＝ＮＯＲ9若しくは＝ＮＮ（Ｒ
10a）Ｒ10bを形成するか、
　又は
　２つの基Ｒ8は、それらが結合しているアルキル基、アルケニル基、アルキニル基若し
くはシクロアルキル基の炭素原子と一緒になって、３、４、５、６、７若しくは８員の飽
和若しくは部分不飽和の炭素環式環若しくは複素環式環を形成し、この複素環式環は、環
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員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から独立して選択される１、２、３若しく
は４個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含み、この炭素環式環若しくは複素環式環は
、１つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
　シクロアルキル環上の置換基としてのＲ8は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロア
ルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル及び
Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニルからなる群からさらに選択され、これら６つの基中の脂肪族部
分は、１つ又は複数の基Ｒ13により置換されていてもよく、
　基－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8中のＲ8は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロ
アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、
及びＣ2－Ｃ6－ハロアルキニルからなる群からさらに選択され、言及した最後の６つの基
中の脂肪族部分は、１つ又は複数の基Ｒ13により置換されていてもよく、
Ｒ9の各々は、水素、シアノ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8

－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロ
シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキ
ニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル（言及した最後の９つの基中の脂肪族及び脂環式部分は
、１つ又は複数の基Ｒ13により置換されていてもよい）、
－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14

a）Ｒ14b、
－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｎ
Ｒ14）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－Ｓ（Ｏ）nＲ

15、－Ｓ（Ｏ）nＮ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10

b、－Ｎ＝Ｃ（Ｒ13）2、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15、
フェニル（１つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、及び
　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個の
ヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽
和又は最大不飽和の複素環式環からなる群から独立して選択され、この複素環式環は、１
つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
　基－Ｓ（Ｏ）nＲ

9及び－ＯＳＯ2Ｒ
9中のＲ9は、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ及びＣ1－Ｃ6－

ハロアルコキシからなる群からさらに選択され、
Ｒ10a、Ｒ10bは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シク
ロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロア
ルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル（言及した最後の８つの基
中の脂肪族及び脂環式部分は、１つ又は複数の基Ｒ13によって置換されていてもよい）、
－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14

a）Ｒ14b、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル
－Ｃ（＝ＮＲ14）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ
、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、
－Ｓ（Ｏ）nＲ

15、－Ｓ（Ｏ）nＮ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ
15、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｓ）ＳＲ15、－Ｃ（＝
Ｓ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝ＮＲ14）Ｒ13、
フェニル（１、２、３又は４つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、及び
　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４
個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分
不飽和若しくは最大不飽和の複素環式環からなる群から互いに独立して選択され、この複
素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
　或いは
　Ｒ10a及びＲ10bは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６、
７若しくは８員の飽和、部分不飽和若しくは最大不飽和の複素環式環を形成し、この複素
環式環は、環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは
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２個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基をさらに含有していてもよく、ハロゲン、Ｃ1－
Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアル
コキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ8－シクロアル
キル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニ
ル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、フェニル（１、２、３、４又は
５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ
、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基
を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和若しくは最大不飽和の複素環式
環（この複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16を有していてもよい）から選択される
１つ又は複数の置換基を有していてもよいか、
　又はＲ10a及びＲ10bは一緒になって、基＝Ｃ（Ｒ13）2、＝Ｓ（Ｏ）m（Ｒ15）2、＝Ｓ
（Ｏ）mＲ

15Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、＝ＮＲ14、若しくは＝ＮＯＲ15を形成し、
Ｒ11は、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ10－アルキル
、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ10－アルケニル、Ｃ2－Ｃ10－アルキニル（言及し
た最後の４つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよ
く、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－ＯＲ9、－ＮＲ10aＲ10b、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－Ｓｉ（Ｒ12）3、
フェニル（Ｒ16から独立して選択される１、２、３、４又は５つの置換基により置換され
ていてもよい）、及び
　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４
個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分
不飽和若しくは最大不飽和の芳香族複素環式環からなる群から独立して選択され、この複
素環式環は、Ｒ16から独立して選択される１つ又は複数の置換基により置換されていても
よく、
　又は、不飽和若しくは部分不飽和の複素環式環の同一環炭素原子上に存在している２つ
のＲ11が一緒になって、基＝Ｏ、＝Ｃ（Ｒ13）2、＝Ｓ、＝Ｓ（Ｏ）m（Ｒ15）2、＝Ｓ（
Ｏ）mＲ

15Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、＝ＮＲ14、＝ＮＯＲ15若しくは＝ＮＮ（Ｒ14a）Ｒ14bを形
成してもよく、
　又は、隣接環原子上に結合している２つのＲ11は、それらが結合している環原子と一緒
になって、３、４、５、６、７、８若しくは９員の飽和環を形成し、この環は、環員とし
て、Ｏ、Ｓ、Ｎ、ＮＲ14、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のヘテ
ロ原子若しくはヘテロ原子基、並びに／又はＣ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ及びＣ＝ＮＲ14から選択され
る１つ若しくは２つの基を含有していてもよく、この環は、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキ
ル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1

－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－
Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ

6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ1

6により置換されていてもよい）、
及び、環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３
個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含有している３、４、５、６若しくは７員の飽和
、部分不飽和若しくは最大不飽和の複素環式環（この複素環式環は、１つ又は複数の基Ｒ
16により置換されていてもよい）からなる群から選択される１つ又は複数の基により置換
されていてもよく、
Ｒ12の各々は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－
Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロ
アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアル
キル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ

1－Ｃ6－ハロアルコキシ－Ｃ1－Ｃ6－アルキル、及び
フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）
からなる群から独立して選択され、
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Ｒ13の各々は、シアノ、ニトロ、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6－アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル
チオ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－
Ｃ6－アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルホニル、トリメチルシリル、ト
リエチルシリル、ｔｅｒｔ－ブチルジメチルシリル、
Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されてい
てもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ及びオキソから選択される１つ若しくは２つの基を有
していてもよい）、フェニル、ベンジル、フェノキシ（言及した最後の３つの基中のフェ
ニル部分は非置換であるか、又は１、２、３、４若しくは５つの置換基Ｒ16を有していて
もよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２
若しくは３個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６若しく
は７員の飽和、部分不飽和若しくは最大不飽和の複素環式環からなる群から独立して選択
され、この複素環式環は、１、２又は３つの置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
　又は
　アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、又はシクロアルキル基の同一炭素原子上に
存在している２つのＲ13は、一緒になって、＝Ｏ、＝ＣＨ（Ｃ1－Ｃ4－アルキル）、＝Ｃ
（Ｃ1－Ｃ4－アルキル）Ｃ1－Ｃ4－アルキル、＝Ｎ（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）若しくは＝Ｎ
Ｏ（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）となってもよく、
　シクロアルキル環上の置換基としてのＲ13は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケ
ニル及びＣ2－Ｃ6－アルキニルからなる群からさらに選択され、言及した最後の３つの脂
肪族基は非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又
はＣＮ、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ
及びオキソから選択される１つ若しくは２つの置換基を有していてもよく、
　基＝Ｃ（Ｒ13）2、－Ｎ＝Ｃ（Ｒ13）2、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｓ）Ｒ13及び－Ｃ
（＝ＮＲ14）Ｒ13中のＲ13は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケ
ニル及びＣ2－Ｃ6－アルキニルからなる群からさらに選択され、言及した最後の３つの脂
肪族基は非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又
はＣＮ、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ
及びオキソから選択される１つ若しくは２つの基を有していてもよく、
Ｒ14の各々は、水素、シアノ、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1

－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルフィニル
、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6－ハ
ロアルキルスルホニル、トリメチルシリル、トリエチルシリル、ｔｅｒｔ－ブチルジメチ
ルシリル、
Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の３
つの脂肪族基は非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且
つ／又はＣＮ、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル
チオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルホニル、Ｃ3－Ｃ4－シ
クロアルキル（ハロゲン及びシアノから選択される１つ又は２つの置換基により置換され
ていてもよい）、及びオキソから選択される１つ又は２つの基を有していてよい）、
　Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されて
いてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロア
ルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アル
キルスルホニル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－ア
ルキル－（言及した最後の２つの基中のシクロアルキル部分は、ハロゲン及びシアノから
選択される１つ又は２つの置換基により置換されていてもよい）、及びオキソから選択さ
れる１つ又は２つの基を有している）、
　フェニル、ベンジル、ピリジル、フェノキシ（言及した最後の４つの基中の環式部分は
非置換であってもよく、又はハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、
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Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、及び（Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ）カル
ボニルから選択される１、２又は３つの置換基を有していてもよい）、並びに環員として
、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１若しくは２個のヘテロ原子若しく
はヘテロ原子基を含む、３、４、５若しくは６員の飽和、部分不飽和若しくは最大不飽和
の複素環式環からなる群から独立して選択され、この複素環式環は、１つ又は複数の置換
基Ｒ16により置換されていてもよく、
Ｒ14a及びＲ14bは、互いに独立して、Ｒ14に関して与えられている意味の１つを有するか
、又は
　Ｒ14a及びＲ14bは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６若
しくは７員の飽和、部分不飽和若しくは最大不飽和の複素環式環を形成し、この複素環式
環はさらに、環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しく
は２個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含有していてもよく、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－
アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキ
シから選択される１つ又は複数の置換基を有していてもよいか、
　又は
　基－Ｃ（＝ＮＲ14）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b中の、Ｒ14a及びＲ14若しくはＲ14b及びＲ14は、
それらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６若しくは７員の部分不飽
和若しくは最大不飽和の複素環式環を形成し、この複素環式環はさらに、環員として、Ｎ
、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のヘテロ原子若しくは
ヘテロ原子基を含有していてもよく、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－ア
ルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択される１つ又は複数の置換基を有してい
てもよく、
Ｒ15の各々は、水素、シアノ、トリメチルシリル、トリエチルシリル、ｔｅｒｔ－ブチル
ジメチルシリル、
Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の３
つの脂肪族基は非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且
つ／又はＣ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ
、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスル
ホニル及びオキソから選択される１つ若しくは２つの基を有していてもよい）、
　Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されて
いてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－ア
ルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルス
ルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルホニル及びオキソから選択される１つ若しくは２つ
の基を有していてもよい）、
　フェニル、ベンジル、ピリジル、及びフェノキシ（言及した最後の４つの基は、非置換
であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ及
び（Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ）カルボニルから選択される１、２若しくは３つの置換基を有
している）からなる群から独立して選択され、
Ｒ16の各々は、ハロゲン、ニトロ、シアノ、－ＯＨ、－ＳＨ、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ

1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ1

－Ｃ6－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－アル
キルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルホニル、トリメチルシリル、トリエチルシ
リル、ｔｅｒｔ－ブチルジメチルシリル、
Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の３
つの脂肪族基は非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且
つ／又はＣ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ
、及びオキソから選択される１つ若しくは２つの基を有していてもよい）、
　Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されて
いてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－ア
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ルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、及びオキソから選択される１つ又は２つの基を有
していてもよい）、
　フェニル、ベンジル、ピリジル、及びフェノキシ（言及した最後の４つの基は非置換で
あるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ6－アル
キル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ及び
（Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ）カルボニルから選択される１、２若しくは３つの置換基を有し
ている）からなる群から独立して選択されるか、
　或いは
　不飽和又は部分不飽和の環の同一原子上に一緒に存在している２つのＲ16は、＝Ｏ、＝
Ｓ、＝Ｎ（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）、＝ＮＯ（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）、＝ＣＨ（Ｃ1－Ｃ4－
アルキル）、又は＝Ｃ（Ｃ1－Ｃ4－アルキル）Ｃ1－Ｃ4－アルキルであってもよく、
　又は
　２つの隣接炭素原子上の２つのＲ16は、それらが結合している炭素原子と一緒になって
、４、５、６、７若しくは８員の飽和、部分不飽和若しくは最大不飽和の環を形成し、こ
の環は、環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２
個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含有していてもよく、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アル
キル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシか
ら選択される１つ又は複数の置換基を有していてもよく、
ｎの各々は、独立して０、１又は２であり、及び
ｍの各々は、独立して０又は１である］
並びに、それらのＮ－オキシド、立体異性体、及び農業的に又は獣医学的に許容される塩
（ただし、Ｂ1及びＢ3がＣ－Ｃｌであり、同時にＢ2がＣ－Ｈであり、Ｇ1、Ｇ3及びＧ4が
Ｃ－Ｈであり、Ｇ2がＣ－Ｆ、Ｃ－Ｃｌ、Ｃ－ＣＨ3又はＣ－ＳＣＨ3であり、ＷがＯであ
り、Ｒ1がＣＦ3であり、Ｒ3a及びＲ3bがＨであり、Ｒ5及びＲ6が、それらが結合している
窒素原子と一緒になって、アジリジン－１－イル、アゼチジン－１－イル、ピロリジン－
１－イル、ピペリジン－１－イル、チアゾリジン－３－イル、モルホリン－４－イル、チ
オモルホリン－４－イル、１－オキソ－１，４－チアジナン－４－イル及び１，１－ジオ
キソ－１，４－チアジナン－４－イルから選択される環を形成する化合物Ｉを除く）。
【請求項２】
　Ｒ5及びＲ6がそれらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６、７、８
、９若しくは１０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環
を形成し、この環がさらに、環員として、Ｏ、Ｓ、Ｎ、ＮＨ、ＳＯ及びＳＯ2から選択さ
れる１、２、３若しくは４個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していてもよく、
この複素単環式環が、１、２、３、４、５、６、７又は８つの置換基Ｒ7により置換され
ており、複素二環式環が、１、２、３、４、５、６、７又は８つの置換基Ｒ7により置換
されていてもよく、Ｒ7が請求項１に定義されている通りである、請求項１に記載の化合
物。
【請求項３】
　Ｒ5及びＲ6がそれらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５若しくは６員
の飽和複素単環式環を形成し、この環がさらに、環員として、Ｏ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ2及び
ＮＨから選択される１個若しくは２個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していて
もよく、この複素単環式環が、１、２、３、４、５又は６つの置換基Ｒ7により置換され
ていてもよく、Ｒ7が請求項１に定義されている通りである、請求項１又は２のいずれか
に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ5及びＲ6がそれらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５若しくは６員
の飽和複素単環式環を形成し、この環がさらに、環員として、Ｏ及びＮＨから選択される
１個若しくは２個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していてもよく、この複素単
環式環が、１、２、３、４、５又は６つの置換基Ｒ7により置換されていてもよく、Ｒ7が
請求項１に定義されている通りである、請求項３に記載の化合物。
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【請求項５】
　Ｒ5及びＲ6がそれらが結合している窒素原子と一緒になって、７、８、９又は１０員の
飽和複素二環式環を形成し、この環がさらに、環員として、Ｏ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ2及びＮ
Ｈから選択される１個若しくは２個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していても
よく、この複素二環式環は、１、２、３、４、５又は６つの置換基Ｒ7により置換されて
いてもよく、Ｒ7が請求項１に定義されている通りである、請求項１又は２のいずれかに
記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ7が、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル
、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の４つの脂肪族及び脂環
式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は１つ若しくは複
数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ1

0b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ
9、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8、フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ11により置換されて
いてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１
、２若しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５若しくは６
員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環から選択され、複素単環式環は、１
つ又は複数の基Ｒ11により置換されていてもよく、ｎ、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ11

が、請求項１に定義されている通りである、請求項１から５までのいずれかに記載の化合
物。
【請求項７】
　Ｒ7が、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、
Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ

2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル（言及した
最後の８つの置換基は、基Ｒ8を有していてもよい）、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6

－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－
アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－アルキルスル
ホニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルホニル、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ
10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8から選択され、Ｒ8、
Ｒ10a及びＲ10bが、請求項１に定義されている通りである、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　脂肪族又は脂環式基上の置換基としてのＲ8が、シアノ、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（
ＣＮ、メチル及びオキソから選択される１つ又は２つの置換基により置換されていてもよ
い）、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b

、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、フェニル（１、２、３、４又は
５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ
、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含
む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環から選
択され、複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
基－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8中のＲ8が、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ
Ｎ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアル
キル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ
基を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6

－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－ＯＲ9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bから選択さ
れ、
Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ16が、請求項１に定義されている通りである、
請求項６及び７のいずれかに記載の化合物。
【請求項９】
　脂肪族又は脂環式基上の置換基としてのＲ8が、シアノ、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル（
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ＣＮ、メチル及びオキソから選択される、１つ又は２つの置換基により置換されていても
よい）、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、及び－ＯＲ9から選択され、
基－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8中のＲ8が、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ
Ｎ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキ
ル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を
有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ア
ルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－ＯＲ9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bから、特にＣ1－
Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、－ＯＲ9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bから選択され
、
Ｒ9、Ｒ10a及びＲ10bが、請求項１に定義されている通りである、
請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ7が、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、
ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロ
アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロア
ルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、Ｃ
Ｎ基を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－
Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（
Ｒ10a）Ｒ10b、及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8から、特にハロゲン、シアノ、オキソ、Ｃ1－Ｃ6－
アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ1

0b、及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8から選択され、Ｒ8が、請求項１、８及び９のいずれかに定義さ
れている通りであり、Ｒ10a及びＲ10bが請求項１に定義されている通りである、請求項７
から９までのいずれかに記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ9が、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアル
キル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル
－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ

2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、フェニル
（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員とし
て、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子
又はヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又は最大不飽
和の複素環式環（複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよい
）から、好ましくは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル及びＣ1－Ｃ6－ハロアルキルから選択さ
れ、
Ｒ16の各々が、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキ
ル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1

－Ｃ4－ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル
、Ｃ2－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル及びＣ2－
Ｃ4－ハロアルキニルからなる群から独立して選択されるか、又は
飽和環の同一炭素原子上に存在している２つのＲ16が、一緒になって、＝Ｏ又は＝Ｓを形
成してもよく、
Ｒ9が具体的には、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル及びＣ1－Ｃ6－ハロアルキルから選択され
る、請求項６から９までのいずれかに記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ10a及びＲ10bが、互いに独立して、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアル
キル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロ
シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシ
クロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分
は、ＣＮ基を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、
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Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｒ14a）Ｒ14b、フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ16により置換されていて
もよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２
若しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和
、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環から選択され、複素環式環は、１つ又は複数の
置換基Ｒ16により置換されていてもよく、Ｒ13、Ｒ14a、Ｒ14b及びＲ16が、請求項１に定
義されている通りである、請求項６から１０までのいずれかに記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ10aが、水素又はメチル、好ましくは水素であり、Ｒ10bが、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキ
ル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキ
ル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の４つの基
中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2

－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－Ｃ（＝
Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基
Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳ
Ｏ2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含む、３、４、
５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環（複素環式環は、１
つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよい）から、好ましくは、Ｃ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シク
ロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－ア
ルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－から選択され、言及し
た最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6

－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ
13及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14bを有していてもよく、
Ｒ13が、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、
Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3－
Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1

－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基によ
り置換されていてもよい）、ＣＮ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ4

－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択され、
Ｒ14aが、水素及びＣ1－Ｃ6－アルキルから選択され、
Ｒ14bが、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル
、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3

－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－
Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基に
より置換されていてもよい）、及びＣＮ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキルから
選択され、
Ｒ16が請求項１１に定義されている通りである、
請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ10aが、水素又はメチル、好ましくは水素であり、Ｒ10bが、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキ
ル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキ
ル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の４つの基
中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2

－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－Ｃ（＝
Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基
Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳ
Ｏ2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含む、３、４、
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５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環（複素環式環は、１
つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよい）から、好ましくは、Ｃ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シク
ロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－ア
ルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－から選択され、言及し
た最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6

－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル及びＣ2－Ｃ6－ハロアルキニルを有していても
よく、
Ｒ13が、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、
Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3－
Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1

－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基によ
り置換されていてもよい）、及びシアノ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキルから
選択され、
Ｒ14aが、水素及びＣ1－Ｃ6アルキルから選択され、
Ｒ14bが、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル
、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3

－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－
Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基に
より置換されていてもよい）、及びＣＮ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキルから
選択され、
Ｒ16が請求項１１に定義されている通りである、
請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ10aが水素又はメチル、好ましくは水素であり、Ｒ10bが、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル
、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14bから
選択され、
Ｒ13が、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ

3－Ｃ6－ハロシクロアルキル（言及した最後の２つの基中のシクロアルキル部分は、シア
ノ基により置換されていてもよい）、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1

－Ｃ4－アルコキシ、及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択され、
Ｒ14aが、水素及びＣ1－Ｃ6アルキルから選択され、
Ｒ14bが、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、及びＣ1－Ｃ6－ハロアルキルから選択される、
請求項７に記載の化合物。
【請求項１６】
　ＷがＯである、請求項１から１５までのいずれかに記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｂ1、Ｂ2及びＢ3がＣＲ2である、請求項１から１６までのいずれかに記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｂ1及びＢ3がＣＲ2であり、Ｒ2が水素ではなく、Ｂ2がＣＲ2であり、Ｒ2が、請求項１
において与えられている意味の１つを有する、請求項１７に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｂ1がＣＲ2であり、Ｒ2が水素ではなく、Ｂ2及びＢ3がＣＲ2であり、Ｒ2が、水素、ハ
ロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8

－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の４つ
の脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又
は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9及
び－ＮＲ10aＲ10bから選択され、
　ｎ、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10a及びＲ10bが、請求項１、８、９、及び１１から１４のいずれかに
定義されている通りである、
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請求項１から１８までのいずれかに記載の化合物。
【請求項２０】
　Ｒ2が、水素、ハロゲン及びＣ1－Ｃ2－ハロアルキルから、好ましくは水素、Ｆ、Ｃｌ
、Ｂｒ及びＣＦ3から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｂ1及びＢ3がＣ－Ｃｌであり、Ｂ2がＣ－Ｆであるか、又はＢ1及びＢ3がＣ－ＣＦ3であ
り、Ｂ2がＣ－Ｈであるか、又はＢ1及びＢ3がＣ－Ｂｒであり、Ｂ2がＣ－Ｆであるか、又
はＢ1、Ｂ2及びＢ3がＣ－Ｃｌであるか、又はＢ1がＣ－Ｃｌであり、Ｂ2がＣ－Ｈであり
、Ｂ3がＣ－ＣＦ3であるか、又はＢ1がＣ－Ｂｒであり、Ｂ2がＣ－Ｈであり、Ｂ3がＣ－
ＣＦ3であり、好ましくは、Ｂ1及びＢ3がＣ－Ｃｌであり、Ｂ2がＣ－Ｆである、請求項１
８から２０までのいずれかに記載の化合物。
【請求項２２】
　Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3及びＧ4がＣＲ4であるか、又はＧ1、Ｇ3及びＧ4がＣＲ4であり、Ｇ2がＮ
であるか、又はＧ2、Ｇ3及びＧ4がＣＲ4であり、Ｇ1がＮであり、Ｒ4が請求項１に与えら
れている意味の１つを有する、請求項１から２１までのいずれかに記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｇ1、Ｇ3及びＧ4がＣＨであり、Ｇ2がＣＲ4であり、Ｒ4が請求項１において与えられて
いる意味の１つを有する、請求項２２に記載の化合物。
【請求項２４】
　Ｒ4が、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ3

－Ｃ5－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ5－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－
Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルキニル、Ｃ1－Ｃ4－
アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ及びＣ1－Ｃ4－ハロア
ルキルチオから、好ましくは水素、ハロゲン及びメチルから選択される、請求項１から２
３までのいずれかに記載の化合物。
【請求項２５】
　Ｒ1が、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル及び－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15から選択され、Ｒ15がＣ1－Ｃ

4－アルキルであり、Ｒ1が好ましくはＣＦ3である、請求項１から２４までのいずれかに
記載の化合物。
【請求項２６】
　Ｒ3a及びＲ3bが、互いに独立して、水素及びハロゲン、好ましくは水素及びフッ素から
選択され、特に水素である、請求項１から２５までのいずれかに記載の化合物。
【請求項２７】
　請求項１から２６のいずれかに記載の少なくとも１種の式Ｉの化合物、その立体異性体
及び／又は少なくとも１種の農業的に許容されるその塩と、少なくとも１種の農業的に許
容される不活性な液状担体及び／又は固体担体とを含む農業用組成物。
【請求項２８】
　請求項１から２６のいずれかに記載の少なくとも１種の式Ｉの化合物、その立体異性体
及び／又は少なくとも１種の獣医学的に許容されるその塩と、少なくとも１種の獣医学的
に許容される不活性な液状担体及び／又は固体担体とを含む獣医用組成物。
【請求項２９】
　無脊椎有害生物を駆除するための、請求項１から２６のいずれかに記載の化合物、その
立体異性体及び／又はその農業的に若しくは獣医学的に許容される塩の使用。
【請求項３０】
　無脊椎有害生物に侵襲され若しくは感染している動物を処置し、又は無脊椎有害生物に
よる侵襲若しくは感染から動物を保護するため、特に、無脊椎有害生物に侵襲され若しく
は感染している動物を処置し、又は無脊椎有害生物による侵襲若しくは感染から動物を保
護する医薬を製造するための、請求項１から２６までのいずれかに記載の化合物、その立
体異性体、及び／又は獣医学的に許容される塩の使用。
【請求項３１】
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　無脊椎有害生物を防除する方法であって、有害生物、その餌供給源、その生息地若しく
はその繁殖地、又は有害生物が成長中であるか若しくは成長し得る植物、植物繁殖材料、
土壌、区域、資材若しくは環境、又は無脊椎有害生物の攻撃若しくは侵襲から保護すべき
資材、植物、植物繁殖材料、土壌、表面若しくは空間を、請求項１から２６のいずれかに
記載の少なくとも１種の式Ｉのイミン化合物、その立体異性体及び／又は少なくとも１種
の農業的に許容されるその塩の殺有害生物有効量で処理するステップを含む方法。
【請求項３２】
　請求項１から２６のいずれかに記載の少なくとも１種の式Ｉの化合物、その立体異性体
及び／又は少なくとも１種の農業的に許容されるその塩の殺有害生物有効量で植物を処理
するステップを含む、無脊椎有害生物による攻撃又は侵襲から植物を保護するための、請
求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　請求項１から２６のいずれかに記載の少なくとも１種の式Ｉの化合物、その立体異性体
及び／又は少なくとも１種の農業的に許容されるその塩の殺有害生物有効量で植物繁殖材
料を処理するステップを含む、無脊椎有害生物による攻撃又は侵襲から、植物繁殖材料及
び／又はそれから生長する植物を保護するための、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　請求項１から２６のいずれかに記載の少なくとも１種の式Ｉの化合物、その立体異性体
及び／又は少なくとも１種の農業的に許容されるその塩を含む植物繁殖材料。
【請求項３５】
　無脊椎有害生物に侵襲され若しくは感染している動物を処置し、又は無脊椎有害生物に
よる侵襲若しくは感染から動物を保護するための方法であって、請求項１から２６のいず
れかに記載の少なくとも１種の式Ｉの化合物、その立体異性体及び／又は少なくとも１種
の獣医学的に許容されるその塩の殺有害生物有効量と動物を接触させるステップを含む方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無脊椎有害生物、特に節足有害生物及び線虫を駆除又は防除するのに有用な
イソチアゾリン化合物に関する。本発明はまた、これらの化合物を使用することにより無
脊椎有害生物を防除する方法、並びに前記化合物を含む植物繁殖材料、並びに前記化合物
を含む農業用組成物及び獣医用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無脊椎有害生物、特に節足動物及び線虫は、生長中及び収穫済みの作物に被害を与え、
木造住宅及び商業建築物を襲うことによって、食糧供給や所有物に多大な経済的損失をも
たらす。多くの殺有害生物剤が知られているが、標的有害生物は前記薬剤に対する抵抗性
を発現し得るため、無脊椎有害生物、特に昆虫、クモ形類及び線虫を駆除するための新た
な薬剤が引き続き必要とされている。
　関連する殺虫性アリールイソチアゾリン化合物が、ＷＯ２０１３／０３７６２６に記載
されている。しかし、この文献は、本発明において特許請求されている特有の置換基及び
置換基の配置を有する化合物を記載していない。関連する殺虫性アリールアゾリン化合物
がさらに、ＷＯ２０１１／０９２２８７、ＷＯ２０１１／０７３４４４、ＷＯ２０１０／
０９０３４４、ＷＯ２００９／１１２２７５及びＷＯ９７／２３２１２に記載されている
。これらの文献も、本発明において特許請求されている特有の置換基及び置換基の配置を
有する化合物を記載していない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、良好な殺有害生物(pesticidal)活性、特に殺虫(insecticidal)活性を
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有し、且つ多くの様々な無脊椎有害生物、とりわけ、防除が困難な節足有害生物及び／又
は線虫に対する広い活性スペクトルを示す化合物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　これらの目的は、以下の式Ｉのイソチアゾリン化合物、それらの立体異性体（ｓｔｅｒ
ｏｉｓｏｍｅｒ）及びそれらの塩、特にそれらの農業的に又は獣医学的に許容される塩に
よって達成し得ることが見いだされた。
【０００５】
　したがって、第１の態様では、本発明は、式Ｉのイソチアゾリン化合物であって、
【化１】

［式中、
Ｂ1、Ｂ2及びＢ3は、Ｎ及びＣＲ2からなる群からそれぞれ独立して選択されるが、ただし
最大でもＢ1、Ｂ2及びＢ3の２つがＮであり、
　Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3及びＧ4は、Ｎ及びＣＲ4からなる群からそれぞれ独立して選択されるが
、ただし最大でも、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3及びＧ4の２つがＮであり、
Ｗは、Ｏ又はＳであり、
　Ｒ1は、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－Ｃ1－
Ｃ4－アルキル－、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ2－Ｃ4－アル
ケニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルキニル
、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル及び－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15か
らなる群から選択され、
【０００６】
Ｒ2の各々は、水素、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6

－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル
（言及した最後の４つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されて
いてもよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－ＮＲ10aＲ10b、
フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ11により置換されていてもよい）、及び環員と
して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４個のヘテ
ロ原子若しくはヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、８、９若しくは１０
員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環からなる群から独
立して選択され、この複素単環式環又は複素二環式環は、１つ又は複数の基Ｒ11により置
換されていてもよく、
【０００７】
Ｒ3a、Ｒ3bは、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、－ＣＯ2Ｒ

3d、Ｃ1－Ｃ3－アルキル、Ｃ1

－Ｃ3－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ3－アルケニル、Ｃ2－Ｃ3－アルキニル、Ｃ1－Ｃ3－アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ3－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ3－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキル
チオ、Ｃ1－Ｃ3－アルキルスルホニル及びＣ1－Ｃ3－ハロアルキルスルホニルからなる群
からそれぞれ独立して選択されるか、又は
Ｒ3a及びＲ3bは一緒になって、基＝Ｏ、＝Ｃ（Ｒ3c）2、＝ＮＯＨ若しくは＝ＮＯＣＨ3を
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形成し、
Ｒ3cの各々は、水素、ハロゲン、ＣＨ3及びＣＦ3からなる群から独立して選択され、
Ｒ3dは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル及びＣ1－Ｃ3－アルキルオキシ－Ｃ1－Ｃ3－アルキル
－からなる群から選択され、
【０００８】
Ｒ4の各々は、水素、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6

－アルキル（部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は１つ若しく
は複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（部分的若し
くは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置
換されていてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル（部分的若しくは完全にハロゲン化されて
いてもよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、Ｃ2－
Ｃ6－アルキニル（部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は１つ
若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－ＮＲ10aＲ10b、
フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ11により置換されていてもよい）、及び環員と
して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４個のヘテ
ロ原子若しくはヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、８、９若しくは１０
員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環からなる群から独
立して選択され、この複素単環式環又は複素二環式環は、１つ又は複数の基Ｒ11により置
換されていてもよく、
【０００９】
　Ｒ5及びＲ6は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６、７、
８、９若しくは１０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式
環［この環は、当然ながら、この窒素原子を介して基Ｃ（＝Ｗ）に結合している］を形成
し、この環はさらに、環員として、Ｏ、Ｓ、Ｎ、ＮＨ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１
、２、３若しくは４個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していてもよく、この複
素環式環は、１、２、３、４、５、６、７又は８つの置換基Ｒ7により置換されていても
よく、
　Ｒ7の各々は、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言
及した最後の４つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されていて
もよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－ＯＲ9、－ＯＳＯ2Ｒ

9、－Ｓ（Ｏ）nＲ
9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ

（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、
－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8、フェニル（１、
２、３、４又は５つの置換基Ｒ11により置換されていてもよい）、及び
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４個
のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、８、９若しくは１
０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環（複素単環式環
又は複素二環式環は、１つ又は複数の基Ｒ11により置換されていてもよい）からなる群か
ら独立して選択され、追加的に又は代替的に、３、４、５、６、７、８、９若しくは１０
員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環の同一炭素原子上
に存在している２つの基Ｒ7は、一緒になって基＝Ｏ（これは、オキソ置換基とも呼ばれ
る）又は＝Ｓを形成していてもよく、
【００１０】
Ｒ8の各々は、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル
、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル（言及した最後の２つの基中の脂環式部分は、１つ又は
複数の基Ｒ13により置換されていてもよい）、
－Ｓｉ（Ｒ12）3、－ＯＲ9、－ＯＳＯ2Ｒ

9、－Ｓ（Ｏ）nＲ
9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ

（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、
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－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、
フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、及び
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘ
テロ原子若しくはヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和
又は最大不飽和の複素環式環からなる群から独立して選択され、この複素環式環は、１つ
又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
又は
【００１１】
アルキル、アルケニル、アルキニル又はシクロアルキル基の同一炭素原子上に存在してい
る２つのＲ8が一緒になって、基＝Ｏ、＝Ｃ（Ｒ13）2、＝Ｓ、＝Ｓ（Ｏ）m（Ｒ15）2、＝
Ｓ（Ｏ）mＲ

15Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、＝ＮＲ10a、＝ＮＯＲ9若しくは＝ＮＮ（Ｒ10a）Ｒ10b

を形成するか、
又は
【００１２】
２つの基Ｒ8は、それらが結合しているアルキル、アルケニル、アルキニル又はシクロア
ルキル基の炭素原子と一緒になって、３、４、５、６、７若しくは８員の飽和若しくは部
分不飽和の炭素環式環又は複素環式環を形成し、この複素環式環は、環員として、Ｎ、Ｏ
、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から独立して選択される１、２、３若しくは４個のヘテロ原
子若しくはヘテロ原子基を含み、これらの炭素環式環又は複素環式環は、１つ又は複数の
置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
シクロアルキル環上の置換基としてのＲ8は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアル
キル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル及びＣ

2－Ｃ6－ハロアルキニルからなる群からさらに選択され、これらの６つの基中の脂肪族部
分は、１つ又は複数の基Ｒ13により置換されていてもよく、
基－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8中のＲ8は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロア
ルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル及び
Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニルからなる群からさらに選択され、言及した最後の６つの基中の
脂肪族部分は、１つ又は複数の基Ｒ13により置換されていてもよく、
【００１３】
Ｒ9の各々は、水素、シアノ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8

－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロ
シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキ
ニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル（言及した最後の９つの基中の脂肪族及び脂環式部分は
、１つ又は複数の基Ｒ13により置換されていてもよい）、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝
Ｏ）ＯＲ15、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ1－Ｃ6－アルキ
ル－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝ＮＲ14）Ｎ（Ｒ14a）
Ｒ14b、－Ｓｉ（Ｒ12）3、－Ｓ（Ｏ）nＲ

15、－Ｓ（Ｏ）nＮ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｎ（Ｒ10

a）Ｒ10b、－Ｎ＝Ｃ（Ｒ13）2、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－
Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15、フェニル（１つ又は複数の置換基Ｒ
16により置換されていてもよい）、及び
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘ
テロ原子若しくはヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和
又は最大不飽和の複素環式環からなる群から独立して選択され、この複素環式環は、１つ
又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
基－Ｓ（Ｏ）nＲ

9及び－ＯＳＯ2Ｒ
9中のＲ9は、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ及びＣ1－Ｃ6－ハ

ロアルコキシからなる群からさらに選択され、
【００１４】
Ｒ10a、Ｒ10bは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シク
ロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロア
ルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル（言及した最後の８つの基
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中の脂肪族及び脂環式部分は、１つ又は複数の基Ｒ13により置換されていてもよい）、
－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14

a）Ｒ14b、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ1－Ｃ6－アルキル
－Ｃ（＝ＮＲ14）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ
、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、－Ｓ（Ｏ）nＲ

15、－Ｓ（Ｏ
）nＮ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a

）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｓ）ＳＲ15、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－
Ｃ（＝ＮＲ14）Ｒ13；フェニル（１、２、３又は４つの置換基Ｒ16により置換されていて
もよい）、及び
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４個
のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不
飽和又は最大不飽和の複素環式環からなる群から互いに独立して選択され、この複素環式
環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
又は
【００１５】
Ｒ10a及びＲ10bは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６、７
若しくは８員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環を形成し、この複素環式環
は、環員としてＮ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のヘ
テロ原子又はヘテロ原子基をさらに含有していてもよく、この複素環式環は、ハロゲン、
Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロ
アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ8－シクロ
アルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアル
ケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、フェニル（１、２、３、４
又は５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、及び環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｎ
Ｏ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を
含む３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環（この
複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16を有していてもよい）から選択される１つ又は
複数の置換基を有していてもよく、
又は、Ｒ10a及びＲ10bは一緒になって、基＝Ｃ（Ｒ13）2、＝Ｓ（Ｏ）m（Ｒ15）2、＝Ｓ
（Ｏ）mＲ

15Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、＝ＮＲ14若しくは＝ＮＯＲ15を形成し、
【００１６】
Ｒ11は、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ10－アルキル
、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ10－アルケニル、Ｃ2－Ｃ10－アルキニル（言及し
た最後の４つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよ
く、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－ＯＲ9、－ＮＲ10aＲ10b、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－Ｓｉ（Ｒ12）3、
フェニル（Ｒ16から独立して選択される、１、２、３、４又は５つの置換基により置換さ
れていてもよい）、及び
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４個
のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不
飽和又は最大不飽和の芳香族複素環式環からなる群から独立して選択され、この複素環式
環は、Ｒ16から独立して選択される１つ又は複数の置換基により置換されていてもよく、
又は、
不飽和若しくは部分不飽和の複素環式環の同一環炭素原子上に存在している２つのＲ11が
一緒になって、基＝Ｏ、＝Ｃ（Ｒ13）2、＝Ｓ、＝Ｓ（Ｏ）m（Ｒ15）2、＝Ｓ（Ｏ）mＲ

15

Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、＝ＮＲ14、＝ＮＯＲ15若しくは＝ＮＮ（Ｒ14a）Ｒ14bを形成していて
もよく、
【００１７】
又は、
隣接する環原子に結合している２つのＲ11は、それらが結合している環原子と一緒になっ
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て、３、４、５、６、７、８又は９員の飽和環を形成し、この環は、環員として、Ｏ、Ｓ
、Ｎ、ＮＲ14、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のヘテロ原子又は
ヘテロ原子基、及び／或いはＣ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ及びＣ＝ＮＲ14から選択される１つ又は２つ
の基を含有していてもよく、且つこの環は、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－
ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル
チオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロ
アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、
Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ16により置換され
ていてもよい）、及び環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１
、２若しくは３個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６若
しくは７員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環（この複素環式環は、１つ又
は複数の基Ｒ16により置換されていてもよい）からなる群から選択される１つ又は複数の
基により置換されていてもよく、
【００１８】
Ｒ12の各々は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－
Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロ
アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアル
キル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ

1－Ｃ6－ハロアルコキシ－Ｃ1－Ｃ6－アルキル、及びフェニル（１、２、３、４又は５つ
の置換基Ｒ16により置換されていてもよい）からなる群から独立して選択され、
Ｒ13の各々は、シアノ、ニトロ、－ＯＨ、－ＳＨ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、Ｃ1－Ｃ6－アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル
チオ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－
Ｃ6－アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルホニル、トリメチルシリル、ト
リエチルシリル、ｔｅｒｔ－ブチルジメチルシリル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（非置換
であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ4－ア
ルキル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ
及びオキソから選択される１つ又は２つの基を有していてもよい）、フェニル、ベンジル
、フェノキシ（言及した最後の３つの基中のフェニル部分は、非置換であるか、又は１、
２、３、４若しくは５つの置換基Ｒ16を有していてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ
、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子若しくはヘ
テロ原子基を含有している、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又は最大不
飽和の複素環式環からなる群から独立して選択され、この複素環式環は、１、２又は３つ
の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、
又は
【００１９】
アルキル、アルケニル、アルキニル又はシクロアルキル基の同一炭素原子上に存在してい
る２つのＲ13は一緒になって、＝Ｏ、＝ＣＨ（Ｃ1－Ｃ4－アルキル）、＝Ｃ（Ｃ1－Ｃ4－
アルキル）Ｃ1－Ｃ4－アルキル、＝Ｎ（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）若しくは＝ＮＯ（Ｃ1－Ｃ6

－アルキル）であってもよく、
シクロアルキル環上の置換基としてのＲ13は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニ
ル及びＣ2－Ｃ6－アルキニルからなる群からさらに選択され、言及した最後の３つの脂肪
族基は、非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又
はＣＮ、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ
及びオキソから選択される、１つ又は２つの置換基を有していてもよく、
基＝Ｃ（Ｒ13）2、－Ｎ＝Ｃ（Ｒ13）2、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｓ）Ｒ13及び－Ｃ（
＝ＮＲ14）Ｒ13におけるＲ13は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アル
ケニル及びＣ2－Ｃ6－アルキニルからなる群からさらに選択され、言及した最後の３つの
脂肪族基は、非置換であるか部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／
又はＣＮ、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキ
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シ及びオキソから選択される、１つ又は２つの基を有していてもよく、
【００２０】
Ｒ14の各々は、水素、シアノ、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1

－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルフィニル
、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6－ハ
ロアルキルスルホニル、トリメチルシリル、トリエチルシリル、ｔｅｒｔ－ブチルジメチ
ルシリル、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及し
た最後の３つの脂肪族基は、非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されてい
てもよく、且つ／又はＣＮ、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－
Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルホニル
、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル（ハロゲン及びシアノから選択される１つ又は２つの置換基
により置換されていてもよい）、及びオキソから選択される１つ又は２つの基を有してい
てもよい）、
【００２１】
Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されてい
てもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアル
コキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキ
ルスルホニル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アル
キル－（言及した最後の２つの基中のシクロアルキル部分は、ハロゲン及びシアノから選
択される１つ又は２つの置換基により置換されていてもよい）、及びオキソから選択され
る１つ又は２つの基を有していてもよい）、
フェニル、ベンジル、ピリジル、フェノキシ（言及した最後の４つの基中の環式部分は、
非置換であってもよく、又はハロゲン、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、
Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、及び（Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ）カル
ボニルから選択される１、２若しくは３つの置換基を有している）、並びに環員としてＮ
、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１若しくは２個のヘテロ原子若しくはヘ
テロ原子基を含む、３、４、５若しくは６員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環
式環からなる群から独立して選択され、この複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16に
より置換されていてもよく、
Ｒ14a及びＲ14bは、互いに独立して、Ｒ14に関して与えられている意味の１つを有してい
るか、
又は、
【００２２】
Ｒ14a及びＲ14bは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６若し
くは７員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環を形成し、この複素環式環は、
環員としてＮ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のヘテロ
原子又はヘテロ原子基をさらに含有していてもよく、この複素環式環は、ハロゲン、Ｃ1

－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロ
アルコキシから選択される１つ又は複数の置換基を有していてもよく、
　又は
　基－Ｃ（＝ＮＲ14）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b中の、Ｒ14a及びＲ14若しくはＲ14b及びＲ14は、
それらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６若しくは７員の部分不飽
和又は最大不飽和の複素環式環を形成し、この複素環式環は、環員としてＮ、Ｏ、Ｓ、Ｎ
Ｏ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のヘテロ原子又はヘテロ原子基をさ
らに含有していてもよく、この複素環式環は、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1

－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択される１つ又は複数の置換基
を有していてもよく、
【００２３】
Ｒ15の各々は、水素、シアノ、トリメチルシリル、トリエチルシリル、ｔｅｒｔ－ブチル
ジメチルシリル、
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　Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の
３つの脂肪族基は、非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく
、且つ／又はＣ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコ
キシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキル
スルホニル及びオキソから選択される、１つ又は２つの基を有していてもよい）、
　Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されて
いてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－ア
ルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルス
ルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルホニル及びオキソから選択される１つ又は２つの基
を有していてもよい）、
　フェニル、ベンジル、ピリジル及びフェノキシ（言及した最後の４つの基は、非置換で
あるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ6－アル
キル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ及び
（Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ）カルボニルから選択される１、２若しくは３つの置換基を有し
ている）からなる群から独立して選択され、
【００２４】
Ｒ16の各々は、ハロゲン、ニトロ、シアノ、－ＯＨ、－ＳＨ、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ

1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ、Ｃ1

－Ｃ6－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－アル
キルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルホニル、トリメチルシリル、トリエチルシ
リル、ｔｅｒｔ－ブチルジメチルシリル；Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、
Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の３つの脂肪族基は、非置換であるか、部分的若し
くは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又はＣ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－
Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ及びオキソから選択される１つ又は２つの
基を有していてもよい）、
　Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（非置換であるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されて
いてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－ア
ルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ及びオキソから選択される１つ又は２つの基を有し
ていてもよい）、
【００２５】
　フェニル、ベンジル、ピリジル及びフェノキシ（言及した最後の４つの基は、非置換で
あるか、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ6－アル
キル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ及び
（Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ）カルボニルから選択される１、２若しくは３つの置換基を有し
ている）からなる群から独立して選択されるか、
　又は
　不飽和又は部分不飽和環の同一原子上に一緒に存在している２つのＲ16は、＝Ｏ、＝Ｓ
、＝Ｎ（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）、＝ＮＯ（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）、＝ＣＨ（Ｃ1－Ｃ4－ア
ルキル）若しくは＝Ｃ（Ｃ1－Ｃ4－アルキル）Ｃ1－Ｃ4－アルキルであってもよく、
　又は
【００２６】
　２つの隣接炭素原子上の２つのＲ16は、それらが結合している炭素原子と一緒になって
、４、５、６、７若しくは８員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の環を形成し、この環
は、環員としてＮ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のヘ
テロ原子又はヘテロ原子基を含有していてもよく、この環は、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アル
キル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシか
ら選択される１つ又は複数の置換基を有していてもよく、
ｎの各々は、独立して０、１又は２であり、及び
ｍの各々は、独立して０又は１である］、
Ｂ1及びＢ3がＣ－Ｃｌであり、同時にＢ2がＣ－Ｈであり、Ｇ1、Ｇ3及びＧ4がＣ－Ｈであ



(22) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

り、Ｇ2がＣ－Ｆ、Ｃ－Ｃｌ、Ｃ－ＣＨ3又はＣ－ＳＣＨ3であり、ＷがＯであり、Ｒ1がＣ
Ｆ3であり、Ｒ3a及びＲ3bがＨであり、Ｒ5及びＲ6が、それらが結合している窒素原子と
一緒になって、アジリジン－１－イル、アゼチジン－１－イル、ピロリジン－１－イル、
ピペリジン－１－イル、チアゾリジン－３－イル、モルホリン－４－イル、チオモルホリ
ン－４－イル、１－オキソ－１，４－チアジナン－４－イル及び１，１－ジオキソ－１，
４－チアジナン－４－イルから選択される環を形成する化合物１を除外する、イソチアゾ
リン化合物、並びに、それらのＮ－オキシド、立体異性体、及び農業的に又は獣医学的に
許容される塩
に関する。
【００２７】
　本発明はまた、本明細書で定義されている少なくとも１種の式Ｉの化合物及び／又は農
業的に許容されるその塩と、少なくとも１種の農業的に許容される液状担体及び／又は固
体担体とを含む農業用組成物を提供する。
　本発明はまた、本明細書で定義されている少なくとも１種の式Ｉの化合物及び／又は獣
医学的に許容されるその塩と、少なくとも１種の獣医学的に許容される液状担体及び／又
は固体担体とを含む獣医用組成物を提供する。
　本発明はまた、無脊椎有害生物を防除する方法であって、有害生物、その餌供給源、そ
の生息地若しくはその繁殖地、又は有害生物が成長中であるか若しくは成長し得る栽培植
物、植物繁殖材料（種子など）、土壌、区域、資材若しくは環境、又は無脊椎有害生物の
攻撃若しくは侵襲から保護すべき資材、栽培植物、植物繁殖材料（種子など）、土壌、表
面若しくは空間を、本明細書で定義されている式Ｉの化合物又はその塩の殺有害生物有効
量で処理するステップを含む方法を提供する。
　本発明はまた、本明細書で定義されている少なくとも１種の式Ｉの化合物及び／又は農
業的に許容されるその塩を含む植物繁殖材料、特に種子に関する。
　本発明はさらに、寄生生物に侵襲され若しくは感染している動物を処置し、又は寄生生
物による侵襲若しくは感染から動物を保護する方法であって、本明細書で定義されている
式Ｉの化合物又は獣医学的に許容されるその塩の殺寄生生物有効量と動物を接触させるス
テップを含む方法に関する。「動物を本発明の化合物Ｉ、その塩又は獣医用組成物と接触
させる」とは、それを動物に施用又は投与することを意味する。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　「立体異性体」という用語は、鏡像異性体又はジアステレオマー（後者は、分子中に２
個以上の不斉中心があることにより存在する）などの光学異性体、及び幾何異性体（シス
／トランス異性体）の両方を包含する。
　置換パターンに依存して、式Ｉの化合物は１つ又は複数の不斉中心を有することがあり
、この場合、この化合物は、鏡像異性体又はジアステレオマーの混合物として存在する。
不斉中心の１つは、基Ｒ1を有するイソチアゾリン環の炭素環原子である。本発明は、純
粋な鏡像異性体又はジアステレオマー及びこれらの混合物と、化合物Ｉの純粋な鏡像異性
体若しくはジアステレオマー又はその混合物の本発明による使用の両方を提供する。適切
な式Ｉの化合物には、可能性のあるすべての幾何学的な立体異性体（シス／トランス異性
体）及びそれらの混合物も含まれる。
【００２９】
　用語Ｎ－オキシドは、少なくとも１つの窒素原子が酸化形態（ＮＯとして）で存在して
いる、化合物Ｉの形態に関する。より正確には、Ｎ－オキシドは、Ｎ－オキシド部分に酸
化されている少なくとも１個の第三級窒素原子を有する、本発明の任意の化合物に関する
。化合物ＩのＮ－オキシドは、特に、例えばイソチアゾリン部分の環窒素原子、及び／又
はＧ1、Ｇ2、Ｇ3若しくはＧ4がＮである場合、この窒素原子、及び／又はＲ5とＲ6とによ
り形成される環の窒素原子を、ペルオキソカルボン酸又は他の過酸化物などの適切な酸化
剤により酸化することにより調製することができる。当業者は、本発明の化合物がＮ－オ
キシドを形成し得るか、及びどの位置にＮ－オキシドを形成し得るかを認識している。



(23) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

【００３０】
　本発明の化合物は非晶質であってもよく、又は１つ又は複数の異なる結晶状態（多形体
）で存在していてもよく、この結晶状態は、異なる巨視的特性（安定性など）を有するか
、又は異なる生物的特性（活性など）を示すことがある。本発明には、式Ｉの非結晶性化
合物と結晶性化合物の両方、結晶状態が異なるそれぞれの化合物Ｉの混合物、及びその非
結晶性又は結晶性の塩が含まれる。
　式Ｉの化合物の塩は、好ましくは農業的に及び獣医学的に許容される塩である。それら
は慣用的な方法、例えば式Ｉの化合物が塩基性官能基を有する場合、該化合物を対象とす
る陰イオンの酸と反応させることにより、又は酸性の式Ｉの化合物を適切な塩基と反応さ
せることによって形成することができる。
【００３１】
　適切な農業的に許容される塩は、とりわけ、これらの陽イオンの塩又はそれらの酸の酸
付加塩であり、その陽イオン及び陰イオンは、それぞれ、本発明による化合物の作用に対
していかなる悪影響も及ぼすものではない。適切な陽イオンは特に、アルカリ金属、好ま
しくはリチウム、ナトリウム及びカリウムのイオン、アルカリ土類金属、好ましくはカル
シウム、マグネシウム及びバリウムのイオン、並びに遷移金属、好ましくはマンガン、銅
、亜鉛及び鉄のイオン、並びにアンモニウム（ＮＨ4+）及び置換アンモニウム（１～４個
の水素原子がＣ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ヒドロキシアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキ
シ、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキル、ヒドロキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－
Ｃ1－Ｃ4－アルキル、フェニル又はベンジルにより置きかえられている）である。置換ア
ンモニウムイオンの例には、メチルアンモニウム、イソプロピルアンモニウム、ジメチル
アンモニウム、ジイソプロピルアンモニウム、トリメチルアンモニウム、テトラメチルア
ンモニウム、テトラエチルアンモニウム、テトラブチルアンモニウム、２－ヒドロキシエ
チルアンモニウム、２－（２－ヒドロキシエトキシ）エチルアンモニウム、ビス（２－ヒ
ドロキシエチル）アンモニウム、ベンジルトリメチルアンモニウム、及びベンジルトリエ
チルアンモニウム、さらにはホスホニウムイオン、スルホニウムイオン、好ましくはトリ
（Ｃ1－Ｃ4－アルキル）スルホニウム、及びスルホキソニウムイオン、好ましくはトリ（
Ｃ1－Ｃ4－アルキル）スルホキソニウムが含まれる。
【００３２】
　有用な酸付加塩の陰イオンは、主として塩化物イオン、臭化物イオン、フッ化物イオン
、硫酸水素イオン、硫酸イオン、リン酸二水素イオン、リン酸水素イオン、リン酸イオン
、硝酸イオン、炭酸水素イオン、炭酸イオン、ヘキサフルオロケイ酸イオン、ヘキサフル
オロリン酸イオン、安息香酸イオン、並びにＣ1－Ｃ4－アルカン酸の陰イオン、好ましく
はギ酸イオン、酢酸イオン、プロピオン酸イオン及び酪酸イオンである。それらは、式Ｉ
の化合物を、対応する陰イオンの酸、好ましくは塩酸、臭化水素酸、硫酸、リン酸又は硝
酸と反応させることによって形成することができる。
　「獣医学的に許容される塩」という用語は、獣医学的に使用するための塩の形成に関し
て当分野で公知であり且つ許容されている陽イオン又は陰イオンの塩を意味する。例えば
、塩基性窒素原子（例えばアミノ基）を含有する式Ｉの化合物によって形成される適切な
酸付加塩には、無機酸との塩、例えば、塩酸塩（ｈｙｄｒｏｃｈｌｏｒｉｄｓ）、硫酸塩
、リン酸塩及び硝酸塩、並びに有機酸の塩、例えば、酢酸、マレイン酸、二マレイン酸、
フマル酸、二フマル酸、メタンスルフェン酸、メタンスルホン酸及びコハク酸の塩が含ま
れる。
【００３３】
　本明細書で使用する「無脊椎有害生物」という用語は、植物を攻撃し、これにより攻撃
を受けた植物に実質的な被害をもたらし得る昆虫、クモ形類及び線虫などの動物集団、並
びに動物、特に、例えば哺乳動物若しくは鳥類などの温血動物又は爬虫類、両生類若しく
は魚類などの他の高等動物を侵襲し、これにより侵襲された動物に実質的な被害をもたら
し得る外部寄生生物を包含する。
【００３４】



(24) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

　「植物繁殖材料」という用語は、植物の繁殖に使用することができる、種子などの植物
、並びに挿し木及び塊茎（例えば、ジャガイモ）などの植物性の植物材料などの繁殖性部
分すべてを意味するものと理解されたい。これには、発芽後又は土壌からの出現後に移植
されることになる、種子、根、果実、塊茎、鱗茎、根茎、苗条、新芽、及び植物の他の部
分（苗及び幼若植物を含む）が含まれる。これらの植物繁殖材料は、植栽若しくは移植と
同時又はその前のいずれか一方で、植物保護用化合物により予防的に処理することができ
る。前記幼若植物はまた、浸漬又は注入による全体又は一部の処理によって、移植前に保
護することもできる。
　「植物」という用語は、「非栽培植物」を含む任意の種類の植物、特に「栽培植物」を
含む。
　「非栽培植物」という用語は、あらゆる野生型種、又は栽培植物の関連する種若しくは
関連する属を指す。
【００３５】
　用語「栽培植物」は、育種、突然変異誘発又は遺伝子工学によって修飾された植物を含
むものとして理解されたい（上市されているか又は開発中の生物工学的農産物を含むが、
これに限定されない）（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｂｉｏ．ｏｒｇ／ｓｐｅｅｃｈｅｓ／ｐ
ｕｂｓ／ｅｒ／ａｇｒｉ＿ｐｒｏｄｕｃｔｓ．ａｓｐを参照されたい）。遺伝子組換え植
物は、自然環境下においては交雑育種、突然変異又は自然組換えによっては容易に得るこ
とができない組換えＤＮＡ技術の使用により、遺伝物質が上記のように修飾されている植
物である。通常、植物のある種の特性を改善するため、１つ又は複数の遺伝子が、遺伝子
組換え植物の遺伝物質に組み込まれている。こうした遺伝的修飾には、以下に限定されな
いが、例えばグリコシル化による、又はプレニル化、アセチル化若しくはファルネシル化
部位若しくはＰＥＧ部位などのポリマー付加による、タンパク質、オリゴペプチド又はポ
リペプチドの標的化翻訳後修飾も含まれる。
【００３６】
　育種、突然変異誘発又は遺伝子工学により修飾された植物は、例えば、育種又は遺伝子
工学の従来の方法の結果として、特定のクラスの除草剤（ジカンバ又は２，４－Ｄなどの
オーキシン除草剤など）、白化除草剤（ヒドロキシルフェニルピルビン酸ジオキシゲナー
ゼ（ＨＰＰＤ）阻害剤又はフィトエンデサチュラーゼ（ＰＤＳ）阻害剤など）、アセト乳
酸シンターゼ（ＡＬＳ）阻害剤（スルホニル尿素系又はイミダゾリノン系など）、エノー
ルピルビルシキミ酸－３－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ）阻害剤（グリホセートなど）
、グルタミンシンセターゼ（ＧＳ）阻害剤（グルホシネートなど）、プロトポルフィリノ
ーゲン－ＩＸオキシダーゼ阻害剤、脂質生合成阻害剤（アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ
（ＡＣＣａｓｅ）阻害剤など）、又はオキシニル（すなわち、ブロモキシニル又はイオキ
シニル）除草剤の施用に対する耐性が付与されている。さらに、植物は、複合的な遺伝子
組換えによって、複数のクラスの除草剤に対して抵抗性になっている（グリホセートとグ
ルホシネートの両方に対する抵抗性、又はグリホセートと別のクラス由来の除草剤（ＡＬ
Ｓ阻害剤、ＨＰＰＤ阻害剤、オーキシン除草剤、又は、ＡＣＣａｓｅ阻害剤など）の両方
に対する抵抗性など）。これらの除草剤抵抗性技術は、例えば、Pest Managem. Sci. 61,
 2005, 246; 61, 2005, 258; 61, 2005, 277; 61, 2005, 269; 61, 2005, 286; 64, 2008
, 326; 64, 2008, 332; Weed Sci. 57, 2009, 108; Austral. J. Agricult. Res. 58, 20
07, 708; Science 316, 2007, 1185、及びそれらの中に引用されている参照文献に記載さ
れている。数種の栽培植物が、従来的な育種方法（突然変異誘発）により除草剤に対する
耐性が付与されており、例えば、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）夏アブラナ（Ｃａｎ
ｏｌａ、ＢＡＳＦ　ＳＥ、ドイツ）は、イミダゾリノン系、例えばイマザモックスに対し
て耐性があり、又はＥｘｐｒｅｓｓＳｕｎ（登録商標）ヒマワリ（ＤｕＰｏｎｔ、米国）
は、スルホニル尿素、例えばトリベヌロンに耐性がある。遺伝子工学的方法は、ダイズ、
ワタ、トウモロコシ、ビーツ及びナタネなどの栽培植物が、グリホセート及びグルホシネ
ートなどの除草剤に耐性となるようにするために使用されており、そのような植物の一部
は、ＲｏｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標）（グリホセート耐性、Ｍｏｎｓａｎｔｏ、米
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国）、Ｃｕｌｔｉｖａｎｃｅ（登録商標）（イミダゾリノン耐性、ＢＡＳＦ　ＳＥ、ドイ
ツ）、及びＬｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標）（グルホシネート耐性、Ｂａｙｅｒ　Ｃ
ｒｏｐＳｃｉｅｎｃｅ、ドイツ）という商標下で市販されている。
【００３７】
　さらに、組換えＤＮＡ技術を使用することにより、１種又は複数の殺虫性タンパク質、
とりわけ、バチルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）属細菌（特に、バチルス・チューリンゲンシス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ））由来として知られているもの（δ
－エンドトキシン、例えばＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＦ、ＣｒｙＩ
Ｆ（ａ２）、ＣｒｙＩＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ（ｂ１）又はＣｒｙ
９ｃなど）、植物性の殺虫性タンパク質（ＶＩＰ）（例えばＶＩＰ１、ＶＩＰ２、ＶＩＰ
３又はＶＩＰ３Ａ）、線虫にコロニーを形成する細菌の殺虫性タンパク質（例えばフォト
ラブドゥス属の種（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）又はゼノラブドゥス属の種（
Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）、動物によって産生される毒素（サソリ毒、クモ毒
、ハチ毒、又は他の昆虫特異的神経毒など）、菌類によって産生される毒素（こうしたス
トレプトマイセス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔｅｓ）毒、植物レクチン（エンドウレクチ
ン又はオオムギレクチンなど））、アグルチニン、プロテイナーゼ阻害剤（トリプシン阻
害剤、セリンプロテアーゼ阻害剤、パタチン、シスタチン又はパパイン阻害剤など）、リ
ボソーム不活化タンパク質（ＲＩＰ）（リシン、トウモロコシ－ＲＩＰ、アブリン、ルフ
ィン、サポリン又はブリオジンなど）、ステロイド代謝酵素（３－ヒドロキシステロイド
オキシダーゼ、エクジステロイド－ＩＤＰ－グリコシル－トランスフェラーゼ、コレステ
ロールオキシダーゼ、エクジソン阻害剤又はＨＭＧ－ＣｏＡ－レダクターゼなど）、イオ
ンチャネル遮断剤（ナトリウムチャネル又はカルシウムチャネル遮断剤など）、幼若ホル
モンエステラーゼ、利尿ホルモン受容体（ヘリコキニン受容体）、スチルベンシンターゼ
、ビベンジルシンターゼ、キチナーゼ又はグルカナーゼを合成することができる植物も含
まれる。本発明の文脈において、これらの殺虫性タンパク質又は毒素は、プレトキシン、
ハイブリッドタンパク質、切断されているか又はそうでなければ修飾されているタンパク
質としても明確に理解されるべきである。ハイブリッドタンパク質は、タンパク質ドメイ
ンの新しい組合せによって特徴付けられるものである（例えば、ＷＯ０２／０１５７０１
を参照されたい）。こうした毒素、又はこうした毒素を合成することができる遺伝子組換
え植物のさらなる例は、例えば、欧州特許出願公開第３７４７５３号、ＷＯ９３／００７
２７８、ＷＯ９５／３４６５６、欧州特許出願公開第４２７５２９号、欧州特許出願公開
第４５１８７８号、ＷＯ０３／１８８１０及びＷＯ０３／５２０７３に開示されている。
こうした遺伝子組換え植物を生成する方法は、一般に当業者に公知であり、例えば上記の
刊行物に記載されている。
【００３８】
　遺伝子組換え植物に含有されるこれらの殺虫性タンパク質は、これらのタンパク質を産
生する植物に、節足動物のすべての分類学的グループに由来する有害な有害生物、とりわ
け甲虫（甲虫目（Ｃｏｅｌｏｐｔｅｒａ））、双翅目昆虫（双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ））
、及び蛾（鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ））、並びに線虫（線形動物門（Ｎｅｍａｔ
ｏｄａ））に対する耐性を付与する。１種又は複数の殺虫性タンパク質を合成することが
できる遺伝子組換え植物は、例えば上記の刊行物に記載されており、それらの一部は、Ｙ
ｉｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｂ毒素を産生するトウモロコシ品種）、Ｙｉ
ｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）Ｐｌｕｓ（Ｃｒｙ１Ａｂ及びＣｒｙ３Ｂｂ１毒素を産生する
トウモロコシ品種）、Ｓｔａｒｌｉｎｋ（登録商標）（Ｃｒｙ９ｃ毒素を産生するトウモ
ロコシ品種）、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ（登録商標）ＲＷ（Ｃｒｙ３４Ａｂ１、Ｃｒｙ３５Ａｂ
１及び酵素ホスフィノトリシン－Ｎ－アセチルトランスフェラーゼ［ＰＡＴ］を産生する
トウモロコシ品種）、ＮｕＣＯＴＮ（登録商標）３３Ｂ（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を産生するワ
タ品種）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録商標）Ｉ（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を産生するワタ品種）、
Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録商標）ＩＩ（Ｃｒｙ１Ａｃ及びＣｒｙ２Ａｂ２毒素を産生するワ
タ品種）、ＶＩＰＣＯＴ（登録商標）（ＶＩＰ毒素を産生するワタ品種）、ＮｅｗＬｅａ
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ｆ（登録商標）（Ｃｒｙ３Ａ毒素を産生するジャガイモ品種）；Ｂｔ－Ｘｔｒａ（登録商
標）、ＮａｔｕｒｅＧａｒｄ（登録商標）、ＫｎｏｃｋＯｕｔ（登録商標）、ＢｉｔｅＧ
ａｒｄ（登録商標）、Ｐｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）、Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　
ＳＡＳ、フランスからのＢｔ１１（例えば、Ａｇｒｉｓｕｒｅ（登録商標）ＣＢ）及びＢ
ｔ１７６（Ｃｒｙ１Ａｂ毒素及びＰＡＴ酵素を産生するトウモロコシ品種）、Ｓｙｎｇｅ
ｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ、フランスからのＭＩＲ６０４（Ｃｒｙ３Ａ毒素の改変型を
産生するトウモロコシ品種、ＷＯ０３／０１８８１０を参照されたい）、Ｍｏｎｓａｎｔ
ｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．、ベルギーからのＭＯＮ８６３（Ｃｒｙ３Ｂｂ１毒素を産生
するトウモロコシ品種）、Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．、ベルギーからの
ＩＰＣ５３１（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素の改変型を産生するワタ品種）、並びにＰｉｏｎｅｅｒ
　Ｏｖｅｒｓｅａｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、ベルギーからの１５０７（Ｃｒｙ１Ｆ毒
素及びＰＡＴ酵素を産生するトウモロコシ品種）などが市販されている。
【００３９】
　さらに、組換えＤＮＡ技術の使用により、細菌、ウイルス若しくは菌病原体に対するそ
れらの植物の抵抗性又は耐性を増大する１種又は複数のタンパク質を合成することができ
る植物も含まれる。こうしたタンパク質の例は、いわゆる「病変形成関係性タンパク質」
（ＰＲタンパク質、例えば欧州特許出願公開第３９２２２５号を参照されたい）、植物病
害抵抗性遺伝子（例えば、メキシコの野生ジャガイモであるソラヌム・ブルボカスタヌム
（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｂｕｌｂｏｃａｓｔａｎｕｍ）由来のジャガイモ疫病菌（Ｐｈｙｔｏ
ｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）に対して作用する抵抗性遺伝子を発現するジャガ
イモ品種）、又はＴ４－リゾチーム（例えば、火傷病菌（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｖｏ
ｒａ）などの細菌に対して高い抵抗性を有するこれらのタンパク質を合成することができ
るジャガイモ品種）である。こうした遺伝子組換え植物を生成する方法は、一般に当業者
に公知であり、例えば上記の刊行物に記載されている。
【００４０】
　さらに、組換えＤＮＡ技術を使用することにより、生産性（例えば、バイオマス産生、
穀物収穫量、デンプン含量、油含量又はタンパク質含量）を増大し、干ばつ、塩分若しく
は他の生長制限環境因子に対する耐性、又はそれらの植物の有害生物及び菌、細菌若しく
はウイルス病原体に対する耐性を増大する１種又は複数のタンパク質を合成することがで
きる植物も含まれる。
【００４１】
　さらに、組換えＤＮＡ技術を使用することにより、特にヒト又は動物の栄養を改善する
ための、改変された量の含有物質又は新しい含有物質、例えば、健康を促進する長鎖オメ
ガ－３脂肪酸又は不飽和オメガ－９脂肪酸を産生する油料作物（例えば、Ｎｅｘｅｒａ（
登録商標）ナタネ、ＤＯＷ　Ａｇｒｏ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ、カナダ）を含有する植物も含
まれる。
　さらに、組換えＤＮＡ技術を使用することにより、特に原料生産を改善するための、改
変された量の含有物質又は新しい含有物質、例えば、多量のアミロペクチンを産生するジ
ャガイモ（例えば、Ａｍｆｌｏｒａ（登録商標）ジャガイモ、ＢＡＳＦ　ＳＥ、ドイツ）
を含有する植物も含まれる。
【００４２】
　可変基（ｖａｒｉａｂｌｅ）の上の定義において言及されている有機部分は、用語「ハ
ロゲン」と同様に、個々の基のメンバーの個別のリストの総称用語である。接頭語Ｃn－
Ｃmは、各場合において、その基中の可能な炭素原子数を示す。
　「ハロゲン」という用語は、各場合において、フッ素、臭素、塩素又はヨウ素、特にフ
ッ素、塩素又は臭素を意味する。
　アルコキシ、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、アルキルカ
ルボニル、アルコキシカルボニルなどのアルキル部分における、本明細書で使用する用語
「アルキル」とは、１～２個（「Ｃ1－Ｃ2－アルキル」）、１～３個（「Ｃ1－Ｃ3－アル
キル」）、１～４個（「Ｃ1－Ｃ4－アルキル」）、１～６個（「Ｃ1－Ｃ6－アルキル」）
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、１～８個（「Ｃ1－Ｃ8－アルキル」）、又は１～１０個（「Ｃ1－Ｃ10－アルキル」）
の炭素原子を有する、直鎖又は分岐の飽和炭化水素基を指す。Ｃ1－Ｃ2－アルキルは、メ
チル又はエチルである。Ｃ1－Ｃ3－アルキルはさらに、プロピル及びイソプロピルである
。Ｃ1－Ｃ4－アルキルはさらに、ブチル、１－メチルプロピル（ｓｅｃ－ブチル）、２－
メチルプロピル（イソブチル）、又は１，１－ジメチルエチル（ｔｅｒｔ－ブチル）であ
る。Ｃ1－Ｃ6－アルキルはさらに、例えば、ペンチル、１－メチルブチル、２－メチルブ
チル、３－メチルブチル、２，２－ジメチルプロピル、１－エチルプロピル、１，１－ジ
メチルプロピル、１，２－ジメチルプロピル、ヘキシル、１－メチルペンチル、２－メチ
ルペンチル、３－メチルペンチル、４－メチルペンチル、１，１－ジメチルブチル、１，
２－ジメチルブチル、１，３－ジメチルブチル、２，２－ジメチルブチル、２，３－ジメ
チルブチル、３，３－ジメチルブチル、１－エチルブチル、２－エチルブチル、１，１，
２－トリメチルプロピル、１，２，２－トリメチルプロピル、１－エチル－１－メチルプ
ロピル、又は１－エチル－２－メチルプロピルでもある。Ｃ1－Ｃ8－アルキルはさらに、
例えば、ヘプチル、オクチル、２－エチルヘキシル、及びそれらの位置異性体でもある。
Ｃ1－Ｃ10－アルキルはさらに、例えば、ノニル、デシル、及びそれらの位置異性体でも
ある。
【００４３】
　本明細書で使用する用語「ハロアルキル」は、「部分的又は完全にハロゲン化されてい
るアルキル」としても表され、１～２個（「Ｃ1－Ｃ2－ハロアルキル」）、１～３個（「
Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキル」）、１～４個（「Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル」）、１～６個（「
Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル」）、１～８個（「Ｃ1－Ｃ8－ハロアルキル」）、又は１～１０
個（「Ｃ1－Ｃ10－ハロアルキル」）の炭素原子を有する、直鎖又は分岐アルキル基（上
記の通り）であって、これらの基における水素原子の一部又はすべてが、上記のハロゲン
原子により置きかえられている、アルキル基を指し、特にクロロメチル、ブロモメチル、
ジクロロメチル、トリクロロメチル、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、クロロフルオロメチル、ジクロロフルオロメチル、クロロジフルオロメチル、１
－クロロエチル、１－ブロモエチル、１－フルオロエチル、２－フルオロエチル、２，２
－ジフルオロエチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２－クロロ－２－フルオロエチ
ル、２－クロロ－２，２－ジフルオロエチル、２，２－ジクロロ－２－フルオロエチル、
２，２，２－トリクロロエチル又はペンタフルオロエチルなどのＣ1－Ｃ2－ハロアルキル
である。Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキルはさらに、例えば、１－フルオロプロピル、２－フルオ
ロプロピル、３－フルオロプロピル、１，１－ジフルオロプロピル、２，２－ジフルオロ
プロピル、１，２－ジフルオロプロピル、３，３－ジフルオロプロピル、３，３，３－ト
リフルオロプロピル、ヘプタフルオロプロピル、１，１，１－トリフルオロプロパ－２－
イル、３－クロロプロピルなどである。Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルに関する例には、Ｃ1－
Ｃ3－ハロアルキルに関するものの他に、４－クロロブチルなどがある。
【００４４】
　「ハロメチル」とは、１、２又は３個の水素原子がハロゲン原子で置きかえられている
メチルである。例には、ブロモメチル、クロロメチル、フルオロメチル、ジクロロメチル
、トリクロロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、クロロフルオロメチル、
ジクロロフルオロメチル、クロロジフルオロメチルなどがある。
【００４５】
　本明細書で使用する用語「アルケニル」とは、２～３個（「Ｃ2－Ｃ3－アルケニル」）
、２～４個（「Ｃ2－Ｃ4－アルケニル」）、２～６個（「Ｃ2－Ｃ6－アルケニル」）、２
～８個（「Ｃ2－Ｃ8－アルケニル」）、又は２～１０個（Ｃ2－Ｃ10－アルケニル」）の
炭素原子、及び任意の位置に二重結合を有する直鎖又は分岐の一不飽和炭化水素基、例え
ばエテニル、１－プロペニル、２－プロペニル若しくは１－メチルエテニルなどのＣ2－
Ｃ3－アルケニル、エテニル、１－プロペニル、２－プロペニル、１－メチルエテニル、
１－ブテニル、２－ブテニル、３－ブテニル、１－メチル－１－プロペニル、２－メチル
－１－プロペニル、１－メチル－２－プロペニル若しくは２－メチル－２－プロペニルな
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どのＣ2－Ｃ4－アルケニル、エテニル、１－プロペニル、２－プロペニル、１－メチルエ
テニル、１－ブテニル、２－ブテニル、３－ブテニル、１－メチル－１－プロペニル、２
－メチル－１－プロペニル、１－メチル－２－プロペニル、２－メチル－２－プロペニル
、１－ペンテニル、２－ペンテニル、３－ペンテニル、４－ペンテニル、１－メチル－１
－ブテニル、２－メチル－１－ブテニル、３－メチル－１－ブテニル、１－メチル－２－
ブテニル、２－メチル－２－ブテニル、３－メチル－２－ブテニル、１－メチル－３－ブ
テニル、２－メチル－３－ブテニル、３－メチル－３－ブテニル、１，１－ジメチル－２
－プロペニル、１，２－ジメチル－１－プロペニル、１，２－ジメチル－２－プロペニル
、１－エチル－１－プロペニル、１－エチル－２－プロペニル、１－ヘキセニル、２－ヘ
キセニル、３－ヘキセニル、４－ヘキセニル、５－ヘキセニル、１－メチル－１－ペンテ
ニル、２－メチル－１－ペンテニル、３－メチル－１－ペンテニル、４－メチル－１－ペ
ンテニル、１－メチル－２－ペンテニル、２－メチル－２－ペンテニル、３－メチル－２
－ペンテニル、４－メチル－２－ペンテニル、１－メチル－３－ペンテニル、２－メチル
－３－ペンテニル、３－メチル－３－ペンテニル、４－メチル－３－ペンテニル、１－メ
チル－４－ペンテニル、２－メチル－４－ペンテニル、３－メチル－４－ペンテニル、４
－メチル－４－ペンテニル、１，１－ジメチル－２－ブテニル、１，１－ジメチル－３－
ブテニル、１，２－ジメチル－１－ブテニル、１，２－ジメチル－２－ブテニル、１，２
－ジメチル－３－ブテニル、１，３－ジメチル－１－ブテニル、１，３－ジメチル－２－
ブテニル、１，３－ジメチル－３－ブテニル、２，２－ジメチル－３－ブテニル、２，３
－ジメチル－１－ブテニル、２，３－ジメチル－２－ブテニル、２，３－ジメチル－３－
ブテニル、３，３－ジメチル－１－ブテニル、３，３－ジメチル－２－ブテニル、１－エ
チル－１－ブテニル、１－エチル－２－ブテニル、１－エチル－３－ブテニル、２－エチ
ル－１－ブテニル、２－エチル－２－ブテニル、２－エチル－３－ブテニル、１，１，２
－トリメチル－２－プロペニル、１－エチル－１－メチル－２－プロペニル、１－エチル
－２－メチル－１－プロペニル、１－エチル－２－メチル－２－プロペニルなどのＣ2－
Ｃ6－アルケニル、又はＣ2－Ｃ6－アルケニルに関して言及した基、さらには１－へプテ
ニル、２－へプテニル、３－へプテニル、１－オクテニル、２－オクテニル、３－オクテ
ニル、４－オクテニル、１－ノネニル、２－ノネニル、３－ノネニル、４－ノネニル、１
－デセニル、２－デセニル、３－デセニル、４－デセニル、５－デセニルなどのＣ2－Ｃ1

0－アルケニル並びにそれらの位置異性体を指す。
【００４６】
　本明細書で使用する用語「ハロアルケニル」は、「部分的又は完全にハロゲン化されて
いるアルケニル」としても表され、２～３個（「Ｃ2－Ｃ3－ハロアルケニル」）、２～４
個（「Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル」）、２～６個（「Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル」）、２
～８個（「Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル」）、又は２～１０個（「Ｃ2－Ｃ10－ハロアルケ
ニル」）の炭素原子、及び任意の位置（上記の通り）に二重結合を有する直鎖又は分岐の
不飽和炭化水素基であって、これらの基の一部又はすべての水素原子が、上記の通りハロ
ゲン原子、特にフッ素、塩素、及び臭素により置きかえられている基（例えば、クロロビ
ニル、クロロアリルなど）を指す。
【００４７】
　本明細書で使用する用語「アルキニル」とは、２～３個（「Ｃ2－Ｃ3－アルキニル」）
、２～４個（「Ｃ2－Ｃ4－アルキニル」）、２～６個（「Ｃ2－Ｃ6－アルキニル」）、２
～８個（「Ｃ2－Ｃ8－アルキニル」）、又は２～１０個（Ｃ2－Ｃ10－アルキニル」）の
炭素原子、及び任意の位置に１つ又は２つの三重結合を有する直鎖又は分岐の炭化水素基
、例えばエチニル、１－プロピニル又は２－プロピニルなどのＣ2－Ｃ3－アルキニル、エ
チニル、１－プロピニル、２－プロピニル、１－ブチニル、２－ブチニル、３－ブチニル
、１－メチル－２－プロピニルなどのＣ2－Ｃ4－アルキニル、エチニル、１－プロピニル
、２－プロピニル、１－ブチニル、２－ブチニル、３－ブチニル、１－メチル－２－プロ
ピニル、１－ペンチニル、２－ペンチニル、３－ペンチニル、４－ペンチニル、１－メチ
ル－２－ブチニル、１－メチル－３－ブチニル、２－メチル－３－ブチニル、３－メチル
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－１－ブチニル、１，１－ジメチル－２－プロピニル、１－エチル－２－プロピニル、１
－ヘキシニル、２－ヘキシニル、３－ヘキシニル、４－ヘキシニル、５－ヘキシニル、１
－メチル－２－ペンチニル、１－メチル－３－ペンチニル、１－メチル－４－ペンチニル
、２－メチル－３－ペンチニル、２－メチル－４－ペンチニル、３－メチル－１－ペンチ
ニル、３－メチル－４－ペンチニル、４－メチル－１－ペンチニル、４－メチル－２－ペ
ンチニル、１，１－ジメチル－２－ブチニル、１，１－ジメチル－３－ブチニル、１，２
－ジメチル－３－ブチニル、２，２－ジメチル－３－ブチニル、３，３－ジメチル－１－
ブチニル、１－エチル－２－ブチニル、１－エチル－３－ブチニル、２－エチル－３－ブ
チニル、１－エチル－１－メチル－２－プロピニルなどのＣ2－Ｃ6－アルキニルを指す。
【００４８】
　本明細書で使用する用語「ハロアルキニル」は、「部分的又は完全にハロゲン化されて
いるアルキニル」としても表され、２～３個（「Ｃ2－Ｃ3－ハロアルキニル」）、２～４
個（「Ｃ2－Ｃ4－ハロアルキニル」）、３～４個（「Ｃ3－Ｃ4－ハロアルキニル」）、２
～６個（「Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル」）、２～８個（「Ｃ2－Ｃ8－ハロアルキニル」）
、又は２～１０個（「Ｃ2－Ｃ10－ハロアルキニル」）の炭素原子、及び任意の位置（上
記の通り）に１つ又は２つの三重結合を有する直鎖又は分岐の不飽和炭化水素基であって
、これらの基の一部又はすべての水素原子が、上記の通りハロゲン原子、特にフッ素、塩
素、及び臭素により置きかえられている基を指す。
【００４９】
　本明細書で使用する用語「シクロアルキル」とは、３～８個（「Ｃ3－Ｃ8－シクロアル
キル」）、特に３～６個（「Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル」）又は３～５個（「Ｃ3－Ｃ5－
シクロアルキル」）又は３～４個（「Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル」）の炭素原子を有する
、単環式又は二環式又は多環式の飽和炭化水素基を指す。３～４個の炭素原子を有する単
環式基の例は、シクロプロピル及びシクロブチルを含む。３～５個の炭素原子を有する単
環式基の例は、シクロプロピル、シクロブチル及びシクロペンチルを含む。３～６個の炭
素原子を有する単環式基の例は、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル及びシ
クロヘキシルを含む。３～８個の炭素原子を有する単環式基の例は、シクロプロピル、シ
クロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチル、及びシクロオクチルを
含む。７個又は８個の炭素原子を有する二環式基の例は、ビシクロ［２．２．１］ヘプチ
ル、ビシクロ［３．１．１］ヘプチル、ビシクロ［２．２．２］オクチル、及びビシクロ
［３．２．１］オクチルを含む。好ましくは、用語シクロアルキルは、単環式飽和炭化水
素基を意味する。
【００５０】
　本明細書で使用する用語「ハロシクロアルキル」は、「部分的又は完全にハロゲン化さ
れているシクロアルキル」としても表され、３～８個（「Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル
」）、又は好ましくは３～６個（「Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル」）、又は３～５個（
「Ｃ3－Ｃ5－ハロシクロアルキル」）、又は３～４個（「Ｃ3－Ｃ4－ハロシクロアルキル
」）の炭素環員（上記の通り）を有する単環式、若しくは二環式、又は多環式の飽和炭化
水素基であって、一部又はすべての水素原子が、上記の通りハロゲン原子、特にフッ素、
塩素、及び臭素により置きかえられている基を指す。
【００５１】
　用語「シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル」とは、上記で定義したＣ3－Ｃ8－シクロ
アルキル基（「Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル」）、好ましくはＣ3－
Ｃ6－シクロアルキル基（「Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル」）、より
好ましくはＣ3－Ｃ4－シクロアルキル基（「Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アル
キル」）（好ましくは、単環式シクロアルキル基）を指し、上で定義した通り、Ｃ1－Ｃ4

－アルキル基を介して分子の残部に結合している。Ｃ3－Ｃ4－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4

－アルキルに関する例はシクロプロピルメチル、シクロプロピルエチル、シクロプロピル
プロピル、シクロブチルメチル、シクロブチルエチル、及びシクロブチルプロピルである
。Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキルに関する例は、Ｃ3－Ｃ4－シクロアル
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キル－Ｃ1－Ｃ4－アルキルに関して言及したものとは別に、シクロペンチルメチル、シク
ロペンチルエチル、シクロペンチルプロピル、シクロヘキシルメチル、シクロヘキシルエ
チル及びシクロヘキシルプロピルである。Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキ
ルに関する例は、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキルに関して言及したもの
とは別に、シクロヘプチルメチル、シクロヘプチルエチル、シクロオクチルメチルなどで
ある。
【００５２】
　用語「Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル」とは、上で定義した通り
、Ｃ1－Ｃ4－アルキル基を介して分子の残部に結合している、上で定義した通りのＣ3－
Ｃ8－ハロシクロアルキル基を指す。
　本明細書で使用する用語「シクロアルケニル」とは、環中に少なくとも１つのＣ－Ｃ二
重結合を有する単環式炭化水素基を指すが、この環は芳香族性ではなく、この炭化水素基
は、３～８個（「Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル」）の炭素原子を有するものである。例は、
シクロプロパ－１－エニル及びシクロプロパ－２－イルなどのシクロプロペニル、シクロ
ブタ－１－エニル及びシクロブタ－２－エニルなどのシクロブテニル、シクロペンタ－１
－エニル、シクロペンタ－２－エニル及びシクロペンタ－３－エニルなどのシクロペンテ
ニル、シクロペンタ－１，３－ジエニル、シクロペンタ（ｃｙｃｌｐｅｎｔａ）－１，４
－ジエニル及びシクロペンタ（ｃｙｃｌｐｅｎｔａ）－２，４－ジエニルなどのシクロペ
ンタジエニル、シクロヘキサ－１－エニル、シクロヘキサ－２－エニル及びシクロヘキサ
－３－エニルなどのシクロヘキセニル、シクロヘキサ－１，３－ジエニル、シクロヘキサ
－１，４－ジエニル、シクロヘキサ－１，５－ジエニル及びシクロヘキサ－２，５－ジエ
ニルなどのシクロヘキサジエニル、シクロヘプテニル、シクロヘプタジエニル、シクロヘ
プタトリエニル、シクロオクテニル、シクロオクタジエニル、シクロオクタトリエニル及
びシクロオクタテトラエニルである。
【００５３】
　本明細書で使用する用語「ハロシクロアルケニル」とは、環中に少なくとも１つのＣ－
Ｃ二重結合を有する単環式炭化水素基を指すが、この環は芳香族性ではなく、この炭化水
素基は、３～８個（「Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルケニル」）の炭素原子を有しており、且
つ水素原子の一部又は全部が、上記のハロゲン原子、特にフッ素、塩素及び臭素により置
きかえられているものである。
【００５４】
　用語「Ｃ1－Ｃ2－アルコキシ」は、酸素原子を介して結合している、上で定義した通り
のＣ1－Ｃ2－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ3－アルコキシ」は、酸素原子を介して結
合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ3－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ4－アルコ
キシ」は、酸素原子を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ4－アルキル基で
ある。用語「Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ」は、酸素原子を介して結合している、上で定義した
通りのＣ1－Ｃ6－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ10－アルコキシ」は、酸素原子を介
して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ10－アルキル基である。Ｃ1－Ｃ2－アル
コキシは、メトキシ又はエトキシである。Ｃ1－Ｃ3－アルコキシはさらに、例えば、ｎ－
プロポキシ及び１－メチルエトキシ（イソプロポキシ）である。Ｃ1－Ｃ4－アルコキシは
さらに、例えば、ブトキシ、１－メチルプロポキシ（ｓｅｃ－ブトキシ）、２－メチルプ
ロポキシ（イソブトキシ）、又は１，１－ジメチルエトキシ（ｔｅｒｔ－ブトキシ）であ
る。Ｃ1－Ｃ6－アルコキシはさらに、例えば、ペントキシ、１－メチルブトキシ、２－メ
チルブトキシ、３－メチルブトキシ、１，１－ジメチルプロポキシ、１，２－ジメチルプ
ロポキシ、２，２－ジメチルプロポキシ、１－エチルプロポキシ、ヘキソキシ、１－メチ
ルペントキシ、２－メチルペントキシ、３－メチルペントキシ、４－メチルペントキシ、
１，１－ジメチルブトキシ、１，２－ジメチルブトキシ、１，３－ジメチルブトキシ、２
，２－ジメチルブトキシ、２，３－ジメチルブトキシ、３，３－ジメチルブトキシ、１－
エチルブトキシ、２－エチルブトキシ、１，１，２－トリメチルプロポキシ、１，２，２
－トリメチルプロポキシ、１－エチル－１－メチルプロポキシ又は１－エチル－２－メチ
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ルプロポキシである。Ｃ1－Ｃ8－アルコキシはさらに、例えばヘプチルオキシ、オクチル
オキシ、２－エチルヘキシルオキシ及びそれらの位置異性体である。Ｃ1－Ｃ10－アルコ
キシはさらに、例えばノニルオキシ、デシルオキシ及びそれらの位置異性体である。
【００５５】
　用語「Ｃ1－Ｃ2－ハロアルコキシ」は、酸素原子を介して結合している、上で定義した
通りのＣ1－Ｃ2－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ3－ハロアルコキシ」は、酸素原
子を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ3－ハロアルキル基である。用語「
Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ」は、酸素原子を介して結合している、上で定義した通りのＣ

1－Ｃ4－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ」は、酸素原子を介し
て結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ6－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ1

0－ハロアルコキシ」は、酸素原子を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ10

－ハロアルキル基である。Ｃ1－Ｃ2－ハロアルコキシは、例えば、ＯＣＨ2Ｆ、ＯＣＨＦ2

、ＯＣＦ3、ＯＣＨ2Ｃｌ、ＯＣＨＣｌ2、ＯＣＣｌ3、クロロフルオロメトキシ、ジクロロ
フルオロメトキシ、クロロジフルオロメトキシ、２－フルオロエトキシ、２－クロロエト
キシ、２－ブロモエトキシ、２－ヨードエトキシ、２，２－ジフルオロエトキシ、２，２
，２－トリフルオロエトキシ、２－クロロ－２－フルオロエトキシ、２－クロロ－２，２
－ジフルオロエトキシ、２，２－ジクロロ－２－フルオロエトキシ、２，２，２－トリク
ロロエトキシ、又はＯＣ2Ｆ5である。Ｃ1－Ｃ3－ハロアルコキシはさらに、例えば、２－
フルオロプロポキシ、３－フルオロプロポキシ、２，２－ジフルオロプロポキシ、２，３
－ジフルオロプロポキシ、２－クロロプロポキシ、３－クロロプロポキシ、２，３－ジク
ロロプロポキシ、２－ブロモプロポキシ、３－ブロモプロポキシ、３，３，３－トリフル
オロプロポキシ、３，３，３－トリクロロプロポキシ、ＯＣＨ2－Ｃ2Ｆ5、ＯＣＦ2－Ｃ2

Ｆ5、１－（ＣＨ2Ｆ）－２－フルオロエトキシ、１－（ＣＨ2Ｃｌ）－２－クロロエトキ
シ又は１－（ＣＨ2Ｂｒ）－２－ブロモエトキシである。Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシはさ
らに、例えば、４－フルオロブトキシ、４－クロロブトキシ、４－ブロモブトキシ又はノ
ナフルオロブトキシである。Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシはさらに、例えば、５－フルオロ
ペントキシ、５－クロロペントキシ、５－ブロモペントキシ（ｂｒｏｍｐｅｎｔｏｘｙ）
、５－ヨードペントキシ、ウンデカフルオロペントキシ、６－フルオロヘキソキシ、６－
クロロヘキソキシ、６－ブロモヘキソキシ、６－ヨードヘキソキシ又はドデカフルオロヘ
キソキシである。
【００５６】
　本明細書で使用する用語「Ｃ1－Ｃ3－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ3－アルキル」とは、上で定
義した通り、１～３個の炭素原子を有する、直鎖又は分岐アルキル基であって、上で定義
した通り、１個の水素原子がＣ1－Ｃ3－アルコキシ基により置きかえられているアルキル
基を指す。本明細書で使用する用語「Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキル」とは
、上で定義した通り、１～４個の炭素原子を有する直鎖又は分岐アルキル基であって、上
で定義した通り、水素原子の１個がＣ1－Ｃ4－アルコキシ基により置きかえられているア
ルキル基を指す。本明細書で使用する用語「Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6－アルキル
」とは上で定義した通り、１～６個の炭素原子を有する直鎖又は分岐アルキル基であって
、上で定義した通り、水素原子の１個がＣ1－Ｃ6－アルコキシ基により置きかえられてい
るアルキル基を指す。例は、メトキシメチル、エトキシメチル、プロポキシメチル、イソ
プロポキシメチル、ｎ－ブトキシメチル、ｓｅｃ－ブトキシメチル、イソブトキシメチル
、ｔｅｒｔ－ブトキシメチル、１－メトキシエチル、１－エトキシエチル、１－プロポキ
シエチル、１－イソプロポキシエチル、１－ｎ－ブトキシエチル、１－ｓｅｃ－ブトキシ
エチル、１－イソブトキシエチル、１－ｔｅｒｔ－ブトキシエチル、２－メトキシエチル
、２－エトキシエチル、２－プロポキシエチル、２－イソプロポキシエチル、２－ｎ－ブ
トキシエチル、２－ｓｅｃ－ブトキシエチル、２－イソブトキシエチル、２－ｔｅｒｔ－
ブトキシエチル、１－メトキシプロピル、１－エトキシプロピル、１－プロポキシプロピ
ル、１－イソプロポキシプロピル、１－ｎ－ブトキシプロピル、１－ｓｅｃ－ブトキシプ
ロピル、１－イソブトキシプロピル、１－ｔｅｒｔ－ブトキシプロピル、２－メトキシプ
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ロピル、２－エトキシプロピル、２－プロポキシプロピル、２－イソプロポキシプロピル
、２－ｎ－ブトキシプロピル、２－ｓｅｃ－ブトキシプロピル、２－イソブトキシプロピ
ル、２－ｔｅｒｔ－ブトキシプロピル、３－メトキシプロピル、３－エトキシプロピル、
３－プロポキシプロピル、３－イソプロポキシプロピル、３－ｎ－ブトキシプロピル、３
－ｓｅｃ－ブトキシプロピル、３－イソブトキシプロピル、３－ｔｅｒｔ－ブトキシプロ
ピルなどである。
【００５７】
　本明細書で使用する用語「Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－メチル」とは、上で定義した通り、
１個の水素原子がＣ1－Ｃ4－アルコキシ基により置きかえられている、メチルを指す。本
明細書で使用する用語「Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－メチル」とは、水素原子の１個が、上で
定義したＣ1－Ｃ6－アルコキシ基により置きかえられているメチルを指す。例は、メトキ
シメチル、エトキシメチル、プロポキシメチル、イソプロポキシメチル、ｎ－ブトキシメ
チル、ｓｅｃ－ブトキシメチル、イソブトキシメチル、ｔｅｒｔ－ブトキシメチル、ペン
チルオキシメチル、ヘキシルオキシメチルなどである。
【００５８】
　Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ－Ｃ1－Ｃ6－アルキルは、１～６個、とりわけ１～４個の炭
素原子（＝Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキル）を有する直鎖又は分岐アル
キル基であって、水素原子の１個がＣ1－Ｃ6－アルコキシ基により置きかえられており、
且つ少なくとも１個、例えば１、２、３、４個又は残りの水素原子のすべて（アルコキシ
部分中かアルキル部分中のいずれか一方、又はその両方中）がハロゲン原子によって置き
かえられているアルキル基である。Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキルは、
１～４個の炭素原子を有する直鎖又は分岐アルキル基であって、水素原子の１個がＣ1－
Ｃ4－アルコキシ基により置きかえられており、且つ少なくとも１個、例えば１、２、３
、４個又は残りの水素原子のすべて（アルコキシ部分中かアルキル部分中のいずれか一方
、又はその両方中）がハロゲン原子によって置きかえられているアルキル基である。例は
、ジフルオロメトキシメチル（ＣＨＦ2ＯＣＨ2）、トリフルオロメトキシメチル、１－ジ
フルオロメトキシエチル、１－トリフルオロメトキシエチル、２－ジフルオロメトキシエ
チル、２－トリフルオロメトキシエチル、ジフルオロメトキシメチル（ＣＨ3ＯＣＦ2）、
１，１－ジフルオロ－２－メトキシエチル、２，２－ジフルオロ－２－メトキシエチルな
どである。
【００５９】
　用語「Ｃ1－Ｃ2－アルキルチオ」は、硫黄原子を介して結合している、上で定義した通
りのＣ1－Ｃ2－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ3－アルキルチオ」は、硫黄原子を介し
て結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ3－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ4－ア
ルキルチオ」は、硫黄原子を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ4－アルキ
ル基である。用語「Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ」は、硫黄原子を介して結合している、上で
定義した通りのＣ1－Ｃ6－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ10－アルキルチオ」は、硫
黄原子を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ10－アルキル基である。Ｃ1－
Ｃ2－アルキルチオは、メチルチオ又はエチルチオである。Ｃ1－Ｃ3－アルキルチオはさ
らに、例えば、ｎ－プロピルチオ又は１－メチルエチルチオ（イソプロピルチオ）である
。Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオはさらに、例えば、ブチルチオ、１－メチルプロピルチオ（ｓ
ｅｃ－ブチルチオ）、２－メチルプロピルチオ（イソブチルチオ）、又は１，１－ジメチ
ルエチルチオ（ｔｅｒｔ－ブチルチオ）である。Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオはさらに、例え
ば、ペンチルチオ、１－メチルブチルチオ、２－メチルブチルチオ、３－メチルブチルチ
オ、１，１－ジメチルプロピルチオ、１，２－ジメチルプロピルチオ、２，２－ジメチル
プロピルチオ、１－エチルプロピルチオ、ヘキシルチオ、１－メチルペンチルチオ、２－
メチルペンチルチオ、３－メチルペンチルチオ、４－メチルペンチルチオ、１，１－ジメ
チルブチルチオ、１，２－ジメチルブチルチオ、１，３－ジメチルブチルチオ、２，２－
ジメチルブチルチオ、２，３－ジメチルブチルチオ、３，３－ジメチルブチルチオ、１－
エチルブチルチオ、２－エチルブチルチオ、１，１，２－トリメチルプロピルチオ、１，
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２，２－トリメチルプロピルチオ、１－エチル－１－メチルプロピルチオ又は１－エチル
－２－メチルプロピルチオである。Ｃ1－Ｃ8－アルキルチオはさらに、例えば、ヘプチル
チオ、オクチルチオ、２－エチルヘキシルチオ、及びそれらの位置異性体である。Ｃ1－
Ｃ10－アルキルチオはさらに、例えばノニルチオ、デシルチオ、及びそれらの位置異性体
である。
【００６０】
　用語「Ｃ1－Ｃ2－ハロアルキルチオ」は、硫黄原子を介して結合している、上で定義し
た通りのＣ1－Ｃ2－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキルチオ」は、硫
黄原子を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ3－ハロアルキル基である。用
語「Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルチオ」は、硫黄原子を介して結合している、上で定義した通
りのＣ1－Ｃ4－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオ」は、硫黄原
子を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ6－ハロアルキル基である。用語「
Ｃ1－Ｃ10－ハロアルキルチオ」は、硫黄原子を介して結合している、上で定義した通り
のＣ1－Ｃ10－ハロアルキル基である。Ｃ1－Ｃ2－ハロアルキルチオは、例えば、ＳＣＨ2

Ｆ、ＳＣＨＦ2、ＳＣＦ3、ＳＣＨ2Ｃｌ、ＳＣＨＣｌ2、ＳＣＣｌ3、クロロフルオロメチ
ルチオ、ジクロロフルオロメチルチオ、クロロジフルオロメチルチオ、２－フルオロエチ
ルチオ、２－クロロエチルチオ、２－ブロモエチルチオ、２－ヨードエチルチオ、２，２
－ジフルオロエチルチオ、２，２，２－トリフルオロエチルチオ、２－クロロ－２－フル
オロエチルチオ、２－クロロ－２，２－ジフルオロエチルチオ、２，２－ジクロロ－２－
フルオロエチルチオ、２，２，２－トリクロロエチルチオ又はＳＣ2Ｆ5である。Ｃ1－Ｃ3

－ハロアルキルチオはさらに、例えば、２－フルオロプロピルチオ、３－フルオロプロピ
ルチオ、２，２－ジフルオロプロピルチオ、２，３－ジフルオロプロピルチオ、２－クロ
ロプロピルチオ、３－クロロプロピルチオ、２，３－ジクロロプロピルチオ、２－ブロモ
プロピルチオ、３－ブロモプロピルチオ、３，３，３－トリフルオロプロピルチオ、３，
３，３－トリクロロプロピルチオ、ＳＣＨ2－Ｃ2Ｆ5、ＳＣＦ2－Ｃ2Ｆ5、１－（ＣＨ2Ｆ
）－２－フルオロエチルチオ、１－（ＣＨ2Ｃｌ）－２－クロロエチルチオ又は１－（Ｃ
Ｈ2Ｂｒ）－２－ブロモエチルチオである。Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルチオはさらに、例え
ば、４－フルオロブチルチオ、４－クロロブチルチオ、４－ブロモブチルチオ、又はノナ
フルオロブチルチオである。Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルチオはさらに、例えば、５－フルオ
ロペンチルチオ、５－クロロペンチルチオ、５－ブロモペンチルチオ、５－ヨードペンチ
ルチオ、ウンデカフルオロペンチルチオ、６－フルオロヘキシルチオ、６－クロロヘキシ
ルチオ、６－ブロモヘキシルチオ、６－ヨードヘキシルチオ又はドデカフルオロヘキシル
チオである。
【００６１】
　用語「Ｃ1－Ｃ2－アルキルスルフィニル」は、スルフィニル［Ｓ（Ｏ）］基を介して結
合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ2－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ3－アルキ
ルスルフィニル」は、スルフィニル［Ｓ（Ｏ）］基を介して結合している、上で定義した
通りのＣ1－Ｃ3－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル」は、スル
フィニル［Ｓ（Ｏ）］基を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ4－アルキル
基である。用語「Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルフィニル」は、スルフィニル［Ｓ（Ｏ）］基を
介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ6－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ1

0－アルキルスルフィニル」は、スルフィニル［Ｓ（Ｏ）］基を介して結合している、上
で定義した通りのＣ1－Ｃ10－アルキル基である。Ｃ1－Ｃ2－アルキルスルフィニルは、
メチルスルフィニル又はエチルスルフィニルである。Ｃ1－Ｃ3－アルキルスルフィニルは
さらに、例えば、ｎ－プロピルスルフィニル、及び１－メチルエチルスルフィニル（イソ
プロピルスルフィニル）である。Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニルはさらに、例えば、ブ
チルスルフィニル、１－メチルプロピルスルフィニル（ｓｅｃ－ブチルスルフィニル）、
２－メチルプロピルスルフィニル（イソブチルスルフィニル）又は１，１－ジメチルエチ
ルスルフィニル（ｔｅｒｔ－ブチルスルフィニル）である。Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルフィ
ニルはさらに、例えば、ペンチルスルフィニル、１－メチルブチルスルフィニル、２－メ
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チルブチルスルフィニル、３－メチルブチルスルフィニル、１，１－ジメチルプロピルス
ルフィニル、１，２－ジメチルプロピルスルフィニル、２，２－ジメチルプロピルスルフ
ィニル、１－エチルプロピルスルフィニル、ヘキシルスルフィニル、１－メチルペンチル
スルフィニル、２－メチルペンチルスルフィニル、３－メチルペンチルスルフィニル、４
－メチルペンチルスルフィニル、１，１－ジメチルブチルスルフィニル、１，２－ジメチ
ルブチルスルフィニル、１，３－ジメチルブチルスルフィニル、２，２－ジメチルブチル
スルフィニル、２，３－ジメチルブチルスルフィニル、３，３－ジメチルブチルスルフィ
ニル、１－エチルブチルスルフィニル、２－エチルブチルスルフィニル、１，１，２－ト
リメチルプロピルスルフィニル、１，２，２－トリメチルプロピルスルフィニル、１－エ
チル－１－メチルプロピルスルフィニル又は１－エチル－２－メチルプロピルスルフィニ
ルである。Ｃ1－Ｃ8－アルキルスルフィニルはさらに、例えばヘプチルスルフィニル、オ
クチルスルフィニル、２－エチルヘキシルスルフィニル及びそれらの位置異性体である。
Ｃ1－Ｃ10－アルキルスルフィニルはさらに、例えばノニルスルフィニル、デシルスルフ
ィニル、及びそれらの位置異性体である。
【００６２】
　用語「Ｃ1－Ｃ2－ハロアルキルスルフィニル」は、スルフィニル［Ｓ（Ｏ）］基を介し
て結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ2－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ3

－ハロアルキルスルフィニル」は、スルフィニル［Ｓ（Ｏ）］基を介して結合している、
上で定義した通りのＣ1－Ｃ3－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルス
ルフィニル」は、スルフィニル［Ｓ（Ｏ）］基を介して結合している、上で定義した通り
のＣ1－Ｃ4－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル」は、
スルフィニル［Ｓ（Ｏ）］基を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ6－ハロ
アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ10－ハロアルキルスルフィニル」は、スルフィニル［
Ｓ（Ｏ）］基を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ10－ハロアルキル基で
ある。Ｃ1－Ｃ2－ハロアルキルスルフィニルは、例えば、Ｓ（Ｏ）ＣＨ2Ｆ、Ｓ（Ｏ）Ｃ
ＨＦ2、Ｓ（Ｏ）ＣＦ3、Ｓ（Ｏ）ＣＨ2Ｃｌ、Ｓ（Ｏ）ＣＨＣｌ2、Ｓ（Ｏ）ＣＣｌ3、ク
ロロフルオロメチルスルフィニル、ジクロロフルオロメチルスルフィニル、クロロジフル
オロメチルスルフィニル、２－フルオロエチルスルフィニル、２－クロロエチルスルフィ
ニル、２－ブロモエチルスルフィニル、２－ヨードエチルスルフィニル、２，２－ジフル
オロエチルスルフィニル、２，２，２－トリフルオロエチルスルフィニル、２－クロロ－
２－フルオロエチルスルフィニル、２－クロロ－２，２－ジフルオロエチルスルフィニル
、２，２－ジクロロ－２－フルオロエチルスルフィニル、２，２，２－トリクロロエチル
スルフィニル又はＳ（Ｏ）Ｃ2Ｆ5である。Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキルスルフィニルはさらに
、例えば、２－フルオロプロピルスルフィニル、３－フルオロプロピルスルフィニル、２
，２－ジフルオロプロピルスルフィニル、２，３－ジフルオロプロピルスルフィニル、２
－クロロプロピルスルフィニル、３－クロロプロピルスルフィニル、２，３－ジクロロプ
ロピルスルフィニル、２－ブロモプロピルスルフィニル、３－ブロモプロピルスルフィニ
ル、３，３，３－トリフルオロプロピルスルフィニル、３，３，３－トリクロロプロピル
スルフィニル、Ｓ（Ｏ）ＣＨ2－Ｃ2Ｆ5、Ｓ（Ｏ）ＣＦ2－Ｃ2Ｆ5、１－（ＣＨ2Ｆ）－２
－フルオロエチルスルフィニル、１－（ＣＨ2Ｃｌ）－２－クロロエチルスルフィニル、
及び１－（ＣＨ2Ｂｒ）－２－ブロモエチルスルフィニルである。Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキ
ルスルフィニルはさらに、例えば、４－フルオロブチルスルフィニル、４－クロロブチル
スルフィニル、４－ブロモブチルスルフィニル又はノナフルオロブチルスルフィニルであ
る。Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニルはさらに、例えば、５－フルオロペンチルスル
フィニル、５－クロロペンチルスルフィニル、５－ブロモペンチルスルフィニル、５－ヨ
ードペンチルスルフィニル、ウンデカフルオロペンチルスルフィニル、６－フルオロヘキ
シルスルフィニル、６－クロロヘキシルスルフィニル、６－ブロモヘキシルスルフィニル
、６－ヨードヘキシルスルフィニル又はドデカフルオロヘキシルスルフィニルである。
【００６３】
　用語「Ｃ1－Ｃ2－アルキルスルホニル」は、スルホニル［Ｓ（Ｏ）2］基を介して結合
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している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ2－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ3－アルキル
スルホニル」は、スルホニル［Ｓ（Ｏ）2］基を介して結合している、上で定義した通り
のＣ1－Ｃ3－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルホニル」は、スルホニル
［Ｓ（Ｏ）2］基を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ4－アルキル基であ
る。用語「Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルホニル」は、スルホニル［Ｓ（Ｏ）2］基を介して結
合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ6－アルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ10－アル
キルスルホニル」は、スルホニル［Ｓ（Ｏ）2］基を介して結合している、上で定義した
通りのＣ1－Ｃ10－アルキル基である。Ｃ1－Ｃ2－アルキルスルホニルは、メチルスルホ
ニル又はエチルスルホニルである。Ｃ1－Ｃ3－アルキルスルホニルはさらに、例えば、ｎ
－プロピルスルホニル又は１－メチルエチルスルホニル（イソプロピルスルホニル）であ
る。Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルホニルはさらに、例えば、ブチルスルホニル、１－メチルプ
ロピルスルホニル（ｓｅｃ－ブチルスルホニル）、２－メチルプロピルスルホニル（イソ
ブチルスルホニル）、又は１，１－ジメチルエチルスルホニル（ｔｅｒｔ－ブチルスルホ
ニル）である。Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルホニルはさらに、例えば、ペンチルスルホニル、
１－メチルブチルスルホニル、２－メチルブチルスルホニル、３－メチルブチルスルホニ
ル、１，１－ジメチルプロピルスルホニル、１，２－ジメチルプロピルスルホニル、２，
２－ジメチルプロピルスルホニル、１－エチルプロピルスルホニル、ヘキシルスルホニル
、１－メチルペンチルスルホニル、２－メチルペンチルスルホニル、３－メチルペンチル
スルホニル、４－メチルペンチルスルホニル、１，１－ジメチルブチルスルホニル、１，
２－ジメチルブチルスルホニル、１，３－ジメチルブチルスルホニル、２，２－ジメチル
ブチルスルホニル、２，３－ジメチルブチルスルホニル、３，３－ジメチルブチルスルホ
ニル、１－エチルブチルスルホニル、２－エチルブチルスルホニル、１，１，２－トリメ
チルプロピルスルホニル、１，２，２－トリメチルプロピルスルホニル、１－エチル－１
－メチルプロピルスルホニル又は１－エチル－２－メチルプロピルスルホニルである。Ｃ

1－Ｃ8－アルキルスルホニルはさらに、例えばヘプチルスルホニル、オクチルスルホニル
、２－エチルヘキシルスルホニル及びそれらの位置異性体である。Ｃ1－Ｃ10－アルキル
スルホニルはさらに、例えばノニルスルホニル、デシルスルホニル、及びそれらの位置異
性体である。
【００６４】
　用語「Ｃ1－Ｃ2－ハロアルキルスルホニル」は、スルホニル［Ｓ（Ｏ）2］基を介して
結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ2－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ3－
ハロアルキルスルホニル」は、スルホニル［Ｓ（Ｏ）2］基を介して結合している、上で
定義した通りのＣ1－Ｃ3－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルスルホ
ニル」は、スルホニル［Ｓ（Ｏ）2］基を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－
Ｃ4－ハロアルキル基である。用語「Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルホニル」は、スルホニ
ル［Ｓ（Ｏ）2］基を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ6－ハロアルキル
基である。用語「Ｃ1－Ｃ10－ハロアルキルスルホニル」は、スルホニル［Ｓ（Ｏ）2］基
を介して結合している、上で定義した通りのＣ1－Ｃ10－ハロアルキル基である。Ｃ1－Ｃ

2－ハロアルキルスルホニルは、例えば、Ｓ（Ｏ）2ＣＨ2Ｆ、Ｓ（Ｏ）2ＣＨＦ2、Ｓ（Ｏ
）2ＣＦ3、Ｓ（Ｏ）2ＣＨ2Ｃｌ、Ｓ（Ｏ）2ＣＨＣｌ2、Ｓ（Ｏ）2ＣＣｌ3、クロロフルオ
ロメチルスルホニル、ジクロロフルオロメチルスルホニル、クロロジフルオロメチルスル
ホニル、２－フルオロエチルスルホニル、２－クロロエチルスルホニル、２－ブロモエチ
ルスルホニル、２－ヨードエチルスルホニル、２，２－ジフルオロエチルスルホニル、２
，２，２－トリフルオロエチルスルホニル、２－クロロ－２－フルオロエチルスルホニル
、２－クロロ－２，２－ジフルオロエチルスルホニル、２，２－ジクロロ－２－フルオロ
エチルスルホニル、２，２，２－トリクロロエチルスルホニル又はＳ（Ｏ）2Ｃ2Ｆ5であ
る。Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキルスルホニルはさらに、例えば、２－フルオロプロピルスルホ
ニル、３－フルオロプロピルスルホニル、２，２－ジフルオロプロピルスルホニル、２，
３－ジフルオロプロピルスルホニル、２－クロロプロピルスルホニル、３－クロロプロピ
ルスルホニル、２，３－ジクロロプロピルスルホニル、２－ブロモプロピルスルホニル、
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３－ブロモプロピルスルホニル、３，３，３－トリフルオロプロピルスルホニル、３，３
，３－トリクロロプロピルスルホニル、Ｓ（Ｏ）2ＣＨ2－Ｃ2Ｆ5、Ｓ（Ｏ）2ＣＦ2－Ｃ2

Ｆ5、１－（ＣＨ2Ｆ）－２－フルオロエチルスルホニル、１－（ＣＨ2Ｃｌ）－２－クロ
ロエチルスルホニル又は１－（ＣＨ2Ｂｒ）－２－ブロモエチルスルホニルである。Ｃ1－
Ｃ4－ハロアルキルスルホニルはさらに、例えば、４－フルオロブチルスルホニル、４－
クロロブチルスルホニル、４－ブロモブチルスルホニル又はノナフルオロブチルスルホニ
ルである。Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルホニルはさらに、例えば、５－フルオロペンチル
スルホニル、５－クロロペンチルスルホニル、５－ブロモペンチルスルホニル、５－ヨー
ドペンチルスルホニル、ウンデカフルオロペンチルスルホニル、６－フルオロヘキシルス
ルホニル、６－クロロヘキシルスルホニル、６－ブロモヘキシルスルホニル、６－ヨード
ヘキシルスルホニル、又はドデカフルオロヘキシルスルホニルである。
【００６５】
　置換基「オキソ」（又は＝Ｏ）は、ＣＨ2基をＣ（＝Ｏ）基により置きかえるものであ
る。
【００６６】
　置換基＝Ｓは、ＣＨ2基をＣ（＝Ｓ）基により置きかえるものである。
　用語「アルキルカルボニル」は、カルボニル［Ｃ（＝Ｏ）］基を介して結合している、
上で定義した通りのＣ1－Ｃ6－アルキル（「Ｃ1－Ｃ6－アルキルカルボニル」）基、好ま
しくはＣ1－Ｃ4－アルキル（「Ｃ1－Ｃ4－アルキルカルボニル」）基である。例は、アセ
チル（メチルカルボニル）、プロピオニル（エチルカルボニル）、プロピルカルボニル、
イソプロピルカルボニル、ｎ－ブチルカルボニルなどである。
　用語「ハロアルキルカルボニル」は、カルボニル［Ｃ（＝Ｏ）］基を介して結合してい
る、上で定義した通りの、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル（「Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルカルボニ
ル」）基、好ましくはＣ1－Ｃ4－ハロアルキル（「Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルカルボニル」
）基である。例は、トリフルオロメチルカルボニル、２，２，２－トリフルオロエチルカ
ルボニルなどである。
【００６７】
　用語「アルコキシカルボニル」は、カルボニル［Ｃ（＝Ｏ）］基を介して結合している
、上で定義した通りの、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ（「Ｃ1－Ｃ6－アルコキシカルボニル」）
基、好ましくはＣ1－Ｃ4－アルコキシ（「Ｃ1－Ｃ4－アルコキシカルボニル」）基である
。例は、メトキシカルボニル）、エトキシカルボニル、プロポキシカルボニル、イソプロ
ポキシカルボニル、ｎ－ブトキシカルボニルなどである。
　用語「ハロアルコキシカルボニル」は、カルボニル［Ｃ（＝Ｏ）］基を介して結合して
いる、上で定義した通りの、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ（「Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシカ
ルボニル」）基、好ましくはＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシ（「Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシカ
ルボニル」）基である。例は、トリフルオロメトキシカルボニル、２，２，２－トリフル
オロエトキシカルボニルなどである。
【００６８】
　用語「Ｃ1－Ｃ6－アルキルアミノ」は、基－Ｎ（Ｈ）Ｃ1－Ｃ6－アルキルである。例は
、メチルアミノ、エチルアミノ、プロピルアミノ、イソプロピルアミノ、ブチルアミノな
どである。
【００６９】
　用語「ジ－（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）アミノ」は、基－Ｎ（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）2であ
る。例は、ジメチルアミノ、ジエチルアミノ、エチルメチルアミノ、ジプロピルアミノ、
ジイソプロピルアミノ、メチルプロピルアミノ、メチルイソプロピルアミノ、エチルプロ
ピルアミノ、エチルイソプロピルアミノ、ジブチルアミノなどである。
　用語「アミノカルボニル」は、基－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ2である。
　用語「Ｃ1－Ｃ6－アルキルアミノカルボニル」は、基－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）Ｃ1－Ｃ6－
アルキルである。例は、メチルアミノカルボニル、エチルアミノカルボニル、プロピルア
ミノカルボニル、イソプロピルアミノカルボニル、ブチルアミノカルボニルなどである。
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　用語「ジ－（Ｃ1－Ｃ6－アルキル）アミノカルボニル」は、基－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｃ1－
Ｃ6－アルキル）2である。例は、ジメチルアミノカルボニル、ジエチルアミノカルボニル
、エチルメチルアミノカルボニル、ジプロピルアミノカルボニル、ジイソプロピルアミノ
カルボニル、メチルプロピルアミノカルボニル、メチルイソプロピルアミノカルボニル、
エチルプロピルアミノカルボニル、エチルイソプロピルアミノカルボニル、ジブチルアミ
ノカルボニルなどである。
【００７０】
　用語「環員として、１、２若しくは３（又は４）個のヘテロ原子、又はＮ、Ｏ、Ｓ、Ｎ
Ｏ、ＳＯ及びＳＯ2から選択されるヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、
８、９若しくは１０員の飽和、部分不飽和、又は最大不飽和の複素環式環（又は複素単環
式環若しくは複素二環式環）」は、環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から
選択される１、２若しくは３（又は４）個のヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含有して
いる、３、４、５、６、７、８、９若しくは１０員の、好ましくは３、４、５、６若しく
は７員の飽和、部分不飽和若しくは最大不飽和の複素単環式環、又は７、８、９若しくは
１０員の飽和、部分不飽和、若しくは最大不飽和の複素二環式環を意味する。
【００７１】
　不飽和環は、少なくとも１つのＣ－Ｃ及び／若しくはＣ－Ｎ並びに／又はＮ－Ｎ二重結
合を含有している。最大不飽和環は、環のサイズにより許容されるものと同数の、共役Ｃ
－Ｃ及び／若しくはＣ－Ｎ並びに／又はＮ－Ｎ二重結合を含有している。最大不飽和の５
員又は６員の複素環式環は芳香族である。部分不飽和環は、環のサイズにより許容される
最大数のＣ－Ｃ及び／又はＣ－Ｎ及び／又はＮ－Ｎ二重結合よりも少ない二重結合を含有
する。この複素環式環は、炭素環員又は窒素環員を介して分子の残部に結合していてもよ
い。もちろん、この複素環式環は、少なくとも１個の炭素環原子を含有している。環が２
個以上のＯ環原子を含有している場合、これらは隣接しない。
【００７２】
　用語「環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは
３（又は４）個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６若しくは
７員の飽和、部分不飽和、又は最大不飽和の複素環式環」（この場合、「最大不飽和」に
は、「芳香族」も含まれる）は、本明細書で使用する場合、単環式基を意味し、この単環
式基は、飽和、部分不飽和、又は最大不飽和（芳香族を含む）である。用語「環員として
、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３（又は４）個のヘ
テロ原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７若しくは８員の飽和、部
分不飽和、又は最大不飽和の複素環式環」（この場合、「最大不飽和」には、「芳香族」
も含まれる）は、本明細書で使用する場合、さらに、環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、Ｓ
Ｏ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３（又は４）個のヘテロ原子又はヘテロ原子
基を含有している８員の複素単環式基も包含し、この単環式基は、飽和、部分不飽和、又
は最大不飽和（芳香族を含む）である。不飽和環は、少なくとも１つのＣ－Ｃ及び／若し
くはＣ－Ｎ並びに／又はＮ－Ｎ二重結合を含有している。最大不飽和環は、環のサイズに
より許容されるものと同数の、共役Ｃ－Ｃ及び／若しくはＣ－Ｎ並びに／又はＮ－Ｎ二重
結合を含有している。最大不飽和の５員又は６員の複素環式環は芳香族である。７員及び
８員環は芳香族にはなり得ない。それらはホモ芳香族（７員環で、３つの二重結合）、又
は４つの二重結合（８員環）を有する。この複素環式環は、炭素環員又は窒素環員を介し
て分子の残部に結合していてもよい。もちろん、この複素環式環は、少なくとも１個の炭
素環原子を含有している。環が２個以上のＯ環原子を含有している場合、これらは隣接し
ない。
【００７３】
　３、４、５、６又は７員の飽和複素環式環の例には、以下が含まれる：オキシラニル、
チイラニル、アジリジニル、オキセタニル、チエタニル、アゼチジニル、テトラヒドロフ
ラン－２－イル、テトラヒドロフラン－３－イル、テトラヒドロチエン－２－イル、テト
ラヒドロチエン－３－イル、ピロリジン－１－イル、ピロリジン－２－イル、ピロリジン
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－３－イル、ピラゾリジン－１－イル、ピラゾリジン－３－イル、ピラゾリジン－４－イ
ル、ピラゾリジン－５－イル、イミダゾリジン－１－イル、イミダゾリジン－２－イル、
イミダゾリジン－４－イル、オキサゾリジン－２－イル、オキサゾリジン－３－イル、オ
キサゾリジン－４－イル、オキサゾリジン－５－イル、イソオキサゾリジン－２－イル、
イソオキサゾリジン－３－イル、イソオキサゾリジン－４－イル、イソオキサゾリジン－
５－イル、チアゾリジン－２－イル、チアゾリジン－３－イル、チアゾリジン－４－イル
、チアゾリジン－５－イル、イソチアゾリジン－２－イル、イソチアゾリジン－３－イル
、イソチアゾリジン－４－イル、イソチアゾリジン－５－イル、１，２，４－オキサジア
ゾリジン－３－イル、１，２，４－オキサジアゾリジン－５－イル、１，２，４－チアジ
アゾリジン－３－イル、１，２，４－チアジアゾリジン－５－イル、１，２，４－トリア
ゾリジン－３－イル、１，３，４－オキサジアゾリジン－２－イル、１，３，４－チアジ
アゾリジン－２－イル、１，３，４－トリアゾリジン－１－イル、１，３，４－トリアゾ
リジン－２－イル、２－テトラヒドロピラニル、４－テトラヒドロピラニル、１，３－ジ
オキサン－５－イル、１，４－ジオキサン－２－イル、ピペリジン－１－イル、ピペリジ
ン－２－イル、ピペリジン－３－イル、ピペリジン－４－イル、ヘキサヒドロピリダジン
－３－イル、ヘキサヒドロピリダジン－４－イル、ヘキサヒドロピリミジン－２－イル、
ヘキサヒドロピリミジン－４－イル、ヘキサヒドロピリミジン－５－イル、ピペラジン－
１－イル、ピペラジン－２－イル、１，３，５－ヘキサヒドロトリアジン－１－イル、１
，３，５－ヘキサヒドロトリアジン－２－イル及び１，２，４－ヘキサヒドロトリアジン
－３－イル、モルホリン－２－イル、モルホリン－３－イル、モルホリン－４－イル、チ
オモルホリン－２－イル、チオモルホリン－３－イル、チオモルホリン－４－イル、１－
オキソチオモルホリン－２－イル、１－オキソチオモルホリン－３－イル、１－オキソチ
オモルホリン－４－イル、１，１－ジオキソチオモルホリン－２－イル、１，１－ジオキ
ソチオモルホリン－３－イル、１，１－ジオキソチオモルホリン－４－イル、アゼパン－
１－、－２－、－３－又は－４－イル、オキセパン－２－、－３－、－４－又は－５－イ
ル、ヘキサヒドロ－１，３－ジアゼピニル、ヘキサヒドロ－１，４－ジアゼピニル、ヘキ
サヒドロ－１，３－オキサゼピニル、ヘキサヒドロ－１，４－オキサゼピニル、ヘキサヒ
ドロ－１，３－ジオキセピニル、ヘキサヒドロ－１，４－ジオキセピニルなど。
【００７４】
　３、４、５、６又は７員の部分不飽和複素環式環の例には、以下が含まれる：２，３－
ジヒドロフール－２－イル、２，３－ジヒドロフール－３－イル、２，４－ジヒドロフー
ル－２－イル、２，４－ジヒドロフール－３－イル、２，３－ジヒドロチエン－２－イル
、２，３－ジヒドロチエン－３－イル、２，４－ジヒドロチエン－２－イル、２，４－ジ
ヒドロチエン－３－イル、２－ピロリン－２－イル、２－ピロリン－３－イル、３－ピロ
リン－２－イル、３－ピロリン－３－イル、２－イソオキサゾリン－３－イル、３－イソ
オキサゾリン－３－イル、４－イソオキサゾリン－３－イル、２－イソオキサゾリン－４
－イル、３－イソオキサゾリン－４－イル、４－イソオキサゾリン－４－イル、２－イソ
オキサゾリン－５－イル、３－イソオキサゾリン－５－イル、４－イソオキサゾリン－５
－イル、２－イソチアゾリン－３－イル、３－イソチアゾリン－３－イル、４－イソチア
ゾリン－３－イル、２－イソチアゾリン－４－イル、３－イソチアゾリン－４－イル、４
－イソチアゾリン－４－イル、２－イソチアゾリン－５－イル、３－イソチアゾリン－５
－イル、４－イソチアゾリン－５－イル、２，３－ジヒドロピラゾール－１－イル、２，
３－ジヒドロピラゾール－２－イル、２，３－ジヒドロピラゾール－３－イル、２，３－
ジヒドロピラゾール－４－イル、２，３－ジヒドロピラゾール－５－イル、３，４－ジヒ
ドロピラゾール－１－イル、３，４－ジヒドロピラゾール－３－イル、３，４－ジヒドロ
ピラゾール－４－イル、３，４－ジヒドロピラゾール－５－イル、４，５－ジヒドロピラ
ゾール－１－イル、４，５－ジヒドロピラゾール－３－イル、４，５－ジヒドロピラゾー
ル－４－イル、４，５－ジヒドロピラゾール－５－イル、２，３－ジヒドロオキサゾール
－２－イル、２，３－ジヒドロオキサゾール－３－イル、２，３－ジヒドロオキサゾール
－４－イル、２，３－ジヒドロオキサゾール－５－イル、３，４－ジヒドロオキサゾール
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－２－イル、３，４－ジヒドロオキサゾール－３－イル、３，４－ジヒドロオキサゾール
－４－イル、３，４－ジヒドロオキサゾール－５－イル、３，４－ジヒドロオキサゾール
－２－イル、３，４－ジヒドロオキサゾール－３－イル、３，４－ジヒドロオキサゾール
－４－イル、２－、３－、４－、５－又は６－ジ－又はテトラヒドロピリジニル、３－ジ
－又はテトラヒドロピリダジニル、４－ジ－又はテトラヒドロピリダジニル、２－ジ－又
はテトラヒドロピリミジニル、４－ジ－又はテトラヒドロピリミジニル、５－ジ－又はテ
トラヒドロピリミジニル、ジ－又はテトラヒドロピラジニル、１，３，５－ジ－又はテト
ラヒドロトリアジン－２－イル、１，２，４－ジ－又はテトラヒドロトリアジン－３－イ
ル、２，３，４，５－テトラヒドロ［１Ｈ］アゼピン－１－、－２－、－３－、－４－、
－５－、－６－又は－７－イル、３，４，５，６－テトラヒドロ［２Ｈ］アゼピン－２－
、－３－、－４－、－５－、－６－又は－７－イル、２，３，４，７－テトラヒドロ［１
Ｈ］アゼピン－１－、－２－、－３－、－４－、－５－、－６－又は－７－イル、２，３
，６，７－テトラヒドロ［１Ｈ］アゼピン－１－、－２－、－３－、－４－、－５－、－
６－又は－７－イル、テトラヒドロオキセピニル、例えば、２，３，４，５－テトラヒド
ロ［１Ｈ］オキセピン－２－、－３－、－４－、－５－、－６－又は－７－イル、２，３
，４，７－テトラヒドロ［１Ｈ］オキセピン－２－、－３－、－４－、－５－、－６－又
は－７－イル、２，３，６，７－テトラヒドロ［１Ｈ］オキセピン－２－、－３－、－４
－、－５－、－６－又は－７－イル、テトラヒドロ－１，３－ジアゼピニル、テトラヒド
ロ－１，４－ジアゼピニル、テトラヒドロ－１，３－オキサゼピニル、テトラヒドロ－１
，４－オキサゼピニル、テトラヒドロ－１，３－ジオキセピニル及びテトラヒドロ－１，
４－ジオキセピニル。
【００７５】
　３、４、５、６又は７員の最大不飽和（芳香族を含む）複素環式環の例は、２－フリル
、３－フリル、２－チエニル、３－チエニル、１－ピロリル、２－ピロリル、３－ピロリ
ル、１－ピラゾリル、３－ピラゾリル、４－ピラゾリル、５－ピラゾリル、２－オキサゾ
リル、４－オキサゾリル、５－オキサゾリル、２－チアゾリル、４－チアゾリル、５－チ
アゾリル、１－イミダゾリル、２－イミダゾリル、４－イミダゾリル、１，３，４－トリ
アゾール－１－イル、１，３，４－トリアゾール－２－イル、２－ピリジニル、３－ピリ
ジニル、４－ピリジニル、１－オキソピリジン－２－イル、１－オキソピリジン－３－イ
ル、１－オキソピリジン－４－イル，３－ピリダジニル、４－ピリダジニル、２－ピリミ
ジニル、４－ピリミジニル、５－ピリミジニル及び２－ピラジニル、などの５員又は６員
の複素芳香族環、さらには１Ｈ－アゼピン、１Ｈ－［１，３］－ジアゼピン及び１Ｈ－［
１，４］－ジアゼピンなどのホモ芳香族基である。
【００７６】
　本発明では、「複素二環式環」は、少なくとも１個の環原子を共有して有する、２つの
環を含有する。これらの２つの環の少なくとも１つは、環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、
ＳＯ及びＳＯ2から選択される、ヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有する。この用語は、
２つの環が２個の隣接環原子を共通して有する、縮合している（ｃｏｎｄｅｎｓｅｄ）（
縮合（ｆｕｓｅｄ））環系、及び環が１個の環原子だけを共通して有するスピロ系、及び
少なくとも３個の環原子を共通して有する架橋系を含む。
【００７７】
縮合系の例：
　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３（又は４
）個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、７、８、９又は１０員の飽和複素二
環式環の例は、以下である：
【００７８】
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【００７９】
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　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３（又は４
）個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、８、９又は１０員の部分不飽和複素
二環式環の例は、以下である：
【００８０】
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　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３（又は４
）個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、８、９又は１０員の最大不飽和複素
二環式環の例は、以下である：
【００８１】
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【化５】

【００８２】
　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３（又は４
）個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、７、８、９又は１０員のスピロ結合
している複素二環式環の例は、

【化６】

である。
【００８３】
　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３（又は４
）個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、７、８、９又は１０員の架橋複素二
環式環の例は、
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【化７】

などである。
　上記構造において、＃は、分子の残部への結合点を意味する。この結合点は、示されて
いる環上に限定されるものではないが、縮合環上のいずれかの上に存在することができ、
且つ炭素環原子上又は窒素環原子上に存在することができる。この環が１つ又は複数の置
換基を有する場合、これらの置換基は、炭素環原子及び／又は窒素環原子に結合すること
ができる（後者の窒素環原子が、二重結合の一部ではない場合）。
　上記で定義した複素単環式環又は複素二環式環が、Ｒ5及びＲ6が結合している窒素原子
と一緒になって、これらにより形成されるものである場合、環員として、少なくとも１個
の第二級窒素原子（すなわち、ＮＨ）を含有しており、且つ基Ｃ＝Ｗへの結合点がこの第
二級窒素原子上に存在している、上記で定義した環のものしか好適ではない（以下の、Ｒ
5及びＲ6の実施形態も参照されたい）。
【００８４】
　式Ｉの化合物の可変基の好ましい実施形態に関して以下に記載される注釈、とりわけそ
れらの置換基Ｂ1、Ｂ2、Ｂ3、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3a、Ｒ3b、Ｒ3c、Ｒ3d

、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ14a、Ｒ1

4b、Ｒ15、Ｒ16、ｍ及びｎ、本発明による使用及び方法の特徴、並びに本発明の組成物の
特徴については、それら自体と、特にあらゆる可能性のある互いの組合せの両方に有効で
ある。
　本発明の好ましい実施形態では、Ｒ5及びＲ6が結合している窒素原子と一緒になって、
これらにより形成される複素単環式環は、少なくとも１つの置換基Ｒ7を必ず有している
一方、Ｒ5及びＲ6が結合している窒素原子と一緒になって、これらにより形成される複素
二環式環は、少なくとも１つの置換基Ｒ7を有していてもよい。したがって、好ましくは
、Ｒ5及びＲ6はそれらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５、６、７、８
、９若しくは１０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環
を形成し、この環はさらに、環員として、Ｏ、Ｓ、Ｎ、ＮＨ、ＳＯ及びＳＯ2から選択さ
れる１、２、３若しくは４個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していてもよく、
この複素単環式環は、（必ず）１、２、３、４、５、６、７又は８つの置換基Ｒ7により
置換されており、この複素二環式環は、１、２、３、４、５、６、７又は８つの置換基Ｒ
7により置換されていてもよく、Ｒ7は、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ま
しい意味の１つを有する。
【００８５】
　本発明の好ましい実施形態では、Ｒ5及びＲ6が結合している窒素原子と一緒になって、
これらにより形成される複素環式環は単環式である。したがって、好ましくは、Ｒ5及び
Ｒ6はそれらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５若しくは６員の飽和、
部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環を形成し、この環はさらに、環員として、Ｏ、
Ｓ、ＮＨ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のヘテロ原子又はヘテロ原子
含有基を含有していてもよく、この複素単環式環は、１、２、３、４、５又は６　８の置
換基Ｒ7により置換されていてもよく（好ましくは置換されており）、Ｒ7は、上記の一般
的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
【００８６】
　より好ましくは、Ｒ5及びＲ6はそれらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４
、５又は６員の飽和複素単環式環を形成し、この環はさらに、環員として、Ｏ及びＮＨか
ら選択される１個若しくは２個、好ましくは１個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含
有していてもよく、この複素環式環は、１、２、３、４、５又は６つの置換基Ｒ7を有し
ていてもよく（好ましくは有する）、Ｒ7は、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下



(45) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

の好ましい意味の１つを有する。
【００８７】
　とりわけ、Ｒ5及びＲ6はそれらが結合している窒素原子と一緒になって、３、４、５又
は６員の飽和複素単環式環を形成し、この環はさらに、環員として、１個若しくは２個の
ヘテロ原子含有基ＮＨを含有していてもよく、この複素環式環は、１、２、３、４、５又
は６つの置換基Ｒ7を有していてもよく（好ましくは、有しており）、Ｒ7は、上記の一般
的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
【００８８】
　Ｒ5及びＲ6が結合している窒素原子と一緒になって、これらにより形成される適切な複
素単環式環は、例えば、アジリジン－１－イル、ジアジリジン－１－イル、アゼチジン－
１－イル、１，２－ジアゼチジン－１－イル、１，３－ジアゼチジン－１－イル、ピロリ
ジン－１－イル、ピラゾリジン－１－イル、イミダゾリジン－１－イル、１，２，３－ト
リアゾリジン－１－イル、１，２，３－トリアゾリジン－２－イル、１，２，４－トリア
ゾリジン－１－イル、１，２，３－トリアゾリジン－４－イル、ピペリジン－１－イル、
ヘキサヒドロピリミジン－１－イル、ピペラジン－１－イル、アゼパン－１－イル、１，
４－ジアゼパン－１－イル、イソチアゾリジン－２－イル、１－オキソ－イソチアゾリジ
ン－２－イル、１，１－ジオキソ－イソチアゾリジン－２－イル、チアゾリジン－３－イ
ル、イソオキサゾリジン－２－イル、オキサゾリジン－３－イル、モルホリン－４－イル
（モルホリノとも呼ばれる）、チオモルホリン－４－イル（チオモルホリノとも呼ばれる
）、１－オキソチオモルホリン－４－イル、１，１－ジオキソチオモルホリン－４－イル
、１，４－チアジナン－４－イル、１－オキソ－１，４－チアジナン－４－イル及び１，
１－ジオキソ－１，４－チアジナン－４－イルである。上記の単環式環の中で、好ましい
のは、アジリジン－１－イル、アゼチジン－１－イル、１，２－ジアゼチジン－１－イル
、１，３－ジアゼチジン－１－イル、ピロリジン－１－イル、イミダゾリジン－１－イル
、［１，２，４］－トリアゾリジン－１－イル、ピペリジン－１－イル、ピペラジン－１
－イル、ヘキサヒドロピリミジン－１－イル、モルホリン－４－イル、チオモルホリン－
４－イル、１－オキソ－１，４－チアジナン－４－イル及び１，１－ジオキソ－１，４－
チアジナン－４－イルである。さらにより好ましいのは、アゼチジン－１－イル、ピロリ
ジン－１－イル及びピペリジン－１－イルである。
【００８９】
　好ましくは、これらの複素単環式環は、１、２、３、４、５、６、７又は８つの置換基
Ｒ7を有する。より好ましくは、これらの複素単環式環は、１、２、３、４、５又は６つ
の置換基Ｒ7を有する。これらの複素単環式環では、Ｒ7は、互いに独立して、上記の一般
的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
　別のより好ましい実施形態では、Ｒ5及びＲ6はそれらが結合している窒素原子と一緒に
なって、７、８、９若しくは１０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素二環式環を
形成し、この環はさらに、環員として、Ｏ、Ｓ、Ｎ、ＮＨ、ＳＯ及びＳＯ2から選択され
る１、２、３若しくは４個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していてもよく、こ
の複素二環式環は、１、２、３、４、５、６、７又は８つの置換基Ｒ7により置換されて
いてもよく、Ｒ7は、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを
有する。
【００９０】
　この実施形態では、Ｒ5及びＲ6はそれらが結合している窒素原子と一緒になって、好ま
しくは、７、８、９若しくは１０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素二環式環を
形成し、この環はさらに、環員として、Ｏ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ2、Ｎ及びＮＨから選択され
る１個若しくは２個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していてもよく、この複素
環式環は、１、２、３又は４つの置換基Ｒ7により置換されていてもよく、Ｒ7は、上記の
一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
【００９１】
　さらにより好ましくは、Ｒ5及びＲ6はそれらが結合している窒素原子と一緒になって、
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７、８、９若しくは１０員の飽和又は部分不飽和の複素二環式環を形成し、この環はさら
に、環員として、Ｏ、Ｓ、Ｎ及びＮＨから選択される１個若しくは２個のヘテロ原子又は
ヘテロ原子含有基を含有していてもよく、この複素環式環は非置換であるか、又は１、２
、３若しくは４つの置換基Ｒ7により置換されており、Ｒ7は、上記の一般的な意味の１つ
、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
【００９２】
　代替的なさらにより好ましい実施形態では、Ｒ5及びＲ6はそれらが結合している窒素原
子と一緒になって、７、８、９又は１０員の飽和複素二環式環を形成し、この環はさらに
、環員として、Ｏ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ2及びＮＨから選択される１個若しくは２個、好まし
くは１個のヘテロ原子又はヘテロ原子含有基を含有していてもよく、この複素二環式環は
、１、２、３又は４つ、５つ又は６つの置換基Ｒ7により置換されていてもよく、Ｒ7は、
上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
【００９３】
　Ｎ、Ｒ5及びＲ6により形成される適切な複素二環式環は、例えば以下である：
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【化１０】

（式中、＃は、Ｃ（＝Ｗ）への結合点を意味する）。２個の第二級窒素原子を含有してい
る環の一部は、非局在的な結合点を示す。この場合、この結合点は、２個の窒素環原子の
一方に局在化している。
【００９４】
　上記の複素二環式環の中で、好ましいのは以下である：
【化１１】

（式中、＃は、Ｃ（＝Ｗ）への結合点を意味する）。
【００９５】
　これらの複素二環式環は、１、２、３、４又は５つ、好ましくは１、２又は３つ、より
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好ましくは１つ又は２つの置換基Ｒ7を有していてもよく、Ｒ7の各々は独立して、上記の
一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
【００９６】
　基Ｒ7は、炭素環原子上及び窒素環原子上の置換基とすることができる。Ｒ7が窒素原子
上の置換基である場合、Ｒ7は、ハロゲン、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、－ＳＦ5、－Ｓｉ
（Ｒ12）3、－ＯＲ9及び－ＯＳＯ2Ｒ

9から選択されることはなく、好ましくは、－Ｓ（Ｏ
）nＲ

9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bのどちらからも選択されない。
【００９７】
　したがって、窒素の置換基として、Ｒ7は、シアノ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－
シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の４つの
脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は
１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、
－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ
（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8、
フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ11により置換されていてもよい）、並びに
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４個
のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、８、９若しくは１
０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環（この複素単環
式環又は複素二環式環は、１つ又は複数の基Ｒ11により置換されていてもよい）から、
好ましくは、シアノ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アル
ケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の４つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若
しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により
置換されていてもよい）、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、
－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8、
フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ11により置換されていてもよい）、並びに
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２、３若しくは４個
のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、３、４、５、６、７、８、９若しくは１
０員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環又は複素二環式環から選択され、
この複素単環式環又は複素二環式環は、１つ又は複数の基Ｒ11により置換されていてもよ
い。
【００９８】
　したがって、これらの条件が、以下のＲ7の好ましい実施形態に該当する。
　好ましくは、Ｒ7の各々は、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ

8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル（言及した最後の４
つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化されていてもよく、且つ／
又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9

、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b

、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8、フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ
11により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ

2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している、３
、４、５若しくは６員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素単環式環から独立して選
択され、複素単環式環は、１つ又は複数の基Ｒ11により置換されていてもよく、ｎ、Ｒ8

、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ11は、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい
意味の１つを有する。
【００９９】
　Ｒ7が、オキソという意味を有する場合、同一炭素原子に結合している２つの基Ｒ7が、
基＝Ｏを形成するのは自明である。Ｒ7が、＝Ｓという意味を有する場合、同一炭素原子
に結合している２つの基Ｒ7が、基＝Ｓを形成するのもやはり自明である。
【０１００】
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　より好ましくは、Ｒ7の各々は、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1

－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2

－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハ
ロアルキニル（言及した最後の８つの置換基は、基Ｒ8を有していてもよい）、Ｃ1－Ｃ6

－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－ハロア
ルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルフィニル、
Ｃ1－Ｃ6－アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキルスルホニル、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ1

0b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、及び－Ｃ（＝Ｏ）
Ｒ8から独立して選択され、Ｒ8、Ｒ10a及びＲ10bは、上記の一般的な意味の１つ、又は特
に以下の好ましい意味の１つを有する。
【０１０１】
　Ｒ7において、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアル
キル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニ
ル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル又はＣ2－Ｃ6－ハロアルキニル基などの脂肪族又は脂環式基上
の置換基としての基Ｒ8は、好ましくは、シアノ、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル（ＣＮ、メ
チル及びオキソから選択される１つ又は２つの置換基により置換されていてもよい）、Ｃ

3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ
9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（

＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、フェニル（１、２、３、４又は５つの置
換基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及
びＳＯ2から選択される、１、２若しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含む３、
４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環から選択され、
複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16により置換されていてもよく、ｎ、Ｒ9、Ｒ10a

、Ｒ10b及びＲ16は、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを
有する。より好ましくは、Ｒ8は、シアノ、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル（ＣＮ、メチル及
びオキソから選択される、１つ又は２つの置換基により置換されていてもよい）、Ｃ3－
Ｃ6－ハロシクロアルキル及び－ＯＲ9から選択される。
【０１０２】
　Ｒ7に関して好ましい意味としての基Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8では、基Ｒ8は、好ましくは、水素
、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、
Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル
－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及
した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6

－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアル
キニル、－ＯＲ9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bから選択され、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ16は、
上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。この実施形態
では、Ｒ8は、より好ましくは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、
ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロ
アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアル
キル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基
を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－
アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－ＯＲ9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bから選択され
、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ16は、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい
意味の１つを有する。さらにより好ましくは、Ｒ8は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－
ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－
Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ2－アルキル－、とりわ
けＣ3－Ｃ8－シクロアルキル－ＣＨ2－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ2－ア
ルキル－、とりわけＣ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－ＣＨ2－（言及した最後の６つの基
中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2

－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－ＯＲ9及
び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bから選択され、Ｒ9、Ｒ10a及びＲ10bは、上記の一般的な意味の１
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つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。特に、Ｒ8は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、
Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、－ＯＲ9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bから選択され、Ｒ9、Ｒ10a及
びＲ10bは、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
【０１０３】
　Ｒ7に関する好ましい意味としての－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9又は－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9に
おいて、基Ｒ9は、好ましくは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、
Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル
－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ2

－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハ
ロアルキニル、フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ16により置換されていても
よい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若
しくは３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、
部分不飽和又は最大不飽和の複素環式環（複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16によ
り置換されていてもよい）から、好ましくは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル及びＣ1－Ｃ6－
ハロアルキルから選択され、
Ｒ16の各々は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキ
ル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1

－Ｃ4－ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル
、Ｃ2－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル及びＣ2－
Ｃ4－ハロアルキニルからなる群から独立して選択されるか、又は
飽和環の同一炭素原子上に存在している２つのＲ16は、一緒になって＝Ｏ又は＝Ｓを形成
してもよい。特に、Ｒ9は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル及びＣ1－Ｃ6－ハロアルキルから
選択され、具体的には、Ｃ1－Ｃ6－アルキルである。
【０１０４】
　Ｒ7の好ましい意味としての、－ＮＲ10aＲ10b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bにおい
て、又は－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bにおいて、基Ｒ10a及びＲ10bは、互いに独立して
、好ましくは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ

1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－
Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ

4－アルキル－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有してい
てもよい）、
Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－
ハロアルキニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、
フェニル（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘ
テロ原子又はヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又は
最大不飽和の複素環式環から選択され、この複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16に
より置換されていてもよく、
Ｒ13、Ｒ14a、Ｒ14b及びＲ16は、上記の一般的な意味の１つ、又は特に好ましい意味の１
つを有する。
【０１０５】
　より好ましくは、
Ｒ10aは、水素又はメチルであり、
Ｒ10bは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ

6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－
シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－ア
ルキル－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよ
い）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2

－Ｃ6－ハロアルキニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、フェニル
（１、２、３、４又は５つの置換基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに
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　環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個の
ヘテロ原子又はヘテロ原子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和又
は最大不飽和の複素環式環から選択され、この複素環式環は、１つ又は複数の置換基Ｒ16

により置換されていてもよく、
　Ｒ13、Ｒ14a、Ｒ14b及びＲ16は、上記の一般的な意味の１つを有するか、又は特にＲ16

は、上記の好ましい意味の１つを有し、且つＲ13、Ｒ14a及びＲ14bは、以下の好ましい意
味の１つを有する。
【０１０６】
　さらにより好ましくは、
Ｒ10aは水素であり、
Ｒ10bは、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロ
アルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル
－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、
Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－
ハロアルキニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14bから選択され、
　Ｒ13、Ｒ14a及びＲ14bは、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の
１つを有する。
【０１０７】
　特に、
Ｒ10aは水素であり、
Ｒ10bは、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロ
アルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル
－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、
Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、及びＣ2－
Ｃ6－ハロアルキニルから選択される。
【０１０８】
　特に、
Ｒ10aは水素であり、
Ｒ10bは、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14bから選択され、
Ｒ13、Ｒ14a及びＲ14bは、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１
つを有する。
　或いは、特に、
Ｒ10aは、水素又はメチル、好ましくは水素であり、
Ｒ10bは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13及び
－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14bから選択され、
Ｒ13、Ｒ14a及びＲ14bは、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１
つを有する。
【０１０９】
　上記の基Ｒ10a及びＲ10bおいて、
Ｒ13は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、
Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3－
Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1

－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基によ
り置換されていてもよい）、ＣＮ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ4

－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから好ましくは選択される。
【０１１０】
　具体的には、上記の基Ｒ10a及びＲ10bおいて、
Ｒ13は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、
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Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3－
Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1

－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基によ
り置換されていてもよい）、及びＣＮ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキルから選
択される。
　代替的な特定の実施形態では、上記の基Ｒ10a及びＲ10bおいて、
Ｒ13は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ

3－Ｃ6－ハロシクロアルキル（言及した最後の２つの基中のシクロアルキル部分は、シア
ノ基により置換されていてもよい）、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1

－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択される。
【０１１１】
　上記の基Ｒ10a及びＲ10bおいて、
Ｒ14aは、水素及びＣ1－Ｃ6アルキルから好ましくは選択され、
Ｒ14bは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル
、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3

－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－
Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基に
より置換されていてもよい）、及びＣＮ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキルから
好ましくは選択される。
　或いは、上記の基Ｒ10a及びＲ10bおいて、
Ｒ14aは、水素及びＣ1－Ｃ6アルキルから好ましくは選択され、
Ｒ14bは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル及びＣ1－Ｃ6－ハロアルキルから好ましくは選択さ
れる。
【０１１２】
　より好ましくは、Ｒ7は、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6

－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3

－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－
Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の４つの基中のシクロ
アルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロ
アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、－ＮＲ10aＮＲ10b、－
Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8から選択され、Ｒ8、Ｒ10b及びＲ10b

は、上記の一般的な意味の１つを有するか、又は特に上記の好ましい意味の１つを有する
。さらにより好ましくは、Ｒ7は、ハロゲン、シアノ、オキソ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1

－Ｃ6－ハロアルキル、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、及び－Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ8から選択され、Ｒ8、Ｒ10b及びＲ10bは、上記の一般的な意味の１つを有する
か、又は特に上記の好ましい意味の１つを有する。
【０１１３】
　特に、Ｒ7は、フッ素、シアノ、オキソ、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピ
ル、ブチル、イソブチル、ＣＦ3、ＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＨ2ＣＦ3、シアノ基
により置換されているＣ1－Ｃ4－アルキル、シクロプロピル、シクロブチル、シアノ基に
より置換されているシクロプロピル、シアノ基により置換されているシクロブチル、Ｃ3

－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ2－アルキル－、Ｃ3－
Ｃ6－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロ
アルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、アリル、プロパルギル、－ＮＨＣ（＝Ｏ
）Ｒ13、－ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＲ10b及び－Ｃ（＝Ｏ）
Ｒ8から選択され、
Ｒ8は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6

－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シ
クロアルキル－Ｃ1－Ｃ2－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ2－アル
キル－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい
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）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－
Ｃ6－ハロアルキニル、－ＯＲ9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bであり、Ｒ9、Ｒ10a及びＲ10bは
、好ましい意味の１つを有し、
Ｒ13は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、
Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3－
Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1

－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基によ
り置換されていてもよい）、ＣＮ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ4

－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシであり、
Ｒ10bは、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロ
アルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル
－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、
Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、及びＣ2－
Ｃ6－ハロアルキニルから選択される。
【０１１４】
　とりわけ、Ｒ7は、フッ素、シアノ、オキソ、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプ
ロピル、ブチル、イソブチル、ＣＦ3、ＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＨ2ＣＦ3、シア
ノ基により置換されているＣ1－Ｃ4－アルキル、シクロプロピル、シクロブチル、シアノ
基により置換されているシクロプロピル、シアノ基により置換されているシクロブチル、
Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ2－アルキル－、Ｃ

3－Ｃ6－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ6－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシク
ロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、アリル、プロパルギル、－ＮＨＣ（＝
Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＲ10b及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8から選択され、
Ｒ8は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6

－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シ
クロアルキル－Ｃ1－Ｃ2－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ2－アル
キル－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい
）、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－
Ｃ6－ハロアルキニル、－ＯＲ9及び－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10bであり、Ｒ9、Ｒ10a及びＲ10bは
、好ましい意味の１つを有し、
Ｒ13は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、
Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニル、Ｃ3－
Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル－Ｃ1

－Ｃ4－アルキル－（言及した最後の３つの基中のシクロアルキル部分は、シアノ基によ
り置換されていてもよい）及びＣＮ基により置換されているＣ1－Ｃ6－アルキルであり、
Ｒ10bは、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロ
アルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル
－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、
Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、及びＣ2－
Ｃ6－ハロアルキニルから選択される。
【０１１５】
　代替的な特定の実施形態では、Ｒ7は、フッ素、シアノ、オキソ、メチル、エチル、ｎ
－プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ＣＦ3、ＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＨ2ＣＨＦ2

、ＣＨ2ＣＦ3、－ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｒ13、－ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ14a）Ｒ14b、－Ｃ（＝Ｏ
）ＮＨＲ10b及び－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8から選択され、
Ｒ8は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、又は－ＯＲ9、及び－Ｎ（Ｒ10a

）Ｒ10bであり、Ｒ9は、上記の好ましい意味の１つを有しており、特に、Ｃ1－Ｃ6－アル
キル又はＣ1－Ｃ6－ハロアルキルであり、
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Ｒ13は、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ

3－Ｃ6－ハロシクロアルキル（言及した最後の２つの基中のシクロアルキル部分は、シア
ノ基により置換されていてもよい）、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1

－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシであり、
Ｒ10bは、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、ＣＮ基を有するＣ1－Ｃ6－ア
ルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロ
アルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル－、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキル
－（言及した最後の４つの基中のシクロアルキル部分は、ＣＮ基を有していてもよい）、
Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、及びＣ2－
Ｃ6－ハロアルキニルから選択され、
Ｒ14aは、水素及びＣ1－Ｃ6アルキルから選択され、
Ｒ14bは、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル及びＣ1－Ｃ6－ハロアルキルから選択される。
【０１１６】
　本発明の好ましい実施形態では、ＷはＯである。
　好ましくは、Ｂ1、Ｂ2及びＢ3はＣＲ2である。より好ましくは、Ｂ1及びＢ3はＣＲ2で
あり、Ｒ2は水素ではなく、Ｂ2はＣＲ2であり、Ｒ2は上で与えられている意味の１つを有
する。
【０１１７】
　好ましくは、Ｒ2は、水素、ハロゲン、シアノ、アジド、ニトロ、－ＳＣＮ、ＳＦ5、Ｃ

1－Ｃ6－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－アルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アル
キニル（言及した最後の４つの脂肪族及び脂環式基は、部分的若しくは完全にハロゲン化
されていてもよく、且つ／又は１つ若しくは複数の基Ｒ8により置換されていてもよい）
、－ＯＲ9、－Ｓ（Ｏ）nＲ

9及び－ＮＲ10aＲ10bから選択され、
ｎ、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10a及びＲ10bは、上記の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい
意味の１つを有する。
【０１１８】
　より好ましくは、Ｒ2は、水素、ハロゲン及びＣ1－Ｃ2－ハロアルキルから、好ましく
は、水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ及びＣＦ3から選択される。
　特定の実施形態では、Ｂ1及びＢ3はＣ－Ｃｌであり、Ｂ2はＣ－Ｆである。さらなる特
定の実施形態では、Ｂ1及びＢ3はＣ－ＣＦ3であり、Ｂ2はＣ－Ｈである。さらなる特定の
実施形態では、Ｂ1及びＢ3はＣ－Ｂｒであり、Ｂ2はＣ－Ｆである。さらなる特定の実施
形態では、Ｂ1、Ｂ2及びＢ3はＣ－Ｃｌである。さらなる特定の実施形態では、Ｂ1はＣ－
Ｃｌであり、Ｂ2はＣ－Ｈであり、Ｂ3はＣ－ＣＦ3である。さらなる特定の実施形態では
、Ｂ1はＣ－Ｂｒであり、Ｂ2はＣ－Ｈであり、Ｂ3はＣ－ＣＦ3である。具体的には、Ｂ1

及びＢ3はＣ－Ｃｌであり、Ｂ2はＣ－Ｆである。
【０１１９】
　好ましくは、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3及びＧ4はＣＲ4であり、Ｒ4は上又は下で与えられている意
味の１つを有する。同様に、好ましくは、Ｇ1、Ｇ3及びＧ4はＣＲ4であり、Ｇ2はＮであ
り、Ｒ4は上又は下で与えられている意味の１つを有する。同様に、好ましくは、Ｇ2、Ｇ
3及びＧ4はＣＲ4であり、Ｇ1はＮであり、Ｒ4は上又は下で与えられている意味の１つを
有する。より好ましくは、Ｇ1、Ｇ3及びＧ4はＣＨであり、Ｇ2はＣＲ4であり、Ｒ4は上記
の一般的な意味の１つ、又は特に以下の好ましい意味の１つを有する。
　好ましくは、Ｒ4は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロ
アルキル、Ｃ3－Ｃ5－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ5－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ4－アル
ケニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルキニル
、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ及びＣ1

－Ｃ4－ハロアルキルチオから選択され、好ましくは水素、ハロゲン及びメチルから選択
される。
【０１２０】
　好ましくは、Ｒ1は、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル及び－Ｃ（＝Ｏ）
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ＯＲ15から選択され、特に好ましくは、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル及び－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15

から選択され、Ｒ15は、好ましくはＣ1－Ｃ4－アルキルである。特に、Ｒ1は、Ｃ1－Ｃ4

－ハロアルキル、具体的にはＣ1－Ｃ2－ハロアルキル、又は－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ15であり、
Ｒ15はＣ1－Ｃ4－アルキルである。より具体的には、Ｒ1はハロメチル、特に、フルオロ
メチルなどのフルオロメチル、ジフルオロメチル及びトリフルオロメチルであり、非常に
具体的には、トリフルオロメチルである。
【０１２１】
　好ましくは、Ｒ3a及びＲ3bは、互いに独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ1

－Ｃ3－アルキル、Ｃ2－Ｃ3－アルケニル、Ｃ2－Ｃ3－アルキニル、Ｃ1－Ｃ3－ハロアル
キル、Ｃ1－Ｃ3－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ3－アルキルチオ及びＣ1－Ｃ3－アルキルスルホニ
ルから選択される。より好ましくは、Ｒ3a及びＲ3bは、互いに独立して、水素及びハロゲ
ン、好ましくは、水素及びフッ素から選択され、特に水素である。
【０１２２】
　特に上で指定しない場合、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ15及びＲ16

は、以下の好ましい意味を有する。
　Ｒ8がアルキル、アルケニル、又はアルキニル基上の置換基である場合、Ｒ8は、シアノ
、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、－ＯＲ9、－ＳＲ9、－Ｃ
（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、フェ
ニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員とし
てＮ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３個のヘテロ原子又はヘ
テロ原子基を含有している、３、４、５、６又は７員の飽和、部分不飽和又は芳香族複素
環式環（この複素環式環は、１つ又は複数の基Ｒ16により置換されていてもよい）からな
る群から好ましくは選択され、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ16は、上で与えられている意味
の１つ、又は特に以下で与えられる好ましい意味の１つを有する。
【０１２３】
　Ｒ8がアルキル、アルケニル又はアルキニル基上の置換基である場合、Ｒ8は、シアノ、
Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ

1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルチオ、－Ｃ
（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、フェ
ニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員とし
て、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３個のヘテロ原子又は
ヘテロ原子基を含有している３、４、５、６又は７員の飽和、部分不飽和又は芳香族複素
環式環（この複素環式環は、１つ又は複数の基Ｒ16により置換されていてもよい）からな
る群からさらにより好ましくは選択され、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ16は、上で与えられ
ている意味の１つ、又は特に以下で与えられる好ましい意味の１つを有する。特に、Ｒ8

は、シアノ、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）
Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、フェニル（１
、２、３、４又は５つの基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、
Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３個のヘテロ原子又はヘテロ原
子基を含有している３、４、５、６又は７員の飽和、部分不飽和又は芳香族複素環式環（
この複素環式環は、１つ又は複数の基Ｒ16により置換されていてもよい）からなる群から
選択され、Ｒ9、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ16は、上で与えられている意味の１つ、又は特に以
下で与えられる好ましい意味の１つを有する。
　Ｒ8がシクロアルキル基上の置換基である場合、Ｒ8は、シアノ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、
Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6－アルキル、－ＯＲ9、－Ｏ
ＳＯ2Ｒ

9、－ＳＲ9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｓ
）Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ9、フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ16

により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2

から選択される１、２又は３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している３、４、５
、６又は７員の飽和、部分不飽和又は芳香族複素環式環（この複素環式環は、１つ又は複
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数の基Ｒ16により置換されていてもよい）からなる群から好ましくは選択され、Ｒ9、Ｒ1

0a、Ｒ10b及びＲ16は、上で与えられている意味の１つ、又は特に以下で与えられる好ま
しい意味の１つを有する。
【０１２４】
　Ｒ8がシクロアルキル基上の置換基である場合、Ｒ8は、シアノ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、
Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ3－ハロアルコキシからなる
群からさらにより好ましくは選択される。特に、シクロアルキル基上の置換基としてのＲ
8は、シアノ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、及びＣ1－Ｃ3－ハロアルキルから選択される。
【０１２５】
　基－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8、＝Ｃ（Ｒ8）2、又は－Ｃ（＝ＮＲ6）Ｒ8中のＲ8の場合、Ｒ8は、
水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6

－アルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ2－Ｃ6－ア
ルケニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6－アルキニル、Ｃ2－Ｃ6－ハロアルキニ
ル、－ＯＲ9、－ＳＲ9、－Ｎ（Ｒ10a）Ｒ10b、フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ
16により置換されていてもよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ

2から選択される１、２又は３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している３、４、
５、６又は７員の飽和、部分不飽和又は芳香族複素環式環（この複素環式環は、１つ又は
複数の基Ｒ16により置換されていてもよい）からなる群から好ましくは選択され、Ｒ9、
Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ16は、上で与えられている意味の１つ、又は特に以下で与えられる好
ましい意味の１つを有する。
【０１２６】
　基－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ8、＝Ｃ（Ｒ8）2、又は－Ｃ（＝ＮＲ6）Ｒ8中のＲ8の場合、Ｒ8は、
Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－
ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、－Ｎ（Ｒ10a

）Ｒ10b、フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ16により置換されていてもよい）、
並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２又は３個の
ヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している３、４、５、６又は７員の飽和、部分不飽和
又は芳香族複素環式環（この複素環式環は、１つ又は複数の基Ｒ16により置換されていて
もよい）からなる群からより好ましくは選択され、Ｒ10a、Ｒ10b及びＲ16は、上で与えら
れている意味の１つ、又は特に以下で与えられる好ましい意味の１つを有する。
【０１２７】
　好ましくは、Ｒ9の各々は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3

－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル－
Ｃ1－Ｃ4－アルキル、フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ16により置換されていて
もよい）、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２
又は３個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を含有している３、４、５、６又は７員の飽和、
部分不飽和又は芳香族複素環式環（この複素環式環は、１つ又は複数、例えば、１、２、
３又は４つ、好ましくは１つ又は２つ、より好ましくは１つの基Ｒ16により置換されてい
てもよい）からなる群から独立して選択され、Ｒ16は、上で与えられている意味の１つ、
又は特に以下で与えられる好ましい意味の１つを有する。
　より好ましくは、Ｒ9の各々は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル
、フェニル（１、２、３、４又は５つの基Ｒ16により置換されていてもよい）、並びに環
員としてＮ、Ｏ及びＳから選択される１、２又は３個のヘテロ原子を含有している５員又
は６員の複素芳香族環（この複素芳香族環は、１つ又は複数の基Ｒ16により置換されてい
てもよい）からなる群から独立して選択され、Ｒ16は、上で与えられている意味の１つ、
又は特に以下で与えられる好ましい意味の１つを有する。
【０１２８】
　Ｒ10a及びＲ10bは、水素、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ4－
アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルキ
ニル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルキル



(59) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

カルボニル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルカルボニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルアミノカルボニル
、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルアミノカルボニル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキルアミノカルボニ
ル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキルアミノカルボニル、並びに環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、
ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１、２若しくは３個のヘテロ原子若しくはヘテロ原
子基を含む、３、４、５、６若しくは７員の飽和、部分不飽和若しくは最大不飽和の複素
環式環（この複素環式環は、ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアル
キル、Ｃ2－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、Ｃ2

－Ｃ4－ハロアルキニル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、
Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ及びＣ1－
Ｃ4－ハロアルキルチオから選択される１つ又は複数、好ましくは１、２又は３つ、特に
１つの置換基により、置換されていてもよい）から互いに独立して好ましくは選択される
か、
又は、Ｒ10a及びＲ10bは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、５員若しくは
６員の飽和、部分不飽和若しくは芳香族複素環式環を形成し、複素環式環はさらに、環員
として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のさらなる
ヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含有していてもよく、ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ4－ア
ルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、
Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルキニル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－
Ｃ6－ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ

4－アルキルチオ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルキルチオから選択される１つ又は２つ、特に１
つの置換基を有していてもよい。
【０１２９】
　より好ましくは、Ｒ10a及びＲ10bは、水素、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアル
キル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、並びに環員として、
Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個のヘテロ原子又はヘテロ原子基を
含む３員又は４員の飽和複素環式環から、互いに独立して選択され（この複素環式環は、
ハロゲン、ＣＮ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ
、及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択される１つ又は複数、好ましくは１、２又は３
つ、特に１つの置換基により置換されていてもよい）、具体的には、水素、Ｃ1－Ｃ4－ア
ルキル、及びＣ1－Ｃ4－ハロアルキルから互いに独立して選択される。
【０１３０】
　各Ｒ11及び各Ｒ16は、出現毎に独立して、且つ互いに独立して、好ましくはハロゲン、
ＣＮ、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4

－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－
アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスル
ホニル及びＣ1－Ｃ4－ハロアルキルスルホニルから、より好ましくはハロゲン、ＣＮ、Ｃ

1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロ
アルコキシから選択される。
　Ｒ12の各々は、Ｃ1－Ｃ4－アルキルから好ましくは選択され、特にメチルである。
【０１３１】
　Ｒ13がアルキル、アルケニル、又はアルキニル基上の置換基である場合、Ｒ13は、シア
ノ、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、－ＯＨ、－ＳＨ、Ｃ1

－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－
ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルスルフィ
ニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルスルホニル及びフェニル
（ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及び
Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択される、１、２又は３つの基により置換されていても
よい）からなる群から好ましくは選択される。
　Ｒ13がシクロアルキル基上の置換基である場合、Ｒ13は、シアノ、Ｃ1－Ｃ6－アルキル
、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル
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、－ＯＨ、－ＳＨ、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ4－アル
キルチオ、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－
ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ4－アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキルス
ルホニル及びフェニル（ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1

－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択される、１、２又は３つの基
により置換されていてもよい）からなる群から好ましくは選択される。
【０１３２】
　Ｒ13がシクロアルキル基上の置換基である場合、Ｒ13は、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルキ
ル、Ｃ1－Ｃ3－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、及びＣ1－Ｃ3－ハロアルコキシか
らなる群からさらにより好ましくは選択される。特に、シクロアルキル基上の置換基とし
てのＲ13は、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、及びＣ1－Ｃ3－ハロアルキルから選択され
る。
　基－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ13、－Ｃ（＝Ｓ）Ｒ13、＝Ｃ（Ｒ13）2、又は－Ｃ（＝ＮＲ14）Ｒ13

中のＲ13の場合、Ｒ8は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ

8－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ8－ハロシクロアルキル、－ＯＨ、－ＳＨ、Ｃ1－Ｃ6－アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルコキシ、及びフェニル（ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ

1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択
される、１、２又は３つの基により置換されていてもよい）からなる群から好ましくは選
択される。
【０１３３】
　Ｒ14、Ｒ14a及びＲ14bは、水素、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ2

－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、Ｃ2－Ｃ4－ハ
ロアルキニル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル及びベンジル
から互いに独立して好ましくは選択され、ベンジル中のフェニル環は、ハロゲン、Ｃ1－
Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロア
ルコキシから選択される１、２又は３つ、特に１つの置換基により置換されていてもよい
か、
又は、Ｒ14a及びＲ14bは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、５員若しくは
６員の飽和、部分不飽和若しくは芳香族複素環式環を形成し、この複素環式環はさらに、
環員として、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のさら
なるヘテロ原子若しくはヘテロ原子基を含有していてもよく、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アル
キル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシ
から選択される１つ若しくは２つ、特に１つの置換基を有していてもよい。
【０１３４】
　より好ましくは、Ｒ14、Ｒ14a及びＲ14bは、水素、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハ
ロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6－ハロシクロアルキル、及びベンジル
から互いに独立して選択され、ベンジル中のフェニル環は、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルキ
ル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから
選択される１、２又は３つ、特に１つの置換基により置換されていてもよいか、
又は、
Ｒ14a及びＲ14bは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、５員若しくは６員の
飽和、部分不飽和若しくは芳香族複素環式環を形成し、この複素環式環はさらに、環員と
して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ及びＳＯ2から選択される１個若しくは２個のさらなるヘ
テロ原子若しくはヘテロ原子基を含有していてもよく、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、
Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ、及びＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選
択される１つ若しくは２つ、特に１つの置換基を有していてもよい。
　Ｒ15の各々は、水素、Ｃ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、フェニル、ベン
ジル、ピリジル、及びフェノキシから好ましくは選択され、言及した最後の４つの基は非
置換であってもよく、且つ／又はＣ1－Ｃ6－アルキル、Ｃ1－Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ1－
Ｃ6－アルコキシ、及びＣ1－Ｃ6－ハロアルコキシから選択される１、２若しくは３つの
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　本発明の特定の実施形態では、化合物Ｉは式ＩＡの化合物、すなわち、式Ｉの化合物で
あり、Ｂ1はＣＲ2aであり、Ｂ2はＣＲ2bであり、Ｂ3はＣＲ2cであり、Ｒ1はＣＦ3であり
、Ｒ3a及びＲ3bは、それぞれ水素であり、Ｇ1はＣ－Ｈであり、Ｇ3はＣ－Ｈであり、Ｇ4

はＣ－Ｈであり、Ｇ2はＣ－Ｒ4であり、
【０１３５】
【化１２】

Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、上で与えられている一般的な意味の１つ、又は特に上で与えられて
いる好ましい意味の１つを有し、Ｒ2a、Ｒ2b及びＲ2cは、互いに独立して、一般的な意味
の１つ、又は特にＲ2に関して上で与えられている好ましい意味の１つを有しているが、
Ｒ2a及びＲ2cがＣｌであり、同時に、Ｒ2bがＨであり、Ｒ4がＦ、Ｃｌ、ＣＨ3又はＳＣＨ

3であり、Ｒ5及びＲ6がそれらが結合している窒素原子と一緒になって、非置換のアジリ
ジン－１－イル、非置換のアゼチジン－１－イル、非置換のピロリジン－１－イル、非置
換のピペリジン－１－イル、非置換のチアゾリジン－３－イル、非置換のモルホリン－４
－イル、非置換のチオモルホリン－４－イル、非置換の１－オキソ－１，４－チアジナン
－４－イル及び非置換の１，１－ジオキソ－１，４－チアジナン－４－イルから選択され
る環を形成する化合物ＩＡは除外する。
【０１３６】
　好ましい化合物の例は、以下の式Ｉａ．１～Ｉａ．５２の化合物であり、可変基は、一
般的な意味の１つ、又は上で示された好ましい意味の１つを有する。好ましい化合物の例
は、以下の表１～２６５にまとめた個々の化合物であり、さらには、表中の個々の可変基
に関して以下に言及する意味は、それらについて言及されている組合せとそれ自体独立し
て、対象となる置換基の特に好ましい実施形態である。
【０１３７】
【化１３】

【０１３８】
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【化１４】

【０１３９】
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【化１５】

【０１４０】
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【化１６】

【０１４１】
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【化１７】

【０１４２】
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【化１８】

【０１４３】
表１
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．１の
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化合物。
【０１４４】
表２
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．２の
化合物。
【０１４５】
表３
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３の
化合物。
表４
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．４の
化合物。
表５
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．５の
化合物。
【０１４６】
表６
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．６の
化合物。
表７
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．７の
化合物。
表８
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．８の
化合物。
【０１４７】
表９
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、行Ａ－３７、Ａ－３
０７、Ａ－３３７及びＡ－６６７を除外する、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．９の
化合物。
表１０
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１０の化合物。
表１１
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１１の化合物。
表１２
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１２の化合物。
表１３
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１３の化合物。
【０１４８】
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表１４
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１４の化合物。
【０１４９】
表１５
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１５の化合物。
表１６
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１６の化合物。
表１７
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１７の化合物。
表１８
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１８の化合物。
【０１５０】
表１９
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．１９の化合物。
表２０
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２０の化合物。
表２１
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２１の化合物。
表２２
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２２の化合物。
【０１５１】
表２３
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２３の化合物。
表２４
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２４の化合物。
表２５
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２５の化合物。
表２６
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２６の化合物。
【０１５２】
表２７
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２７の化合物。
表２８
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２８の化合物。
表２９
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　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．２９の化合物。
表３０
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．３０の化合物。
【０１５３】
表３１
　化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相
当する、式Ｉａ．３１の化合物。
表３２
　Ｒ7aが水素であり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、
表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
表３３
　Ｒ7aがメチルであり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において
、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
表３４
　Ｒ7aがエチルであり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において
、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
【０１５４】
表３５
　Ｒ7aがイソプロピル（－ＣＨ（ＣＨ3）2）であり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4

の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
表３６
　Ｒ7aが２，２－ジフルオロエチルであり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せ
が、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
表３７
　Ｒ7aが２，２，２－トリフルオロエチルであり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の
組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
表３８
　Ｒ7aがシクロプロピルであり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合
において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
【０１５５】
表３９
　Ｒ7aがシクロプロピルメチル－であり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが
、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
表４０
　Ｒ7aがアリルであり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において
、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
表４１
　Ｒ7aがプロパ－２－イニル（プロパルギル）であり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ
4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３２の化合物。
表４２～５１
　Ｒ7aが表３２～４１のいずれかにおいて定義されている通りであり、化合物のＲ2a、Ｒ
2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３
３の化合物。
【０１５６】
表５２～６１
　Ｒ7aが表３２～４１のいずれかにおいて定義されている通りであり、化合物のＲ2a、Ｒ
2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３
４の化合物。
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表６２～７１
　Ｒ7aが表３２～４１のいずれかにおいて定義されている通りであり、化合物のＲ2a、Ｒ
2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３
５の化合物。
【０１５７】
表７２～８１
　Ｒ7aが表３２～４１のいずれかにおいて定義されている通りであり、化合物のＲ2a、Ｒ
2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．３
６の化合物。
表８２～９１
　Ｒ10bが表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化
合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当す
る、式Ｉａ．３７の化合物。
表９２～１０１
　Ｒ10bが表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化
合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当す
る、式Ｉａ．３８の化合物。
表１０２～１１１
　Ｒ10bが表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化
合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当す
る、式Ｉａ．３９の化合物。
【０１５８】
表１１２～１２１
　Ｒ10bが表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化
合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当す
る、式Ｉａ．４０の化合物。
表１２２～１３１
　Ｒ10bが表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化
合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当す
る、式Ｉａ．４１の化合物。
表１３２～１４１
　Ｒ10bが表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化
合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当す
る、式Ｉａ．４２の化合物。
表１４２～１５１
　Ｒ10bが表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化
合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当す
る、式Ｉａ．４３の化合物。
【０１５９】
表１５２～１６１
　Ｒ10bが表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化
合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当す
る、式Ｉａ．４４の化合物。
表１６２～１７１
　Ｒ13が表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化合
物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する
、式Ｉａ．４５の化合物。
表１７２
　Ｒ13がＣＦ3であり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、
表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．４５の化合物。
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表１７３
　Ｒ13がビニルであり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において
、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．４５の化合物。
【０１６０】
表１７４
　Ｒ13がエチニルであり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合におい
て、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．４５の化合物。
表１７５
　Ｒ13が－ＮＨ（ＣＨ3）であり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合
において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．４５の化合物。
表１７６
　Ｒ13が－ＮＨ（ＣＨ2ＣＨ3）であり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、
各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．４５の化合物。
表１７７
　Ｒ13が－ＮＨ（ＣＨ2ＣＦ3）であり、化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、
各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ．４５の化合物。
【０１６１】
表１７８～１９３
　Ｒ13が表１６２～１７７のいずれかにおいて定義されている通りであり、化合物のＲ2a

、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ
．４６の化合物。
表１９４～２０９
　Ｒ13が表１６２～１７７のいずれかにおいて定義されている通りであり、化合物のＲ2a

、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ
．４７の化合物。
表２１０～２２５
　Ｒ13が表１６２～１７７のいずれかにおいて定義されている通りであり、化合物のＲ2a

、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する、式Ｉａ
．４８の化合物。
表２２６～２３５
　Ｒ8が表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化合
物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する
、式Ｉａ．４９の化合物。
【０１６２】
表２３６～２４５
　Ｒ8が表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化合
物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する
、式Ｉａ．５０の化合物。
表２４６～２５５
　Ｒ8が表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化合
物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する
、式Ｉａ．５１の化合物。
表２５６～２６５
　Ｒ8が表３２～４１のいずれかにおいてＲ7aに関して定義されている通りであり、化合
物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c及びＲ4の組合せが、各場合において、表Ａの１つの行に相当する
、式Ｉａ．５２の化合物。
【０１６３】
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【０１８３】
　上記の化合物の中で、好ましいのは、式Ｉａ．２、Ｉａ．３、Ｉａ．１０、Ｉａ．１１
、Ｉａ．１２、Ｉａ．１３及びＩａ．１４の化合物である。
【０１８４】
　式Ｉの化合物は、以下のスキーム若しくは実施例の合成の説明において記載されている
方法により、又は有機化学の標準的方法により調製することができる。置換基、可変基及
び指数は、特に指定しない場合、式Ｉについて上で定義した通りである。
【０１８５】
　式Ｉの化合物は、以下のスキーム１に示されている通り、式１の化合物を脱水すること
により調製することができる。Ａ’はＡ、又はＡの前駆体であり、Ａは、基Ｃ（＝Ｗ）Ｎ
（Ｒ5Ｒ6）であり、Ｗ、Ｒ5及びＲ6は、上で定義されている通りである。Ａの典型的な前
駆体は、ハロゲン原子、ＣＮ、カルボキシ、ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル、アセタール
（ａｃｅｔａｌｅ）基、保護アルデヒド基又は－ＯＳＯ2－Ｒz1であり、Ｒz1は、Ｃ1－Ｃ

4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－ハロアルキル又はフェニル（Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ1－Ｃ4－
ハロアルキル　Ｃ1－Ｃ4－アルコキシ又はＣ1－Ｃ4－ハロアルコキシから選択される、１
、２又は３つの基により置換されていてもよい）である。化合物Ｉ’は、Ａ’がＡの場合
の化合物Ｉに相当する。脱水は、自発的に、又はモレキュラーシーブ、酸洗浄済みモレキ
ュラーシーブ、硫酸マグネシウム、硫酸ナトリウム、シリカゲル、ＳＯＣｌ2、ＰＯＣｌ3

、バージェス（Ｂｕｒｇｅｓｓ）試薬、トリフルオロ酢酸無水物、ｐ－トルエンスルホン
酸、無水ＨＣｌ又は硫酸などの脱水剤の手助けにより起こる。好ましくは、ｐ－トルエン
スルホン酸又は酸洗浄済みモレキュラーシーブが使用される。形成した水は、或いは、例
えば、共留剤としてベンゼン／トルエンを用いる例えば共沸蒸留により、例えば、ディー
ンスタークトラップを使用して除去してもよい。必要な場合（すなわち、Ａ’がＡの前駆
体である場合）、Ａ’は次に基Ａに変換される。
【０１８６】
スキーム１
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【化１９】

【０１８７】
　Ｒ3bが水素である化合物１は、スキーム２に示されている通り、化合物３をアミノ化剤
と反応させて式２の化合物を得て、これが自然に反応して化合物１になることにより調製
することができる。使用するアミノ化剤に応じて、アミノ化は一工程反応で行うことがで
き、この場合、化合物３が反応して直接化合物２となるか、又は二工程反応としては、化
合物３のＳＨ基をまず酸化してＳ－Ｃｌ基にし、次にこの基をさらに反応させてＳ－ＮＨ

2基にし、こうして化合物２が得られる。
【０１８８】
　一工程反応に適したアミノ化剤は、例えばＨＯＳＡ（ヒドロキシルアミン－Ｏ－スルホ
ン酸）（これは一般に、塩基（適切な塩基は、例えば、リン酸水素ナトリウム、リン酸水
素カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、ナト
リウムメタノレート、トリエチルアミンなど）の存在下で使用される）、Ｏ－（ジフェニ
ルホスホリル）ヒドロキシルアミン（これは一般に、塩基（適切な塩基は、例えば、リン
酸水素ナトリウム、リン酸水素カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナト
リウム、炭酸カリウム、ナトリウムメタノレート、トリエチルアミンなど）の存在下でも
使用される）、２，４－ジニトロフェニルヒドロキシルアミン、Ｏ－メシチレンスルホニ
ルヒドロキシルアミン、及び２－オキサ－１－アザスピロ［２．５］オクタンであり、こ
れらの中で、ＨＯＳＡ及びＯ－（ジフェニルホスホリル）ヒドロキシルアミンが好ましい
。アミノ化は一般に、溶媒中で行われ、適切な溶媒は、例えば塩化メチレン又はクロロホ
ルムなどの塩素化アルカン、ベンゼン、トルエン、キシレン、クロロベンゼン又はジクロ
ロベンゼンなどの芳香族溶媒、並びにジエチルエーテル、ジプロピルエーテル、メチルｔ
ｅｒｔ－ブチルエーテル、メチルイソブチルエーテル、エチレングリコールジメチルエー
テル、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、又はジオキサンなどのエーテルである。反応は、
低温、例えば－１００～０℃、又は－７８～０℃で好適に実施される。一般に、化合物３
は溶媒に分散させて、所望の温度まで冷却し、塩基、次いでアミノ化剤を加えるか、又は
アミノ化剤、次いで塩基を加える、或いは塩基とアミノ化剤を同時に加える。ＨＯＳＡは
、トリエチルアミンなどのアミン塩基と組み合わせて好適に使用される。この場合、化合
物３を－３０～０℃、好ましくは－２０～－１０℃に冷却して、この温度でアミン塩基、
次にＨＯＳＡを加え、約－１０～０℃で反応を維持するのが好ましい。
【０１８９】
　或いは、Ｏ－（ジフェニルホスホリル）ヒドロキシルアミンは、塩基、例えばリン酸水
素ナトリウム、リン酸水素カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウ
ム、又は炭酸カリウムなどの無機塩基、具体的にはリン酸水素ナトリウムと組み合わせて
使用することができる。この場合、化合物３を－８０～－３０℃、特に－８０～－７０℃
に冷却して、この温度で塩基、次にＯ－（ジフェニルホスホリル）ヒドロキシルアミンを
加え、約０℃～室温で反応を維持するのが好ましい。
【０１９０】
　二工程反応では、化合物３をまず、ＳＨ基をＳ－Ｃｌ基に変換する塩素化剤と反応させ
る。適切な塩素化剤は、例えば塩化スルフリル、Ｎ－クロロスクシンイミド（ＮＣＳ）、
次亜塩素酸ナトリウム、モノクロロアミン（ＮＨ2Ｃｌ）、又は塩素（ＦｅＣｌ3の存在下
で好ましくは使用される）である。塩素化は、Synthesis 1987, 1987, 683-688, Tetrahe
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63, 1998, 4878-4888、又はJ. Chem Soc. 1938, 2114-2117において記載されている方法
と同様に実施することができる。塩素化は、溶媒中で一般に行われる。適切な溶媒は、例
えば、ジエチルエーテル、ジプロピルエーテル、メチルｔｅｒｔ－ブチルエーテル、メチ
ルイソブチルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、テトラヒドロフラン、又
はジオキサンなどのエーテルである。反応温度は広い範囲にわたり変えることができ、一
般に０℃～反応混合物の沸点（溶媒を使用する場合）である。次に、塩素化化合物は、単
離することなく、アンモニア又は水酸化アンモニウムと反応させる。無水アンモニアを使
用する場合、この反応は－７８～－３３℃で一般に行われる。水性アンモニア又は水酸化
アンモニウムを使用する場合、この反応は０～２５℃などのより高い温度で実施すること
もできる。反応は、溶媒中で一般に実施される。適切な溶媒は、例えば、上で列挙したエ
ーテルであり、それらの中で、ＴＨＦ及びジオキサンなどの水混和性エーテルが好ましい
。一般に、塩素化化合物を溶媒に溶かし、この中に、アンモニア又は水酸化アンモニウム
を加える。反応は、例えば、Synthesis, 1987, 8, 683-688に記載されている通り実施す
ることができる。塩素化／アミノ化はまた、ワンポット（ｏｎｅ　ｐｏｔ）反応として行
うこともできる。例えば、チオール３は塩素化剤（ＮＣＳ又は水性次亜塩素酸ナトリウム
など）、及びエーテル溶媒（ＴＨＦ又はＥｔ2Ｏなど）中の無水若しくは水性アンモニア
、又は水と同時に反応させる。好ましいのは、ＴＨＦと無水の液体アンモニアとの混合物
中、－３３℃におけるＮＣＳとの反応である。例えば、ＴＨＦ／液体アンモニア中、－７
８℃で、ＮＣＳ（Ｎ－クロロスクシンイミド）の溶液にＴＨＦ中のチオール３の溶液を加
える。この溶液を－３０℃まで温め、アンモニアが蒸発するまで撹拌する。或いは、０℃
で、水性アンモニア（２５％）と水性次亜塩素酸ナトリウム（１Ｎ）との混合物に、水中
のナトリウムチオレート（ＮａＳＲ）の溶液を加える。ワンポット塩素化／アミノ化反応
は、例えばTetrahedron 2010, 66, 7279-7287、又はJ. Org. Chem. 1994, 59, 914-921に
おいて記載されている通り実施することができる。
【０１９１】
　化合物２は一般に、自然に閉環反応で反応して化合物１になるので、実質的に単離する
ことができない。
スキーム２
【化２０】

【０１９２】
　式３の化合物は、式４の化合物
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【化２１】

を硫黄源と反応させることにより調製することができる。適切な硫黄源は、例えばＨ2Ｓ
、ＮａＳＨ又はＫＳＨなどの金属硫化水素、Ｎａ2Ｓ、Ｋ2Ｓ、Ｌｉ2Ｓ、Ｃｕ2Ｓ、ＭｇＳ
、ＣａＳ、ＣｕＳ、ＦｅＳなどの金属硫化物、硫化アンモニウム［（ＮＨ4）2Ｓ］、硫化
テトラメチルアンモニウム、硫化テトラエチルアンモニウム、硫化テトラプロピルアンモ
ニウムなどの硫化テトラアルキルアンモニウム（Ｒ4ＮＳＨ）、又はビストリメチルシリ
ルスルフィドである。硫黄源としてのＨ2Ｓは、Ｎａ2ＣＯ3、Ｋ2ＣＯ3、Ｃｓ2ＣＯ3、酢
酸ナトリウム、酢酸カリウム、酢酸セシウムなどの塩基、ジエチルアミン、ジプロピルア
ミン、トリエチルアミン、ジイソプロピルエチルアミンなどのアミン、又はピロリジン、
ピペリジン、ピペラジン、ピリジン、ルチジンなどの塩基性窒素含有複素環の存在下で一
般に使用される。或いは、硫黄源としてのＨ2Ｓは、ＡｌＣｌ3又はＦｅＣｌ3などのルイ
ス酸の存在下で使用することができる。化合物４と硫黄源との反応は、一般に溶媒中で実
施され、適切な溶媒は、例えば、塩化メチレン又はクロロホルムなどの塩素化アルカン、
及びベンゼン、トルエン、キシレン、クロロベンゼン又はジクロロベンゼンなどの芳香族
溶媒である。反応温度は、－７８℃～室温などの広い範囲にわたり、変えることができる
。一般に、化合物４を溶媒に溶かし、冷却してもよく、次に塩基（使用する場合）、次い
で硫黄源を加える。或いは、化合物４は、化合物３をもたらす硫黄源と反応させて、この
チオール基ＳＨにおいて保護基（Ｓ－ＰＧ）により保護することができる。これは、化合
物３に例えばより厳しい精製条件を施すか、或いは例えば、前駆体基Ａ’を基Ａに変換す
るため又はこの段階で基Ａ’を修飾するために誘導体化する場合、有利である。さらに、
保護生成物の精製はより容易である。こうした保護チオールを与えるのに適した硫化試薬
は、例えば、チオ尿素（ＮＨ2－Ｃ（＝Ｓ）－ＮＨ2）、ベンジルチオール、ｏ－若しくは
ｐ－メトキシ－ベンジルチオール、ｏ－若しくはｐ－ヒドロキシベンジルチオール、ｏ－
若しくはｐ－アセトキシベンジルチオール、ｏ－若しくはｐ－ニトロベンジルチオール、
又は２，４，６－トリメチルベンジルチオールなどの置換されていてもよいベンジルチオ
ール、ピリジン－４－イル－メチルチオール、キノリン－２－イル－メチルチオール、ナ
トリウムベンジルスルフィドなどの金属ベンジルスルフィド、フェニルチオール、２，４
－ジニトロフェニルチオール、トリチルチオール、ｔｅｒｔ－ブチルチオール、式Ｒ－Ｃ
（＝Ｏ）－ＮＨ－ＣＨ3－ＳＨ（Ｒは、メチル、ｔｅｒｔ－ブチル、アリル、フェニル、
又はベンジルである）の化合物、２－トリメチルシラニル－エタンチオール、２－（２，
４－ジニトロフェニル）－エタンチオール、２－フェニルスルホニル－エタンチオール、
メチルカルボニルチオール又はフェニルカルボニルチオールなどのアシル化チオール、及
びチオカルバメートＲ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－ＳＨ（Ｒは、例えばメチル又はエチルである
）である。ベンジル及びアルキルチオールは一般に、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム
、リン酸ナトリウム、リン酸カリウム、リン酸水素ナトリウム、リン酸水素カリウム、炭
酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸セシウム、水素化ナトリウム、水素化カリウム、リチ
ウムジイソプロピルアミド（ＬＤＡ）、ナトリウムメタノレート、ナトリウムエタノレー
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ト、カリウムｔｅｒｔ－ブトキシド、水性テトラホウ酸ナトリウム、ｎ－ブチルリチウム
、ｔｅｒｔ－ブチルリチウム（ｔｅｒｔ－ｂｕｔｙｌｉｔｈｉｕｍ）、フッ化テトラブチ
ルアンモニウム（ＴＢＡＦ）、ＮａＨＭＤＳなどの塩基の存在下、或いはＦｅＣｌ3、Ｚ
ｎ（ＣｌＯ4）2、Ｃｕ（ＢＦ4）2、ＨＢＦ4若しくはＨＣｌＯ4などのルイス酸又はブレン
ステッド酸の存在下で使用される。反応は一般に、溶媒中で行われ、適切な溶媒は、例え
ば塩化メチレン又はクロロホルムなどの塩素化アルカン、及びジエチルエーテル、ジプロ
ピルエーテル、メチルｔｅｒｔ－ブチルエーテル、メチルイソブチルエーテル、エチレン
グリコールジメチルエーテル、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、又はジオキサンなどのエ
ーテルである。反応温度は、－２５℃～反応混合物の沸点までなどの広い範囲にわたり変
えることができる。アシル化チオールは、無溶媒又は溶媒中で反応させることができ、適
切な溶媒は、例えば塩化メチレン又はクロロホルムなどの塩素化アルカン、及びジエチル
エーテル、ジプロピルエーテル、メチルｔｅｒｔ－ブチルエーテル、メチルイソブチルエ
ーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、又はジ
オキサンなどのエーテルである。それらの溶媒は、塩基と共に又はそれなしで使用するこ
とができる。次に、Ｓ保護化合物３は、例えば、Peter G. M. Wuts, Theodora Greene, P
rotective Groups in Organic Synthesis, 4th edition, John Wiley & Sons, Inc., 200
7, Chapter 6において記載されているものなどの、個々の保護基に関して一般に公知の条
件下で、遊離チオール３に脱保護することができる。
【０１９３】
　化合物４は、欧州特許出願公開第ＥＰ－Ａ－２１７２４６２号に記載されている方法と
同様に調製することができる。
　化合物１（Ｒ3bは必ずしも水素である必要はない）は、スキーム３に示されている通り
、式６の化合物をアミノ化剤と反応させて式５の化合物にし、これが自然に反応して化合
物１になることにより、代替的に調製することができる。この反応は、化合物３及び２の
それと同様に行うことができる。
【０１９４】
スキーム３
【化２２】

【０１９５】
　式６の化合物は、式７の化合物を式８の化合物と反応させることにより得ることができ
る。
【化２３】

　反応は、Ｍｕｋａｉｙａｍａアルドール反応として好ましくは実施される。この目的の
ため、ＴｉＣｌ4又はＢＦ3［Ｏ（Ｃ2Ｈ5）2］などのルイス酸の存在下で、８のトリアル
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キルシリル－エノレート誘導体を７と反応させる。或いは、この反応は、リチウムジイソ
プロピルアミド（ＬＤＡ）、ナトリウムビストリメチルシリルアミド（ナトリウムヘキサ
メチルジシラジド；ＮａＨＭＤＳ）などの強塩基、及びトリエチルアミン、トリプロピル
アミン又はジイソプロピルエチルアミンなどのアミンの存在下で実施することができる。
反応は一般に、溶媒中で実施される。リチウム又はナトリウム塩基を使用する場合、溶媒
は、ジエチルエーテル、ジプロピルエーテル、メチルｔｅｒｔ－ブチルエーテル、メチル
イソブチルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、テトラヒドロフラン（ＴＨ
Ｆ）、又はジオキサンなどのエーテルが適している。適切な反応温度は、－７８～２５℃
の範囲である。アミン塩基を使用する場合、溶媒は、ジエチルエーテル、ジプロピルエー
テル、メチルｔｅｒｔ－ブチルエーテル、メチルイソブチルエーテル、エチレングリコー
ルジメチルエーテル、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、若しくはジオキサンなどのエーテ
ル、又はペンタン、ヘキサン若しくはヘプタンなどのアルカンが適している。適切な反応
温度は、２５～１００℃の範囲である。
【０１９６】
　式７の化合物は、式９の化合物
【化２４】

をローソン（Ｌａｗｅｓｓｏｎ）試薬又はＰ2Ｓ5などの硫化剤と反応させることにより得
ることができる。
　反応は一般に、溶媒中で行われ、適切な溶媒は、例えばベンゼン、トルエン、キシレン
、クロロベンゼン又はジクロロベンゼンなどの芳香族溶媒、ジエチルエーテル、ジプロピ
ルエーテル、メチルｔｅｒｔ－ブチルエーテル、メチルイソブチルエーテル、エチレング
リコールジメチルエーテル、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、又はジオキサンなどのエー
テル、及びヘキサメチルリン酸トリアミド（ＨＭＰＡ）である。反応は一般に、２５℃～
反応混合物の沸点までの温度で実施される。
【０１９７】
　Ｒ1がＣＦ3である式Ｉの化合物はさらに、式１０の化合物をフッ素化剤と反応させ、必
要に応じて（すなわち、Ａ’がＡの前駆体である場合）基Ａ’を基Ａに変換することによ
り調製することができる。
【０１９８】
【化２５】

【０１９９】
　適切なフッ素化剤は、例えば、好ましくはＨＦ又はＢＦ3［Ｏ（Ｃ2Ｈ5）2］と組み合わ
せたＳＦ4、好ましくはＨＦ及びピリジンと組み合わせた三フッ化フェニル硫黄（Ｐｈ－
ＳＦ3）、三フッ化４－ｔｅｒｔ－ブチル－２，６－ジメチルフェニル硫黄（「Ｆｌｕｏ
ｌｅｄ」）、及び三フッ化ビス（２－メトキシエチル）アミノ硫黄［（ＣＨ3ＯＣＨ2ＣＨ
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2）2ＮＳＦ3］である。これらの中で、好ましいのは、ＨＦと組み合わせたＳＦ4である。
ＳＦ4をＨＦと組み合わせて使用する場合、反応は無溶媒、すなわちさらなる溶媒を何ら
使用することなく実施される。反応は一般に、例えば２～１０ｂａｒ、好ましくは５～８
ｂａｒの圧力で、反応剤から生じる高圧下で実施される。反応温度は、２５～１２０℃、
好ましくは６０～１００℃などの広い範囲にわたり変えることができる。
【０２００】
　或いは、フッ素化は、二工程方法により実施することができ、この場合、イソチアゾリ
ン環上のカルボキシル基をまずＣＣｌ3基に変換し、続いてこれをフッ素化してＣＦ3基に
する。ＣＯＯＨ基のＣＣｌ3基への変換は、化合物ＶＩをＰＣｌ5及びフェニルホスホロキ
シジクロリド（Ｐｈ－Ｐ（＝Ｏ）Ｃｌ2）と反応させることにより好ましくは実施される
。この反応は、無溶媒、すなわちさらなる溶媒を何ら使用することなく実施することがで
きる。好適には、この反応は高温、例えば５０℃～還流まで、好ましくは還流という高温
で実施される。ＣＣｌ3基をＣＦ3基に変換するためのフッ素化剤は上記のものであり、さ
らにはＨＦ、及びＳｂＣｌ5と組み合わせたＨＦ、並びにＣｌ2及びＳｂＦ3と組み合わせ
たＨＦである。反応は、無溶媒、すなわちさらなる溶媒を何ら使用することなく実施する
ことができる。反応温度は、広い範囲にわたり、例えば２５～３００℃、好ましくは５０
～２００℃、特に８０～１２０℃と変えることができる。フッ素化剤が、ＨＦ、又はさら
なる試剤と組み合わせたＨＦである場合、反応は一般に、ＨＦに由来する圧力、及び一般
に２～１０ｂａｒ、好ましくは５～８ｂａｒの範囲となる圧力で行われる。
【０２０１】
　式１０の化合物は、式１１の化合物

【化２６】

（式中、ＲはＣ1－Ｃ4－アルキルである）
を加水分解することにより好ましくは得られる。
【０２０２】
　加水分解は、例えば塩酸、臭化水素酸、硫酸、トリフルオロ酢酸などを使用する酸性条
件など、或いは例えばＬｉＯＨ、ＮａＯＨ、若しくはＫＯＨなどのアルカリ金属水酸化物
、又は炭酸ナトリウム若しくは炭酸カリウムなどのアルカリ金属炭酸塩を使用する塩基性
条件により、エステル基を加水分解するのに公知のいかなる適切な手段によっても実施す
ることができる。
　同様にして、式１１の化合物は、化合物１２を化合物１３
【化２７】

と反応させることにより得ることができる。
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【０２０３】
　反応は、高温、例えば９０～２００℃、好ましくは１００～１８０℃、特に１２０～１
６０℃、例えば約１４０℃で行われる。
　同様にして、式１２の化合物は、化合物１５を化合物１６
【化２８】

と反応させることにより得ることができる。
【０２０４】
　反応は一般に、溶媒中で行われ、適切な溶媒は、例えばベンゼン、トルエン、キシレン
、クロロベンゼン及びジクロロベンゼンなどの芳香族溶媒である。反応温度は、好ましく
は８０～１４０℃、より好ましくは１００～１２０℃である。
　しかし、Ｒ1がＣＦ3である式Ｉの化合物はさらに、上で定義した通りの式１２の化合物
を式１４の化合物と反応させ、必要に応じて基Ａ’を基Ａに変換することにより調製する
ことができる。
【化２９】

【０２０５】
　反応は、高温、例えば９０～２００℃、好ましくは１００～１８０℃、特に１２０～１
６０℃、例えば約１４０℃で行われる。
　Ａ’がＡの前駆体である、化合物Ｉ’は、以下に示す通り、変換することができる。
　Ａ’がＣｌ、Ｂｒ、Ｉ又は－ＯＳＯ2－Ｒz1（Ｒz1は上で定義した通りである）である
化合物Ｉ’は、遷移金属錯体触媒、好ましくはパラジウム触媒の存在下、一酸化炭素及び
トリエチルシランなどのヒドリド源と反応させてカルボニル化合物１７にすることにより
、化合物Ｉ（Ａは基Ｃ（＝Ｗ）Ｎ（Ｒ5Ｒ6）である）に変換することができる。この反応
は、出発基Ａ’をカルボニル基－Ｃ（＝Ｏ）Ｈに変換するものである。
【０２０６】

【化３０】

　アルデヒド１７はまた、エステル１８（以下を参照されたい；Ｒ＝Ｃ1－Ｃ4－アルキル
）を水素化ジイソブチルアルミニウム（ＤＩＢＡＬ－Ｈ）により還元して、アルデヒド１
７に直接、又は対応するアルコールを経て、次にこのアルコールを酸化してアルデヒドに
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することにより得ることもできる。
【０２０７】
　化合物Ｉを得るためには、次に、こうしたカルボニル化合物１７を環式アミン（誘導体
）ＮＨ（Ｒ5）Ｒ6と反応させる。或いは、Ａ’がＣｌ、Ｂｒ、Ｉ若しくは－ＯＳＯ2－Ｒz

1（Ｒz1は上で定義した通りである）である化合物Ｉ’は、遷移金属錯体触媒及び環式ア
ミンＮＨ（Ｒ5）Ｒ6の存在下、一酸化炭素及び水素とワンポット反応で反応させることが
できる。
【０２０８】
　或いは、Ａ’がＢｒ又はＣｌである化合物Ｉ’は、Ｈｅｃｋカルボニル化の意味でのＰ
ｄ触媒アミノカルボニル化により、Ａが基Ｃ（＝Ｗ）Ｎ（Ｒ5Ｒ6）である化合物Ｉに変換
することができる。酢酸パラジウム（ＩＩ）などのＰｄ触媒の存在下、Ｘａｎｔｈｏｓ（
４，５－ビス（ジフェニルホスフィノ）－９，９－ジメチルキサンテン）などのホスフィ
ン配位子の存在下で、アリールハライド化合物Ｉ’を一酸化炭素及び環式アミンＮＨ（Ｒ
5）Ｒ6と反応させる。通常、この反応は塩基の存在下で行われる。適切な塩基は、炭酸ナ
トリウム若しくは炭酸カリウムなどの炭酸アルカリ金属塩、又はリン酸カリウムなどリン
酸アルカリ金属塩、又はナトリウムフェノキシドである。
【０２０９】
　ＷがＯである化合物Ｉは、パラジウム触媒及びアルコールＲＯＨ（Ｒは、Ｃ１－Ｃ４－
アルキルである）の存在下、化合物Ｉ’（Ａ’はＣｌ、Ｂｒ、Ｉ又はトリフレートである
）を一酸化炭素と反応させて式１８の化合物にすることにより調製することができる。適
切なパラジウム触媒は、例えばＰＣＴ／ＥＰ２０１１／０６０３８８に記載されているも
のである。
【０２１０】
【化３１】

　次に、このエステルを各カルボン酸に加水分解し、これを標準的なアミド化条件下で、
環式アミンＮＨＲ5Ｒ6と反応させる。加水分解は、標準条件、例えば塩酸、硫酸又はトリ
フルオロ酢酸を使用する酸性条件下、又は例えばＬｉＯＨ、ＮａＯＨ、若しくはＫＯＨな
どのアルカリ金属水酸化物を使用する塩基性条件下で実施することができる。アミド化は
、カルボン酸を塩化オキサリル［（ＣＯＣｌ）2］又は塩化チオニル（ＳＯＣｌ2）により
活性化して個々の酸塩化物にし、次いでアミンＮＨＲ5Ｒ6と反応させることにより好まし
くは実施される。或いは、アミド化は、カップリング試薬の存在下で実施される。適切な
カップリング試薬（活性化剤）は周知であり、例えば、カルボジイミド、例えば、ＤＣＣ
（ジシクロヘキシルカルボジイミド）及びＤＣＩ（ジイソプロピルカルボジイミド）、ベ
ンゾトリアゾール誘導体、例えば、ＨＡＴＵ（Ｏ－（７－アザベンゾトリアゾール－１－
イル）－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルウロニウムヘキサフルオロホスフェート、Ｈ
ＢＴＵ（（Ｏ－ベンゾトリアゾール－１－イル）－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルウ
ロニウムヘキサフルオロホスフェート）及びＨＣＴＵ（１Ｈ－ベンゾトリアゾリウム－１
－［ビス（ジメチルアミノ）メチレン］－５－クロロテトラフルオロボレート）、並びに
ホスホニウム由来の活性化剤、例えば、ＢＯＰ（（ベンゾトリアゾール－１－イルオキシ
）－トリス（ジメチルアミノ）ホスホニウムヘキサフルオロホスフェート）、Ｐｙ－ＢＯ
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Ｐ（（ベンゾトリアゾール－１－イルオキシ）－トリピロリジンホスホニウムヘキサフル
オロホスフェート）及びＰｙ－ＢｒＯＰ（ブロモトリピロリジンホスホニウムヘキサフル
オロホスフェート）から選択される。一般に、活性化剤は過剰に使用される。ベンゾトリ
アゾール及びホスホニウムカップリング試薬は、一般に塩基性媒体中で使用される。
【０２１１】
　ＷがＳである化合物Ｉは、対応するオキソ化合物（ＷはＯである）とローソン試薬（Ｃ
ＡＳ１９１７２－４７－５）とを反応させることにより調製することができ、例えば、Je
sberger et al., Synthesis, 2003, 1929-1958、及びその参照文献を参照されたい。６０
℃～１００℃などの高温で、ＨＭＰＡ又はＴＨＦなどの溶媒を使用することができる。好
ましい反応条件は、６５℃においてＴＨＦである。
【０２１２】
　一般に、その立体異性体、塩、及びＮ－オキシドを含む式（Ｉ）の化合物、及び合成法
におけるその前駆体は、上記の方法により調製することができる。個々の化合物を上記の
経路を経て調製することができない場合、他の化合物（Ｉ）又は個々の前駆体の誘導体化
によって、又は記載されている合成経路の慣用的な改変によって調製することができる。
例えば、個々の場合、ある種の式（Ｉ）の化合物は、誘導体化によって、例えばエステル
加水分解、アミド化、エステル化、エーテルの開裂、オレフィン化、還元、酸化などによ
り、又は記載されている合成経路の慣用的な改変によって式（Ｉ）の他の化合物から有利
に調製することができる。
【０２１３】
　反応混合物は、慣用的な方法で、例えば水と混合して相を分離することにより、及び適
切な場合、クロマトグラフィーにより、例えばアルミナ上又はシリカゲル上で粗生成物を
精製することにより後処理が行われる。一部の中間体及び最終生成物は、無色又は淡褐色
の粘性油状物の形態で得ることができ、これを、減圧下、及び中程度の高温で揮発性成分
を不含にするか、又は精製する。中間体及び最終生成物が固体として得られる場合は、そ
れらを再結晶又は粉末化することにより精製することができる。
　本発明の化合物は、その優れた活性によって、無脊椎有害生物の防除に使用することが
できる。
　したがって、本発明はまた、無脊椎有害生物を防除する方法であって、有害生物、それ
らの餌供給源、それらの生息地若しくはそれらの繁殖地、又は有害生物が成長中であるか
若しくは成長し得る栽培植物、植物繁殖材料（種子など）、土壌、区域、資材若しくは環
境、又は有害生物の攻撃若しくは侵襲から保護すべき資材、栽培植物、植物繁殖材料（種
子など）、土壌、表面若しくは空間を、上で定義されている本発明の化合物又は組成物の
殺有害生物有効量で処理するステップを含む、方法を提供する。本発明はまた、無脊椎有
害生物を駆除するための、本発明の化合物、その立体異性体及び／又は農業的に若しくは
獣医学的に許容される塩の使用に関する。
【０２１４】
　好ましくは、本発明の方法は、植物繁殖材料（種子など）、及びそこから生長する植物
を、無脊椎有害生物の攻撃又は侵襲から保護するのに役立ち、且つ植物繁殖材料（種子な
ど）を、上で定義した本発明の化合物の殺有害生物有効量又は上で定義した及び下で定義
する農業用組成物の殺有害生物有効量で処理するステップを含む。本発明の方法は、本発
明によって処理された「基体（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）」（植物、植物繁殖材料、土壌資材
など）の保護に限定されないだけではなく、予防効果、すなわち、例えば処理された植物
繁殖材料（種子など）から生長し、その植物自体は処理されていない植物に応じた保護も
有している。
　或いは、好ましくは、本発明の方法は、無脊椎有害生物による攻撃又は侵襲から植物を
保護するのに役立ち、この方法は、該植物を少なくとも１つの本発明の化合物、その立体
異性体及び／又は少なくとも１つの農業的に許容されるその塩の殺有害生物有効量で処理
するステップを含む。
【０２１５】



(101) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

　本発明の意味において、「無脊椎有害生物」とは、節足動物及び線虫から、より好まし
くは害虫、クモ形類及び線虫から、さらにより好ましくは昆虫、ダニ及び線虫から選択さ
れるのが好ましい。本発明の意味において、「無脊椎有害生物」とは、最も好ましくは昆
虫である。
　本発明はさらに、無脊椎有害生物を駆除するための農業用組成物であって、殺有害生物
作用を有するほどの量の本発明による少なくとも１つの化合物、及び農業的に許容される
少なくとも１種の不活性液体及び／又は固形担体、並びに所望の場合、少なくとも１種の
界面活性剤を含む、農業用組成物を提供する。
　こうした組成物は、本発明の単一の活性化合物、又は本発明のいくつかの活性化合物の
混合物を含んでもよい。本発明による組成物は、個々の異性体若しくは異性体の混合物、
又は塩、及び個々の互変異性体又は互変異性体の混合物を含んでもよい。
【０２１６】
　本発明の化合物は、それらの塩、立体異性体及び互変異性体を含めて、クモ形類、多足
類（ｍｙｒｉａｐｅｄｅ）及び昆虫、並びに線虫などの節足有害生物を効果的に防除する
のに特に適している。それらはとりわけ、以下の有害生物を効果的に駆除又は防除するの
に適している。
鱗翅目（鱗翅類（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ））の目からの昆虫、例えば、オオケンモン（
Ａｃｒｏｎｉｃｔａ　ｍａｊｏｒ）、コカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａ
ｎａ）、ナカジロシタバ（Ａｅｄｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロチス属の種（Ａ
ｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグロチス・フコサ（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｆｕｃｏｓ
ａ）、アグロチス・セゲツム（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、アグロチス・イプシ
ロン（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｙｐｓｉｌｏｎ）、アラバマ・アルギラセア（Ａｌａｂａｍａ　
ａｒｇｉｌｌａｃｅａ）、アンティカルシア・ゲマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅ
ｍｍａｔａｌｉｓ）、アンティカルシア属の種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、リ
ンゴヒメシンクイ（Ａｒｇｙｒｅｓｔｈｉａ　ｃｏｎｊｕｇｅｌｌａ）、ガンマキンウワ
バ（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｇａｍｍａ）、バラトラ・ブラシカエ（Ｂａｒａｔｈｒａ　
ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ブツカラトリツクス・スルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　
ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニアリウス（Ｂｕｐａｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒ
ｉｕｓ）、カコエシア・ムリナナ（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｍｕｒｉｎａｎａ）、カコエシア
・ポダナ（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｐｏｄａｎａ）、カプア・レチクラナ（Ｃａｐｕａ　ｒｅ
ｔｉｃｕｌａｎａ）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌ
ｌａ）、ケイマトビア・ブルマータ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ）、キロ
属の種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、例えば、ニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓ
ａｌｉｓ）、コリストネウラ・フミフェラナ（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｆｕｍｉｆ
ｅｒａｎａ）、コリストネウラ・オシデンタリス（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｏｃｃ
ｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、シルフィス・ウニプンクタ（Ｃｉｒｐｈｉｓ　ｕｎｉｐｕｎｃｔ
ａ）、ブドウホソハマキ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロセルス属
の種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シディア・ポモネラ（Ｃｙｄｉａ　ｐ
ｏｍｏｎｅｌｌａ）、デンドロリムス・ピニ（Ｄｅｎｄｒｏｌｉｍｕｓ　ｐｉｎｉ）、ジ
アファニア・ニチダリス（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｎｉｔｉｄａｌｉｓ）、ジアトラエア・
グランジオセラ（Ｄｉａｔｒａｅａ　ｇｒａｎｄｉｏｓｅｌｌａ）、ミスジアオリンガ（
Ｅａｒｉａｓ　ｉｎｓｕｌａｎａ）、モロコシマダラメイガ（Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ
　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、エフェスチア・カウテラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｃａｕｔｅ
ｌｌａ）、エフェスチア・クエニエラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ）、ブ
ドウホソハマキ（Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、ユープロクティス・
クリソロエア（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈｒｙｓｏｒｒｈｏｅａ）、エウクソア属の種（
Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、エベトリア・ボウリアナ（Ｅｖｅｔｒｉａ　ｂｏｕｌｉａｎａ
）、フェルチア属の種（Ｆｅｌｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、フェルチア・スブテラネア
（Ｆｅｌｔｉａ　ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａｎ）、ハチノスツヅリガ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　
ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ）、スモモヒメハマキ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔｈａ　ｆｕｎｅｂｒａ



(102) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

ｎａ）、ナシヒメシンクイ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔｈａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、ヘリコベルパ
属の種（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、オオタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖ
ｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ヘリコベルパ・ゼア（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ
）、ヘリオティス属の種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘリオティス・ア
ルミゲラ（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ヘリオティス・ビレセンス（Ｈｅ
ｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、ヘリオティス・ゼア（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｚ
ｅａ）、ハイマダラノメイガ（Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヒベルニア・デホリ
アリア（Ｈｉｂｅｒｎｉａ　ｄｅｆｏｌｉａｒｉａ）、チャイロマルハキバガ（Ｈｏｆｍ
ａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、チャハマキ（Ｈｏｍｏｎａ　
ｍａｇｎａｎｉｍａ）、アメリカシロヒトリ（Ｈｙｐｈａｎｔｒｉａ　ｃｕｎｅａ）、ヒ
ポノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、ヒポノメウタ・マリ
ネルス（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｍａｌｉｎｅｌｌｕｓ）、ケイフェリア・リコペルシ
ケラ（Ｋｅｉｆｅｒｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ）、ランブジナ・フィセラリア
（Ｌａｍｂｄｉｎａ　ｆｉｓｃｅｌｌａｒｉａ）、ラフィグマ属の種（Ｌａｐｈｙｇｍａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ラフィグマ・エキシグア（Ｌａｐｈｙｇｍａ　ｅｘｉｇｕａ）、
ロイコプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、ロイコプテ
ラ・シテラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｃｉｔｅｌｌａ）、リトコレチス・ブランカルデ
ラ（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ）、リトファネ・アンテン
ナタ（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロベシア・ボトラナ（Ｌｏｂｅｓ
ｉａ　ｂｏｔｒａｎａ）、ロキサグロチス・アルビコスタ（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌ
ｂｉｃｏｓｔａ）、ロクソステゲ・スチクチカリス（Ｌｏｘｏｓｔｅｇｅ　ｓｔｉｃｔｉ
ｃａｌｉｓ）、マイマイガ属の種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、マイマイ
ガ（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ）、ノンネマイマイ（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｍｏ
ｎａｃｈａ）、モモハモグリガ（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｃｌｅｒｋｅｌｌａ）、オビカレハ
（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、マメストラ属の種（Ｍａｍｅｓｔｒａ　
ｓｐｐ．）、例えば、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、モシス・レ
パンダ（Ｍｏｃｉｓ　ｒｅｐａｎｄａ）、アワヨトウ（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａ
ｔａ）、オルギア・プソイドツガタ（Ｏｒｇｙｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａｔａ）、オ
リア属の種（Ｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、オストリニア属の種（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．
）、例えば、オストリニア・ヌビラリス（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、イ
ネドロオイムシ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、パノリス・フランメア（Ｐａｎｏｌｉ
ｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、ペクチノフォラ属の種（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）
、例えば、ワタアカミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）、ニ
セタマナヤガ（Ｐｅｒｉｄｒｏｍａ　ｓａｕｃｉａ）、ファレラ・ブセファラ（Ｐｈａｌ
ｅｒａ　ｂｕｃｅｐｈａｌａ）、フトリメーア属の種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ
．）、例えば、ジャガイモガ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）、ミ
カンハモグリガ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ）、シロチョウ属の種
（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、オオモンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｂｒａｓｓ
ｉｃａｅ）、モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）、プラチペナ・スカブラ（Ｐ
ｌａｔｈｙｐｅｎａ　ｓｃａｂｒａ）、プルテッラ・マクリペンニス（Ｐｌｕｔｅｌｌａ
　ｍａｃｕｌｉｐｅｎｎｉｓ）、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、
プロデニア属の種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、プセウダレチア属の種（Ｐｓｅｕｄ
ａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、プソイドプルシア・インクリデンス（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓ
ｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、ピラウスタ・ヌビラリス（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌ
ａｌｉｓ）、リアキオニア・フルストラナ（Ｒｈｙａｃｉｏｎｉａ　ｆｒｕｓｔｒａｎａ
）、スクロビパルプラ・アブソルタ（Ｓｃｒｏｂｉｐａｌｐｕｌａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）
、バクガ（Ｓｉｔｏｔｒｏｇａ　ｃｅｒｅａｌｅｌｌａ）、テングハマキ（Ｓｐａｒｇａ
ｎｏｔｈｉｓ　ｐｉｌｌｅｒｉａｎａ）、スポドプテラ属の種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　
ｓｐｐ．）、例えば、スポドプテラ・フルギペルダ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉ
ｐｅｒｄａ）、スポドプテラ・リトラリス（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉ
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ｓ）、ハスモンヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）、タウマトポエア・ピチ
オカンパ（Ｔｈａｕｍａｔｏｐｏｅａ　ｐｉｔｙｏｃａｍｐａ）、テルメシア・ゲマタリ
ス（Ｔｈｅｒｍｅｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、チネア・ペリオネラ（Ｔｉｎｅａ　
ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌａ）、コイガ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）、ト
ルトリクス・ビリダナ（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｖｉｒｉｄａｎａ）、トリコプルシア属の種（
Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐ
ｌｕｓｉａ　ｎｉ）、ツタ・アブソルタ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、及びゼイラフ
ェラ・カナデンシス（Ｚｅｉｒａｐｈｅｒａ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ）、
【０２１７】
カブトムシ（ｂｅｅｔｌｅｓ）（甲虫類（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ））、例えば、インゲン
マメゾウムシ（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｈｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、アドレツス属の種
（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アゲラスティカ・アルニ（Ａｇｅｌａｓｔｉｃａ　ａ
ｌｎｉ）、アグリルス・シヌアツス（Ａｇｒｉｌｕｓ　ｓｉｎｕａｔｕｓ）、アグリオテ
ス属の種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグリオテス・フシコリス（Ａｇｒ
ｉｏｔｅｓ　ｆｕｓｃｉｃｏｌｌｉｓ）、アグリオテス・リネアツス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ
　ｌｉｎｅａｔｕｓ）、アグリオテス・オブスクルス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｏｂｓｃｕｒ
ｕｓ）、アンフィマルス・ソルスチチアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｕｓ　ｓｏｌｓｔｉｔ
ｉａｌｉｓ）、アニサンドルス・ジスパル（Ａｎｉｓａｎｄｒｕｓ　ｄｉｓｐａｒ）、ア
ノビウム・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、ヒメコガネ（Ａｎｏ
ｍａｌａ　ｒｕｆｏｃｕｐｒｅａ）、アノプロフォラ属の種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　
ｓｐｐ．）、例えば、ツヤハダゴマダラカミキリ（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｇｌａｂｒ
ｉｐｅｎｎｉｓ）、イチゴハナゾウムシ属の種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例
えば、アントノムス・グランディス（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）、アント
ノムス・ポモルム（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｐｏｍｏｒｕｍ）、ヒメマルカツオブシムシ
属の種（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、アフトナ・ユーホリダエ（Ａｐｈｔｈｏｎａ
　ｅｕｐｈｏｒｉｄａｅ）、アポゴニア属の種（Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、アソウ
ス・ハエモロイダリス（Ａｔｈｏｕｓ　ｈａｅｍｏｒｒｈｏｉｄａｌｉｓ）、アトマリア
属の種（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、アトマリア・リネアリス（Ａｔｏｍａ
ｒｉａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、アタゲヌス種の属（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ウ
リハムシ（Ａｕｌａｃｏｐｈｏｒａ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、ブラストファガス・ピニペ
ルダ（Ｂｌａｓｔｏｐｈａｇｕｓ　ｐｉｎｉｐｅｒｄａ）、ブリトファガ・ウンダタ（Ｂ
ｌｉｔｏｐｈａｇａ　ｕｎｄａｔａ）、ブルキディウス・オブテクタス（Ｂｒｕｃｈｉｄ
ｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、ブルーカス属の種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、ブルーカス・レンチス（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｌｅｎｔｉｓ）、エンドウゾウムシ（Ｂｒｕ
ｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ）、ソラマメゾウムシ（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｒｕｆｉｍａｎｕｓ
）、ビクチスクス・ベツラ（Ｂｙｃｔｉｓｃｕｓ　ｂｅｔｕｌａｅ）、アズキマメゾウム
シ（Ｃａｌｌｏｓｏｂｒｕｃｈｕｓ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、カメノコハムシ（Ｃａｓｓ
ｉｄａ　ｎｅｂｕｌｏｓａ）、セロトマ・トリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕ
ｒｃａｔａ）、セトニア・アウラタ（Ｃｅｔｏｎｉａ　ａｕｒａｔａ）、ケウトリンクス
属の種（Ｃｅｕｔｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ケウトリンクス・アッシ
ミリス（Ｃｅｕｔｈｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｓｓｉｍｉｌｉｓ）、ケウトリンクス・ナ
ピ（Ｃｅｕｔｈｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎａｐｉ）、ケトクネマ・ティビアリス（Ｃｈａ
ｅｔｏｃｎｅｍａ　ｔｉｂｉａｌｉｓ）、クレオヌス・メンジクス（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍ
ｅｎｄｉｃｕｓ）、コノデルス種の属（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コノ
デルス・ベスペルティヌス（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｖｅｓｐｅｒｔｉｎｕｓ）、コスモポ
リテス属の種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コステリトラ・ゼアランジカ（
Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　ｚｅａｌａｎｄｉｃａ）、クリオセリス・アスパラギ（Ｃｒｉｏ
ｃｅｒｉｓ　ａｓｐａｒａｇｉ）、ヤナギシリジロゾウムシ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、クテニセラ（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ）亜種、例えば、クテニセラ
・デストルクトル（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、シギゾウムシ属の種
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（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、デクテス・テキサヌス（Ｄｅｃｔｅｓ　ｔｅｘａｎｕ
ｓ）、デルメステス属の種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカ属の種（Ｄ
ｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ジアブロチカ１２－プンクタタ・ジアブロチ
カ・スペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ１２－ｐｕｎｃｔａｔａ　Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ
　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、ジアブロチカ・ロンギコルニス（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｌｏｎ
ｇｉｃｏｒｎｉｓ）、ジアブロチカ・セミプンクタタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｅｍｉ
ｐｕｎｃｔａｔａ）、ジアブロチカ・ビルギフェラ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉ
ｆｅｒａ）、エピラクナ属の種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、例えば、エピラクナ
・バリベスティス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ）、オオニジュウヤホシ
テントウ（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖｉｇｉｎｔｉｏｃｔｏｍａｃｕｌａｔａ）、エピトリ
ックス属の種（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、例えば、エピトリックス・ヒルチペンニス
（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｈｉｒｔｉｐｅｎｎｉｓ）、ユーチノボトルス・ブラシリエンシス（
Ｅｕｔｉｎｏｂｏｔｈｒｕｓ　ｂｒａｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、ファウスチヌス・クバエ（
Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｃｕｂａｅ）、セマルヒョウホンムシ（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓｙｌ
ｌｏｉｄｅｓ）、ヘテロニクス・アラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）
、ヒラモルファ・エレガンス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅｌｅｇａｎｓ）、ヒロビウス・
アビエチス（Ｈｙｌｏｂｉｕｓ　ａｂｉｅｔｉｓ）、ヒロトルペス・バユルス（Ｈｙｌｏ
ｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、ヒペラ・ブルネイペンニス（Ｈｙｐｅｒａ　ｂｒｕｎ
ｎｅｉｐｅｎｎｉｓ）、ヒペラ・ポスティカ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、ハイポ
セネムス属の種（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヤツバキクイムシ（Ｉｐｓ　
ｔｙｐｏｇｒａｐｈｕｓ）、ラクノステルナ・コンサングイネア（Ｌａｃｈｎｏｓｔｅｒ
ｎａ　ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）、レマ・ビリネアタ（Ｌｅｍａ　ｂｉｌｉｎｅａｔａ
）、レマ・メラノプス（Ｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ）、レプチノタルサ属の種（Ｌｅ
ｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｓｐｐ．）、例えば、レプチノタルサ・デセムリネアタ（Ｌｅｐ
ｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、リモニウス・カリホルニカス（Ｌｉ
ｍｏｎｉｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ）、イネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔ
ｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）、イネミズゾウムシ、リクサス属の種（Ｌｉｘｕｓ　
ｓｐｐ．）、リクタス属の種（Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リクタス・ブルネウ
ス（Ｌｙｃｔｕｓ　ｂｒｕｎｅｕｓ）、メラノツス・コンムニス（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　
ｃｏｍｍｕｎｉｓ）、メリゲテス属の種（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、
メリゲテス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ・ヒポカ
スタニ（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｈｉｐｐｏｃａｓｔａｎｉ）、メロロンタ・メロロンタ
（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ）、ミグドルス属の種（Ｍｉｇｄｏｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、モノシャムス属の種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、マ
ツノマダラカミキリ（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ａｌｔｅｒｎａｔｕｓ）、ナウパクツス・
キサントグラフス（Ｎａｕｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕｓ）、ニプトゥス・
ホロレウクス（Ｎｉｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、サイカブトムシ（Ｏｒｙｃｔｅ
ｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ）、ノコギリヒラタムシ（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｕｒ
ｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、オチオリンクス・スルカタス（Ｏｔｉｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓ
ｕｌｃａｔｕｓ）、オチオリンクス・オバタス（Ｏｔｉｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｏｖａｔ
ｕｓ）、オチオリンクス・スルカタス、イネドロオイムシ、コアオハナムグリ（Ｏｘｙｃ
ｅｔｏｎｉａ　ｊｕｃｕｎｄａ）、ファエドン・コクレアリアエ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏ
ｃｈｌｅａｒｉａｅ）、フィロビウス・ピリ（Ｐｈｙｌｌｏｂｉｕｓ　ｐｙｒｉ）、フィ
ロペルタ・ホルチコラ（Ｐｈｙｌｌｏｐｅｒｔｈａ　ｈｏｒｔｉｃｏｌａ）、フィロファ
ガ属の種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、フィロトレタ属の種（Ｐｈｙｌｌｏｔ
ｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、フィロトレタ・クリソセファラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔ
ａ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ）、フィロトレタ・ネモルム（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ
　ｎｅｍｏｒｕｍ）、キスジノミハムシ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ
）、フィロファガ属の種、フィロペルタ・ホルチコラ、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　
ｊａｐｏｎｉｃａ）、プレムノトリペス属の種（Ｐｒｅｍｎｏｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ．）
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、プシリオデス・クリンセファラ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ
）、プチナス属の種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウス・ベントラリス（Ｒｈｉｚ
ｏｂｉｕｓ　ｖｅｎｔｒａｌｉｓ）、コナナガシンクイ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏ
ｍｉｎｉｃａ）、アカアシチビコフキゾウムシ（Ｓｉｔｏｎａ　ｌｉｎｅａｔｕｓ）、コ
クゾウムシ属の種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、シトフィルス・グラナ
リア（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒａｎａｒｉａ）、シトフィルス・ゼアマイス（Ｓｉｔ
ｏｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ）、スフェノフォラス属の種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、例えば、スフェノフォラス・レビス（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｌｅ
ｖｉｓ）、ステルネクス属の種（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ステルネ
クス・スブシグナツス（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｕｂｓｉｇｎａｔｕｓ）、シンフィレ
テス属の種（Ｓｙｍｐｈｙｌｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、チャイロコメノゴミムシダマシ（Ｔ
ｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、トリボリウム属の種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、例えば、コクヌストモドキ（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ）、トロゴ
デルマ属の種（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、チキアス属の種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　
ｓｐｐ．）、トラカミキリ属の種（Ｘｙｌｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、及びザブルス
属の種（Ｚａｂｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ザブルス・テネブリオイデス（Ｚａｂｒｕ
ｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ）、
ハエ（ｆｌｉｅｓ）、カ（ｍｏｓｑｕｉｔｏｅｓ）（双翅類（Ｄｉｐｔｅｒａ））、例え
ば、ヤブカ属の種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａ
ｅｇｙｐｔｉ）、ヒトスジシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、キンイロヤブ
カ（Ａｅｄｅｓ　ｖｅｘａｎｓ）、メキシコミバエ（Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｌｕｄｅｎ
ｓ）、アノフェレス属の種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アノフェレス・
アルビマナス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｌｂｉｍａｎｕｓ）、アノフェレス・クルキアン
ス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｃｒｕｃｉａｎｓ）、アノフェレス・フレエボルニ（Ａｎｏｐ
ｈｅｌｅｓ　ｆｒｅｅｂｏｒｎｉ）、アノフェレス・ガムビエ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇ
ａｍｂｉａｅ）、アノフェレス・ロイコスフィラス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｌｅｕｃｏｓ
ｐｈｙｒｕｓ）、アノフェレス・マキュリペンニス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｍａｃｕｌｉ
ｐｅｎｎｉｓ）、アノフェレス・ミニマス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｍｉｎｉｍｕｓ）、ア
ノフェレス・クァドリマクラタス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｑｕａｄｒｉｍａｃｕｌａｔｕ
ｓ）、シナハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）、ビビオ・ホルツラヌ
ス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、カリフォラ・エリスロセファラ（Ｃａｌｌｉ
ｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、カリフォラ・ビシナ（Ｃａｌｌｉｐｈｏ
ｒａ　ｖｉｃｉｎａ）、チチュウカイミバエ（Ｃｅｒａｆｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）
、チチュウカイミバエ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、クリソミア属の種（
Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、クリソミア・ベジアナ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙ
ａ　ｂｅｚｚｉａｎａ）、クリソミア・ホミニボラキス（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｈｏｍｉ
ｎｉｖｏｒａｘ）、クリソミア・マセラリア（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｍａｃｅｌｌａｒｉ
ａ）、クリソプス・アトランチクス（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ａｔｌａｎｔｉｃｕｓ）、クリ
ソプス・ディスカリス（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｄｉｓｃａｌｉｓ）、クリソプス・シラセア
（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｉｌａｃｅａ）、コクリオミイヤ属の種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙｉ
ａ　ｓｐｐ．）、例えば、コクリオミイヤ・ホミニボラキス（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙｉａ　
ｈｏｍｉｎｉｖｏｒａｘ）、コンタリニア属の種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、
例えば、コンタリニア・ソルギコラ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｏｒｇｈｉｃｏｌａ）、
コルディロビア・アンスロポファガ（Ｃｏｒｄｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇ
ａ）、クレクス属の種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、例えば、クレクス・ニグリパルプス（
Ｃｕｌｅｘ　ｎｉｇｒｉｐａｌｐｕｓ）、クレクス・ピピエンス（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉ
ｅｎｓ）、クレクス・クウィンクウェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆ
ａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・タルサリス（Ｃｕｌｅｘ　ｔａｒｓａｌｉｓ）、クレク
ス・トリタエニオルヒュンクス（Ｃｕｌｅｘ　ｔｒｉｔａｅｎｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ）、
クリコイデス・フレンス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｆｕｒｅｎｓ）、クリセタ・イノルナ
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タ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ　ｉｎｏｒｎａｔａ）、クリセタ・メラヌラ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ　
ｍｅｌａｎｕｒａ）、ウサギヒフバエ属の種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ウリミ
バエ（Ｄａｃｕｓ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ）、オリーブミバエ（Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ
）、ダイコンタマバエ（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、デリア属の種（Ｄ
ｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、デリア・アンチクエ（Ｄｅｌｉａ　ａｎｔｉｑｕｅ）、
デリア・コアルクタタ（Ｄｅｌｉａ　ｃｏａｒｃｔａｔａ）、タネバエ（Ｄｅｌｉａ　ｐ
ｌａｔｕｒａ）、デリア・ラジクム（Ｄｅｌｉａ　ｒａｄｉｃｕｍ）、ヒトヒフバエ（Ｄ
ｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ）、ドロソフィラ属の種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　
ｓｐｐ．）、ファニア属の種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、ファニア・カニクラ
リス（Ｆａｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒｉｓ）、ガステロフィルス属の種（Ｇａｓｔｒ
ａｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ガステロフィルス・インテスチナリス（Ｇａｓｔ
ｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌｉｓ）、ゲオミザ・トリプンクタタ（Ｇｅｏ
ｍｙｚａ　Ｔｒｉｐｕｎｃｔａｔａ）、グロッシナ・フスシペス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｆ
ｕｓｃｉｐｅｓ）、グロッシナ・モラシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ
）、グロッシナ・パルパリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ）、グロッシナ・タ
キノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｃｈｉｎｏｉｄｅｓ）、ノサシバエ（Ｈａｅｍａｔ
ｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ハプロジプロシス・エクエストリス（Ｈａｐｌｏｄｉｐ
ｌｏｓｉｓ　ｅｑｕｅｓｔｒｉｓ）、ヒッペラテス属の種（Ｈｉｐｐｅｌａｔｅｓ　ｓｐ
ｐ．）、ヒレミア属の種（Ｈｙｌｅｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、ヒレミア・プラツラ
（Ｈｙｌｅｍｙｉａ　ｐｌａｔｕｒａ）、ヒフバエ属の種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ
．）、例えば、キスジウシバエ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｌｉｎｅａｔａ）、ヒッポボスカ
属の種（Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、レプトコノプス・トレンス（Ｌｅｐｔｏｃ
ｏｎｏｐｓ　ｔｏｒｒｅｎｓ）、リリオミザ属の種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、
例えば、トマトモグリバエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓａｔｉｖａｅ）、マメハモグリバエ
（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）、ルシリア属の種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ
．）、例えば、ルシリア・カプリナ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃａｐｒｉｎａ）、ヒツジキンバ
エ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）、ルシリア・セリカータ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｅ
ｒｉｃａｔａ）、リコリア・ペクトラリス（Ｌｙｃｏｒｉａ　ｐｅｃｔｏｒａｌｉｓ）、
マンソニア・ティティラヌス（Ｍａｎｓｏｎｉａ　ｔｉｔｉｌｌａｎｕｓ）、マイエチオ
ラ属の種（Ｍａｙｅｔｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、マイエチオラ・デストルクトル（
Ｍａｙｅｔｉｏｌａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、イエバエ属の種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．
）、例えば、ムスカ・オータムナリス（Ｍｕｓｃａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、イエバエ
（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、オオイエバエ（Ｍｕｓｃｉｎａ　ｓｔａｂｕｌａ
ｎｓ）、オエストルス属の種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヒツジバエ（Ｏｅ
ｓｔｒｕｓ　ｏｖｉｓ）、オポミザ・フロルム（Ｏｐｏｍｙｚａ　ｆｌｏｒｕｍ）、オシ
ネラ属の種（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、オシネラ・フリト（Ｏｓｃｉｎ
ｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、ペゴミア・ヒソシアミ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｈｙｓｏｃｙａｍｉ）
、フレボトムス・アルゲンチペス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ａｒｇｅｎｔｉｐｅｓ）、
ホルビア属の種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、ホルビア・アンチクア（Ｐｈｏ
ｒｂｉａ　ａｎｔｉｑｕａ）、ホルビア・ブラッシカ（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｂｒａｓｓｉｃ
ａｅ）、ホルビア・コアルクタタ（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｃｏａｒｃｔａｔａ）、プロシムリ
ウム・ミクスタム（Ｐｒｏｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｉｘｔｕｍ）、ニンジンサビバエ（Ｐｓ
ｉｌａ　ｒｏｓａｅ）、プソロフォラ・コルムビエ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ　ｃｏｌｕｍ
ｂｉａｅ）、プソロフォラ・ディスカラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ　ｄｉｓｃｏｌｏｒ）、
ヨーロッパオウトウミバエ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｅｒａｓｉ）、リンゴミバエ（Ｒ
ｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、サルコファガ属の種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇ
ａ　ｓｐｐ．）、例えば、サルコファガ・ヘモロイダリス（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｈａ
ｅｍｏｒｒｈｏｉｄａｌｉｓ）、シムリウム・ウィッタツム（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｖｉｔ
ｔａｔｕｍ）、ストモキシス属の種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、例えば、サシバエ
（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ）、タバヌス属の種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐ
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ｐ．）、例えば、タバヌス・アトラタス（Ｔａｂａｎｕｓ　ａｔｒａｔｕｓ）、タバヌス
・ボビヌス（Ｔａｂａｎｕｓ　ｂｏｖｉｎｕｓ）、タバヌス・リネオラ（Ｔａｂａｎｕｓ
　ｌｉｎｅｏｌａ）、タバナス・シミリス（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、タニア
属の種（Ｔａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、チプラ・オレラセア（Ｔｉｐｕｌａ　ｏｌｅｒａｃ
ｅａ）、チプラ・パルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、及びウォルファルティ
ア属の種（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、
【０２１８】
アザミウマ（ｔｈｒｉｐｓ）（総翅類（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ））、例えば、バリオ
トリプス・ビフォルミス（Ｂａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、ジクロモトリ
プス・コルベッチ（Ｄｉｃｈｒｏｍｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｏｒｂｅｔｔｉ）、ジクロモトリ
プス（Ｄｉｃｈｒｏｍｏｔｈｒｉｐｓ）亜種、エネオトリプス・フラベンス（Ｅｎｎｅｏ
ｔｈｒｉｐｓ　ｆｌａｖｅｎｓ）、フランクリニエラ属の種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）、例えば、フランクリニエラ・フスカ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｆ
ｕｓｃａ）、ミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔ
ａｌｉｓ）、フランクリニエラ・トリチシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｔｒｉｔｉｃ
ｉ）、ヘリオスリップス属の種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、クリバネアザミ
ウマ（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、カコスリップス属の種（Ｋ
ａｋｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、リピフォロスリップス・クルエンタッツス（Ｒｈｉｐ
ｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、シルトスリップス属の種（Ｓｃｉ
ｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、例えば、シルトスリップス・シトリ（Ｓｃｉｒｔｏｔ
ｈｒｉｐｓ　ｃｉｔｒｉ）、タエニオトリプス・カルダモニ（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ
　ｃａｒｄａｍｏｎｉ）、アザミウマ属の種、例えば、イネアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　
ｏｒｙｚａｅ）、ミナミキイロアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｌｍｉ）、ネギアザミウ
マ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）、
【０２１９】
シロアリ（ｔｅｒｍｉｔｅｓ）（等翅類（Ｉｓｏｐｔｅｒａ））、例えば、カロテルメス
・フラビコリス（Ｃａｌｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｃｏｌｌｉｓ）、イエシロアリ（Ｃ
ｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）、ヘテロテルメス・アウレウス（Ｈｅｔ
ｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ａｕｒｅｕｓ）、ヘテロテルメス・ロンギセプス（Ｈｅｔｅｒｏｔ
ｅｒｍｅｓ　ｌｏｎｇｉｃｅｐｓ）、ヘテロテルメス・テヌイス（Ｈｅｔｅｒｏｔｅｒｍ
ｅｓ　ｔｅｎｕｉｓ）、ロイコテルメス・フラビペス（Ｌｅｕｃｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａ
ｖｉｐｅｓ）、オドントテルメス属の種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ヤマ
トシロアリ属の種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヤマトシロア
リ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｅｒａｔｕｓ）、レティクリテルメス・フラウ
イペス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ）、レティクリテルメス・グ
ラッセイ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｇｒａｓｓｅｉ）、レティクリテルメス・ル
シフグス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｌｕｃｉｆｕｇｕｓ）、レティクリテルメス
・サントネンシス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓａｎｔｏｎｅｎｓｉｓ）、レティ
クリテルメス・ヴィルギニクス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｖｉｒｇｉｎｉｃｕｓ
）、テルメス・ナタレンシス（Ｔｅｒｍｅｓ　ｎａｔａｌｅｎｓｉｓ）、
ゴキブリ（ｃｏｃｋｒｏａｃｈｅｓ）（ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉａ）－ゴキブリ亜
目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ））、例えば、アチェタ・ドメスティカス（Ａｃｈｅｔａ　ｄｏ
ｍｅｓｔｉｃｕｓ）、トウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ブラ
テラ・アサヒナイ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｅ）、ブラテラ・ゲルマニカ（
Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、グリロタルパ属の種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌ
ｐａ　ｓｐｐ．）、マデイラゴキブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）、ロク
スタ属の種（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、メラノプルス属の種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）、コワ
モンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｕｓｔｒａｌａｓｉａｅ）、トビイロゴキブ
リ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｂｒｕｎｎｅａ）、クロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔ
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ａ　ｆｕｌｉｇｇｉｎｏｓａ）、ヤマトゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｊａｐｏｎ
ｉｃａ）、
【０２２０】
カメムシ（ｂｕｇｓ）、アブラムシ（ａｐｈｉｄｓ）、ヨコバイ（ｌｅａｆｈｏｐｐｅｒ
ｓ）、コナジラミ（ｗｈｉｔｅｆｌｉｅｓ）、カイガラムシ（ｓｃａｌｅ　ｉｎｓｅｃｔ
ｓ）、セミ（ｃｉｃａｄａｓ）（半翅類（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ））、例えば、アクロステ
ルヌム属の種（Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、アクロステルヌム・ヒラ
レ（Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｈｉｌａｒｅ）、アシルトシホン属の種（Ａｃｙｒｔｈｏ
ｓｉｐｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、アシルトシホン・オノブリキス（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉ
ｐｈｏｎ　ｏｎｏｂｒｙｃｈｉｓ）、エンドウヒゲナガアブラムシ（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉ
ｐｈｏｎ　ｐｉｓｕｍ）、カラマツカサアブラムシ（Ａｄｅｌｇｅｓ　ｌａｒｉｃｉｓ）
、アエネオラミア属の種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．）、アゴノセナ属の種（Ａｇ
ｏｎｏｓｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、アレウロデス属の種（Ａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、アレウロロブス・バロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、
アレウロトリクスス属の種（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、アムラスカ属の
種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、アナサ・トリスチス（Ａｎａｓａ　ｔｒｉｓｔｉｓ）
、アンテスティオプシス属の種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、アヌラフィス
・カルズイ（Ａｎｕｒａｐｈｉｓ　ｃａｒｄｕｉ）、アオニディエラ属の種（Ａｏｎｉｄ
ｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アファノスチグマ・ピリ（Ａｐｈａｎｏｓｔｉｇｍａ　ｐｉｒ
ｉ）、アフィドゥラ・ナスツルチイ（Ａｐｈｉｄｕｌａ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、ワタア
ブラムシ属の種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、マメクロアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　
ｆａｂａｅ）、イチゴネアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｆｏｒｂｅｓｉ）、ワタアブラムシ（
Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、アフィス・グロスラリア（Ａｐｈｉｓ　ｇｒｏｓｓｕ
ｌａｒｉａｅ）、アフィス・ポミ（Ａｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ）、アフィス・サムブシ（Ａｐ
ｈｉｓ　ｓａｍｂｕｃｉ）、アフィス・シュネイデリ（Ａｐｈｉｓ　ｓｃｈｎｅｉｄｅｒ
ｉ）、ユキヤナギアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）、フタテンヒメヨコ
バイ（Ａｒｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ）、アリルス・クリスタツス（Ａｒｉｌｕ
ｓ　ｃｒｉｔａｔｕｓ）、アスピジエラ属の種（Ａｓｐｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ア
スピディオトゥス属の種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アタヌス属の種（Ａｔａ
ｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌ
ａｎｉ）、ベミシア属の種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、シルバーリーフコナ
ジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｉｆｏｌｉｉ）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓ
ｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ブリサス属の種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブリス
ス・ロイコプテルス（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ）、ブラキカウズス・カ
ルズイ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｃａｒｄｕｉ）、ムギワラギクオマルアブラムシ（
Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ）、ブラキカウズス・ペルシケ（Ｂｒ
ａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、ブラキカウズス・プルニコラ（Ｂｒａｃｈ
ｙｃａｕｄｕｓ　ｐｒｕｎｉｃｏｌａ）、ブラキコルス属の種（Ｂｒａｃｈｙｃｏｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、
カリジポナ・マルギナタ（Ｃａｌｌｉｇｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）、カロコリス
属の種（Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、キャンピロンマ・リビダ（Ｃａｍｐｙｌｏｍ
ｍａ　ｌｉｖｉｄａ）、カピトフォルス・ホルニ（Ｃａｐｉｔｏｐｈｏｒｕｓ　ｈｏｒｎ
ｉ）、カルネオセファラ・フルギダ（Ｃａｒｎｅｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、
カベレリウス属の種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、セロプラステス属の種（Ｃｅ
ｒａｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、カンシャワタムシ（Ｃｅｒａｔｏｖａｃｕｎａ　ｌａ
ｎｉｇｅｒａ）、アワフキムシ科（Ｃｅｒｃｏｐｉｄａｅ）、セロシファ・ゴッシピイ（
Ｃｅｒｏｓｉｐｈａ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、イチゴケナガアブラムシ（Ｃｈａｅｔｏｓｉ
ｐｈｏｎ　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）、キオナスピス・テガレンシス（Ｃｈｉｏｎａｓｐ
ｉｓ　ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロリタ・オヌキイ（Ｃｈｌｏｒｉｔａ　ｏｎｕｋｉｉ
）、クロマフィス・ジュグランディコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈｉｓ　ｊｕｇｌａｎｄｉｃｏ
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ｌａ）、クリソムファルス・フィクス（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｆｉｃｕｓ）、シ
カズリナ・ムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、キメクス属の種（Ｃｉｍｅｘ
　ｓｐｐ．）、例えば、ネッタイトコジラミ（Ｃｉｍｅｘ　ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ）、ト
コジラミ（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、ココミティルス・ハリ（Ｃｏｃｃｏ
ｍｙｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、コッカス属の種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、クレオン
チアデス・ジルツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌｕｔｕｓ）、クリプトミザス・リ
ビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、クリプトミザス・リビス、シルトペルチ
ス・ノタツス（Ｃｙｒｔｏｐｅｌｔｉｓ　ｎｏｔａｔｕｓ）、ダルブルス属の種（Ｄａｌ
ｂｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ダシヌス・ピペリス（Ｄａｓｙｎｕｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジ
アレウロデス属の種（Ｄｉａｌｅｕｒａｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ジアホリナ属の種（Ｄｉａ
ｐｈｏｒｉｎａ　ｓｐｐ．）、ジアスピス属の種（Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ジケロ
プス・フルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジコノコリス・ヘウェチ
（Ｄｉｃｏｎｏｃｏｒｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、ドラリス属の種（Ｄｏｒａｌｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ドレイフシア・ノルドマニアナ（Ｄｒｅｙｆｕｓｉａ　ｎｏｒｄｍａｎｎｉａｎ
ａｅ）、ドレイフシア・ピセア（Ｄｒｅｙｆｕｓｉａ　ｐｉｃｅａｅ）、ドロシカ属の種
（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ジサフィス属の種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐｐ）、例
えば、ジサフィス・プランタギネア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ）、ジ
サフィス・ピリ（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｙｒｉ）、ジサフィス・ラジコラ（Ｄｙｓａｐｈ
ｉｓ　ｒａｄｉｃｏｌａ）、ジサウラコルツム・プソイドソラニ（Ｄｙｓａｕｌａｃｏｒ
ｔｈｕｍ　ｐｓｅｕｄｏｓｏｌａｎｉ）、ジスデルクス属の種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、ジスデルクス・シングラツス（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｃｉｎｇｕｌａ
ｔｕｓ）、ジスデルクス・インテルメジウス（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉ
ｕｓ）、ジスミコックス属の種（Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エンポアスカ属
の種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、エンポアスカ・ファバエ（Ｅｍｐｏａｓ
ｃａ　ｆａｂａｅ）、エンポアスカ・ソラナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ）、エリ
オソマ属の種（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、エリスロニューラ属の種（Ｅｒｙｔｈｒ
ｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、ユリガステル属の種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）、
例えば、ユリガステル・インテグリセプス（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｉｎｔｅｇｒｉｃｅ
ｐｓ）、ユーセリス・ビロバタス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、エウスキ
スツス属の種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウスキスツス・ヘロス（
Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｏｓ　ｈｅｒｏｓ）、エウスキスツス・インピクチベントリス（Ｅｕ
ｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｉｍｐｉｃｔｉｖｅｎｔｒｉｓ）、エウスキスツス・セルブス（Ｅｕ
ｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ）、ゲオコックス・コッフェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ
　ｃｏｆｆｅａｅ）、ハリオモルファ属の種（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）、例
えば、クサギカメムシ（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ヘリオペルチス属の種
（Ｈｅｌｉｏｐｅｌｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ホマロジスカ・コアグラタ（Ｈｏｍａｌｏｄｉ
ｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、ホルシアス・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌ
ｅｌｌｕｓ）、モモコフキアブラムシ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｐｒｕｎｉ）、チシャ
ミドリアブラムシ（Ｈｙｐｅｒｏｍｙｚｕｓ　ｌａｃｔｕｃａｅ）、イセリヤ属の種（Ｉ
ｃｅｒｙａ　ｓｐｐ．）、イジオセルス属の種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イジ
オスコプス属の種（Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ラオデルファクス・ストリアテ
ルス（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、レカニウム属の種（Ｌｅｃａ
ｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、レピドサフェス属の種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）
、レプトコリサ属の種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、レプトグロスス・フィロ
プス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ）、ニセダイコンアブラムシ（Ｌ
ｉｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、リグス属の種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、
リグス・ヘスペルス（Ｌｙｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグス・リネオラリス（Ｌｙｇ
ｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ）、リグス・プラテンシス（Ｌｙｇｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉ
ｓ）、マクロペス・エクスカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔｕｓ）、マクロ
シフム属の種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、マクロシフム・ロサエ（
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Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｏｓａｅ）、マクロシフム・アベナエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈ
ｕｍ　ａｖｅｎａｅ）、チューリップヒゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｅ
ｕｐｈｏｒｂｉａｅ）、マハナルバ・フィムブリオラタ（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｆｉｍｂ
ｒｉｏｌａｔａ）、タイワンマルカメムシ（Ｍｅｇａｃｏｐｔａ　ｃｒｉｂｒａｒｉａ）
、ソラマメヒゲナガアブラムシ（Ｍｅｇｏｕｒａ　ｖｉｃｉａｅ）、メラナフィス・ピラ
リウス（Ｍｅｌａｎａｐｈｉｓ　ｐｙｒａｒｉｕｓ）、メラナフィス・サッカリ（Ｍｅｌ
ａｎａｐｈｉｓ　ｓａｃｃｈａｒｉ）、メトカルフィエラ属の種（Ｍｅｔｃａｆｉｅｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）、メトポロフィウム・ジルホヅム（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒ
ｈｏｄｕｍ）、ミリダエ属の種（Ｍｉｒｉｄａｅ　ｓｐｐ．）、モネリア・コスタリス（
Ｍｏｎｅｌｌｉａ　ｃｏｓｔａｌｉｓ）、モネリオプシス・ペカニス（Ｍｏｎｅｌｌｉｏ
ｐｓｉｓ　ｐｅｃａｎｉｓ）、ミズス属の種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ミズス
・アスカロニクス（Ｍｙｚｕｓ　ａｓｃａｌｏｎｉｃｕｓ）、ミズス・セラシ（Ｍｙｚｕ
ｓ　ｃｅｒａｓｉ）、ミズス・ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、ミズス・
バリアンス（Ｍｙｚｕｓ　ｖａｒｉａｎｓ）、ナソノビア・リビスニグリ（Ｎａｓｏｎｏ
ｖｉａ　ｒｉｂｉｓ－ｎｉｇｒｉ）、ツマグロヨコバイ属の種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ
　ｓｐｐ．）、例えば、マラヤツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｍａｌａｙ
ａｎｕｓ）、クロスジツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｎｉｇｒｏｐｉｃｔ
ｕｓ）、ネフォテッティクス・パルヴス（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｐａｒｖｕｓ）、タ
イワンツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、ネザラ属の
種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ミナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉ
ｄｕｌａ）、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、オエバルス属
の種（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オンコメトピア属の種（Ｏｎｃｏｍｅｔｏｐｉａ　
ｓｐｐ．）、オルテジア・プラエロンガ（Ｏｒｔｈｅｚｉａ　ｐｒａｅｌｏｎｇａ）、パ
ラベミシア・ミリカエ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラトリオザ属の
種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、パルラトリア属の種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　
ｓｐｐ．）、ペムフィグス属の種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、ペムフィグス・ブルサリウス（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｂｕｒｓａｒｉｕｓ）、カ
メムシ科（Ｐｅｎｔｏｍｉｄａｅ）、トウモロコシウンカ（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａ
ｉｄｉｓ）、クロフツノウンカ（Ｐｅｒｋｉｎｓｉｅｌｌａ　ｓａｃｃｈａｒｉｃｉｄａ
）、フェナコックス属の種（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ドロノキワタアブラ
ムシ（Ｐｈｌｏｅｏｍｙｚｕｓ　ｐａｓｓｅｒｉｎｉｉ）、ホップイボアブラムシ（Ｐｈ
ｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、ネアブラムシ属の種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．
）、ピエスマ・クアドラタ（Ｐｉｅｓｍａ　ｑｕａｄｒａｔａ）、ピエゾドルス属の種（
Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ピエゾドルス・グイルディニ（Ｐｉｅｚｏ
ｄｏｒｕｓ　ｇｕｉｌｄｉｎｉｉ）、ハランナガカイガラムシ（Ｐｉｎｎａｓｐｉｓ　ａ
ｓｐｉｄｉｓｔｒａｅ）、プラノコッカス属の種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）
、プロトプルビナリア・ピリホルミス（Ｐｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ｐｙｒｉｆｏ
ｒｍｉｓ）、プサルス・セリアツス（Ｐｓａｌｌｕｓ　ｓｅｒｉａｔｕｓ）、シューダシ
スタ・ぺルセア（Ｐｓｅｕｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａ）、クワシロカイガラムシ（Ｐ
ｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｐｅｎｔａｇｏｎａ）、プソイドコッカス属の種（Ｐｓ
ｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クワコナカイガラムシ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｃｏｍｓｔｏｃｋｉ）、キジラミ類の種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば
、リンゴキジラミ（Ｐｓｙｌｌａ　ｍａｌｉ）、プシラ・ピリ（Ｐｓｙｌｌａ　ｐｉｒｉ
）、プテロマルス属の種（Ｐｔｅｒｏｍａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ピリラ属の種（Ｐｙｒｉ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、クアドラスピディオツス属の種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ
　ｓｐｐ．）、クエサダ・ギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、ラストロコッカス属
の種（Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、レデュビウス・セニリス（Ｒｅｄｕｖｉ
ｕｓ　ｓｅｎｉｌｉｓ）、ロドニウス属の種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ロパロミ
ズス・アスカロニクス（Ｒｈｏｐａｌｏｍｙｚｕｓ　ａｓｃａｌｏｎｉｃｕｓ）、ロパロ
シファム属の種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、ニセダイコンアブ
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ラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐｓｅｕｄｏｂｒａｓｓｉｃａｓ）、リンゴクビ
レアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｉｎｓｅｒｔｕｍ）、トウモロコシアブラ
ムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄｉｓ）、ムギクビレアブラムシ（Ｒｈｏｐ
ａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ）、ソガトデス属の種（Ｓａｇａｔｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、サールベルゲラ・シンギュラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ
）、サイセチア属の種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、サッパフィス・マラ（Ｓａｐ
ｐａｐｈｉｓ　ｍａｌａ）、サッパフィス・マリ（Ｓａｐｐａｐｈｉｓ　ｍａｌｉ）、ス
カホイデス・チタヌス（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、ムギミドリアブラム
シ（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、シゾネウラ・ラヌギノサ（Ｓｃｈｉｚ
ｏｎｅｕｒａ　ｌａｎｕｇｉｎｏｓａ）、スコチノフォラ属の種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈｏ
ｒａ　ｓｐｐ．）、セレナスピズス・アルチクラツス（Ｓｅｌｅｎａｓｐｉｄｕｓ　ａｒ
ｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、シトビオン・アベナエ（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ）、ソ
ガタ属の種（Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃ
ｉｆｅｒａ）、ソルベア・インスラリス（Ｓｏｌｕｂｅａ　ｉｎｓｕｌａｒｉｓ）、ナシ
グンバイ（Ｓｔｅｐｈａｎｉｔｉｓ　ｎａｓｈｉ）、スチクトセファラ・フェスチナ（Ｓ
ｔｉｃｔｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｅｓｔｉｎａ）、テナラファラ・マラエンシス（Ｔｅｎａ
ｌａｐｈａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、チアンタ属の種（Ｔｈｙａｎｔａ　ｓｐｐ．
）、例えば、チアンタ・ペルジトル（Ｔｈｙａｎｔａ　ｐｅｒｄｉｔｏｒ）、チブラカ属
の種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、チノカリス・カリアエホリアエ（Ｔｉｎｏｃａｌｌ
ｉｓ　ｃａｒｙａｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピス属の種（Ｔｏｍａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）
、トキソプテラ属の種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、コミカンアブラムシ
（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、トリアレウロデス（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄ
ｅｓ）属の種、例えば、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａ
ｒｉｏｒｕｍ）、トリアトマ属の種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、トリオザ属の種（
Ｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、チフロシバ属の種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）、ウ
ナスピス属の種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヤノネカイガラムシ（Ｕｎａｓ
ｐｉｓ　ｙａｎｏｎｅｎｓｉｓ）、及びビテウス・ビチホリ（Ｖｉｔｅｕｓ　ｖｉｔｉｆ
ｏｌｉｉ）、
【０２２１】
アリ（ａｎｔｓ）、ミツバチ（ｂｅｅｓ）、スズメバチ（ｗａｓｐｓ）、ハバチ（ｓａｗ
ｆｌｉｅｓ）（膜翅類（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ））、例えば、アタリア・ロサエ（Ａｔ
ｈａｌｉａ　ｒｏｓａｅ）、アッタ・カピグアラ（Ａｔｔａ　ｃａｐｉｇｕａｒａ）、ア
ッタ・ケファロテス（Ａｔｔａ　ｃｅｐｈａｌｏｔｅｓ）、アッタ・ケファロテス、アッ
タ・レビガータ（Ａｔｔａ　ｌａｅｖｉｇａｔａ）、アッタ・ロブスタ（Ａｔｔａ　ｒｏ
ｂｕｓｔａ）、アッタ・セクデンス（Ａｔｔａ　ｓｅｘｄｅｎｓ）、アッタ・テキサナ（
Ａｔｔａ　ｔｅｘａｎａ）、ボンブス属の種（Ｂｏｍｂｕｓ　ｓｐｐ．）、カンポノトゥ
ス・フロリダヌス（Ｃａｍｐｏｎｏｔｕｓ　ｆｌｏｒｉｄａｎｕｓ）、クレマトガスター
属の種（Ｃｒｅｍａｔｏｇａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ダシムチラ・オッシデンタリス（Ｄ
ａｓｙｍｕｔｉｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ジプリオン属の種（Ｄｉｐｒｉｏ
ｎ　ｓｐｐ．）、ドリコベスプラ・マクラータ（Ｄｏｌｉｃｈｏｖｅｓｐｕｌａ　ｍａｃ
ｕｌａｔａ）、ホプロカンパ属の種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ホプ
ロカンパ・ミヌタ（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｍｉｎｕｔａ）、ホプロカンパ・テスツジネ
ア（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｔｅｓｔｕｄｉｎｅａ）、ケアリ属の種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、トビイロケアリ（Ｌａｓｉｕｓ　ｎｉｇｅｒ）、アルゼンチンアリ（
Ｌｉｎｅｐｉｔｈｅｍａ　ｈｕｍｉｌｅ）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈ
ａｒａｏｎｉｓ）、パラベスプラ・ゲルマニカ（Ｐａｒａｖｅｓｐｕｌａ　ｇｅｒｍａｎ
ｉｃａ）、パラベスプラ・ペンシルバニカ（Ｐａｒａｖｅｓｐｕｌａ　ｐｅｎｎｓｙｌｖ
ａｎｉｃａ）、パラベスプラ・ブルガリス（Ｐａｒａｖｅｓｐｕｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ
）、ツヤオオズアリ（Ｐｈｅｉｄｏｌｅ　ｍｅｇａｃｅｐｈａｌａ）、ポゴノミルメクス
・バルバツス（Ｐｏｇｏｎｏｍｙｒｍｅｘ　ｂａｒｂａｔｕｓ）、ポゴノミルメクス・カ
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リフォルニクス（Ｐｏｇｏｎｏｍｙｒｍｅｘ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ）、ポリステス
・ルビギノサ（Ｐｏｌｉｓｔｅｓ　ｒｕｂｉｇｉｎｏｓａ）、アカカミアリ（Ｓｏｌｅｎ
ｏｐｓｉｓ　ｇｅｍｉｎａｔａ）、ソレノプシス・インウィクタ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ
　ｉｎｖｉｃｔａ）、ソレノプシス・リクテリ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｒｉｃｈｔｅｒ
ｉ）、ソレノプシス・キシロニ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｘｙｌｏｎｉ）、ベスパ属の種
（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、モンスズメバチ（Ｖｅｓｐａ　ｃｒａｂｒｏ）、及
びヴェスプラ・スクアモサ（Ｖｅｓｐｕｌａ　ｓｑｕａｍｏｓａ）、
【０２２２】
コオロギ（ｃｒｉｃｋｅｔｓ）、バッタ（ｇｒａｓｓｈｏｐｐｅｒｓ）、イナゴ（ｌｏｃ
ｕｓｔｓ）（バッタ目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ））、例えば、ヨーロッパイエコオロギ（
Ａｃｈｅｔａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、カリプタマス・イタリカス（Ｃａｌｌｉｐｔａｍ
ｕｓ　ｉｔａｌｉｃｕｓ）、コルトイケテス・テルミニフェラ（Ｃｈｏｒｔｏｉｃｅｔｅ
ｓ　ｔｅｒｍｉｎｉｆｅｒａ）、ドシオスタウラス・マロッカナス（Ｄｏｃｉｏｓｔａｕ
ｒｕｓ　ｍａｒｏｃｃａｎｕｓ）、グリロタルパ・アフリカーナ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐ
ａ　ａｆｒｉｃａｎａ）、グリロタルパ・グリロタルパ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｇｒ
ｙｌｌｏｔａｌｐａ）、ヒエログリフス・ダガネンシス（Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｄ
ａｇａｎｅｎｓｉｓ）、クラウッサリア・アングリフェラ（Ｋｒａｕｓｓａｒｉａ　ａｎ
ｇｕｌｉｆｅｒａ）、トノサマバッタ（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉａ）、ロク
スタナ・パルダリナ（Ｌｏｃｕｓｔａｎａ　ｐａｒｄａｌｉｎａ）、メラノプルス・ビビ
タタス（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｂｉｖｉｔｔａｔｕｓ）、メラノプルス・フェムルブラ
ム（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｆｅｍｕｒｒｕｂｒｕｍ）、メラノプルス・メキシカヌス（
Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｍｅｘｉｃａｎｕｓ）、メラノプルス・サングイニペス（Ｍｅｌ
ａｎｏｐｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｉｐｅｓ）、メラノプルス・スプレトゥス（Ｍｅｌａｎ
ｏｐｌｕｓ　ｓｐｒｅｔｕｓ）、アカトビバッタ（Ｎｏｍａｄａｃｒｉｓ　ｓｅｐｔｅｍ
ｆａｓｃｉａｔａ）、オエダレウス・セネガレンシス（Ｏｅｄａｌｅｕｓ　ｓｅｎｅｇａ
ｌｅｎｓｉｓ）、シストセルカ・アメリカーナ（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ａｍｅｒｉ
ｃａｎａ）、サバクトビバッタ（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ）、クラ
ズミウマ（Ｔａｃｈｙｃｉｎｅｓ　ａｓｙｎａｍｏｒｕｓ）、及びゾノゼラス・バリエガ
タス（Ｚｏｎｏｚｅｒｕｓ　ｖａｒｉｅｇａｔｕｓ）、
【０２２３】
蛛形類動物（蛛形綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ））、例えば、ヒメダニ科（Ａｒｇａｓｉｄａ
ｅ）、マダニ科（Ｉｘｏｄｉｄａｅ）及びヒゼンダニ科（Ｓａｒｃｏｐｔｉｄａｅ）の科
の、例えば、ダニ類（Ａｃａｒｉ）、例えば、キララマダニ属の種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ
　ｓｐｐ．）（例えば、アムブリオマ・アメリカナム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ａｍｅｒｉ
ｃａｎｕｍ）、アムブリオマ・ファリエガツム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｖａｒｉｅｇａｔ
ｕｍ）、アムブリオマ・マクラツム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｍａｃｕｌａｔｕｍ））、ヒ
メダニ属の種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）（例えば、ナガヒメダニ（Ａｒｇａｓ　ｐｅｒｓ
ｉｃｕｓ））、ウシマダニ属の種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）（例えば、ブーフィ
ラス・アニュラタス（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ａｎｎｕｌａｔｕｓ）、ブーフィラス・デコ
ロラタス（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｄｅｃｏｌｏｒａｔｕｓ）、オウシマダニ（Ｂｏｏｐｈ
ｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ））、デルマセントル・シルバルム（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔ
ｏｒ　ｓｉｌｖａｒｕｍ）、デルマセントル・アンデルソニ（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　
ａｎｄｅｒｓｏｎｉ）、デルマセントル・ヴァリアビリス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｖ
ａｒｉａｂｉｌｉｓ）、イボマダニ属の種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）（例えば、ヒ
アロムマ・トランカタム（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｔｒｕｎｃａｔｕｍ））、イクソデス属の
種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）（例えば、イクソデス・リシヌス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｒｉｃ
ｉｎｕｓ）、イクソデス・ルビキュンダス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｒｕｂｉｃｕｎｄｕｓ）、イ
クソデス・スキャプラリス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｃａｐｕｌａｒｉｓ）、イクソデス・ホロ
チクルス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｈｏｌｏｃｙｃｌｕｓ）、イクソデス・パシフィカス（Ｉｘｏ
ｄｅｓ　ｐａｃｉｆｉｃｕｓ））、オルニトドルス属の種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　
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ｓｐｐ．）（例えば、オルニトドルス・モウバタ（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｏｕｂ
ａｔａ）、オルニトドルス・ヘルムシ（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｒｍｓｉ）、オ
ルニトドルス・ツリカタ（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｔｕｒｉｃａｔａ））、イエダニ
（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｂａｃｏｔｉ）、オトビウス・メグニニ（Ｏｔｏｂｉｕ
ｓ　ｍｅｇｎｉｎｉ）、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、プソロ
プテス属の種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）（例えば、プソロプテス・オウィス（Ｐ
ｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｏｖｉｓ））、コイタマダニ属の種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　
ｓｐｐ．）（例えば、クリイロコイタマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕ
ｉｎｅｕｓ）、リピセファラス・アペンディキュレイタス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ
　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）、リピセファラス・エベルトシ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈ
ａｌｕｓ　ｅｖｅｒｔｓｉ））、リゾギルホス属の種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、サルコプテス属の種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）（例えば、サルコプテス
・スカビエイ（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｃａｂｉｅｉ））、及びフシダニ属の種（Ｅｒｉ
ｏｐｈｙｉｄａｅ　ｓｐｐ．）、例えば、アカリア・シェルドニ（Ａｃａｒｉａ　ｓｈｅ
ｌｄｏｎｉ）、アクロプス属の種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）（例えば、ミカンサビダ
ニ（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｐｅｌｅｋａｓｓｉ））、アクルス属の種（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ
．）（例えば、アクルス・シュレクテンダリ（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｃｈｌｅｃｈｔｅｎｄａ
ｌｉ））、ナシサビダニ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙｒｉ）、フィロコプツルタ・オ
レイボラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）及びエリオフィエス属の
種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）（例えば、エリオフィエス・シェルドニ（Ｅｒｉｏ
ｐｈｙｅｓ　ｓｈｅｌｄｏｎｉ））、ホコリダニ属の種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｉｄａｅ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、ヘミタルソネムス属の種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．
）、シクラメンホコリダニ（Ｐｈｙｔｏｎｅｍｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）及びチャノホコ
リダニ（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）、ステノタルソネムス
属の種（Ｓｔｅｎｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメハダニ属の種（Ｔｅｎｕｉ
ｐａｌｐｉｄａｅ　ｓｐｐ．）、例えば、ブレビパルプス属の種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕ
ｓ　ｓｐｐ．）（例えば、ブレビパルプス・ホエニシス（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｐｈ
ｏｅｎｉｃｉｓ））、ハダニ属の種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｉｄａｅ　ｓｐｐ．）、例えば
、エオテトラニクス属の種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エウテトラニク
ス属の種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属の種（Ｏｌｉｇｏ
ｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ニセナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｎｎａｂａ
ｒｉｎｕｓ）、カンザワハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｋａｎｚａｗａｉ）、テトラ
ニクス・パキフィクス（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｐａｃｉｆｉｃｕｓ）、テトラニクス
・テラリウス（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｔｅｌａｒｉｕｓ）及びナミハダニ（Ｔｅｔｒ
ａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）、クローバービラハダニ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐｒａｅ
ｔｉｏｓａ）、パノニクス属の種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）（例えば、リンゴ
ハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）、ミカンハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃ
ｉｔｒｉ））、メタテトラニクス属の種（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
及びオリゴニクス属の種（例えば、オリゴニクス・プラテンシス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕ
ｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ））、ヴァサテス・リコペルシキ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐ
ｅｒｓｉｃｉ）、真正クモ目（Ａｒａｎｅｉｄａ）、例えば、クロゴケグモ（Ｌａｔｒｏ
ｄｅｃｔｕｓ　ｍａｃｔａｎｓ）、及びドクイトグモ（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ　ｒｅｃｌ
ｕｓａ）及びアシブトコナダニ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、ショクヒヒゼンダニ属の種
（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マウルス（Ｓｃｏｒｐｉｏ　ｍａｕ
ｒｕｓ）、
【０２２４】
ノミ（ｆｌｅａｓ）（ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ））、例えば、ナガノミ属の種
（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｆｅｌｉｓ）、イヌノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ）、ケオプ
スネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）、ヒトノミ（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒ
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ｒｉｔａｎｓ）、スナノミ（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、及びヨーロッパネズミ
ノミ（Ｎｏｓｏｐｓｙｌｌｕｓ　ｆａｓｃｉａｔｕｓ）、
シミ（ｓｉｌｖｅｒｆｉｓｈ）、マダラシミ（ｆｉｒｅｂｒａｔ）（総尾目（Ｔｈｙｓａ
ｎｕｒａ））、例えば、セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）及びテ
ルモビア・ドメスチカ（Ｔｈｅｒｍｏｂｉａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、
ムカデ（ｃｅｎｔｉｐｅｄｅｓ）（唇脚綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ））、例えば、ジムカデ
属の種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スクティゲラ属の種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　
ｓｐｐ．）、例えば、スクティゲラ・コレオプトラタ（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｃｏｌｅｏ
ｐｔｒａｔａ）、
【０２２５】
ヤスデ（ｍｉｌｌｉｐｅｄｅｓ）（倍脚綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ））、例えば、ブラニウ
ルス・グツラツス（Ｂｌａｎｉｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）、ナルセウス属の種（
Ｎａｒｃｅｕｓ　ｓｐｐ．）、
ハサミムシ（Ｅａｒｗｉｇｓ）（革翅目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ））、例えば、ヨーロッ
パクギヌキハサミムシ（ｆｏｒｆｉｃｕｌａ　ａｕｒｉｃｕｌａｒｉａ）、
シラミ（ｌｉｃｅ）（シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ））、例えば、ダマリニア属
の種（Ｄａｍａｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、シラミ属の種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、アタマジラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃａｐｉｔｉｓ）、
コロモジラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃｏｒｐｏｒｉｓ）、ケジラミ（
Ｐｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、ブタジラミ属の種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ
．）、例えば、ウシジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｅｕｒｙｓｔｅｒｎｕｓ）、ブ
タジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｕｉｓ）、ケモノホソジラミ属の種（Ｌｉｎｏ
ｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ウシホソジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｖｉ
ｔｕｌｉ）、ウシハジラミ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｂｏｖｉｓ）、ニワトリハジラミ（Ｍｅ
ｎｏｐｏｎ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、ニワトリオオハジラミ（Ｍｅｎａｃａｎｔｈｕｓ　ｓ
ｔｒａｍｉｎｅｕｓ）及びケブカウシジラミ（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｃａｐｉｌｌａ
ｔｕｓ）、ケモノハジラミ属の種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、
トビムシ（ｓｐｒｉｎｇｔａｉｌｓ）（トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ））、例えば
、オニキウルス（Ｏｎｙｃｈｉｕｒｕｓ）亜種、例えば、オニキウルス・アルマツス（Ｏ
ｎｙｃｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）。
【０２２６】
　これらはまた、線虫：植物寄生線虫、例えば、ネコブセンチュウ（ｒｏｏｔ　ｋｎｏｔ
　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、キタネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ
）、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、ジ
ャワネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、及び他のキタネ
コブセンチュウ種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、嚢腫を形成する線虫、
ジャガイモシストセンチュウ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ）及び
他のグロボデラ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ）属の種、ヘテロデラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄ
ｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉ
ｎｅｓ）、ヘテロデラ・シャクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、ヘ
テロデラ・トリホリイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）、及び他のヘテロデ
ラ属（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ）の種、タネコブセンチュウ（Ｓｅｅｄ　ｇａｌｌ　ｎｅｍ
ａｔｏｄｅｓ）、アングイナ（Ａｎｇｕｉｎａ）属の種、茎及び葉線虫（Ｓｔｅｍ　ａｎ
ｄ　ｆｏｌｉａｒ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、ハガレセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉ
ｄｅｓ）種、例えば、イネシンガレセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｂｅｓ
ｓｅｙｉ）、刺毛線虫（Ｓｔｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、ベロノライムス・ロンギカ
ウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）及び他のベロノラ
イムス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ）属の種、マツの線虫（Ｐｉｎｅ　ｎｅｍａｔｏｄｅ
ｓ）、マツノザイセンチュウ（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｉｇｎｉｃｏｌｕｓ
　Ｍａｍｉｙａ　ｅｔ　Ｋｉｙｏｈａｒａ）、ブルサフェレンクス・キシロフィルス（Ｂ
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ｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）及び他のブルサフェレンクス（
Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ）属の種、リング線虫（Ｒｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ
）、クリコネマ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍａ）属の種、クリコネメラ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌ
ａ）属の種、クリコネモイデス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）属の種、メソクリコネマ
（Ｍｅｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ）属の種、ナミクキセンチュウ（Ｓｔｅｍ　ａｎｄ　ｂｕ
ｌｂ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、イモグサレセンチュウ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓ
ｔｒｕｃｔｏｒ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ
）及び他のジチレンクス（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）属の種、オール線虫（Ａｗｌ　ｎｅ
ｍａｔｏｄｅｓ）、ドリコドルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）属の種、ラセン線虫（Ｓ
ｐｉｒａｌ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、ヘリオコチレンクス・マルチシンクツス（Ｈｅｌｉ
ｏｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）及び他のエリコチレンクス（Ｈ
ｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）属の種、鞘及び鞘様線虫（Ｓｈｅａｔｈ　ａｎｄ　ｓｈ
ｅａｔｈｏｉｄ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、ヘミシクリオホラ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈ
ｏｒａ）属の種及びヘミクリコネモイデス（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）属の
種、ヒルシュマンニエラ（Ｈｉｒｓｈｍａｎｎｉｅｌｌａ）属の種、ヤリ線虫（Ｌａｎｃ
ｅ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、ホプロアイムス（Ｈｏｐｌｏａｉｍｕｓ）属の種、ニセネコ
ブ線虫（ｆａｌｓｅ　ｒｏｏｔｋｎｏｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、ナコブス（Ｎａｃｏｂ
ｂｕｓ）属の種、ハリ線虫（Ｎｅｅｄｌｅ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、ロンギドルス・エロ
ンガトス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）及び他のロンギドルス（Ｌｏｎ
ｇｉｄｏｒｕｓ）属の種、ネグサレ線虫（Ｌｅｓｉｏｎ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、プラチ
レンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、ムギネ
グサレセンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、キタネグサレセ
ンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・クルビ
タツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｕｒｖｉｔａｔｕｓ）、プラチレンクス・ゴオデ
イ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）及び他のプラチレンクス（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ）属の種、ネモグリ線虫（Ｂｕｒｒｏｗｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ、バ
ナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）及び他のラドホルス
（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ）属の種、ニセフクロ線虫（Ｒｅｎｉｆｏｒｍ　ｎｅｍａｔｏｄ
ｅｓ）、ロチレンクス・ロブスタス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ロ
チレンクス・レニフォルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）及び他
のロチレンクス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）属の種、スクテッロネマ（Ｓｃｕｔｅｌｌｏ
ｎｅｍａ）属の種、切り株線虫（Ｓｔｕｂｂｙ　ｒｏｏｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、バナ
ナネモグリセンチュウ（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）及び他のトリ
コドルス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）属の種、パラトリコドルス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ）属の種、スタント線虫（Ｓｔｕｎｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、ティレンコリ
ンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）、ティレ
ンコリンクス・ズビウス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｄｕｂｉｕｓ）及び他の
ティレンコリンクス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ）属の種、ミカンネ線虫（Ｃｉ
ｔｒｕｓ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、チュレンクルス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ）属の種、
例えば、チュレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎ
ｅｔｒａｎｓ）、オオハリセンチュウ（Ｄａｇｇｅｒ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、キシフィ
ネマ（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ）属の種、及び他の植物寄生線虫種を防除するのに適している
。
【０２２７】
　式（Ｉ）の化合物によって防除し得るさらなる有害生物種の例には、双殻類（Ｂｉｖａ
ｌｖａ）のクラスから、例えば、カワホトトギスガイ属の種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐ
ｐ．）、腹足綱（Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ）のクラスから、例えば、アリオン属の種（Ａｒ
ｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ビオンファラリア属の種（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）
、ブリヌス属の種（Ｂｕｌｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、デロセラス属の種（Ｄｅｒｏｃｅｒａ
ｓ　ｓｐｐ．）、ガルバ属の種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．）、リムナエア属の種（Ｌｙｍｎ
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ａｅａ　ｓｐｐ．）、オンコメラニア属の種（Ｏｎｃｏｍｅｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ス
クシネア属の種（Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓｐｐ．）、蠕虫（ｈｅｌｍｉｎｔｈｓ）のクラス
から、例えば、アンシロストーマ・デュオデナーレ（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｄｕｏｄ
ｅｎａｌｅ）、アンシロストーマ・ケイラニクム（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｃｅｙｌａ
ｎｉｃｕｍ）、アンシロストーマ・ブラジリエンシス（Ａｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｂｒａｚ
ｉｌｉｅｎｓｉｓ）、アンシロストーマ属の種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、
アスカリス・ルブリコイデス（Ａｓｃａｒｉｓ　ｌｕｂｒｉｃｏｉｄｅｓ）、アスカリス
属の種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ブルギア・マライ（Ｂｒｕｇｉａ　ｍａｌａｙｉ
）、ブルギア・チモリ（Ｂｒｕｇｉａ　ｔｉｍｏｒｉ）、ブノストムム属の種（Ｂｕｎｏ
ｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属の種（Ｃｈａｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、クロ
ノルキス属の種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、クーペリア属の種（Ｃｏｏｐｅｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ディクロコエリウム属の種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）
、ディクチオカウルス・フィラリア（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｆｉｌａｒｉａ）、広
節裂頭条虫（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｌａｔｕｍ）、メジナ虫（Ｄｒａｃｕ
ｎｃｕｌｕｓ　ｍｅｄｉｎｅｎｓｉｓ）、単包条虫（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｒａ
ｎｕｌｏｓｕｓ）、多包条虫（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｌｔｉｌｏｃｕｌａｒｉ
ｓ）、蟯虫（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｖｅｒｍｉｃｕｌａｒｉｓ）、ファシオラ属の種（
Ｆａｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ヘモンクス属の種（Ｈａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、ヘモンクス・コントルタス（Ｈａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｃｏｎｔｏｒｔｕｓ）、ヘ
テラキス属の種（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、小型条虫（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ
　ｎａｎａ）、ヒオストロングルス属の種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
ロア糸状虫（Ｌｏａ　Ｌｏａ）、ネマトジルス属の種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ
．）、エソファゴストム属の種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オピス
トルキス属の種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、回旋糸状虫（Ｏｎｃｈｏｃｅ
ｒｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ）、オステルターグ属の種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．
）、パラゴニムス属の種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、スキストソメン属の種
（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍｅｎ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス・フエレボルニ（Ｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｆｕｅｌｌｅｂｏｒｎｉ）、ストロンギロイデス・ステルコラリ
ス（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｔｅｒｃｏｒａ　ｌｉｓ）、ストロンギロイデス属
の種（Ｓｔｒｏｎｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、無鉤条虫（Ｔａｅｎｉａ　ｓａｇｉｎａ
ｔａ）、有鉤条虫（Ｔａｅｎｉａ　ｓｏｌｉｕｍ）、旋毛虫（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　
ｓｐｉｒａｌｉｓ）、トリキネラ・ナチバ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎａｔｉｖａ）、
トリキネラ・ブリトビ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｂｒｉｔｏｖｉ）、トリキネラ・ネル
ソニ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎｅｌｓｏｎｉ）、トリキネラ・シュードプシラリス（
Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｐｓｅｕｄｏｐｓｉｒａｌｉｓ）、トリコストロングルス属の
種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリクリス・トリクリア（Ｔｒｉ
ｃｈｕｒｉｓ　ｔｒｉｃｈｕｒｉａ）、バンクロフト糸状虫（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｂ
ａｎｃｒｏｆｔｉ）、等脚目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の目から、例えば、オカダンゴムシ（Ａ
ｒｍａｄｉｌｌｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、オニスカス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ
　ａｓｅｌｌｕｓ）、ワラジムシ（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）、コムカデ目（
Ｓｙｍｐｈｙｌａ）の目から、例えば、スクチゲレラ・イマクラタ（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅ
ｌｌａ　ｉｍｍａｃｕｌａｔａ）が含まれる。
【０２２８】
　式（Ｉ）の化合物によって防除し得る有害生物種のさらなる例には、アニソプリア・ア
ウストリアカ（Ａｎｉｓｏｐｌｉａ　ａｕｓｔｒｉａｃａ）、アパメア属の種（Ａｐａｍ
ｅａ　ｓｐｐ．）、アウストロアスカ・ヴィリジグリセア（Ａｕｓｔｒｏａｓｃａ　ｖｉ
ｒｉｄｉｇｒｉｓｅａ）、バリオトリプス・ビフォルミス、カエノラブディティス・エレ
ガンス（Ｃａｅｎｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｅｌｅｇａｎｓ）、セフス属の種（Ｃｅｐｈｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、セウトトリンクス・ナピ（Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎａｐｉ）、
カエトクネマ・アリヅラ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ａｒｉｄｕｌａ）、キロ・アウリキ
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リウス（Ｃｈｉｌｏ　ａｕｒｉｃｉｌｉｕｓ）、キロ・インジクス（Ｃｈｉｌｏ　ｉｎｄ
ｉｃｕｓ）、キロ・ポリクリスス（Ｃｈｉｌｏ　ｐｏｌｙｃｈｒｙｓｕｓ）、オーストラ
リアトビバッタ（Ｃｈｏｒｔｉｏｃｅｔｅｓ　ｔｅｒｍｉｎｉｆｅｒａ）、コブノメイガ
（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、クナファロクロシス属の種（Ｃ
ｎａｐｈａｌｏｃｒｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、オオアメリカモンキチョウ（Ｃｏｌｉａｓ　
ｅｕｒｙｔｈｅｍｅ）、コロプス属の種（Ｃｏｌｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、コルニテルメス
・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｃｕｍｕｌａｎｓ）、クレオンチアデス属の種
（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｓｐｐ．）、シクロセファラ属の種（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａ
ｌａ　ｓｐｐ．）、ダルブルス・マイジス（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ノハラ
ナメクジ（Ｄｅｒａｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ）、ジアトレア・サッカラリス
（Ｄｉａｔｒｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ）、ジケロプス・フルカツス（Ｄｉｃｈｅｌ
ｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ディクラディスパ・アルミゲラ（Ｄｉｃｌａｄｉｓｐａ　
ａｒｍｉｇｅｒａ）、ジロボデルス属の種（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、アブデルスツノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ）、エデッサ属の
種（Ｅｄｅｓｓａ　ｓｐｐ．）、エピノチア属の種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ．）、ア
リ科（Ｆｏｒｍｉｃｉｄａｅ）、ゲオコリス属の種（Ｇｅｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、グ
ロビテルメス・スルフレウス（Ｇｌｏｂｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｕｌｆｕｒｅｕｓ）、ケラ科
（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐｉｄａｅ）、ハロチデウス・デストルクトル（Ｈａｌｏｔｙｄｅ
ｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ヒプノデス・ビコロル（Ｈｉｐｎｏｄｅｓ　ｂｉｃｏｌ
ｏｒ）、トウヨウイネクキミギワバエ（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｐｈｉｌｉｐｐｉｎａ）、
ジュルス属の種（Ｊｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ラオデルファクス属の種（Ｌａｏｄｅｌｐｈ
ａｘ　ｓｐｐ．）、レプトコルシア・アクタ（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｓｉａ　ａｃｕｔａ）、
レプトコルシア・オラトリウス（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｓｉａ　ｏｒａｔｏｒｉｕｓ）、リオ
ゲニス・フスクス（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆｕｓｃｕｓ）、ルシリア属の種（Ｌｕｃｉｌｌ
ｉａ　ｓｐｐ．）、リオゲニス・フスクス（Ｌｙｏｇｅｎｙｓ　ｆｕｓｃｕｓ）、マハナ
ルヴァ属の種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）、マラデラ・マトリダ（Ｍａｌａｄｅｒ
ａ　ｍａｔｒｉｄａ）、マラスミア属の種（Ｍａｒａｓｍｉａ　ｓｐｐ．）、マストテル
メス属の種（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、コナカイガラムシ（Ｍｅａｌｙｂｕ
ｇｓ）、メガセリス（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ）亜種、メタマシウス・ヘミプテルス（Ｍｅ
ｔａｍａｓｉｕｓ　ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ）、ミクロテカ属の種（Ｍｉｃｒｏｔｈｅｃａ
　ｓｐｐ．）、モシス・ラチペス（Ｍｏｃｉｓ　ｌａｔｉｐｅｓ）、ムルガンチア属の種
（Ｍｕｒｇａｎｔｉａ　ｓｐｐ．）、アワヨトウ（Ｍｙｔｈｅｍｉｎａ　ｓｅｐａｒａｔ
ａ）、ネオカプリテルメス・オパクス（Ｎｅｏｃａｐｒｉｔｅｒｍｅｓ　ｏｐａｃｕｓ）
、ネオカプリテルメス・パルブス（Ｎｅｏｃａｐｒｉｔｅｒｍｅｓ　ｐａｒｖｕｓ）、ネ
オメガロトマス属の種（Ｎｅｏｍｅｇａｌｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオテルメス属の
種（Ｎｅｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ニンフラ・デプンクタリス（Ｎｙｍｐｈｕｌａ　
ｄｅｐｕｎｃｔａｌｉｓ）、オエバルス・プグナキス（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｐｕｇｎａｘ）
、オルセオリア属の種（Ｏｒｓｅｏｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、オルセオリア・オリゼ
（Ｏｒｓｅｏｌｉａ　ｏｒｙｚａｅ）、オキシカラエヌス・ヒアリニペンニス（Ｏｘｙｃ
ａｒａｅｎｕｓ　ｈｙａｌｉｎｉｐｅｎｎｉｓ）、プルシア属の種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐ
ｐ．）、スクミリンゴガイ（Ｐｏｍａｃｅａ　ｃａｎａｌｉｃｕｌａｔａ）、プロコルニ
テルメス（Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ）亜種、プロコルニテルメス・トリアシフェル
（Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｔｒｉａｃｉｆｅｒ）、プシロイデス属の種（Ｐｓｙ
ｌｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ラチプルシア属の種（Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．
）、ラドフォルス属の種（Ｒｈｏｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スカプトコリス・カス
タネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スカプトコリス属の種（Ｓｃａ
ｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、スキルポファガ属の種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、サンカメイチュウ（（サンカメイガ）　Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎ
ｃｅｒｔｕｌａｓ）、スキルポファガ・イノタタ（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｎｏｔ
ａｔａ）、スコチノファラ属の種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ス
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コティノファラ・コアルクタタ（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒａ　ｃｏａｒｃｔａｔａ）、セ
サミア属の種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、イネヨトウ（Ｓｅｓａｍｉａ　ｉ
ｎｆｅｒｅｎｓ）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｅｌｌａ　ｆｒｕｃｉｆｅｒａ）、アカカミ
アリ（Ｓｏｌｅｎａｐｓｉｓ　ｇｅｍｉｎａｔａ）、スピシスチルス属の種（Ｓｐｉｓｓ
ｉｓｔｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ストークボーラー（Ｓｔａｌｋ　ｂｏｒｅｒ）、イネアザ
ミウマ（Ｓｔｅｎｃｈａｅｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、ステネオタルソネム
ス・スピンキ（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｉｎｋｉ）、シレプタ・デロガ
タ（Ｓｙｌｅｐｔａ　ｄｅｒｏｇａｔａ）、テレヒン・リクス（Ｔｅｌｅｈｉｎ　ｌｉｃ
ｕｓ）、トリコストロンギルス属の種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）
が含まれる。
【０２２９】
　本発明の化合物は、その塩、立体異性体及び互変異性体を含めて、昆虫、好ましくは鱗
翅目、鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）及び半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）の属、特に鱗
翅目、鞘翅目及び半翅類の昆虫からの昆虫などの吸汁性又は刺性昆虫、及び咀嚼昆虫、及
び刺咬昆虫を防除するのに特に有用である。
　本発明の化合物は、その塩、立体異性体及び互変異性体を含めて、総翅目（Ｔｈｙｓａ
ｎｏｐｔｅｒａ）、双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）（とりわけハエ、カ）、膜翅目（Ｈｙｍｅ
ｎｏｐｔｅｒａ）（とりわけ、アリ）、及び等翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）（とりわけシロ
アリ）の昆虫を防除するのにさらに有用である。
【０２３０】
　本発明の化合物は、その塩、立体異性体及び互変異性体を含めて、鱗翅目及び鞘翅目の
昆虫を防除するのに特に有用である。
　本発明はまた、補助剤、及び本発明による少なくとも１種の化合物Ｉを含む農薬組成物
にも関する。
　農薬組成物は、殺有害生物有効量の化合物Ｉを含む。用語「有効量」とは、栽培植物に
対する有害な菌を防除するため、又は材料の保護において十分であり、及び処理された植
物に実質的な損害をもたらさない、組成物又は化合物Ｉの量を意味する。こうした量は、
広い範囲内で変えることができ、防除すべき種、処理される栽培植物又は資材、気候条件
及び使用される特定の化合物Ｉなどの様々な要因に依存する。
【０２３１】
　化合物Ｉ、それらのＮ－オキシド及び塩は、慣用的なタイプの農薬組成物、例えば、液
剤、エマルション、懸濁剤、粉剤、散剤、ペースト剤、粒剤、圧縮剤、カプセル剤、及び
それらの混合物に変換することができる。組成物のタイプの例は、懸濁剤（例えば、ＳＣ
、ＯＤ、ＦＳ）、乳剤（例えば、ＥＣ）、エマルション（例えば、ＥＷ、ＥＯ、ＥＳ、Ｍ
Ｅ）、カプセル剤（例えば、ＣＳ、ＺＣ）、ペースト剤、パステル剤、水和剤若しくは粉
剤（例えば、ＷＰ、ＳＰ、ＷＳ、ＤＰ、ＤＳ）、圧縮剤（例えば、ＢＲ、ＴＢ、ＤＴ）、
粒剤（例えば、ＷＧ、ＳＧ、ＧＲ、ＦＧ、ＧＧ、ＭＧ）、殺虫性物品（例えば、ＬＮ）、
及び種子などの植物繁殖材料を処理するためのゲル製剤（例えば、ＧＦ）である。これら
、及びさらなる組成物のタイプは"Catalogue of pesticide formulation types and inte
rnational coding system", Technical Monograph No. 2, 6th Ed. May 2008, CropLife 
Internationalにおいて定義されている。
【０２３２】
　組成物は、Mollet and Grubemann, Formulation technology, Wiley VCH, Weinheim, 2
001、又はKnowles, New developments in crop protection product formulation, Agrow
 Reports DS243, T&F Informa, London, 2005より記載されているものなどの公知の方法
で調製される。
　適切な補助剤は、溶媒、液体担体、固体担体又は充てん剤、界面活性剤、分散剤、乳化
剤、湿潤剤、アジュバント、可溶化剤、浸透促進剤、保護コロイド、粘着剤、増粘剤、保
湿剤、忌避剤、誘引剤、摂食刺激物質、相溶剤、殺菌剤、抗凍結剤、抗発泡剤、着色剤、
粘着付与剤及び結合剤である。
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　適切な溶媒及び液体担体は、水並びに有機溶媒、例えば、中～高沸点の鉱物油留分（例
えば灯油、ディーゼル油）、植物又は動物由来の油、脂肪族炭化水素、環式炭化水素及び
芳香族炭化水素（例えば、トルエン、パラフィン、テトラヒドロナフタレン、アルキル化
ナフタレン）、アルコール（例えば、エタノール、プロパノール、ブタノール、ベンジル
アルコール、シクロヘキサノール）、グリコール、ＤＭＳＯ、ケトン（例えば、シクロヘ
キサノン）、エステル（例えば、乳酸エステル、炭酸エステル、脂肪酸エステル、ガンマ
－ブチロラクトン）、脂肪酸、ホスホン酸エステル、アミン、アミド（例えば、Ｎ－メチ
ルピロリドン、脂肪酸ジメチルアミド）、及びそれらの混合物である。
【０２３３】
　適切な固体担体又は充てん剤は、鉱物土類（例えば、シリケート、シリカゲル、タルク
、カオリン、石灰石、石灰、チョーク、粘土、ドロマイト、珪藻土、ベントナイト、硫酸
カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム）、多糖（例えば、セルロース、デン
プン）、肥料（例えば、硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、硝酸アンモニウム、尿
素）、植物由来の生成物（例えば、穀粉、樹皮粉、木粉、及び堅果殻粉）、及びそれらの
混合物である。
　適切な界面活性剤は、陰イオン性、陽イオン性、非イオン性及び両性界面活性剤、ブロ
ックポリマー、高分子電解質、及びそれらの混合物などの表面活性化合物である。こうし
た界面活性剤は、乳化剤、分散剤、可溶化剤、湿潤剤、浸透促進剤、保護コロイド、又は
アジュバントとして使用することができる。界面活性剤の例は、McCutcheon's, Vol.1: E
mulsifiers & Detergents, McCutcheon's Directories, Glen Rock, USA, 2008 (Interna
tional Ed. or North American Ed.)に列挙されている。
【０２３４】
　適切な陰イオン性界面活性剤は、スルホン酸、硫酸、リン酸、カルボン酸のアルカリ塩
、アルカリ土類塩又はアンモニウム塩、及びそれらの混合物である。スルホン酸塩の例は
、アルキルアリールスルホン酸塩、ジフェニルスルホン酸塩、アルファ－オレフィンスル
ホン酸塩、リグニンスルホン酸塩、脂肪酸及び脂肪油のスルホン酸塩、エトキシ化アルキ
ルフェノールのスルホン酸塩、アルコキシ化アリールフェノールのスルホン酸塩、縮合ナ
フタレンのスルホン酸塩、ドデシル及びトリデシルベンゼンのスルホン酸塩、ナフタレン
及びアルキルナフタレンのスルホン酸塩、スルホコハク酸塩、又はスルホスクシナメート
である。硫酸塩の例は、脂肪酸及び脂肪油、エトキシ化アルキルフェノール、アルコール
、エトキシ化アルコール、又は脂肪酸エステルの硫酸塩である。リン酸塩の例は、リン酸
エステルである。カルボン酸塩の例は、アルキルカルボン酸塩及びカルボキシル化アルコ
ール又はアルキルフェノールエトキシレートである。
【０２３５】
　適切な非イオン性界面活性剤は、アルコキシレート、Ｎ－置換脂肪酸アミド、アミンオ
キシド、エステル、糖をベースとする界面活性剤、ポリマー界面活性剤、及びそれらの混
合物である。アルコキシレートの例は、１～５０当量でアルコキシ化されている、アルコ
ール、アルキルフェノール、アミン、アミド、アリールフェノール、脂肪酸又は脂肪酸エ
ステルなどの化合物である。エチレンオキシド及び／又はプロピレンオキシド、好ましく
はエチレンオキシドが、アルコキシ化に使用され得る。Ｎ－置換脂肪酸アミドの例は、脂
肪酸グルカミド又は脂肪酸アルカノールアミドである。エステルの例は、脂肪酸エステル
、グリセリンエステル又はモノグリセリドである。糖をベースとする界面活性剤の例は、
ソルビタン、エトキシ化ソルビタン、スクロースエステル及びグルコースエステル、又は
アルキルポリグルコシドである。ポリマー界面活性剤の例は、ビニルピロリドン、ビニル
アルコール、若しくは酢酸ビニルのホモポリマー又はコポリマーである。
【０２３６】
　適切な陽イオン性界面活性剤は、第四級界面活性剤、例えば、１つ若しくは２つの疎水
性基を有する第四級アンモニウム化合物、又は長鎖第一級アミンの塩である。適切な両性
界面活性剤は、アルキルベタイン及びイミダゾリンである。適切なブロックポリマーは、
ポリエチレンオキシド及びポリプロピレンオキシドのブロックを含むＡ－Ｂ若しくはＡ－
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Ｂ－Ａタイプのブロックポリマー、又はアルカノール、ポリエチレンオキシド及びポリプ
ロピレンオキシドを含むＡ－Ｂ－Ｃタイプのブロックポリマーである。適切な高分子電解
質は、ポリ酸又はポリ塩基である。ポリ酸の例は、ポリアクリル酸又はポリ酸の櫛形ポリ
マーのアルカリ塩である。ポリ塩基の例は、ポリビニルアミン又はポリエチレンアミンで
ある。
　適切なアジュバントは、それ自体無視できる程の殺有害生物活性しか有していないか又
は殺有害生物活性さえ有しておらず、標的に対する化合物Ｉの生物的性能を改善する化合
物である。例は、界面活性剤、鉱物油又は植物油、及び他の補助剤である。さらなる例は
、Knowles, Adjuvants and additives, Agrow Reports DS256, T&F Informa UK, 2006, c
hapter 5により列挙されている。
【０２３７】
　適切な増粘剤は、多糖（例えば、キサンタンガム、カルボキシメチルセルロース）、有
機粘土（ａｎｏｒｇａｎｉｃ　ｃｌａｙ）（有機的に修飾されている又は修飾されていな
い）、ポリカルボキシレート、及びシリケートである。
　適切な殺菌剤は、ブロノポール、並びにアルキルイソチアゾリノン及びベンゾイソチア
ゾリノンなどのイソチアゾリノン誘導体である。
　適切な抗凍結剤は、エチレングリコール、プロピレングリコール、尿素及びグリセリン
である。
　適切な抗発泡剤は、シリコーン、長鎖アルコール、及び脂肪酸の塩である。
【０２３８】
　適切な着色剤（例えば、赤色、青色、又は緑色）は、水溶性の低い顔料、及び水溶性色
素である。例は、無機の着色剤（例えば、酸化鉄、酸化チタン、ヘキサシアノ鉄酸鉄）、
及び有機着色剤（例えば、アリザリン着色剤、アゾ着色剤、及びフタロシアニン着色剤）
である。
　適切な粘着付与剤又は結合剤は、ポリビニルピロリドン（ｐｏｌｙｖｉｎｙｌｐｙｒｒ
ｏｌｉｄｏｎｓ）、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール、ポリアクリレート、生物又
は合成ワックス、及びセルロースエーテルである。
【０２３９】
　組成物のタイプ及びそれらの調製に関する例は以下の通りである。
ｉ）水溶剤（ＳＬ、ＬＳ）
　１０～６０質量％の本発明による化合物Ｉ、及び５～１５質量％の湿潤剤（例えば、ア
ルコールアルコキシレート）を水、及び／又は水溶性溶媒（例えば、アルコール）に溶解
し、１００質量％にする。活性物質は、水で希釈すると溶解する。
ｉｉ）分散製剤（ＤＣ）
　５～２５質量％の本発明による化合物Ｉ、及び１～１０質量％の分散剤（例えば、ポリ
ビニルピロリドン）を有機溶媒（例えば、シクロヘキサノン）に溶解し、１００質量％に
する。水で希釈すると分散液が得られる。
ｉｉｉ）乳剤（ＥＣ）
　１５～７０質量％の本発明による化合物Ｉ、及び５～１０質量％の乳化剤（例えば、ド
デシルベンゼンスルホン酸カルシウム及びヒマシ油エトキシレート）を水不溶性有機溶媒
（例えば、芳香族炭化水素）に溶解し、１００質量％にする。水で希釈するとエマルショ
ンが得られる。
【０２４０】
ｉｖ）エマルション製剤（ＥＷ、ＥＯ、ＥＳ）
　５～４０質量％の本発明による化合物Ｉ、及び１～１０質量％の乳化剤（例えば、ドデ
シルベンゼンスルホン酸カルシウム及びヒマシ油エトキシレート）を２０～４０質量％の
水不溶性有機溶媒（例えば、芳香族炭化水素）に溶解する。この混合物を、乳化装置によ
り水に導入して１００質量％にし、均一なエマルションにする。水で希釈するとエマルシ
ョンが得られる。
ｖ）懸濁製剤（ＳＣ、ＯＤ、ＦＳ）
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　撹拌したボールミル内で、２０～６０質量％の本発明による化合物Ｉを、２～１０質量
％の分散剤及び湿潤剤（例えば、リグノスルホン酸ナトリウム及びアルコールエトキシレ
ート）、０．１～２質量％の増粘剤（例えば、キサンタンガム）、及び１００質量％にな
る水を加えて細砕すると、活性物質の微細懸濁液が得られる。水で希釈すると、活性物質
の安定な懸濁液が得られる。ＦＳタイプの組成物に関すると、最大４０質量％の結合剤（
例えば、ポリビニルアルコール）が添加される。
ｖｉ）顆粒水和剤及び顆粒水溶剤（ＷＧ、ＳＧ）
　５０～８０質量％の本発明による化合物Ｉを分散剤及び湿潤剤（例えば、リグノスルホ
ン酸ナトリウム及びアルコールエトキシレート）を添加して微粉砕し、１００質量％にし
て、専用の装置（例えば、押出器、噴霧塔、流動床）により顆粒水和剤又は顆粒水溶剤と
して調製する。水で希釈すると活性物質の安定な分散液又は溶液が得られる。
【０２４１】
ｖｉｉ）粉末水和剤及び粉末水溶剤（ＷＰ、ＳＰ、ＷＳ）
　ローターステーターミル（ｒｏｔｏｒ－ｓｔａｔｏｒ　ｍｉｌｌ）内で、５０～８０質
量％の本発明による化合物Ｉに１～５質量％の分散剤（例えば、リグノスルホン酸ナトリ
ウム）、１～３質量％の湿潤剤（例えば、アルコールエトキシレート）、及び固体担体（
例えば、シリカゲル）を添加して粉砕し、１００質量％にする。水で希釈すると活性物質
の安定な分散液又は溶液が得られる。
【０２４２】
ｖｉｉｉ）ゲル製剤（ＧＷ、ＧＦ）
　撹拌したボールミル内で、５～２５質量％の本発明による化合物Ｉを、３～１０質量％
の分散剤（例えば、リグノスルホン酸ナトリウム）、１～５質量％の増粘剤（例えば、カ
ルボキシメチルセルロース）、及び１００質量％になる水を添加して細砕すると、活性物
質の微細懸濁液が得られる。水で希釈すると活性物質の安定な懸濁液が得られる。
ｉｖ）マイクロエマルション製剤（ＭＥ）
　５～２０質量％の本発明による化合物Ｉを５～３０質量％の有機溶媒ブレンド（例えば
、脂肪酸ジメチルアミド及びシクロヘキサノン）、１０～２５質量％の界面活性剤ブレン
ド（例えば、アルコール（ａｌｋｏｈｏｌ）エトキシレート及びアリールフェノールエト
キシレート）、及び１００質量％になる水に加える。この混合物を１時間撹拌すると、熱
力学的に安定したマイクロエマルションを自然に生じる。
【０２４３】
ｉｖ）マイクロカプセル剤（ＣＳ）
　５～５０質量％の本発明による化合物Ｉ、０～４０質量％の水不溶性有機溶媒（例えば
、芳香族炭化水素）、２～１５質量％のアクリルモノマー（例えば、メタクリル酸メチル
、メタクリル酸、及びジ又はトリアクリレート）を含む油相を保護コロイド（例えば、ポ
リビニルアルコール）の水溶液に分散させる。ラジカル開始剤により開始されるラジカル
重合により、ポリ（メタ）アクリレートのマイクロカプセルが形成する。或いは、５～５
０質量％の本発明による化合物Ｉ、０～４０質量％の水不溶性有機溶媒（例えば、芳香族
炭化水素）、及びイソシアネートモノマー（例えば、ジフェニルメテン－４，４’－ジイ
ソシアナタエ（ｄｉｐｈｅｎｙｌｍｅｔｈｅｎｅ－４，４’－ｄｉｉｓｏｃｙａｎａｔａ
ｅ））を含む油相を保護コロイド（例えば、ポリビニルアルコール）の水溶液に分散させ
る。ポリアミン（例えば、ヘキサメチレンジアミン）の添加により、ポリ尿素のマイクロ
カプセルが形成する。モノマーは、合計１～１０質量％になる。質量％は、ＣＳ組成物の
総量に関する。
【０２４４】
ｉｘ）粉剤（ＤＰ、ＤＳ）
　１～１０質量％の本発明による化合物Ｉを微粉砕し、１００質量％になる固体担体（例
えば、微粉砕カオリン）と一緒に十分混合する。
ｘ）粒剤（ＧＲ、ＦＧ）
　０．５～３０質量％の本発明による化合物Ｉを微粉砕し、１００質量％になる固体担体
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（例えば、シリケート）と一緒にする。顆粒は、押出し、スプレードライ、又は流動床に
より得られる。
ｘｉ）超微量溶液剤（ＵＬ）
　１～５０質量％の本発明による化合物Ｉを有機溶媒（例えば、芳香族炭化水素）に溶解
し、１００質量％にする。
【０２４５】
　組成物タイプｉ）～ｘｉ）は、０．１～１質量％の殺菌剤、５～１５質量％の抗凍結剤
、０．１～１質量％の抗発泡剤、及び０．１～１質量％の着色剤などのさらなる補助剤を
含んでいてもよい。
　農薬組成物は、一般に、０．０１～９５質量％の間、好ましくは０．１～９０質量％の
間、特に０．５～７５質量％の間の活性物質を含む。これらの活性物質は、９０％～１０
０％、好ましくは９５％～１００％（ＮＭＲスペクトルによる）の純度で使用される。
　植物繁殖材料（特に、種子）を処理するためには、種子処理用水溶剤（ＬＳ）、サスポ
エマルション（ＳＥ）、フロアブル剤（ＦＳ）、乾燥処理用粉剤（ＤＳ）、スラリー処理
用水和剤（ＷＳ）、粉末水溶剤（ＳＳ）、エマルション製剤（ＥＳ）、乳剤（ＥＣ）、及
びゲル製剤（ＧＦ）を一般に使用する。対象の本組成物は、２～１０倍希釈した後、即時
使用可能な調製物中に０．０１～６０質量％、好ましくは０．１～４０質量％の活性物質
濃度をもたらす。施用は、播種前又は播種中に実施することができる。化合物Ｉ及びその
組成物をそれぞれ、植物繁殖材料、とりわけ種子に施用する方法には、植物繁殖材料に粉
衣する方法、植物繁殖材料をコーティングする方法、植物繁殖材料をペレット化する方法
、植物繁殖材料に散粉する方法、植物繁殖材料を浸漬する方法、及び植物繁殖材料に畝間
施用する方法が含まれる。好ましくは、化合物Ｉ又はその組成物はそれぞれ、発芽が誘発
されないような方法によって、例えば種子粉衣、種子ペレット化、種子コーティング及び
種子への散粉によって、植物繁殖材料に施用される。
【０２４６】
　植物保護において使用する場合、施用される活性物質の量は、所望の効果の種類に応じ
て、１ｈａあたり０．００１～２ｋｇであり、好ましくは１ｈａあたり０．００５～２ｋ
ｇであり、より好ましくは１ｈａあたり０．０５～０．９ｋｇであり、特に１ｈａあたり
０．１～０．７５ｋｇである。
　種子などの植物繁殖材料の処理（例えば、種子に散粉する、コーティングする、又は種
子を浸漬する）において、植物繁殖材料（好ましくは、種子）１００キログラムあたり、
０．１～１０００ｇ、好ましくは１～１０００ｇ、より好ましくは１～１００ｇ、最も好
ましくは５～１００ｇの量の活性物質が一般に必要である。
　材料又は貯蔵生産物の保護において使用する場合、施用される活性物質の量は、施用区
域の種類及び所望の効果に依存する。材料の保護において慣用的に施用される量は、処理
される材料１立方メートルあたり、０．００１ｇ～２ｋｇ、好ましくは０．００５ｇ～１
ｋｇの活性物質である。
【０２４７】
　様々なタイプの油、湿潤剤、アジュバント、肥料、又は微量栄養素、及びさらなる殺有
害生物剤（例えば、除草剤、殺虫剤、殺菌剤、生長調節剤、毒性緩和剤）を、活性物質若
しくはプレミックスとしてそれらを含む組成物に添加してもよく、又は適宜、使用直前ま
で加えなくてもよい（タンクミックス）。これらの作用剤は、本発明による組成物と、１
：１００～１００：１、好ましくは１：１０～１０：１の質量比で混合することができる
。
　使用者は、本発明による組成物を、通常、事前に投与量を設定できる（ｐｒｅｄｏｓａ
ｇｅ）デバイス、背負い式噴霧器、噴霧タンク、噴霧飛行機、又は灌漑システムから施用
する。通常、農薬組成物は、所望の施用濃度にするための水、緩衝剤、及び／又はさらな
る補助剤により構成され、こうして本発明による即時使用可能な噴霧用液又は農薬組成物
が得られる。通常、農業的に有用な区域１ヘクタールあたり、即時使用可能な噴霧用液２
０～２０００リットル、好ましくは５０～４００リットルが施用される。
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【０２４８】
　一実施形態によれば、キットのパーツ又は二成分若しくは三成分混合物のパーツなどの
本発明による組成物の個々の成分を、噴霧タンク中で使用者自身により混合してもよく、
さらなる補助剤を適宜加えてもよい。
　さらなる実施形態では、本発明による組成物の個々の成分又は一部事前混合済み成分（
例えば、化合物Ｉ及び／又はグループＭ）若しくはＦ）（以下を参照されたい）からの活
性物質を含む成分）のどちらか一方を、噴霧タンク中で使用者により混合してもよく、さ
らなる補助剤及び添加剤を適宜加えてもよい。
【０２４９】
　さらなる実施形態では、本発明による組成物の個々の成分又は一部事前混合済み成分（
例えば、化合物Ｉ及び／又はグループＭ．１からＭ．ＵＮ．Ｘ、若しくはＦ．ＩからＦ.
ＸＩＩからの活性物質を含む成分）のどちらか一方を、一緒に（例えば、タンク混合した
後）又は連続して施用することができる。
　本発明による化合物と一緒に使用可能で、且つ相乗効果を生じる可能性があり、殺虫剤
抵抗性対策委員会（Iｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　Ａｃｔｉｏｎ　Ｃ
ｏｍｍｉｔｔｅｅ）（ＩＲＡＣ）の作用機序分類によって分類されている以下の殺有害生
物剤のリストＭは、可能な組合せを例示することを意図したものであり、何らかの限定を
設けるものではない。
【０２５０】
　Ｍ．１　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害剤であって、以下の分類からの
もの
Ｍ．１Ａ　カルバメート系、例えばアルジカルブ、アラニカルブ、ベンジオカルブ、ベン
フラカルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カ
ルボスルファン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカル
ブ、イソプロカルブ、メチオカルブ、メトミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカル
ブ、プロポクスル、チオジカルブ、チオファノクス、トリメタカルブ、ＸＭＣ、キシリル
カルブ、及びトリアザメート；
又は、以下の分類からのもの
【０２５１】
Ｍ．１Ｂ　有機リン系、例えばアセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、アジ
ンホスメチル、カデュサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロルメホ
ス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、デメトン－Ｓ－
メチル、ジアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジメチル
ビンホス、ジスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フェナミホ
ス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イミシアホス、
イソフェンホス、イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオ－ホスホリル）サリチレート、
イソキサチオン、マラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホス、
モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシデメトン－メチル、パラチオン、パラチ
オン－メチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ホ
キシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピラク
ロホス、ピリダフェンチオン、クイナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホス
、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン及び
バミドチオン；
【０２５２】
　Ｍ．２．　以下のものなどのＧＡＢＡ作動性塩素イオンチャネルアンタゴニスト：
Ｍ．２Ａ　例えばエンドスルファン又はクロルダンとしてのシクロジエン有機塩素化合物
；
又は
Ｍ．２Ｂ　例えばエチプロール、フィプロニル、フルフィプロール、ピラフルプロール及
びピリプロールとしてのフィプロール系（フェニルピラゾール系）；
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　Ｍ．３　以下の分類からのナトリウムチャネルモジュレーター
Ｍ．３Ａ　ピレスロイド系、例えばアクリナトリン、アレトリン、ｄ－シス－トランスア
レトリン、ｄ－トランスアレトリン、ビフェントリン、ビオアレトリン、ビオアレトリン
　Ｓ－シクロペンテニル、バイオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベー
タ－シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペ
ルメトリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメト
リン、ゼータ－シペルメトリン、シフェノトリン、デルタメトリン、エンペントリン、エ
スフェンバレレート、エトフェンプロクス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フ
ルシトリネート、フルメトリン、タウ－フルバリネート、ハルフェンプロクス、イミプロ
トリン、メペルフルトリン、メトフルトリン、モンフルオロトリン、ペルメトリン、フェ
ノトリン、プラレトリン、プロフルトリン、ピレトリン（ピレトルム）、レスメトリン、
シラフルオフェン、テフルトリン、テトラメチルフルトリン、テトラメトリン、トラロメ
トリン、及びトランスフルトリン；又は
Ｍ．３Ｂ　ＤＤＴ又はメトキシクロルなどのナトリウムチャネルモジュレーター；
　Ｍ．４　以下の分類からのニコチン性アセチルコリン受容体アゴニスト（ｎＡＣｈＲ）
Ｍ．４Ａ　ネオニコチノイド系、例えばアクテアミプリド（ａｃｔｅａｍｉｐｒｉｄ）、
クロチアニジン、ジノテフラン、イミダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、及
びチアメトキサム；又は化合物
Ｍ．４Ａ．１：１－［（６－クロロ－３－ピリジニル）メチル］－２，３，５，６，７，
８－ヘキサヒドロ－９－ニトロ－（５Ｓ，８Ｒ）－５，８－エポキシ－１Ｈ－イミダゾ［
１，２－ａ］アゼピン；又は
Ｍ．４Ａ．２：１－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］－２－ニトロ－１－［（Ｅ
）－ペンチリデンアミノ］グアニジン；又は
Ｍ４．Ａ．３：１－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］－７－メチル－８－ニトロ
－５－プロポキシ－３，５，６，７－テトラヒドロ－２Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］ピリ
ジン；
又はＭ．４Ｂ　ニコチン。
【０２５３】
　Ｍ．５　スピノシン系、例えばスピノサド又はスピネトラムの分類からのニコチン性ア
セチルコリン受容体アロステリック活性化剤；
　Ｍ．６　アベルメクチン系及びミルベマイシン系、例えばアバメクチン、エマメクチン
安息香酸、イベルメクチン、レピメクチン又はミルベメクチンの分類からの塩素イオンチ
ャネル活性化剤；
　Ｍ．７　以下などの幼若ホルモン類似物
Ｍ７Ａ　ヒドロプレン、キノプレン及びメトプレンとしての幼若ホルモン類似体；又は、
Ｍ．７Ｂ　フェノキシカルブ、又はＭ．７Ｃ　ピリプロキシフェンとしての他のもの；
【０２５４】
　Ｍ．８　様々な非特異性（マルチサイト）の阻害剤、例えば
Ｍ８Ａ　臭化メチル及び他のハロゲン化アルキルとしてのハロゲン化アルキル、又は
Ｍ．８Ｂ　クロロピクリン、又はＭ．８Ｃ　フッ化スルフリル、又はＭ．８Ｄ　ホウ砂、
又はＭ．８Ｅ　吐酒石；
　Ｍ．９　同翅目選択的摂食遮断剤、例えば
Ｍ．９Ｂ　ピメトロジン、又はＭ．９Ｃ　フロニカミド；
　Ｍ．１０　ダニ成長阻害剤、例えば
Ｍ．１０Ａ　クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、及びジフロビダジン、又はＭ．１０
Ｂ　エトキサゾール；
【０２５５】
　Ｍ．１１　昆虫の中腸膜の微生物撹乱剤、例えばバチルス・チューリンギエンシス（ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）又はバチルス・スファエリクス（ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、及びそれらの菌が産生する殺虫性（ｉｎｓｅｃｔ
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ｉｃｄａｌ）タンパク質（バチルス・チューリンゲンシス亜種イスラエレンシス（ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、
バチルス・スファエリクス（ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バチルス・チ
ューリンゲンシス亜種アイザワイ（ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓ
ｕｂｓｐ．　ａｉｚａｗａｉ）、バチルス・チューリンゲンシス亜種クルスタキ（ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、及びバ
チルス・チューリンゲンシス亜種テネブリオニス（ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）など）、又はＢｔ作物タンパク質
：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３
Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、及びＣｒｙ３４／３５Ａｂ１；
　Ｍ．１２　ミトコンドリアのＡＴＰシンターゼの阻害剤、例えば、
Ｍ．１２Ａ　ジアフェンチウロン、又は
Ｍ．１２Ｂ　有機スズ殺ダニ剤、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン若しくは酸化フ
ェンブタスズ、又はＭ．１２Ｃ　プロパルギット、又はＭ．１２Ｄ　テトラジホン；
　Ｍ．１３　プロトン勾配の撹乱による酸化的リン酸化の脱共役剤、例えばクロルフェナ
ピル、ＤＮＯＣ、又はスルフラミド；
【０２５６】
　Ｍ．１４　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）チャネル遮断剤、例えばベ
ンスルタップ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、又はチオスルタップナトリウムとして
のゴカイ毒素類似体；
　Ｍ．１５　例えば、ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フル
シクロクスロン、フルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、
ノビフルムロン、テフルベンズロン、又はトリフルムロンとしてのベンゾイル尿素などの
キチン生合成タイプ０の阻害剤；
　Ｍ．１６　例えば、ブプロフェジンとしてのキチン生合成タイプ１の阻害剤；
　Ｍ．１７　例えば、シロマジンとしての脱皮攪乱物質、双翅類（Ｄｉｐｔｅｒａｎ）；
Ｍ．１８　ジアシルヒドラジン系、例えばメトキシフェノジド、テブフェノジド、ハロフ
ェノジド、フフェノジド、又はクロマフェノジドなどのエクジソン受容体アゴニスト；
　Ｍ．１９　例えば、アミトラズとしてのオクトパミン受容体アゴニスト；
　Ｍ．２０　ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害剤、例えば、
Ｍ．２０Ａ　ヒドラメチルノン、又はＭ．２０Ｂ　アセキノシル、又はＭ．２０Ｃ　フル
アクリピリム；
【０２５７】
　Ｍ．２１　ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害剤、例えば、
Ｍ．２１Ａ　フェナザクイン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、ピリダベン、テ
ブフェンピラド、若しくはトルフェンピラドなどのＭＥＴＩ殺ダニ剤及び殺虫剤、又はＭ
．２１Ｂ　ロテノン；
　Ｍ．２２　電位依存ナトリウムチャネル遮断剤、例えば
Ｍ．２２Ａ　インドキサカルブ、又はＭ．２２Ｂ　メタフルミゾン又はＭ．２２Ｃ　１－
［（Ｅ）－［２－（４－シアノフェニル）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル
］エチリデン］アミノ］－３－［４－（ジフルオロメトキシ）フェニル］尿素；
　Ｍ．２３　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害剤、例えば、テトロン酸及びテトラ
ミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、又はスピロテトラマト
；
　Ｍ．２４　ミトコンドリア複合体ＩＶ電子伝達阻害剤、例えば
Ｍ．２４Ａ　リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィンなどのホスフィン、若
しくはリン化亜鉛、又はＭ．２４Ｂ　シアニド。
【０２５８】
　Ｍ．２５　ベータ－ケトニトリル誘導体、例えばシエノピラフェン又はシフルメトフェ
ンなどのミトコンドリア複合体ＩＩ電子伝達阻害剤；



(126) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

　Ｍ．２８　例えば、フルベンジアミド、クロラントラニリプロール（ｒｙｎａｘｙｐｙ
ｒ（登録商標））、シアントラニリプロール（ｃｙａｚｙｐｙｒ（登録商標））としての
ジアミド系、又は、フタルアミド化合物
の分類からのリアノジン受容体モジュレーター、
Ｍ．２８．１：（Ｒ）－３－クロロ（Ｃｈｌｏｒ）－Ｎ１－｛２－メチル－４－［１，２
，２，２－テトラフルオロ（ｔｅｔｒａｆｌｕｏｒ）－１－（トリフルオロメチル）エチ
ル］フェニル｝－Ｎ２－（１－メチル－２－メチルスルホニルエチル）フタルアミド（ｐ
ｈｔｈａｌａｍｉｄ）、及び
Ｍ．２８．２：（Ｓ）－３－クロロ－Ｎ１－｛２－メチル－４－［１，２，２，２－テト
ラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル｝－Ｎ２－（１－メチル－２
－メチルスルホニルエチル）フタルアミド、又は以下の化合物
Ｍ．２８．３：３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロプロピ
ルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－
ピラゾール－５－カルボキサミド（提案されるＩＳＯ名：シクラニリプロール）、又は以
下の化合物
【０２５９】
Ｍ．２８．４：メチル－２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－ク
ロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾ
イル］－１，２－ジメチルヒドラジンカルボキシレート；又はＭ．２８．５ａ）～Ｍ．２
８．５ｌ）から選択される化合物：
Ｍ．２８．５ａ）Ｎ－［４，６－ジクロロ－２－［（ジエチル－λ－４－スルファニリデ
ン）カルバモイル］－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－５－（トリフル
オロメチル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｂ）Ｎ－［４－クロロ－２－［（ジエチル－λ－４－スルファニリデン）カ
ルバモイル］－６－メチル－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－５－（ト
リフルオロメチル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｃ）Ｎ－［４－クロロ－２－［（ジ－２－プロピル－λ－４－スルファニリ
デン）カルバモイル］－６－メチル－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－
５－（トリフルオロメチル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｄ）Ｎ－［４，６－ジクロロ－２－［（ジ－２－プロピル－λ－４－スルフ
ァニリデン）カルバモイル］－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－５－（
トリフルオロメチル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｅ）Ｎ－［４，６－ジクロロ－２－［（ジエチル－λ－４－スルファニリデ
ン）カルバモイル］－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－５－（ジフルオ
ロメチル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
【０２６０】
Ｍ．２８．５ｆ）Ｎ－［４，６－ジブロモ－２－［（ジ－２－プロピル－λ－４－スルフ
ァニリデン）カルバモイル］－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－５－（
トリフルオロメチル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｇ）Ｎ－［４－クロロ－２－［（ジ－２－プロピル－λ－４－スルファニリ
デン）カルバモイル］－６－シアノ－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－
５－（トリフルオロメチル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｈ）Ｎ－［４，６－ジブロモ－２－［（ジエチル－λ－４－スルファニリデ
ン）カルバモイル］－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－５－（トリフル
オロメチル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｉ）Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－
４－クロロ－６－メチル－フェニル］－５－ブロモ－２－（３－クロロ－２－ピリジル）
ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｊ）５－クロロ－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－Ｎ－［２，４－ジク
ロロ－６－［（１－シアノ－１－メチル－エチル）カルバモイル］フェニル］ピラゾール
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－３－カルボキサミド；
【０２６１】
Ｍ．２８．５ｋ）５－ブロモ－Ｎ－［２，４－ジクロロ－６－（メチルカルバモイル）フ
ェニル］－２－（３，５－ジクロロ－２－ピリジル）ピラゾール－３－カルボキサミド；
Ｍ．２８．５ｌ）Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－クロロ－６－メチ
ル－フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）－５－（フルオロメトキシ）ピラゾ
ール－３－カルボキサミド；又はＭ．２８．６　Ｎ２－（１－シアノ－１－メチル－エチ
ル）－Ｎ１－（２，４－ジメチルフェニル）－３－ヨード－フタルアミド；又は
Ｍ．２８．７　３－クロロ－Ｎ２－（１－シアノ－１－メチル－エチル）－Ｎ１－（２，
４－ジメチルフェニル）フタルアミドから選択される化合物。
【０２６２】
　Ｍ．ＵＮ．Ｘ．　例えばアザジラクチン、アミドフルメット、ベンゾキシメート、ビフ
ェナゼート、ブロモプロピレート、キノメチオナート、氷晶石、ジコホル、フルフェネリ
ム、フロメトキン、フルエンスルホン、フルピラジフロン、ピペロニルブトキシド、ピリ
ダリル、ピリフルキナゾン、スルホキサフロル、ピフルブミドとしての作用機構が未知又
は不確かな殺虫活性化合物、又は以下の化合物
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．１：４－［５－（３，５－ジクロロ－フェニル）－５－トリフルオロメチ
ル－４，５－ジヒドロ－イソオキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－［（２，２，
２－トリフルオロ－エチルカルバモイル）－メチル］－ベンズアミド、又は以下の化合物
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．２：シクロプロパン酢酸、１，１’－［（３Ｓ，４Ｒ，４ａＲ，６Ｓ，６
ａＳ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－４－［［（２－シクロプロピルアセチル）オキシ
］メチル］－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－１
２－ヒドロキシ－４，６ａ，１２ｂ－トリメチル－１１－オキソ－９－（３－ピリジニル
）－２Ｈ，１１Ｈ－ナフト［２，１－ｂ］ピラノ［３，４－ｅ］ピラン－３，６－ジイル
］エステル、又は以下の化合物
【０２６３】
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．３：１１－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキ
シ－１，４－ジオキサ－９－アザジスピロ［４．２．４．２］－テトラデカ－１１－エン
－１０－オン、又は以下の化合物
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．４：３－（４’－フルオロ－２，４－ジメチルビフェニル－３－イル）－
４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン、又
は以下の化合物
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．５：１－［２－フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオ
ロエチル）スルフィニル］フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－５－アミン、又はバチルス・フィルムス（ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍ
ｕｓ）（Ｖｏｔｉｖｏ、Ｉ－１５８２）を基にした活性物（ａｃｔｉｖｅ）、又は
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６；Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ａ）（Ｅ／Ｚ）－Ｎ－［１－［（６－クロロ－３－
ピリジル）メチル］－２－ピリジリデン］－２，２，２－トリフルオロ－アセトアミド；
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｂ）（Ｅ／Ｚ）－Ｎ－［１－［（６－クロロ－５－フルオロ－３－ピリ
ジル）メチル］－２－ピリジリデン］－２，２，２－トリフルオロ－アセトアミド；
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｃ）（Ｅ／Ｚ）－２，２，２－トリフルオロ－Ｎ－［１－［（６－フル
オロ－３－ピリジル）メチル］－２－ピリジリデン］アセトアミド；
【０２６４】
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｄ）（Ｅ／Ｚ）－Ｎ－［１－［（６－ブロモ－３－ピリジル）メチル］
－２－ピリジリデン］－２，２，２－トリフルオロ－アセトアミド；
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｅ）（Ｅ／Ｚ）－Ｎ－［１－［１－（６－クロロ－３－ピリジル）エチ
ル］－２－ピリジリデン］－２，２，２－トリフルオロ－アセトアミド；
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｆ）（Ｅ／Ｚ）－Ｎ－［１－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］
－２－ピリジリデン］－２，２－ジフルオロ－アセトアミド；
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｇ）（Ｅ／Ｚ）－２－クロロ－Ｎ－［１－［（６－クロロ－３－ピリジ
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ル）メチル］－２－ピリジリデン］－２，２－ジフルオロ－アセトアミド；
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｈ）（Ｅ／Ｚ）－Ｎ－［１－［（２－クロロピリミジン－５－イル）メ
チル］－２－ピリジリデン］－２，２，２－トリフルオロ－アセトアミド及び
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｉ）（Ｅ／Ｚ）－Ｎ－［１－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］
－２－ピリジリデン］－２，２，３，３，３－ペンタフルオロ－プロパンアミド）の群か
ら選択される化合物、
又は、化合物
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．７：３－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）フェニル］－４－オ
キソ－１－（ピリミジン－５－イルメチル）ピリド［１，２－ａ］ピリミジン－１－イウ
ム－２－オレート；又は
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．８：８－クロロ－Ｎ－［２－クロロ－５－メトキシフェニル）スルホニル
］－６－トリフルオロメチル）－イミダゾ［１，２－ａ］ピリジン－２－カルボキサミド
；又は
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．９：４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチ
ル）－４Ｈ－イソオキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－（１－オキソチエタン－
３－イル）ベンズアミド；又は
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．１０：５－［３－［２，６－ジクロロ－４－（３，３－ジクロロアリルオ
キシ）フェノキシ］プロポキシ］－１Ｈ－ピラゾール；又は
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．１１：４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメ
チル）－４Ｈ－イソオキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－［２－オキソ－２－（
２，２，２－トリフルオロエチルアミノ）エチル］ベンズアミド；又は
Ｍ．ＵＮ．Ｘ．１２：４－［５－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）フェニル］
－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソオキサゾール－３－イル］－Ｎ－［２－オキ
ソ－２－（２，２，２－トリフルオロエチルアミノ）エチル］ナフタレン－１－カルボキ
サミド。
【０２６５】
　市販されている、上に列挙したグループＭの化合物は、いくつかある刊行物の中でも特
に、The Pesticide Manual, 15th Edition, C. D. S. Tomlin, British Crop Protection
 Council (2011)に見いだすことができる。
【０２６６】
　キノリン誘導体フロメトキンは、ＷＯ２００６／０１３８９６において示されている。
アミノフラノン化合物フルピラジフロンは、ＷＯ２００７／１１５６４４から公知である
。スルホキシミン化合物スルホキサフロルは、ＷＯ２００７／１４９１３４から公知であ
る。殺ダニ剤ピフルブミドはＷＯ２００７／０２０９８６から公知である。イソキサゾリ
ン化合物は以下に記載されている：ＷＯ２００５／０８５２１６においてＭ．ＵＮ．Ｘ．
１、ＷＯ２０１３／０５０３１７においてＭ．ＵＮ．Ｘ．９、ＷＯ２００５／０８５２１
６においてＭ．ＵＮ．Ｘ．１１、並びにＷＯ２００９／００２８０９及びＷＯ２０１１／
１４９７４９においてＭ．ＵＮ．Ｘ．。ピリピロペン誘導体Ｍ．ＵＮ．Ｘ．２は、ＷＯ２
００６／１２９７１４において記載されている。スピロケタールにより置換されている環
式ケトエノール誘導体Ｍ．ＵＮ．Ｘ．３は、ＷＯ２００６／０８９６３３から公知であり
、ビフェニルにより置換されているスピロ環式ケトエノール誘導体Ｍ．ＵＮ．Ｘ．４は、
ＷＯ２００８／０６７９１１から公知である。最後に、Ｍ．ＵＮ．Ｘ．５のようなトリア
ゾイルフェニルスルフィドは、ＷＯ２００６／０４３６３５において記載されており、バ
チルス・フィルムスに基づく生物的防除剤は、ＷＯ２００９／１２４７０７において記載
されている。ネオニコチノイド系４Ａ．１は、ＷＯ２０１２０／０６９２６６及びＷＯ２
０１１／０６９４６から、Ｍ．４．Ａ．２はＷＯ２０１３／００３９７７から、Ｍ４．Ａ
．３．はＷＯ２０１０／０６９２６６から公知である。
【０２６７】
　メタフルミゾン類似体Ｍ．２２Ｃは、ＣＮ１０１７１５７７において記載されている。
フタルアミド系Ｍ．２８．１及びＭ．２８．２はどちらもＷＯ２００７／１０１５４０か
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ら公知である。アントラニルアミドＭ．２８．３は、ＷＯ２００５／０７７９３４におい
て記載されている。ヒドラジド化合物Ｍ．２８．４は、ＷＯ２００７／０４３６７７にお
いて記載されている。アントラニルアミド系Ｍ．２８．５ａ）～Ｍ．２８．５ｈ）は、Ｗ
Ｏ２００７／００６６７０、ＷＯ２０１３／０２４００９及びＷＯ２０１３／０２４０１
０において記載されている通りに調製することができ、アントラニルアミドＭ．２８．５
ｉ）は、ＷＯ２０１１／０８５５７５において、Ｍ．２８．５ｊ）はＷＯ２００８／１３
４９６９において、Ｍ．２８．５ｋ）はＵＳ２０１１／０４６１８６において、及びＭ．
２８．５ｌ）はＷＯ２０１２／０３４４０３において記載されている。ジアミド化合物Ｍ
．２８．６及びＭ．２８．７は、ＣＮ１０２６１３１８３において見いだすことができる
。
【０２６８】
　Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６に列挙されている化合物Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ａ）～Ｍ．ＵＮ．Ｘ．６ｉ
）は、ＷＯ２０１２／０２９６７２において記載されている。メソイオン性アンタゴニス
ト化合物Ｍ．ＵＮ．Ｘ．７は、ＷＯ２０１２／０９２１１５において、殺線虫剤Ｍ．ＵＮ
．Ｘ．８はＷＯ２０１３／０５５５８４において、及びピリダリル型類似体Ｍ．ＵＮ．Ｘ
．１０はＷＯ２０１０／０６０３７９において記載された。
　好ましいさらなる有害生物活性成分は、ＩＲＡＣのグループ１であるアセチルコリンエ
ステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害剤であり、本明細書ではグループ１Ａ（カルバメート系）か
らのチオジカルブ、メトミル及びカルバリル、グループ１Ｂ（有機リン系）からのとりわ
けアセフェート、クロルピリホス（Ｃｈｌｏｒｐｙｒｉｐｈｏｓ）及びジメトエート、グ
ループ２Ｂからのフィプロール系、ここではとりわけエチプロール及びフィプロニル、グ
ループ３からのピレスロイド系、ここではとりわけラムダ－シハロトリン、アルファ－シ
ペルメトリン又はデルタメトリン、並びにグループ４Ａからのネオニコチノイド系、ここ
ではとりわけアセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミダクロプリド、ニテ
ンピラム、チアクロプリド又はティオメトキサムから選択されるものである。
　とりわけ、本発明の化合物と、フィプロール系、ネオニコチノイド系又はピレスロイド
系とを組み合わせると、カメムシ、特に
エウスキスツス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ）、例えば
エウスキスツス・へロス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）の相乗的防除（コルビー
の式による）を示す可能性がある。
　本発明による化合物と組み合わせて使用することができる、以下の活性物質のリストＦ
は、可能な組合せを例示することを意図しており、それらを限定するものではない。
【０２６９】
　Ｆ．Ｉ）呼吸阻害剤
Ｆ．Ｉ－１）Ｑｏ部位における複合体ＩＩＩの阻害剤：
ストロビルリン系：アゾキシストロビン、コウメトキシストロビン、コウモキシストロビ
ン、ジモキシストロビン、エネストロブリン、フルオキサストロビン、クレソキシム－メ
チル、メトミノストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビ
ン、ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン、ピリベンカルブ、トリクロピリカルブ
／クロロジンカルブ、トリフロキシストロビン、２－［２－（２，５－ジメチル－フェノ
キシメチル）－フェニル］－３－メトキシ－アクリル酸メチルエステル及び２（２－（３
－（２，６－ジクロロフェニル）－１－メチル－アリリデンアミノオキシメチル）－フェ
ニル）－２－メトキシイミノ－Ｎメチル－アセトアミド；
オキサゾリジンジオン系及びイミダゾリノン系：ファモキサドン、フェナミドン；
【０２７０】
Ｆ．Ｉ－２）複合体ＩＩの阻害剤（例えば、カルボキサミド系）：
カルボキシアニリド系：ベノダニル、ベンゾビンジフルピル、ビキサフェン、ボスカリド
、カルボキシン、フェンフラム、フェンヘキサミド、フルオピラム、フルトラニル、フラ
メトピル、イソピラザム、イソチアニル、メプロニル、オキシカルボキシン、ペンフルフ
ェン、ペンチオピラド、セダキサン、テクロフタラム、チフルザミド、チアジニル、２－
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アミノ－４メチル－チアゾール－５－カルボキシアニリド、Ｎ－（３’，４’，５’トリ
フルオロビフェニル－２－イル）－３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド（フルキサピロキサド）、Ｎ－（４’－トリフルオロメチルチオ
ビフェニル－２－イル）－３ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈピラゾール－４－カル
ボキサミド、Ｎ－（２－（１，３，３－トリメチル－ブチル）－フェニル）－１，３－ジ
メチル－５フルオロ－１Ｈ－ピラゾール－４カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－４－イル）ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチ
ルインダン－４－イル）ピラゾール－４－カルボキサミド、１，３－ジメチル－Ｎ－（１
，１，３－トリメチルインダン－４－イル）ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ト
リフルオロメチル）－１，５－ジメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－４－
イル）ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１，５－ジメチル
－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－４－イル）ピラゾール－４－カルボキサミド
、１，３，５－トリメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－４－イル）ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－（１，１，３
－トリメチルインダン－４－イル）ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（トリフルオ
ロメチル）－１－メチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－４－イル）ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、１，３－ジメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－
４－イル）ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（トリフルオロメチル）－１，５－ジ
メチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－４－イル）ピラゾール－４－カルボキ
サミド、３－（ジフルオロメチル）－１，５－ジメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル
インダン－４－イル）ピラゾール－４－カルボキサミド、１，３，５－トリメチル－Ｎ－
（１，１，３－トリメチルインダン－４－イル）ピラゾール－４－カルボキサミド；
【０２７１】
Ｆ．Ｉ－３）Ｑｉ部位での複合体ＩＩＩの阻害剤：シアゾファミド、アミスルブロム、［
（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（３－アセトキシ－４－メトキシ－
ピリジン－２－カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキ
ソナン－７－イル］２－メチルプロパノエート、［（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベ
ンジル－３－［［３－（アセトキシメトキシ）－４－メトキシ－ピリジン－２－カルボニ
ル］アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル］２－
メチルプロパノエート、［（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（３－イ
ソブトキシカルボニルオキシ－４－メトキシ－ピリジン－２－カルボニル）アミノ］－６
－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル］２－メチルプロパノエ
ート、［（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［［３－（１，３－ベンゾジ
オキソール－５－イルメトキシ）－４－メトキシ－ピリジン－２－カルボニル］アミノ］
－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル］２－メチルプロパ
ノエート、３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－３－［［（３－ヒドロキシ－４－メトキシ－２－
ピリジニル）カルボニル］アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－８－（フェニルメ
チル）－１，５－ジオキソナン－７－イル２－メチルプロパノエート；
【０２７２】
Ｆ．Ｉ－４）他の呼吸阻害剤（複合体Ｉ、脱共役剤）ジフルメトリム；（５，８－ジフル
オロキナゾリン－４－イル）－｛２－［２－フルオロ－４－（４－トリフルオロメチルピ
リジン－２－イルオキシ）－フェニル］－エチル｝－アミン、テクナゼン、アメトクトラ
ジン、シルチオファム、ニトロフェニル誘導体：ビナパクリル、ジノブトン、ジノカップ
、フルアジナム、フェリムゾン、ニトルタール－イソプロピル、
及び有機金属化合物を含むもの：フェンチンアセテート、塩化フェンチン又は水酸化フェ
ンチンなどのフェンチン塩；
【０２７３】
　Ｆ．ＩＩ）ステロール生合成阻害剤（ＳＢＩ殺菌剤）
Ｆ．ＩＩ－１）Ｃ１４デメチラーゼ阻害剤（ＤＭＩ殺菌剤、例えばトリアゾール系、イミ
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ダゾール系）
トリアゾール系：アザコナゾール、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾー
ル、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、エポキシコナゾール、
フェンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、ヘキサ
コナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール、ミクロブタニル、
パクロブトラゾール、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、シメコ
ナゾール、テブコナゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、ト
リチコナゾール、ウニコナゾール、１－［ｒｅｌ－（２Ｓ；３Ｒ）－３－（２－クロロフ
ェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）－オキシラニルメチル］－５－チオシア
ナト－１Ｈ－［１，２，４］トリアゾール、２－［ｒｅｌ－（２Ｓ；３Ｒ）－３－（２－
クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）－オキシラニルメチル］－２Ｈ
－［１，２，４］トリアゾール－３－チオール；
イミダゾール系：イマザリル、ペフラゾエート、オキスポコナゾール、プロクロラズ、ト
リフルミゾール；
ピリミジン系、ピリジン系及びピペラジン系：フェナリモール、ヌアリモール、ピリフェ
ノックス、トリホリン、１－［ｒｅｌ－（２Ｓ；３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－
２－（２，４－ジフルオロフェニル）－オキシラニルメチル］－５－チオシアナト－１Ｈ
－［１，２，４］トリアゾール、２－［ｒｅｌ－（２Ｓ；３Ｒ）－３－（２－クロロフェ
ニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）－オキシラニルメチル］－２Ｈ－［１，２
，４］トリアゾール－３－チオール；
【０２７４】
Ｆ．ＩＩ－２）デルタ１４－レダクターゼ阻害剤（アミン系、例えばモルホリン系、ピペ
リジン系）
モルホリン系：アルジモルフ、ドデモルフ、ドデモルフ－アセテート、フェンプロピモル
フ、トリデモルフ；
ピペリジン系：フェンプロピジン；ピペラリン、スピロケタラミン系：スピロキサミン；
Ｆ．ＩＩ－３）３－ケトレダクターゼの阻害剤：ヒドロキシアニリド系：フェンヘキサミ
ド；
【０２７５】
　Ｆ．ＩＩＩ）核酸合成阻害剤
Ｆ．ＩＩＩ－１）ＲＮＡ、ＤＮＡ合成
フェニルアミド系又はアシルアミノ酸殺菌剤：ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ、キララ
キシル、メタラキシル、メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、オフラセ、オキサジキシ
ル；
イソオキサゾール系及びイソチアゾロン系：ヒメキサゾール、オクチリノン；
Ｆ．ＩＩＩ－２）ＤＮＡトポイソメラーゼ阻害剤：オキソリン酸；
Ｆ．ＩＩＩ－３）ヌクレオチド代謝（例えばアデノシン－デアミナーゼ）、ヒドロキシ（
２－アミノ）－ピリミジン系：ブピリメート；
【０２７６】
　Ｆ．ＩＶ）細胞分裂及び又は細胞骨格の阻害剤
Ｆ．ＩＶ－１）チューブリン阻害剤：ベンゾイミダゾール系及びチオファネート系：ベノ
ミル、カルベンダジム、フベリダゾール、チアベンダゾール、チオファネート－メチル；
チアゾロピリミジン系：５－クロロ－７（４－メチルピペリジン－１－イル）－６－（２
，４，６－トリフルオロフェニル）－［１，２，４］トリアゾロ［１，５ａ］ピリミジン
；
Ｆ．ＩＶ－２）他の細胞分裂阻害剤
ベンズアミド系及びフェニルアセトアミド系：ジエトフェンカルブ、エタボキサム、ペン
シクロン、フルオピコリド、ゾキサミド；
Ｆ．ＩＶ－３）アクチン阻害剤：ベンゾフェノン系：メトラフェノン、ピリオフェノン；
【０２７７】
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　Ｆ．Ｖ）アミノ酸及びタンパク質合成の阻害剤
Ｆ．Ｖ－１）メチオニン合成阻害剤（アニリノ－ピリミジン系）
アニリノ－ピリミジン系：シプロジニル、メパニピリム、ニトラピリン、ピリメタニル；
Ｆ．Ｖ－２）タンパク質合成阻害剤（アニリノ－ピリミジン系）
抗生物質：ブラスチシジン－ＳＳ、カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩－水和物、ミ
ルジオマイシン、ストレプトマイシン、オキシテトラサイクリン、ポリオキシン、バリダ
マイシンＡ；
【０２７８】
　Ｆ．ＶＩ）シグナル伝達阻害剤
Ｆ．ＶＩ－１）ＭＡＰ／ヒスチジンキナーゼ阻害剤（例えば、アニリノ－ピリミジン系）
ジカルボキシイミド系：フルオロイミド、イプロジオン、プロシミドン、ビンクロゾリン
；
フェニルピロール系：フェンピクロニル、フルジオキソニル；
Ｆ．ＶＩ－２）Ｇタンパク質阻害剤：キノリン系：キノキシフェン；
【０２７９】
　Ｆ．ＶＩＩ）脂質及び膜合成阻害剤
Ｆ．ＶＩＩ－１）リン脂質生合成阻害剤
有機リン化合物：エジフェンホス、イプロベンホス、ピラゾホス；
ジチオラン系：イソプロチオラン；
Ｆ．ＶＩＩ－２）脂質過酸化：芳香族炭化水素系：ジクロラン、キントゼン、テクナゼン
、トルクロホス－メチル、ビフェニル、クロロネブ、エトリジアゾール；
Ｆ．ＶＩＩ－３）カルボキシル酸アミド系（ＣＡＡ殺菌剤）
ケイ皮酸アミド系又はマンデル酸アミド系：ジメトモルフ、フルモルフ、マンジプロアミ
ド、ピリモルフ；
バリンアミドカルバメート系：ベンチアバリカルブ、イプロバリカルブ、ピリベンカルブ
、バリフェナレート及びＮ－（１－（１－（４－シアノ－フェニル）エタンスルホニル）
－ブタ－２－イル）カルバミン酸（４－フルオロフェニル）エステル；
Ｆ．ＶＩＩ－４）細胞膜透過性及び脂肪酸に影響を及ぼす化合物：
１－［４－［４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－３－イソ
オキサゾリル］－２－チアゾリル］－１－ピペリジニル］－２－［５－メチル－３－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、カルバメート系：プロパ
モカルブ、プロパモカルブ－塩酸塩、
Ｆ．ＶＩＩ－５）脂肪酸アミドヒドロラーゼ阻害剤：１－［４－［４－［５－（２，６－
ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－３－イソオキサゾリル］－２－チアゾリル］
－１－ピペリジニル］－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾ
ール－１－イル］エタノン；
【０２８０】
　Ｆ．ＶＩＩＩ）多部位に作用する阻害剤
Ｆ．ＶＩＩＩ－１）無機活性物質：ボルドー混合液、酢酸銅、水酸化銅、オキシ塩化銅、
塩基性硫酸銅、硫黄；
Ｆ．ＶＩＩＩ－２）チオ及びジチオカルバメート系：フェルバム、マンコゼブ、マネブ、
メタム、メタスルホカルブ、メチラム、プロピネブ、チラム、ジネブ、ジラム；
Ｆ．ＶＩＩＩ－３）有機塩素化合物（例えば、フタルイミド系、スルファミド系、クロロ
ニトリル系）：
アニラジン、クロロタロニル、カプタホル、カプタン、フォルペット、ジクロフルアニド
、ジクロロフェン、フルスルファミド、ヘキサクロロベンゼン、ペンタクロロフェノール
及びその塩、フタリド、トリルフルアニド、Ｎ－（４－クロロ－２－ニトロ－フェニル）
－Ｎ－エチル－４－メチル－ベンゼンスルホンアミド；
Ｆ．ＶＩＩＩ－４）グアニジン系及び他のもの：グアニジン、ドジン、ドジン遊離塩基、
グアザチン、グアザチン－アセテート、イミノクタジン、イミノクタジン－トリアセテー



(133) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

ト、イミノクタジン－トリス（アルベシレート）、２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１
，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ
）－テトラオン；
Ｆ．ＶＩＩＩ－５）アントラキノン（Ａｈｔｒａｑｕｉｎｏｎｅ）系：ジチアノン；
【０２８１】
　Ｆ．ＩＸ）細胞壁合成阻害剤
Ｆ．ＩＸ－１）グルカンの合成阻害剤：バリダマイシン、ポリオキシンＢ；
Ｆ．ＩＸ－２）メラニン合成阻害剤：ピロキロン、トリシクラゾール、カルプロパミド、
ジシクロメット、フェノキサニル；
　Ｆ．Ｘ）植物防御誘導剤
Ｆ．Ｘ－１）サリチル酸経路：アシベンゾラル－Ｓ－メチル；
Ｆ．Ｘ－２）他のもの：プロベナゾール、イソチアニル、チアジニル、プロヘキサジオン
－カルシウム；
ホスホネート系：ホセチル、ホセチル－アルミニウム、亜リン酸及びその塩；
【０２８２】
　Ｆ．ＸＩ）未知の作用機序：ブロノポール、キノメチオネート、シフルフェナミド、シ
モキサニル、ダゾメット、デバカルブ、ジクロメジン、ジフェンゾコート、ジフェンゾコ
ート－メチルサルフェート、ジフェニルアミン、フェンピラザミン、フルメトベル、フル
スルファミド、フルチアニル、メタスルホカルブ、ニトラピリン、ニトロタル－イソプロ
ピル、オキサチアピプロリン、オキシン－銅、プロキナジド、テブフロキン、テクロフタ
ラム、トリアゾキシド、２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピルクロメン－４－オン、
Ｎ－（シクロプロピルメトキシイミノ－（６－ジフルオロ－メトキシ－２，３－ジフルオ
ロ－フェニル）－メチル）－２－フェニルアセトアミド、Ｎ’－（４－（４－クロロ－３
－トリフルオロメチル－フェノキシ）－２，５－ジメチル－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ
メチルホルムアミジン、Ｎ’（４－（４－フルオロ－３－トリフルオロメチル－フェノキ
シ）－２，５－ジメチル－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルホルムアミジン、Ｎ’－
（２－メチル－５－トリフルオロメチル－４－（３－トリメチルシラニル－プロポキシ）
－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルホルムアミジン、Ｎ’－（５－ジフルオロメチル
－２メチル－４－（３－トリメチルシラニル－プロポキシ）－フェニル）－Ｎ－エチル－
Ｎ－メチルホルムアミジン、２－｛１－［２－（５－メチル－３－トリフルオロメチル－
ピラゾール－１－イル）－アセチル］－ピペリジン－４－イル｝－チアゾール－４－カル
ボン酸メチル－（１，２，３，４－テトラヒドロ－ナフタレン－１－イル）－アミド、２
－｛１－［２－（５－メチル－３－トリフルオロメチル－ピラゾール－１－イル）－アセ
チル］－ピペリジン－４－イル｝－チアゾール－４－カルボン酸メチル－（Ｒ）－１，２
，３，４－テトラヒドロ－ナフタレン－１－イル－アミド、メトキシ－酢酸６－ｔｅｒｔ
－ブチル－８－フルオロ－２，３－ジメチル－キノリン－４－イルエステル及びＮ－メチ
ル－２－｛１－［（５－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
）－アセチル］－ピペリジン－４－イル｝－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラヒ
ドロナフタレン－１－イル］－４－チアゾールカルボキサミド、３－［５－（４－クロロ
－フェニル）－２，３－ジメチル－イソオキサゾリジン－３イル］－ピリジン、ピリソキ
サゾール、５－アミノ－２－イソプロピル－３－オキソ－４－オルト－トリル－２，３－
ジヒドロ－ピラゾール－１－カルボチオ酸Ｓ－アリルエステル、Ｎ－（６－メトキシ－ピ
リジン－３－イル）シクロプロパンカルボン酸アミド、５－クロロ－１（４，６－ジメト
キシ－ピリミジン－２－イル）－２－メチル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール、２－（４－ク
ロロ－フェニル）－Ｎ－［４－（３，４－ジメトキシ－フェニル）－イソオキサゾール－
５－イル］－２－プロパ－２－イニルオキシ－アセトアミド、
【０２８３】
　Ｆ．ＸＩＩ）生長調節剤：アブシジン酸、アミドクロル、アンシミドール、６－ベンジ
ルアミノプリン、ブラシノリド、ブトラリン、クロルメクワット（クロルメクワットクロ
リド）、コリンクロリド、シクラニリド、ダミノジド、ジケグラック、ジメチピン、２，
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６－ジメチルプリジン、エテホン、フルメトラリン、フルルプリミドール、フルチアセッ
ト、ホルクロルフェヌロン、ジベレリン酸、イナベンフィド、インドール－３－酢酸、マ
レイン酸ヒドラジド、メフルイジド、メピクワット（メピクワットクロリド）、ナフタレ
ン酢酸、Ｎ６－ベンジルアデニン、パクロブトラゾール、プロヘキサジオン（プロヘキサ
ジオン－カルシウム）、プロヒドロジャスモン、チジアズロン、トリアペンテノール、ト
リブチルホスホロトリチオエート、２，３，５トリヨード安息香酸、トリネキサパック－
エチル及びウニコナゾール；
【０２８４】
　Ｆ．ＸＩＩＩ）生物的防除剤
アンペロミセス・クイスクアリス（Ａｍｐｅｌｏｍｙｃｅｓ　ｑｕｉｓｑｕａｌｉｓ）（
例えば、ＡＱ１０（登録商標）、Ｉｎｔｒａｃｈｅｍ　Ｂｉｏ　ＧｍｂＨ＆Ｃｏ．ＫＧ、
ドイツ）、アスペルギルス・フラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）（例え
ば、ＡＦＬＡＧＵＡＲＤ（登録商標）、Ｓｙｎｇｅｎｔａ、スイス）、アウレオバシディ
ウム・プルランス（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）（例えば、ＢＯ
ＴＥＣＴＯＲ（登録商標）、ｂｉｏ－ｆｅｒｍ　ＧｍｂＨ、ドイツ）、バチルス・プミル
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）（例えば、ＳＯＮＡＴＡ（登録商標）及びＢＡ
ＬＬＡＤ（登録商標）ＰｌｕｓにおけるＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７、ＡｇｒａＱｕ
ｅｓｔ　Ｉｎｃ．、米国）、バチルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉ
ｓ）（例えば、ＲＨＡＰＳＯＤＹ（登録商標）、ＳＥＲＥＮＡＤＥ（登録商標）ＭＡＸ及
びＳＥＲＥＮＡＤＥ（登録商標）ＡＳＯにおける単離物ＮＲＲＬ－Ｎｒ．Ｂ－２１６６１
、ＡｇｒａＱｕｅｓｔ　Ｉｎｃ．、米国）、バチルス・スブチリス変種アミロリクエファ
シエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｖａｒ．ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃ
ｉｅｎｓ）ＦＺＢ２４（例えば、ＴＡＥＧＲＯ（登録商標）、Ｎｏｖｏｚｙｍｅ　Ｂｉｏ
ｌｏｇｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．、米国）、カンディダ・オレオフィラ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｏ
ｌｅｏｐｈｉｌａ）Ｉ－８２（例えば、ＡＳＰＩＲＥ（登録商標）、Ｅｃｏｇｅｎ　Ｉｎ
ｃ．、米国）、カンディダ・サイトアナ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓａｉｔｏａｎａ）（例えば
、ＢＩＯＣＵＲＥ（登録商標）（リゾチームとの混合物中）及びＢＩＯＣＯＡＴ（登録商
標）、Ｍｉｃｒｏ　Ｆｌｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ、米国（ＢＡＳＦ　ＳＥ）及びＡｒｙｓｔａ
）、キトサン（例えば、ＡＲＭＯＵＲ－ＺＥＮ、ＢｏｔｒｉＺｅｎ　Ｌｔｄ．、ニュージ
ーランド）、グリオクラディウム・カテヌラツム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｃａｔｅｎ
ｕｌａｔｕｍ）とも呼ばれる、クロノスタキス・ロゼアｆ．カテヌラタ（Ｃｌｏｎｏｓｔ
ａｃｈｙｓ　ｒｏｓｅａ　ｆ．ｃａｔｅｎｕｌａｔａ）（例えば、単離物Ｊ１４４６：Ｐ
ＲＥＳＴＯＰ（登録商標）、Ｖｅｒｄｅｒａ、フィンランド）、コニオチリウム・ミニタ
ンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａｎｓ）（例えば、ＣＯＮＴＡＮＳ（登録
商標）、Ｐｒｏｐｈｙｔａ、ドイツ）、クリホネクトリア・パラシチカ（Ｃｒｙｐｈｏｎ
ｅｃｔｒｉａ　ｐａｒａｓｉｔｉｃａ）（例えば、エンドチア・パラシチカ（Ｅｎｄｏｔ
ｈｉａ　ｐａｒａｓｉｔｉｃａ）、ＣＮＩＣＭ、フランス）、クリプトコックス・アルビ
ドゥス（Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ａｌｂｉｄｕｓ）（例えば、ＹＩＥＬＤ　ＰＬＵＳ
（登録商標）、Ａｎｃｈｏｒ　Ｂｉｏ－Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ、南アフリカ）、フサ
リウム・オキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）（例えば、ＢＩＯＦ
ＯＸ（登録商標）、Ｓ．Ｉ．Ａ．Ｐ．Ａ．、イタリア、ＦＵＳＡＣＬＥＡＮ（登録商標）
、Ｎａｔｕｒａｌ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ、フランス）、メトスチニコビア
・フルクチコラ（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｗｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）（例えば、ＳＨ
ＥＭＥＲ（登録商標）、Ａｇｒｏｇｒｅｅｎ、イスラエル）、ミクロドキウム・ジメルム
（Ｍｉｃｈｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｄｉｍｅｒｕｍ）（例えば、ＡＮＴＩＢＯＴ（登録商標
）、Ａｇｒａｕｘｉｎｅ、フランス）、プレビオプシス・ギガンテア（Ｐｈｌｅｂｉｏｐ
ｓｉｓ　ｇｉｇａｎｔｅａ）（例えば、ＲＯＴＳＯＰ（登録商標）、Ｖｅｒｄｅｒａ、フ
ィンランド）、シュードジマ・フロクロサ（Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ｆｌｏｃｃｕｌｏｓ
ａ）（例えば、ＳＰＯＲＯＤＥＸ（登録商標）、Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏ．
Ｌｔｄ．、カナダ）、ピチウム・オリガンドルム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｏｌｉｇａｎｄｒｕ
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ｍ）ＤＶ７４（例えば、ＰＯＬＹＶＥＲＳＵＭ（登録商標）、Ｒｅｍｅｓｌｏ　ＳＳＲＯ
、Ｂｉｏｐｒｅｐａｒａｔｙ、チェコ）、レイノウトリア・サキリネンシス（Ｒｅｙｎｏ
ｕｔｒｉａ　ｓａｃｈｌｉｎｅｎｓｉｓ）（例えば、ＲＥＧＡＬＩＡ（登録商標）、Ｍａ
ｒｒｏｎｅ　ＢｉｏＩｎｎｏｖａｔｉｏｎｓ、米国）、タラロマイセス・フラブス（Ｔａ
ｌａｒｏｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ）Ｖ１１７ｂ（例えば、ＰＲＯＴＵＳ（登録商標）、
Ｐｒｏｐｈｙｔａ、ドイツ）、トリコデルマ・アスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　
ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）ＳＫＴ－１（例えば、ＥＣＯ－ＨＯＰＥ（登録商標）、クミアイ
化学工業株式会社、日本）、Ｔ．アトロビリデ（Ｔ．ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）ＬＣ５２（
例えば、ＳＥＮＴＩＮＥＬ（登録商標）、Ａｇｒｉｍｍ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｌ
ｔｄ、ニュージーランド）、Ｔ．ハルジアヌム（Ｔ．ｈａｒｚｉａｎｕｍ）Ｔ－２２（例
えば、ＰＬＡＮＴＳＨＩＥＬＤ（登録商標）、ｄｅｒ　Ｆｉｒｍａ　ＢｉｏＷｏｒｋｓ　
Ｉｎｃ．、米国）、Ｔ．ハルジアヌムＴＨ３５（例えば、ＲＯＯＴ　ＰＲＯ（登録商標）
、Ｍｙｃｏｎｔｒｏｌ　Ｌｔｄ．、イスラエル）、Ｔ．ハルジアヌムＴ－３９（例えば、
ＴＲＩＣＨＯＤＥＸ（登録商標）及びＴＲＩＣＨＯＤＥＲＭＡ２０００（登録商標）、Ｍ
ｙｃｏｎｔｒｏｌ　Ｌｔｄ．、イスラエル及びＭａｋｈｔｅｓｈｉｍ　Ｌｔｄ．、イスラ
エル）、Ｔ．ハルジアヌム及びＴ．ビリデ（Ｔ．ｖｉｒｉｄｅ）（例えば、ＴＲＩＣＨＯ
ＰＥＬ、Ａｇｒｉｍｍ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｌｔｄ、ニュージーランド）、Ｔ．
ハルジアヌムＩＣＣ０１２及びＴ．ビリデＩＣＣ０８０（例えば、ＲＥＭＥＤＩＥＲ（登
録商標）ＷＰ、Ｉｓａｇｒｏ　Ｒｉｃｅｒｃａ、イタリア）、Ｔ．ポリスポルム（Ｔ．ｐ
ｏｌｙｓｐｏｒｕｍ）及びＴ．ハルジアヌム（例えば、ＢＩＮＡＢ（登録商標）、ＢＩＮ
ＡＢ　Ｂｉｏ－Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ　ＡＢ、スエーデン）、Ｔ．ストロマチクム（Ｔ．
ｓｔｒｏｍａｔｉｃｕｍ）（例えば、ＴＲＩＣＯＶＡＢ（登録商標）、Ｃ．Ｅ．Ｐ．Ｌ．
Ａ．Ｃ．、ブラジル）、Ｔ．ビレンス（Ｔ．ｖｉｒｅｎｓ）ＧＬ－２１（例えば、ＳＯＩ
ＬＧＡＲＤ（登録商標）、Ｃｅｒｔｉｓ　ＬＬＣ、米国）、Ｔ．ビリデ（例えば、ＴＲＩ
ＥＣＯ（登録商標）、Ｅｃｏｓｅｎｓｅ　Ｌａｂｓ．（インド）、Ｐｖｔ．Ｌｔｄ．、Ｉ
ｎｄｉｅｎｅ、ＢＩＯ－ＣＵＲＥ（登録商標）Ｆ、Ｔ．Ｓｔａｎｅｓ＆Ｃｏ．Ｌｔｄ．、
Ｉｎｄｉｅｎｅ）、Ｔ．ビリデＴＶ１（例えば、Ｔ．ビリデＴＶ１、Ａｇｒｉｂｉｏｔｅ
ｃ　ｓｒｌ、イタリア）、ウロクラディウム・オウデマンシイ（Ｕｌｏｃｌａｄｉｕｍ　
ｏｕｄｅｍａｎｓｉｉ）ＨＲＵ３（例えば、ＢＯＴＲＹ－ＺＥＮ（登録商標）、Ｂｏｔｒ
ｙ－Ｚｅｎ　Ｌｔｄ、ニュージーランド）。
【０２８５】
　上で列挙したグループＦの市販化合物ＩＩは、とりわけ刊行物の中でも、The Pesticid
e Manual, 15th Edition, C. D. S. Tomlin, British Crop Protection Council (2011)
に見いだすことができる。有害な菌に対するそれらの調製及びそれらの活性は公知である
（参照：http://www.alanwood.net/pesticides/）；これらの物質は市販されている。Ｉ
ＵＰＡＣ命名法により記載されている化合物、それらの調製、及びそれらの殺菌活性もま
た公知である（参照、Can. J. Plant Sci. 48(6), 587-94, 1968、欧州特許出願公開第１
４１３１７号、欧州特許出願公開第１５２０３１号、欧州特許出願公開第２２６９１７号
、欧州特許出願公開第２４３９７０号、欧州特許出願公開第２５６５０３号、欧州特許出
願公開第４２８９４１号、欧州特許出願公開第５３２０２２号、欧州特許出願公開第１０
２８１２５号、欧州特許出願公開第１０３５１２２号、欧州特許出願公開第１２０１６４
８号、欧州特許出願公開第１１２２２４４号、ＪＰ２００２３１６９０２、ＤＥ１９６５
０１９７、ＤＥ１００２１４１２、ＤＥ１０２００５００９４５８、ＵＳ３，２９６，２
７２、ＵＳ３，３２５，５０３、ＷＯ９８／４６６０８、ＷＯ９９／１４１８７、ＷＯ９
９／２４４１３、ＷＯ９９／２７７８３、ＷＯ００／２９４０４、ＷＯ００／４６１４８
、ＷＯ００／６５９１３、ＷＯ０１／５４５０１、ＷＯ０１／５６３５８、ＷＯ０２／２
２５８３、ＷＯ０２／４０４３１、ＷＯ０３／１０１４９、ＷＯ０３／１１８５３、ＷＯ
０３／１４１０３、ＷＯ０３／１６２８６、ＷＯ０３／５３１４５、ＷＯ０３／６１３８
８、ＷＯ０３／６６６０９、ＷＯ０３／７４４９１、ＷＯ０４／４９８０４、ＷＯ０４／
８３１９３、ＷＯ０５／１２０２３４、ＷＯ０５／１２３６８９、ＷＯ０５／１２３６９
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０、ＷＯ０５／６３７２１、ＷＯ０５／８７７７２、ＷＯ０５／８７７７３、ＷＯ０６／
１５８６６、ＷＯ０６／８７３２５、ＷＯ０６／８７３４３、ＷＯ０７／８２０９８、Ｗ
Ｏ０７／９０６２４、ＷＯ１１／０２８６５７）。
【０２８６】
　本発明の化合物は、種子伝染性、土壌伝染性又は葉面の菌類の病害に対して植物を保護
するために、土壌、ピート又は他の根付け用媒体（ｒｏｏｔｉｎｇ　ｍｅｄｉａ）と混合
してもよい。
【０２８７】
　組成物中で使用するための適切な相乗剤の例には、ピペロニルブトキシド、セサメクス
、サフロキサン及びドデシルイミダゾールが含まれる。
　組成物中に含むための適切な除草剤及び植物生長調節剤は、所期の標的及び必要とする
効果に依存する。
　含むことができるイネの選択的な除草剤の一例は、プロパニルである。ワタに使用する
ための植物生長調節剤の一例は、ＰＩＸ（商標）である。
　一部の混合物は、かなり異なる物理的、化学的又は生物的特性を有するので、同じもの
には容易に適さない活性成分を含むことができる。
　無脊椎有害生物（「動物有害生物」とも称される）、すなわち、昆虫、クモ形類及び線
虫、植物、植物が生長中若しくは生長することができる土壌又は水を、当技術分野で公知
の任意の施用方法によって、本発明の化合物又はそれを含む組成物に接触させることがで
きる。したがって、「接触」には、直接接触（本化合物／組成物を無脊椎有害生物又は植
物、通常、該植物の葉、茎又は根へ直接施用）と間接接触（本化合物／組成物を無脊椎有
害生物又は植物の発生場所へ施用）の両方が含まれる。
　本発明の化合物又はそれを含む殺有害生物組成物は、生長中の植物／作物を殺有害生物
有効量の本発明の化合物に接触させることにより、動物有害生物、とりわけ昆虫、ダニ類
又はクモ形類による攻撃又は侵襲から該植物及び作物を保護するために使用することがで
きる。「作物」という用語は、生長中の作物及び収穫済みの作物の両方を指す。
【０２８８】
　本発明の化合物及びそれを含む組成物は、穀物、根作物、油料作物、野菜、香辛料、観
賞植物、例えばデュラムコムギ及び他のコムギ、オオムギ、オートムギ、ライムギ、トウ
モロコシ（飼料用トウモロコシ及び砂糖用トウモロコシ／スイートコーン及びフィールド
コーン）、ダイズ、油料作物、アブラナ科植物、ワタ、ヒマワリ、バナナ、イネ、アブラ
ナ、カブ、サトウダイコン、飼料用ビート、ナス、ジャガイモ、イネ科草、芝地、芝生、
飼料用イネ科草、トマト、リーキ、カボチャ／スカッシュ、キャベツ、アイスバーグレタ
ス、コショウ、キュウリ、メロン、アブラナ科属の種（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｅｃｉｅ
ｓ）、メロン、ビーンズ、エンドウ、ニンニク、タマネギ、ニンジン、ジャガイモなどの
塊茎植物、サトウキビ、タバコ、ブドウ、ペチュニア、ゼラニウム／テンジクアオイ、パ
ンジー、並びにインパチェンスの種子などの様々な栽培植物に対して、多くの昆虫を防除
するのに、特に重要である。
【０２８９】
　本発明の化合物は、殺虫性の攻撃から保護すべき、昆虫又は植物、種子、土壌、表面、
資材若しくは部屋などの植物繁殖材料を、殺虫有効量の活性化合物で処理することにより
、そのまま又は組成物の形態で使用される。この施用は、昆虫による、植物、種子、土壌
、表面、資材又は部屋などの植物繁殖材料の感染前及び感染後の両方に実施することがで
きる。
　さらに、無脊椎有害生物は、標的とする有害生物、その餌供給源、生息地、繁殖地又は
その発生場所を、殺有害生物有効量の本発明の化合物に接触させることによって防除する
ことができる。こうして、この施用は、有害生物による、発生場所、生長中の作物若しく
は収穫済みの作物の感染前又は感染後に行うことができる。
　本発明の化合物はまた、有害生物の発生が予期される場所に予防的に施用することもで
きる。
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　本発明の化合物はまた、生長中の植物を殺有害生物有効量の本発明の化合物に接触させ
ることにより、有害生物による攻撃又は侵襲から該植物を保護するために使用することも
できる。したがって、「接触」には、直接接触（本化合物／組成物を有害生物及び／又は
植物、通常、該植物の葉、茎又は根へ直接施用）と間接接触（本化合物／組成物を有害生
物及び／又は植物の発生場所へ施用）の両方が含まれる。
【０２９０】
　「発生場所」とは、有害生物又は寄生生物が成長中であるか又は成長し得る、生息地、
繁殖地、植物、種子、土壌、区域、資材、又は環境を意味する。
　一般に、「殺有害生物有効量」とは、標的生物の壊死、死滅、成長遅延、予防及び除去
、破壊、その他にはその発生及び活動の低減という効果を含めた、成長に対する観察可能
な効果を達成するために必要な活性成分の量を意味する。殺有害生物有効量は、本発明に
おいて使用される様々な化合物／組成物について変えることができる。本組成物の殺有害
生物有効量は、所望の殺有害生物効果及び持続時間、天候、標的種、発生場所、施用様式
などの一般条件に応じて変動することにもなる。
　土壌処理の場合、又は有害生物が生息している場所又は巣への施用の場合、活性成分の
量は、１００ｍ2あたり０．０００１～５００ｇ、好ましくは１００ｍ2あたり０．００１
～２０ｇの範囲である。
【０２９１】
　資材を保護する際の慣用的な施用量は、例えば、処理される資材１ｍ2あたり活性化合
物０．０１ｇ～１０００ｇ、望ましくは１ｍ2あたり０．１ｇ～５０ｇである。
　資材の含浸に使用するための殺虫剤組成物は、少なくとも１つの忌避剤及び／又は殺虫
剤を、通常、０．００１～９５質量％、好ましくは０．１～４５質量％、より好ましくは
１～２５質量％含有する。
　作物植物を処理する際に使用する場合、本発明の活性成分の施用量は、１ヘクタールあ
たり０．１ｇ～４０００ｇ、望ましくは１ヘクタールあたり５ｇ～５００ｇ、より望まし
くは１ヘクタールあたり５ｇ～２００ｇの範囲とすることができる。
　本発明の化合物は接触（土壌、ガラス、壁、蚊帳、カーペット、植物の一部又は動物の
一部を介する）と摂取（餌又は植物部分）のどちらによっても効果的である。
　本発明の化合物はまた、アリ、シロアリ、スズメバチ、ハエ、カ、コオロギ又はゴキブ
リなどの非作物害虫に対して施用することもできる。前記非作物有害生物に対する使用の
場合、本発明の化合物は、餌組成物中で好ましくは使用される。
【０２９２】
　この餌は液状、固体又は半固体の調製物（例えば、ゲル製剤）とすることができる。固
体の餌は、個々の施用に適した、様々な形状及び形態、例えば粒状、塊状、棒状、円板状
に形成することができる。液状の餌は、適切な施用を確実にするための様々なデバイス、
例えば、開放容器、噴霧デバイス、液滴供給源、又は蒸気供給源に充填することができる
。ゲル製剤は、水性又は油性のマトリクスをベースとすることができ、粘性、水分保持又
はエージング特性の点で特定の必需品に配合することができる。
　組成物中に使用される餌は、アリ、シロアリ、スズメバチ、ハエ、カ、コオロギなどの
昆虫、又はゴキブリがその餌を食べるように駆り立てるのに十分誘引性のある製品である
。この誘引性は、摂食刺激物質又は性フェロモンを用いることにより操作することができ
る。食餌刺激物質は、例えば、限定するものではないが、動物及び／又は植物タンパク質
（肉粉、魚粉又は血粉、昆虫の一部、卵黄）から、動物及び／又は植物由来の油脂、又は
有機単糖、有機オリゴ糖若しくは有機多糖から、とりわけスクロース、ラクトース、フル
クトース、デキストロース、グルコース、デンプン、ペクチン、又はさらには糖蜜若しく
は蜂蜜からも選択される。果実、作物、植物、動物、昆虫若しくはそれらの特定部分の新
鮮な部分又は腐りかけの部分も、摂食刺激物質としての役割を果たすことができる。性フ
ェロモンは、より昆虫特異的であることが知られている。特異的フェロモンは、文献に記
載されており、当業者に公知である。
【０２９３】
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　餌組成物における使用の場合、活性成分の一般的な含有量は、活性成分が０．００１質
量％～１５質量％、望ましくは０．００１質量％～５質量％である。
　エアゾール剤（例えば、スプレー缶中）、油性スプレー剤又はポンプスプレー剤として
の本発明の化合物の製剤は、ハエ、ノミ、マダニ、カ又はゴキブリなどの有害生物を防除
するため、非専門使用者にとって非常に適している。エアゾール剤の処方物は、好ましく
は、本活性化合物、低級アルコール（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、
ブタノール）、ケトン（例えば、アセトン、メチルエチルケトン）、沸点範囲が約５０～
２５０℃を有するパラフィン系炭化水素（例えば、灯油）、ジメチルホルムアミド、Ｎ－
メチルピロリドン、ジメチルスルホキシド、芳香族炭化水素（トルエン、キシレンなど）
、水などの溶媒、さらには、モノオレイン酸ソルビトール、３～７ｍｏｌのエチレンオキ
シドを有するオレイルエトキシレート、脂肪アルコールエトキシレートなどの乳化剤、エ
ーテル油、中鎖脂肪酸の低級アルコールとのエステル、芳香族カルボニル化合物などの香
油、適切な場合、安息香酸ナトリウム、両性界面活性剤、低級エポキシド、オルトギ酸ト
リエチルなどの安定化剤、及び必要に応じて、プロパン、ブタン、窒素、圧縮空気、ジメ
チルエーテル、二酸化炭素、一酸化二窒素、又はこれらのガスの混合物など噴射剤などの
補助剤からなる。
【０２９４】
　油性スプレー製剤は、噴射剤を使用しない点で、エアゾール剤の処方物とは異なる。
　スプレー用組成物における使用の場合、活性成分の含有量は、０．００１～８０質量％
、好ましくは０．０１～５０質量％、最も好ましくは０．０１～１５質量％である。
　本発明の化合物及びその個々の組成物はまた、蚊取線香及び燻蒸線香、発煙カートリッ
ジ、気化器プレート又は長期間型気化器、さらにまた虫取り紙、虫用パッド又は他の加熱
非依存型気化器システムで使用することもできる。
【０２９５】
　本発明の化合物及びその個々の組成物を用いて、昆虫により媒介される感染症（例えば
、マラリア、デング熱及び黄熱病、リンパ性糸状虫症、及びリーシュマニア症）を防除す
る方法はまた、小屋及び家屋の表面処理、カーテン、テント、衣料品、蚊帳、ツェツェバ
エ用捕獲具などの空気噴霧及び含浸も含む。繊維、織物、ニット製品、不織布、ネット状
材料又はホイル及び防水布に施用するための殺虫剤組成物は、本殺虫剤を含み、忌避剤及
び少なくとも１種の結合剤を含んでもよい混合物を含むのが好ましい。適切な忌避剤には
、例えば、Ｎ，Ｎ－ジエチル－メタ－トルアミド（ＤＥＥＴ）、Ｎ，Ｎ－ジエチルフェニ
ルアセトアミド（ＤＥＰＡ）、１－（３－シクロヘキサン－１－イル－カルボニル）－２
－メチルピペリン、（２－ヒドロキシメチルシクロヘキシル）酢酸ラクトン、２－エチル
－１，３－ヘキサンジオール、インダロン、メチルネオデカンアミド（ＭＮＤＡ）、｛（
＋／－）－３－アリル－２－メチル－４－オキソシクロペンタ－２－（＋）－エニル－（
＋）－ｔｒａｎｓ－クリサンテメート（エスビオトリン）などの昆虫防除用ではないピレ
スロイド、リモネン、オイゲノール、（＋）－ユーカマロール（１）、（－）－１－エピ
－ユーカマロールのような植物抽出物から誘導されるか若しくはそれと同一の忌避剤、又
はスポッテドガム（Ｅｕｃａｌｙｐｔｕｓ　ｍａｃｕｌａｔａ）、ハマゴウ（Ｖｉｔｅｘ
　ｒｏｔｕｎｄｉｆｏｌｉａ）、パルマローザ（Ｃｙｍｂｏｐｏｇａｎ　ｍａｒｔｉｎｉ
ｉ）、シムボポガン・シトラツス（Ｃｙｍｂｏｐｏｇａｎ　ｃｉｔｒａｔｕｓ）（レモン
グラス）、シモポガン・ナルトドゥス（Ｃｙｍｏｐｏｇａｎ　ｎａｒｔｄｕｓ）（シトロ
ネラ）のような植物からの粗製植物抽出物がある。好適な結合剤は、例えば、脂肪酸のビ
ニルエステル（酢酸ビニル及びビニルベルサテートなど）、アクリル酸ブチル、２－エチ
ルヘキシルアクリレート及びアクリル酸メチルなどのアルコールのアクリル酸及びメタク
リル酸エステル、スチレンなどのモノエチレン性及びジエチレン性不飽和炭化水素、及び
ブタジエンなどの脂肪族ジエンのポリマー並びにコポリマーから選択される。
【０２９６】
　カーテン及び蚊帳の含浸は、一般に、その繊維材料を殺虫剤のエマルション又は分散液
に浸漬するか、又は蚊帳上にそれらをスプレーすることにより行われる。
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　本発明の化合物及びその組成物は、木製材料（木、板塀、枕木など）、及び建物（家屋
、納屋、工場など）だけではなく、建築材料、家具、皮革、繊維、ビニル用品、電線、及
びケーブルなどもアリ及び／又はシロアリから保護するため、並びに作物又はヒトに害を
加えること（例えば、有害生物が家屋及び公共施設に侵入する場合）からアリ及びシロア
リを防除するために使用することができる。本発明の化合物は、木製材料を保護するため
に、周囲の土壌表面又は床下の土壌中に施用されるだけではなく、床下コンクリート、床
柱、梁、合板、家具などの表面などの製材物品、パーティクルボード、ハーフボードなど
の木製物品、及び被覆電線、ビニルシートなどのビニル物品、スチレン発泡体などの熱絶
縁材料にも施用することができる。作物又はヒトに害を与えるアリに対して施用する場合
、本発明のアリ防除器は、作物又は周囲の土壌に施用されるか、又はアリの巣などに直接
施用される。
【０２９７】
　本発明の化合物はまた、植物繁殖材料を害虫から、特に土壌生息害虫から保護するため
に、該材料、とりわけ種子の処理、並びに土壌有害生物及び葉面昆虫に対して、得られた
植物の根及び苗条を処理するのにも適している。
　本発明の化合物は、土壌有害生物からの種子を保護する、並びに土壌有害生物及び葉面
昆虫に対して、得られた植物の根及び苗条を保護するのに特に有用である。得られた植物
の根及び苗条の保護が好ましい。より好ましいのは、得られた植物の苗条の、刺性及び吸
汁性昆虫からの保護であり、アブラムシからの保護が最も好ましい。
　したがって、本発明は、昆虫、特に土壌昆虫から種子を保護する、並びに昆虫、特に土
壌昆虫及び葉面昆虫から苗の根及び苗条を保護する方法であって、播種前及び／又は予備
発芽（ｐｒｅｇｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ）後の種子を本発明の化合物（その塩を含む）に接
触させるステップを含む、方法を含む。特に好ましいのは、植物の根及び苗条が保護され
る方法であり、より好ましくは、植物の苗条が刺性及び吸汁性昆虫から（ｆｏｒｍ）保護
される方法であり、最も好ましくは、植物の苗条がアブラムシから保護される方法である
。
【０２９８】
　種子という用語は、種子、及び以下に限定されないが、まさに種子そのもの、種子片、
吸枝、球茎、鱗茎、果実、塊茎、子実、挿し木、切り苗条などを含むすべての種類の植物
繁殖体を包含し、好ましい実施形態では、まさに種子そのものを意味する。
　種子処理という用語は、種子粉衣、種子コーティング、種子散粉、種子浸漬及び種子ペ
レット化などの当分野で公知の適切な種子処理技法のすべてを含む。
　本発明はまた、活性化合物によりコーティングされているか、又はそれを含有している
種子も含む。
　「コーティングされている及び／又は含有している」という用語は、活性成分の大部分
が、施用時に繁殖製品の表面上に存在しているが、多量又は少量の該成分が、施用方法に
応じて繁殖製品の内部に浸透し得ることを一般に意味する。前記繁殖製品が（再び）植え
られる際に、活性成分を吸収することがある。
【０２９９】
　適切な種子は、穀物、根作物、油料作物、野菜、香辛料、観賞植物、例えばデュラムコ
ムギ及び他のコムギ、オオムギ、オートムギ、ライムギ、トウモロコシ（飼料用トウモロ
コシ及び砂糖用トウモロコシ／スイートコーン及びフィールドコーン）、ダイズ、油料作
物、アブラナ科植物、ワタ、ヒマワリ、バナナ、イネ、アブラナ、カブ、サトウダイコン
、飼料用ビート、ナス、ジャガイモ、イネ科草、芝地、芝生、飼料用イネ科草、トマト、
リーキ、カボチャ／スカッシュ、キャベツ、アイスバーグレタス、コショウ、キュウリ、
メロン、アブラナ科属の種、メロン、ビーンズ、エンドウ、ニンニク、タマネギ、ニンジ
ン、ジャガイモなどの塊茎植物、サトウキビ、タバコ、ブドウ、ペチュニア、ゼラニウム
／テンジクアオイ、パンジー及びインパチェンスの種子である。
【０３００】
　さらに、活性化合物はまた、遺伝子工学的方法を含む育種による除草剤又は殺菌剤又は
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殺虫剤の作用に耐容する植物由来の種子を処理するためにも使用することができる。
　例えば、本活性化合物は、スルホニル尿素系、イミダゾリノン系、グルホシネート－ア
ンモニウム又はグリホセート－イソプロピルアンモニウム、及び類似の活性物質（例えば
、欧州特許出願公開第２４２２３６号、欧州特許出願公開第２４２２４６号を参照された
い）（ＷＯ９２／００３７７）（欧州特許出願公開第２５７９９３号及びＵ．Ｓ．５，０
１３，６５９）からなる群からの除草剤に耐性を示す植物由来の種子の処理、又は植物に
ある種の有害生物に対する耐性をもたらすバチルス・チューリンゲンシス毒素（Ｂｔ毒素
）を産生する能力を有するトランスジェニック作物植物、例えば、ワタにおいて使用する
ことができる（欧州特許出願公開第１４２９２４号、欧州特許出願公開第１９３２５９号
）。
【０３０１】
　さらに、本活性化合物は、既存の植物構成体（ｃｏｎｓｉｓｔ）と比較して、改変特性
を有する植物由来の種子の処理にも使用することができ、その特性は、例えば、従来の育
種方法及び／若しくは変異体の発生によって、又は組換え手順によって生じ得る。例えば
、植物中で合成されるデンプンを改変するための作物植物の組換え改変（例えば、ＷＯ９
２／１１３７６、ＷＯ９２／１４８２７、ＷＯ９１／１９８０６）、又は改変された脂肪
酸組成物を有するトランスジェニック作物植物（ＷＯ９１／１３９７２）の多くの例が記
載されている。
　活性化合物の種子処理施用は、植物の播種前及び植物の出芽前の種子にスプレー又は散
粉することによって行われる。
　種子処理にとりわけ有用な組成物は、例えば、以下である：
Ａ　液剤（ＳＬ、ＬＳ）
Ｄ　エマルション製剤（ＥＷ、ＥＯ、ＥＳ）
Ｅ　懸濁製剤（ＳＣ、ＯＤ、ＦＳ）
Ｆ　顆粒水和剤及び顆粒水溶剤（ＷＧ、ＳＧ）
Ｇ　粉末水和剤及び粉末水溶剤（ＷＰ、ＳＰ、ＷＳ）
Ｈ　ゲル製剤（ＧＦ）
Ｉ　粉剤（ＤＰ、ＤＳ）
【０３０２】
　従来の種子処理用製剤には、例えば、フロアブル剤ＦＳ、液剤ＬＳ、乾燥処理用粉剤Ｄ
Ｓ、スラリー処理用水和剤ＷＳ、粉末水溶剤ＳＳ、並びにエマルション製剤ＥＳ及びＥＣ
、並びにゲル製剤ＧＦが含まれる。これらの製剤は、希釈されるか又は希釈されずに種子
に施用することができる。種子への施用は、播種前に種子に、直接又は種子が予備発芽し
た後のいずれかで行われる。
　好ましい実施形態では、ＦＳ製剤が種子処理に使用される。通常、ＦＳ製剤は１～８０
０ｇ／ｌの活性成分、１～２００ｇ／ｌの界面活性剤、０～２００ｇ／ｌの抗凍結剤、０
～４００ｇ／ｌの結合剤、０～２００ｇ／ｌの顔料、及び最大で１リットルの溶媒、好ま
しくは水を含むことができる。
【０３０３】
　とりわけ、種子処理用の本発明の化合物の好ましいＦＳ製剤は、活性成分を０．１～８
０質量％（１～８００ｇ／ｌ）、少なくとも１種の界面活性剤を０．１～２０質量％（１
～２００ｇ／ｌ）、例えば、湿潤剤を０．０５～５質量％及び分散剤を０．５～１５質量
％、抗凍結剤を最大２０質量％、例えば５～２０質量％、顔料及び／又は色素を０～１５
質量％、例えば、１～１５質量％、結合剤（展着剤／粘着剤）を０～４０質量％、例えば
１～４０質量％、通常含み、増粘剤を最大５質量％、例えば０．１～５質量％含んでもよ
く、消泡剤を０．１～２％含んでもよく、殺生物剤、酸化防止剤などの保存剤を例えば０
．０１～１質量％の量で含んでもよく、さらに充填剤／ビヒクルを最大１００質量％含む
。
【０３０４】
　種子処理用製剤はまた、さらに結合剤を含んでもよく、着色剤を含んでもよい。
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　処理後の種子への活性物質の付着を改善するために、結合剤を添加することができる。
適した結合剤は、エチレンオキシド又はプロピレンオキシドの様なアルキレンオキシド由
来のホモポリマー及びコポリマー、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール、ポリビニル
ピロリドン及びそれらのコポリマー、エチレン－酢酸ビニルコポリマー、アクリル酸ホモ
ポリマー及びコポリマー、ポリエチレンアミン、ポリエチレンアミド及びポリエチレンイ
ミン、セルロース、チロース及びデンプンの様な多糖、オレフィン／無水マレイン酸コポ
リマーの様なポリオレフィンホモポリマー及びコポリマー、ポリウレタン、ポリエステル
、ポリスチレンホモポリマー及びコポリマーである。
【０３０５】
　製剤にさらに着色剤も含まれてもよい。種子処理用製剤に適した着色剤又は色素は、ロ
ーダミンＢ、Ｃ．Ｉ．、ピグメントレッド１１２，Ｃ．Ｉ．、ソルベントレッド１、ピグ
メントブルー１５：４、ピグメントブルー１５：３、ピグメントブルー１５：２、ピグメ
ントブルー１５：１、ピグメントブルー８０、ピグメントイエロー１、ピグメントイエロ
ー１３、ピグメントレッド１１２、ピグメントレッド４８：２、ピグメントレッド４８：
１、ピグメントレッド５７：１、ピグメントレッド５３：１、ピグメントオレンジ４３、
ピグメントオレンジ３４、ピグメントオレンジ５、ピグメントグリーン３６、ピグメント
グリーン７、ピグメントホワイト６、ピグメントブラウン２５、ベーシックバイオレット
１０、ベーシックバイオレット４９、アシッドレッド５１、アシッドレッド５２、アシッ
ドレッド１４、アシッドブルー９、アシッドイエロー２３、ベーシックレッド１０、ベー
シックレッド１０８である。
【０３０６】
　ゲル化剤の例は、カラゲーン（ｃａｒｒａｇｅｅｎ）（Ｓａｔｉａｇｅｌ（登録商標）
）である。
　種子の処理において、本発明の化合物の施用量は、一般に、種子１００ｋｇあたり０．
０１ｇ～１０ｋｇ、好ましくは種子１００ｋｇあたり０．０５ｇ～５ｋｇ、より好ましく
は種子１００ｋｇあたり０．１ｇ～１０００ｇ、特に種子１００ｋｇあたり０．１ｇ～２
００ｇである。
　したがって、本発明はまた、本明細書で定義した通り、本発明の化合物（農業的に有用
なその塩を含む）を含む種子にも関する。本発明の化合物（農業的に有用なその塩を含む
）の量は、一般に、種子１００ｋｇあたり０．０１ｇ～１０ｋｇ、好ましくは種子１００
ｋｇあたり０．０５ｇ～５ｋｇ、特に種子１００ｋｇあたり０．１ｇ～１０００ｇで変動
することになる。レタスなどの特定の作物の場合、施用量はより多くすることができる。
【０３０７】
　種子を処理するために使用することができる方法は、原則として、すべての適切な種子
処理、とりわけ、種子コーティング（例えば、種子ペレット化）、種子散粉及び種子吸水
（例えば、種子浸漬）などの当分野で公知の種子粉衣技法である。ここでは、「種子処理
」とは、種子と本発明の化合物とを互いに接触させるすべての方法を指し、「種子粉衣」
とは、本発明の化合物のある量を種子に供給する、すなわち、本発明の化合物を含む種子
を生じさせる種子処理の方法を指す。原則として、この処理は、種子の収穫から種子の播
種までのいかなる時でも種子に施用することができる。種子は、例えば「プランターボッ
クス」法を用いて、種子の栽植直前、又は栽植中に処理することができる。しかし、この
処理はまた、実質的な有効性の低下が観察されることなく、種子の栽植の数週間前又は数
か月前、例えば最大１２か月前に、例えば種子粉衣処理の形態で行うこともできる。
　便宜的に、処理は未播種の種子に対して施用する。本明細書中で使用する場合、「未播
種の種子」という用語は、種子の収穫から植物を発芽させて生長させるために種子を土に
播種するまでの任意の時期の種子を含むことを意味する。
　具体的には、手順は、適切なデバイス中、例えば固体又は固体／液体混合パートナーの
ための混合用デバイスで、種子を所望量の種子処理用製剤とそのまま又はあらかじめ水で
希釈した後のどちらかで、この組成物が種子上に均一に分布されるまで混合するという処
理に従う。適切な場合、その後に乾燥ステップが続く。
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　本発明の化合物は、その立体異性体、獣医学的に許容される塩又はＮ－オキシドを含め
て、特に、動物の体内及び体表の寄生生物を駆除するための使用にも適している。
【０３０８】
　したがって、本発明の目的は、動物の体内及び体表の寄生生物を防除する新たな方法を
提供することでもある。本発明の別の目的は、より安全な動物用の殺有害生物剤を提供す
ることである。本発明の別の目的は、さらに、既存の殺有害生物剤よりも低用量で使用す
ることができる動物用の殺有害生物剤を提供することである。また、本発明の別の目的は
、寄生生物の防除が長く残る動物用の殺有害生物剤を提供することである。
　本発明はまた、動物の体内及び体表の寄生生物を駆除するための、殺寄生生物有効量の
本発明の化合物（その立体異性体、獣医学的に許容される塩、又はＮ－オキシドを含む）
、及び許容される担体を含む組成物にも関する。
　本発明はまた、寄生生物による侵襲及び感染に対して動物を処置、防除、予防及び保護
するための方法であって、殺寄生生物有効量の本発明の化合物（その立体異性体、獣医学
的に許容される塩又はＮ－オキシドを含む）又はそれを含む組成物を、動物に経口、局所
若しくは非経口投与するか又は施用するステップを含む、方法も提供する。
　本発明はまた、無脊椎有害生物により侵襲若しくは感染を受けた動物を処置するか又は
無脊椎有害生物による侵襲若しくは感染から動物を保護するための、本発明の化合物（そ
の立体異性体、獣医学的に許容される塩又はＮ－オキシドを含む）の使用も提供する。
　本発明はまた、寄生生物による侵襲又は感染に対して動物を処置、防除、予防又は保護
するための組成物を調製する方法であって、殺寄生生物有効量の本発明の化合物（その立
体異性体、獣医学的に許容される塩、又はＮ－オキシドを含む）又はそれを含む組成物を
含む、方法も提供する。
【０３０９】
　農業的の有害生物に対する化合物の活性は、例えば、経口施用の場合の低い非催吐投与
量、動物との代謝適合性、低毒性及び取扱いの安全性を必要とする、動物の体内及び体表
の内部寄生生物及び外部寄生生物の防除に関する、それらの適性を示唆するものではない
。
　驚くべきことに、式（Ｉ）の化合物、並びにその立体異性体、獣医学的に許容される塩
、互変異性体及びＮ－オキシドは、動物の体内及び体表の内部寄生生物及び外部寄生生物
の駆除に適していることが、今や見いだされた。
【０３１０】
　本発明の化合物、とりわけ式（Ｉ）の化合物、並びにその立体異性体、獣医学的に許容
される塩、互変異性体及びＮ－オキシド、並びにそれらを含む組成物は、温血動物（ヒト
を含む）及び魚類を含む動物における侵襲及び感染の防除及び予防に使用するのが好まし
い。それらは、例えば、ウシ、ヒツジ、イノシシ、ラクダ、シカ、ウマ、ブタ、トリ、ウ
サギ、ヤギ、イヌ及びネコ、水牛、ロバ、ダマジカ、並びにトナカイなどの哺乳動物にお
いて、さらにまた、ミンク、チンチラ及びアライグマなどの毛皮動物において、メンドリ
、ガチョウ、シチメンチョウ及びアヒルなどの鳥類、並びにマス、コイ及びウナギなどの
淡水魚及び海水魚などの魚類において、侵襲及び感染を防除並びに予防するのに適してい
る。
　本発明の化合物（その立体異性体、獣医学的に許容される塩、又はＮ－オキシドを含む
）及びそれらを含む組成物は、イヌ又はネコなどの家庭用動物における侵襲及び感染を防
除並びに予防するために使用するのが好ましい。
【０３１１】
　温血動物及び魚類における侵襲には、以下に限定されないが、シラミ、ハジラミ、マダ
ニ、ハナウマバエ、ヒツジシラミバエ、刺咬性ハエ、キンバエ、ハエ、ハエウジ、ツツガ
ムシ、ブヨ、カ及びノミが含まれる。
　本発明の化合物（その立体異性体、獣医学的に許容される塩、又はＮ－オキシドを含む
）及びそれらを含む組成物は、外部寄生生物及び／又は内部寄生生物の浸透性及び／又は
非浸透性防除に適している。それらは、発育段階のすべて又は一部に対して活性である。
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　本発明の化合物は、それぞれ以下の目及び種の寄生生物の駆除にとりわけ有用である：
【０３１２】
　ノミ（ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ））、例えば、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐ
ｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）、イヌノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉ
ｓ）、ケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）、ヒトノミ（Ｐｕ
ｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、スナノミ（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、及びヨー
ロッパネズミノミ（Ｎｏｓｏｐｓｙｌｌｕｓ　ｆａｓｃｉａｔｕｓ）、
【０３１３】
ゴキブリ（ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉａ）－ゴキブリ亜目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ））
、例えば、ブラテラ・ゲルマニカ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、ブラテ
ラ・アサヒナイ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｅ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉ
ｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）、ヤマトゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｊ
ａｐｏｎｉｃａ）、トビイロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｂｒｕｎｎｅａ）、ク
ロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｆｕｌｉｇｇｉｎｏｓａ）、コワモンゴキブリ（
Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｕｓｔｒａｌａｓｉａｅ）、及びトウヨウゴキブリ（Ｂｌａ
ｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、
【０３１４】
　ハエ、蚊（双翅目）、例えば、ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）、ヒト
スジシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、キンイロヤブカ（Ａｅｄｅｓ　ｖｅ
ｘａｎｓ）、メキシコミバエ（Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｌｕｄｅｎｓ）、アノフェレス・
マキュリペンニス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｍａｃｕｌｉｐｅｎｎｉｓ）、アノフェレス・
クルキアンス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｃｒｕｃｉａｎｓ）、アノフェレス・アルビマナス
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ａｌｂｉｍａｎｕｓ）、アノフェレス・ガムビエ（Ａｎｏｐｈｅ
ｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）、アノフェレス・フレエボルニ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｆｒｅ
ｅｂｏｒｎｉ）、アノフェレス・ロイコスフィラス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｌｅｕｃｏｓ
ｐｈｙｒｕｓ）、アノフェレス・ミニマス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｍｉｎｉｍｕｓ）、ア
ノフェレス・クァドリマクラタス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｑｕａｄｒｉｍａｃｕｌａｔｕ
ｓ）、カリフォラ・ビシナ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｖｉｃｉｎａ）、クリソミア・ベジ
アナ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｂｅｚｚｉａｎａ）、クリソミア・ホミニボラキス（Ｃｈｒ
ｙｓｏｍｙａ　ｈｏｍｉｎｉｖｏｒａｘ）、クリソミア・マセラリア（Ｃｈｒｙｓｏｍｙ
ａ　ｍａｃｅｌｌａｒｉａ）、クリソプス・ディスカリス（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｄｉｓｃ
ａｌｉｓ）、クリソプス・シラセア（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｉｌａｃｅａ）、クリソプス
・アトランチクス（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ａｔｌａｎｔｉｃｕｓ）、コクリオミイア・ホミ
ニボラキス（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙｉａ　ｈｏｍｉｎｉｖｏｒａｘ）、コルディロビア・ア
ンスロポファガ（Ｃｏｒｄｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、クリコイデス
・フレンス（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｆｕｒｅｎｓ）、クレクス・ピピエンス（Ｃｕｌｅ
ｘ　ｐｉｐｉｅｎｓ）、クレクス・ニグリパルプス（Ｃｕｌｅｘ　ｎｉｇｒｉｐａｌｐｕ
ｓ）、クレクス・クウィンクウェファスキアトゥス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓ
ｃｉａｔｕｓ）、クレクス・タルサリス（Ｃｕｌｅｘ　ｔａｒｓａｌｉｓ）、クリセタ・
イノルナタ（Ｃｕｌｉｓｅｔａ　ｉｎｏｒｎａｔａ）、クリセタ・メラヌラ（Ｃｕｌｉｓ
ｅｔａ　ｍｅｌａｎｕｒａ）、ヒトヒフバエ（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ）
、ファニア・カニクラリス（Ｆａｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒｉｓ）、ガステロフィル
ス・インテスチナリス（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌｉｓ）、グ
ロッシナ・モラシタンス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｍｏｒｓｉｔａｎｓ）、グロッシナ・パル
パリス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｐａｌｐａｌｉｓ）、グロッシナ・フスシペス（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ　ｆｕｓｃｉｐｅｓ）、グロッシナ・タキノイデス（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｔａｃｈ
ｉｎｏｉｄｅｓ）、ノサシバエ（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ハプロジ
プロシス・エクエストリス（Ｈａｐｌｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｅｑｕｅｓｔｒｉｓ）、ヒッ
ペラテス属の種（Ｈｉｐｐｅｌａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、キスジウシバエ（Ｈｙｐｏｄｅｒ
ｍａ　ｌｉｎｅａｔａ）、レプトコノプス・トレンス（Ｌｅｐｔｏｃｏｎｏｐｓ　ｔｏｒ
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ｒｅｎｓ）、ルシリア・カプリナ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃａｐｒｉｎａ）、ヒツジキンバエ
（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）、ルシリア・セリカータ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｅｒ
ｉｃａｔａ）、リコリア・ペクトラリス（Ｌｙｃｏｒｉａ　ｐｅｃｔｏｒａｌｉｓ）、マ
ンソニア属の種（Ｍａｎｓｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔ
ｉｃａ）、オオイエバエ（Ｍｕｓｃｉｎａ　ｓｔａｂｕｌａｎｓ）、ヒツジバエ（Ｏｅｓ
ｔｒｕｓ　ｏｖｉｓ）、フレボトムス・アルゲンチペス（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ａｒ
ｇｅｎｔｉｐｅｓ）、プソロフォラ・コルムビエ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ　ｃｏｌｕｍｂ
ｉａｅ）、プソロフォラ・ディスカラ（Ｐｓｏｒｏｐｈｏｒａ　ｄｉｓｃｏｌｏｒ）、プ
ロシムリウム・ミクスタム（Ｐｒｏｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｉｘｔｕｍ）、サルコファガ・
ヘモロイダリス（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｈａｅｍｏｒｒｈｏｉｄａｌｉｓ）、サルコフ
ァガ種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐ．）、シムリウム・ウィッタツム（Ｓｉｍｕｌｉｕ
ｍ　ｖｉｔｔａｔｕｍ）、サシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ）、タバ
ヌス・ボビヌス（Ｔａｂａｎｕｓ　ｂｏｖｉｎｕｓ）、タバヌス・アトラタス（Ｔａｂａ
ｎｕｓ　ａｔｒａｔｕｓ）、タバヌス・リネオラ（Ｔａｂａｎｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａ）及
びタバナス・シミリス（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、
【０３１５】
　シラミ（シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ））、例えば、アタマジラミ（Ｐｅｄｉ
ｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃａｐｉｔｉｓ）、コロモジラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　
ｈｕｍａｎｕｓ　ｃｏｒｐｏｒｉｓ）、ケジラミ（Ｐｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、ウシ
ジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｅｕｒｙｓｔｅｒｎｕｓ）、ブタジラミ（Ｈａｅｍ
ａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｕｉｓ）、ウシホソジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｖｉｔｕｌ
ｉ）、ウシハジラミ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｂｏｖｉｓ）、ニワトリハジラミ（Ｍｅｎｏｐ
ｏｎ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、ニワトリオオハジラミ（Ｍｅｎａｃａｎｔｈｕｓ　ｓｔｒａ
ｍｉｎｅｕｓ）及びケブカウシジラミ（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｃａｐｉｌｌａｔｕｓ
）。
【０３１６】
ダニ及び寄生性ダニ（ダニ目（Ｐａｒａｓｉｔｉｆｏｒｍｅｓ））：マダニ（マダニ科（
Ｉｘｏｄｉｄａ））、例えば、イクソデス・スキャプラリス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｃａｐｕ
ｌａｒｉｓ）、イクソデス・ホロチクルス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｈｏｌｏｃｙｃｌｕｓ）、イ
クソデス・パシフィカス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｐａｃｉｆｉｃｕｓ）、クリイロコイタマダニ
（Ｒｈｉｐｈｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ）、デルマセントル・アンデル
ソニ（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ａｎｄｅｒｓｏｎｉ）、デルマセントル・ヴァリアビリ
ス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、アムブリオマ・アメリカナム（
Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、アムブリオマ・マクラツム（Ａｍｂｒｙ
ｏｍｍａ　ｍａｃｕｌａｔｕｍ）、オルニトドルス・ヘルムシ（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕ
ｓ　ｈｅｒｍｓｉ）、オルニトドルス・ツリカタ（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｔｕｒｉ
ｃａｔａ）、及び寄生性ダニ（トゲダニ亜目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍａｔａ））、例えば、
イエダニ（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｂａｃｏｔｉ）及びワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓ
ｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、
【０３１７】
　ケダニ亜目（Ａｃｔｉｎｅｄｉｄａ）（前気門亜目（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ））及び
コナダニ下目（Ａｃａｒｉｄｉｄａ）（コナダニ亜目（Ａｓｔｉｇｍａｔａ））、例えば
、アカラピス属の種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ツメダニ属の種（Ｃｈｅｙｌｅｔ
ｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、オルニトケイレチア属の種（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅｔｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ミオビア属の種（Ｍｙｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、プソレルガテス属の種（
Ｐｓｏｒｅｒｇａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ニキビダニ属の種（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．）
、ツツガムシ属の種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）、リストロホルス属の種（Ｌｉ
ｓｔｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アカルス属の種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ケナ
ガコナダニ属の種（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、ゴミコナダニ属の種（Ｃａｌｏ
ｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデクテ属の種（Ｈｙｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、
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プテロリクス属の種（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プソロプテス属の種（Ｐｓ
ｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ショクヒヒゼンダニ属の種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐ
ｐ．）、ミミヒゼンダニ属の種（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属の種
（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ノトエドレス属の種（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｓｐｐ
．）、クネミドコプテス属の種（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、シトジテス
属の種（Ｃｙｔｏｄｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、及びラミノシオプテス属の種（Ｌａｍｉｎｏ
ｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、
【０３１８】
半翅類（ｂｕｇ）（異翅目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ））：トコジラミ（Ｃｉｍｅｘ
　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、ネッタイトコジラミ（Ｃｉｍｅｘ　ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ
）、レデュビウス・セニリス（Ｒｅｄｕｖｉｕｓ　ｓｅｎｉｌｉｓ）、トリアトマ属の種
（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属の種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｓｐ．）、
パンストロギルス属の種（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｓｐ．）、及びアリルス・ク
リスタツス（Ａｒｉｌｕｓ　ｃｒｉｔａｔｕｓ）、
【０３１９】
シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）、例えば、ブタジラミ属の種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ケモノホソジラミ属の種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、シ
ラミ属の種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プチルス属の種（Ｐｈｔｉｒｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、及びソレノポテス属の種（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、
【０３２０】
　ハジラミ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）（マルツノハジラミ亜目（Ａｒｎｂｌｙｃｅ
ｒｉｎａ）及びホソツノハジラミ亜目（Ｉｓｃｈｎｏｃｅｒｉｎａ））、例えば、トリメ
ノポン属の種（Ｔｒｉｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、メノポン属の種（Ｍｅｎｏｐｏｎ　
ｓｐｐ．）、トリノトン属の種（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ボビコラ属の種（Ｂｏ
ｖｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）、ウェルネキエラ属の種（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｓｐｐ
．）、レピケントロン属の種（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ケモノハジラミ属
の種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、及びフェリコラ属の種（Ｆｅｌｉｃｏｌ
ａ　ｓｐｐ．）、
回虫線形動物（Ｒｏｕｎｄｗｏｒｍｓ　Ｎｅｍａｔｏｄａ）：
【０３２１】
　ワイプワーム（Ｗｉｐｅｗｏｒｍ）及び旋毛虫（Ｔｒｉｃｈｉｎｏｓｉｓ）（毛管目（
Ｔｒｉｃｈｏｓｙｒｉｎｇｉｄａ））、例えば、毛形虫科（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ
ｅ）（旋毛虫属の種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．））、（鞭虫科（Ｔｒｉｃｈｕ
ｒｉｄａｅ））、トリクリス属の種（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カピラリア属の
種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、
桿線虫目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｄａ）、例えば、ラブディチス属の種（Ｒｈａｂｄｉｔｉｓ
　ｓｐｐ．）、糞線虫属の種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘリセファロ
ブス属の種（Ｈｅｌｉｃｅｐｈａｌｏｂｕｓ　ｓｐｐ．）、
円虫目（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｉｄａ）、例えば、ストロンジルス属の種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、アンシロストーマ属の種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ア
メリカ鉤虫（Ｎｅｃａｔｏｒ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｓ）、ブノストムム属の種（Ｂｕｎｏ
ｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）（鉤虫）、トリコストロンギルス属の種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘモンクス・コントルタス（Ｈａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｃｏ
ｎｔｏｒｔｕｓ）、オステルターグ属の種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、クーペ
リア属の種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属の種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属の種（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
シアトストマ属の種（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エソファゴストム属の種（
Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ブタ腎虫（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｄ
ｅｎｔａｔｕｓ）、オルラヌス属の種（Ｏｌｌｕｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、カベルチア属
の種（Ｃｈａｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、ブタ腎虫、開嘴虫（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｔｒａ
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ｃｈｅａ）、アンシロストーマ属の種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウンシナ
リア属の種（Ｕｎｃｉｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グロボセファルス属の種（Ｇｌｏｂｏｃ
ｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネカトル属の種（Ｎｅｃａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、メタスト
ロンギルス属の種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、毛細肺虫（Ｍｕｅｌｌ
ｅｒｉｕｓ　ｃａｐｉｌｌａｒｉｓ）、プロトストロンギルス属の種（Ｐｒｏｔｏｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アンギオストロンギルス属の種（Ａｎｇｉｏｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、パレラフォストロンギルス属の種（Ｐａｒｅｌａｐｈｏｓｔｒｏ
ｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネコ肺虫（Ａｌｅｕｒｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ａｂｓｔｒ
ｕｓｕｓ）、及び腎虫（Ｄｉｏｃｔｏｐｈｙｍａ　ｒｅｎａｌｅ）、
【０３２２】
　腸管寄生回虫（回虫目（Ａｓｃａｒｉｄｉｄａ））、例えば、ヒト回虫（Ａｓｃａｒｉ
ｓ　ｌｕｍｂｒｉｃｏｉｄｅｓ）、ブタ回虫（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｕｕｍ）、ニワトリ回
虫（Ａｓｃａｒｉｄｉａ　ｇａｌｌｉ）、ウマ回虫（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｅｑｕｏｒ
ｕｍ）、蟯虫（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｖｅｒｍｉｃｕｌａｒｉｓ）（蟯虫）、イヌ回虫
（Ｔｏｘｏｃａｒａ　ｃａｎｉｓ）、ライオン回虫（Ｔｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｌｅｏｎｉ
ｎｅ）、スクルジャビネマ属の種（Ｓｋｒｊａｂｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、及びウマ蟯虫
（ｏｘｙｕｒｉｓ　ｅｑｕｉ）、
【０３２３】
カマラヌス目（Ｃａｍａｌｌａｎｉｄａ）、例えば、メジナ虫（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ
　ｍｅｄｉｎｅｎｓｉｓ）（ギニア虫）
旋尾線虫目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）、例えば、テラジア属の種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐ
ｐ．）、ウケレリア属の種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブルギア属の種（Ｂｒ
ｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、オンコセルカ属の種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、ディ
ロフィラリア属の種（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ディペタロネーマ属の種（
Ｄｉｐｅｔａｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、セタリア属の種（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓｐｐ．）
、エレオフォラ属の種（Ｅｌａｅｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、血色食道虫（Ｓｐｉｒｏｃ
ｅｒｃａ　ｌｕｐｉ）、及びハブロネーマ属の種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、
【０３２４】
　鉤頭虫（鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ））、例えば、アカントケファル
ス属の種（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、大鉤頭虫（Ｍａｃｒａｃａｎ
ｔｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｈｉｒｕｄｉｎａｃｅｕｓ）及びオンキコラ属の種（Ｏｎｃｉ
ｃｏｌａ　ｓｐｐ．）、
【０３２５】
　プラナリア（扁形動物門（Ｐｌａｔｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ））：
吸虫（吸虫綱（Ｔｒｅｍａｔｏｄａ））、例えば、肝蛭属の種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐ
ｐ．）、ファスシオロイデス・マグナ（Ｆａｓｃｉｏｌｏｉｄｅｓ　ｍａｇｎａ）、パラ
ゴニムス属の種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ディクロコエリウム属の種（Ｄ
ｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、肥大吸虫（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓ　ｂｕｓｋ
ｉ）、肝吸虫（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）、住血吸虫属の種（Ｓｃｈｉ
ｓｔｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属の種（Ｔｒｉｃｈｏｂｉｌｈａｒｚ
ｉａ　ｓｐｐ．）、吸虫（Ａｌａｒｉａ　ａｌａｔａ）、パラゴニムス属の種（Ｐａｒａ
ｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、及びナノサイエテス属の種（Ｎａｎｏｃｙｅｔｅｓ　ｓｐ
ｐ．）、
セルコメロモルファ（Ｃｅｒｃｏｍｅｒｏｍｏｒｐｈａ）、特に条虫綱（Ｃｅｓｔｏｄａ
）（条虫）、例えば、広節裂頭条虫属の種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、テニア属の種（Ｔｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属の種（Ｅｃｈｉｎｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、イヌ条虫（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｃａｎｉｎｕｍ）、ムルチ
セプス属の種（Ｍｕｌｔｉｃｅｐｓ　ｓｐｐ．）、膜様条虫属の種（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、有線条虫属の種（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、バムピ
ロレピス属の種（Ｖａｍｐｉｒｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、モニエジア属の種（Ｍｏｎｉ
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ｅｚｉａ　ｓｐｐ．）、裸頭条虫属の種（Ａｎｏｐｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、シ
ロメトラ属の種（Ｓｉｒｏｍｅｔｒａ　ｓｐｐ．）、裸頭条虫属の種、及び膜様条虫属の
種。
【０３２６】
　本発明は、動物の体内及び／又は体表の寄生生物を防除する及び／又は駆除するための
本発明の化合物及びそれを含む組成物の治療的使用及び非治療的使用に関する。本発明の
化合物及びそれを含む組成物は、動物を殺寄生生物有効量の本発明の化合物及びそれを含
有する組成物に接触させることにより、寄生生物による攻撃又は侵襲から該動物を保護す
るために使用することができる。
　本発明の化合物及びそれを含む組成物は、接触（土壌、ガラス、壁、蚊帳、カーペット
、毛布又は動物の一部を介する）と摂取（例えば餌）の両方により有効となり得る。した
がって、「接触」は、直接接触（本発明の化合物を含有している殺有害生物混合物／組成
物を寄生生物に直接施用することであり、その発生場所Ｐにおける間接接触を含むことが
でき、保護すべき動物の体表に直接、殺有害生物混合物／組成物を投与することも含んで
もよい）と、間接接触（寄生生物の発生場所に本化合物／組成物を施用する）の両方を含
む。寄生生物の発生場所への施用による該寄生生物の接触は、本発明の化合物の非治療的
使用の一例である。上で使用される「発生場所Ｐ」とは、生息地、餌供給源、繁殖地、区
域、資材、又は動物の体外で寄生生物が成長中の又は成長する可能性がある環境を意味す
る。
【０３２７】
　一般に、「殺寄生生物有効量」とは、標的生物の壊死、死滅、成長遅延、予防及び除去
、破壊、その他にはその発生及び活動の低減という効果を含めた、成長に対する観察可能
な効果を達成するために必要な活性成分の量を意味する。殺寄生生物有効量は、本発明の
様々な化合物／組成物について変わり得る。本組成物の殺寄生生物有効量は、所望の殺寄
生生物効果及び持続時間、標的種、施用様式などの一般条件に応じて変動することにもな
る。
　本発明の化合物はまた、有害生物又は寄生生物の発生が予期される場所に予防的に施用
することもできる。
　投与は、予防的と治療的のどちらでも実施することができる。
　本活性化合物の投与は、直接又は適切な調製物の形態で、経口的、局所的／経皮的に、
又は非経口的に行われる。
　本発明のイソチアゾリン化合物は、土壌中の残留性が高く、こうしてそこに蓄積する従
来技術の化合物、とりわけ従来技術のイソオキサゾリン殺虫剤よりも残留性、生体内蓄積
性及び／又は毒性が低い。
【実施例】
【０３２８】
　これから、以下の例により、本発明に何らかの限定を設けることなく、本発明をさらに
詳細に例示する。
調製例
　化合物は、例えば、連結した高速液体クロマトグラフィー／質量分析法（ＨＰＬＣ／Ｍ
Ｓ）により、1Ｈ－ＮＭＲにより、及び／又はそれらの融点により特徴付けることができ
る。
分析用ＨＰＬＣカラム：
　方法：分析用ＵＰＬＣカラム：Ｐｈｅｎｏｍｅｎｅｘ　Ｋｉｎｅｔｅｘ１，７μｍ　Ｘ
Ｂ－Ｃ１８　１００Ａ、５０×２．１ｍｍ、Ｐｈｅｎｏｍｅｎｅｘ製、ドイツ。溶出：６
０℃、１．５分間で、アセトニトリル＋０．１％トリフルオロ酢酸（ＴＦＡ）／水＋０．
１％トリフルオロ酢酸（ＴＦＡ）を５：９５～１００：０の比。流速：１．５分間で０．
８ｍＬ／分～１ｍＬ／分。ＭＳ法：ＥＳＩポジティブ。
【０３２９】
　1Ｈ－ＮＭＲ：シグナルは、テトラメチルシラン（13Ｃ－ＮＭＲの場合、それぞれＣＤ
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Ｃｌ3）に対する化学シフト（ｐｐｍ、δ［デルタ］）により、それらの多重度により及
びそれらの積分値（所与の水素原子の相対数）により特徴付けた。シグナルの多重度を特
徴付けるために、以下の略語を使用する。ｍ＝マルチプレット、ｑ＝カルテット、ｔ＝ト
リプレット、ｄ＝ダブレット、及びｓ＝シングレット。
【０３３０】
Ｃ．１　化合物例
化合物例１－１～１－４２は、式Ｃ．１の化合物に対応する。
【化３２】

（式中、各合成化合物のＲ2a、Ｒ2b、Ｒ2c、Ｒ4及びＹは、以下の表Ｃ．１の１つの行に
定義されている）
【０３３１】
　これらの化合物は、合成例Ｓ．１と同様に合成した。



(149) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

【表２】



(150) JP 2016-527208 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

【０３３２】
合成例Ｓ．１
【０３３３】
［２－クロロ－４－［５－（３，５－ジクロロ－４－フルオロ－フェニル）－５－（トリ
フルオロメチル）－４Ｈ－イソチアゾール－３－イル］フェニル］－（４，４－ジフルオ
ロ－１－ピペリジル）メタノン
（化合物例１－５；Ｒ2a及びＲ2cがＣｌであり、Ｒ2bがＦであり、Ｒ4がＣｌであり、Ｒ5

及びＲ6が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、４，４－ジフルオロ－１－
ピペリジルとなる、式ＩＡの化合物）
ステップ１：１－（３，５－ジクロロ－４－フルオロ－フェニル）－２，２，２－トリフ
ルオロ－エタノン
　１，３－ジクロロ－２－フルオロ－５－ヨード－ベンゼン（ＣＡＳ１３３３０７－０８
－１、５０ｇ）及び２，２，２－トリフルオロ－Ｎ－メトキシ－Ｎ－メチル－アセトアミ
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ド（４０．５ｇ）のＴＨＦ（８００ｍＬ）溶液に、－７８℃でｎ－ＢｕＬｉ（８２．５ｍ
Ｌ、ヘキサン中２．５Ｍ）を加えた。この反応物を２０分間、撹拌し、次に飽和ＮＨ4Ｃ
ｌ水溶液によりクエンチし、酢酸エチルにより抽出した。有機層を乾燥（Ｎａ2ＳＯ4）し
てろ過し、濃縮した。残さをシリカゲル上のフラッシュクロマトグラフィーにより精製す
ると、生成物（２４ｇ、５３％）が得られた。
1H NMR (400 MHz, CDCl3): δ 8.0 (m, 2H).
【０３３４】
ステップ２：ｔｅｒｔ－ブチル４－アセチル－２－クロロ－ベンゾエート
　ｔｅｒｔ－ブチル４－ブロモ－２－クロロ－ベンゾエート（ＣＡＳ９２９０００－１８
－０、８５ｇ）のキシレン（６００ｍＬ）溶液に、トリス（ジベンジリデンアセトン）ジ
パラジウム（０）（「Ｐｄ2（ｄｂａ）3」、４．３ｇ）、１，１’－ビナフタレン－２，
２’－ジイル）ビス（ジフェニルホスフィン）（「ＢＩＮＡＰ」、３．７ｇ）及びトリブ
チル（１－エトキシビニル）スズ（１２６．６ｇ）を加えた。この混合物をＮ2下、１５
０℃で一晩、撹拌し、次に、この混合物を濃縮し、残さをＴＨＦ及び２Ｍ　ＨＣｌ水溶液
に溶解し、室温で２時間、撹拌した。この混合物を酢酸エチルにより抽出し、有機層を濃
縮すると残さが得られ、これをシリカゲル上のフラッシュクロマトグラフィーにより精製
すると、生成物（６０ｇ、８１％）が得られた。
1H NMR (400 MHz, CDCl3): δ 7.9 (s, 1H), 7.8 (d, 1H), 7.7 (d, 1H), 2.6 (s, 3H), 
1.6 (s, 9H).
【０３３５】
ステップ３：ｔｅｒｔ－ブチル２－クロロ－４－［３－（３，５－ジクロロ－４－フルオ
ロ－フェニル）－４，４，４－トリフルオロ－３－ヒドロキシ－ブタノイル］ベンゾエー
ト
　ステップ１の生成物（３０ｇ）及びステップ２の生成物（２３．４ｇ）のトリエチルア
ミン（１０ｍＬ）とヘプタン（３００ｍＬ）との混合溶液を７０℃で一晩、撹拌した。次
に、この混合物を濃縮した。残さをシリカゲル上のフラッシュクロマトグラフィーにより
精製すると、生成物（３７．５ｇ、６３％）が得られた。
1H NMR (400 MHz, CDCl3): δ 7.9 (s, 1H), 7.8 (m, 2H), 7.5 (m, 2H), 5.5 (s, 1H), 
3.7 (d, 1H), 3.6 (d, 1H), 1.6 (s, 9H).
【０３３６】
ステップ４：ｔｅｒｔ－ブチル２－クロロ－４－［３－（３，５－ジクロロ－４－フルオ
ロ－フェニル）－４，４，４－トリフルオロ－ブタ－２－エノイル］ベンゾエート
　ピリジン（２７ｇ）及びトルエン（４００ｍＬ）中のステップ４の生成物（５０ｇ）に
、６０℃で塩化チオニル（４５ｇ）を加えた。次に、この混合物を８０℃で５時間、加熱
し、濃縮した。残さをシリカゲル上のフラッシュクロマトグラフィーにより精製すると、
生成物（４２ｇ、８７％）がＥ／Ｚ異性体の混合物として得られた。
1H NMR (400 MHz, CDCl3): δ 7.9- 6.8 (m, 6H), 1.6 (s, 9H).
【０３３７】
ステップ５：ｔｅｒｔ－ブチル２－クロロ－４－［３－（３，５－ジクロロ－４－フルオ
ロ－フェニル）－４，４，４－トリフルオロ－３－スルファニル－ブタノイル］ベンゾエ
ート
　ＣＨ2Ｃｌ2（５００ｍＬ）中のステップ４の生成物（５６ｇ、Ｅ／Ｚ異性体の混合物）
をトリエチルアミン（１１４ｇ）により処理した。この溶液が飽和されるまで０℃で、硫
化水素（Ｈ2Ｓ）ガスを上記の溶液にバブリングした。この混合物を０℃でさらに１時間
、撹拌し、次にＣＨ2Ｃｌ2（２００ｍＬ）により希釈した。有機層を１０％塩酸水溶液（
３×）により洗浄し、乾燥（Ｎａ2ＳＯ4）してろ過し、濃縮すると粗生成物（５９．９ｇ
、定量的）が得られ、これをさらなる精製を何ら行うことなく、次のステップに使用した
。
1H NMR (400 MHz, CDCl3): δ 7.9 (s, 1H), 7.8 (m, 2H), 7.6 (d, 2H), 4.2 (d, 1H), 
3.9 (d, 1H), 3.2 (s, 1H (SH)), 1.6 (s, 9H).
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【０３３８】
ステップ６：ｔｅｒｔ－ブチル２－クロロ－４－［５－（３，５－ジクロロ－４－フルオ
ロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソチアゾール－３－イル］ベン
ゾエート
　－１５℃において、ＣＨ2Ｃｌ2（６００ｍＬ）中のステップ５の生成物（５９．９ｇ）
を、トリエチルアミン（４５．６ｇ）、及びヒドロキシルアミン－Ｏ－スルホン酸（「Ｈ
ＯＳＡ」、１５．３ｇ）の水溶液（２０ｍＬ）で処理した。この反応物を０℃に温め、０
℃で１時間撹拌し、次にＣＨ2Ｃｌ2（３００ｍＬ）で希釈した。有機層を飽和ＮＨ4Ｃｌ
水溶液（３×）で洗浄し、乾燥（Ｎａ2ＳＯ4）してろ過した。得られた溶液にパラ－トル
エンスルホン酸（「ｐ－ＴｓＯＨ」、０．５ｇ）を加え、この混合物を室温で２時間、撹
拌した。次に、この反応物を５％Ｋ2ＣＯ3水溶液（３×）により洗浄して乾燥（Ｎａ2Ｓ
Ｏ4）し、濃縮した。得られた残さを粉末化（ヘキサン／ＣＨ2Ｃｌ2）により精製すると
、白色固体（３４．４ｇ、５８％）が得られた。
1H NMR (400 MHz, CDCl3): δ 7.8 (m, 2H), 7.7 (m, 1H), 7.4 (m, 2H), 4.2 (d, 1H), 
3.9 (d, 1H), 1.6 (s, 9H).
【０３３９】
ステップ７：２－クロロ－４－［５－（３，５－ジクロロ－４－フルオロ－フェニル）－
５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソチアゾール－３－イル］安息香酸
　０℃で、ＣＨ2Ｃｌ2（１２０ｍＬ）中のステップ６の生成物（１６．２ｇ）をトリフル
オロ酢酸（「ＴＦＡ」、６０ｍＬ）により処理し、この混合物を室温で一晩、撹拌した。
この反応物を濃縮し、ＣＨ2Ｃｌ2により共蒸発（５×）させると、淡黄色固体が得られた
。この残さを粉末化（石油エーテル／酢酸エチル）により精製すると、生成物（１４．１
ｇ、９７％）が得られた。
1H NMR (400 MHz, CDCl3): δ 8.1 (d, 1H), 7.8 (s, 1H), 7.7 (d, 1H), 7.4 (m, 2H), 
4.2 (d, 1H), 3.9 (d, 1H).
【０３４０】
ステップ８：［２－クロロ－４－［５－（３，５－ジクロロ－４－フルオロ－フェニル）
－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソチアゾール－３－イル］フェニル］－（４，
４－ジフルオロ－１－ピペリジル）メタノン
　ステップ７の生成物（０．４ｇ）のＣＨ2Ｃｌ2／トルエン（１：１、２０ｍＬ）溶液に
、室温でＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ｄｉｍｅｔｈｙｌｆｏｒｍａｍｉｄ）（「ＤＭ
Ｆ」、１滴）及び塩化オキサリル（０．２１ｇ）を加えた。この反応物を室温で一晩、撹
拌し、濃縮した。残さをＣＨ2Ｃｌ2により共蒸発（５×）させ、さらなる精製を何ら行う
ことなく次のステップに使用した（０．４１ｇ、「酸塩化物」）。
【０３４１】
　４，４－ジフルオロピペリジン塩酸塩（８０ｍｇ）のＴＨＦ（１０ｍＬ）溶液に、０℃
で「酸塩化物」（０．２ｇ）のＴＨＦ（１０ｍＬ）溶液を加えた。得られた溶液を室温で
６６時間、撹拌し、次にろ過して濃縮した。残さをシリカゲル上のフラッシュクロマトグ
ラフィー（酢酸エチル／シクロヘキサン）により精製すると、生成物（０．１２ｇ、５１
％）が得られた。
1H NMR (400 MHz, CDCl3): δ 7.9-7.6 (m, 2H), 7.4 (m, 3H), 4.2 (d, 1H), 3.8 (m, 2
H), 3.4 (m, 1H), 3.3 (m, 1H), 2.2-2.0 (m, 3H), 2.0-1.8 (m, 1H).
【０３４２】
ＩＩ．　殺有害生物活性の評価：
　本発明の式Ｉの化合物の活性は、以下の生物試験により実証して評価することができる
。
　Ｂ．１　コナガ（プルテラ・キシロステラ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ
））
　ハクサイの葉を試験溶液に浸して空気乾燥した。湿潤ろ紙を敷いたペトリ皿に、処理し
た葉を置いた。致死率を処理の２４、７２及び１２０時間後に記録した。
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　この試験において、５００ｐｐｍにおいて化合物１－１、１－２、１－３、１－４、１
－５、１－６、１－７、１－８、１－９、１－１０、１－１１、１－１２、１－１３、１
－１４、１－１５、１－１６、１－１７、１－１８、１－１９、１－２０、１－２１、１
－２２、１－２３、１－２５、１－２６、１－２７、１－２８、１－２９、１－３０、１
－３１、１－３２、１－３３、及び１－３４はそれぞれ、未処理対照と比べて少なくとも
７５％の致死率を示した。
Ｂ．２　モモアカアブラムシ（ミズス・ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ））
　浸透的手段によるモモアカアブラムシ（ミズス・ペルシカエ）の防除を評価するため、
人工膜下で人工液状餌食を含有している９６ウェル－マイクロタイタープレートからなる
試験ユニットを構成した。
　本化合物は、水７５％ｖ／ｖ及びＤＭＳＯ２５％ｖ／ｖを含有している溶液を使用して
配合した。様々な濃度の配合化合物を、注文製のピペッターを使用して２連でアブラムシ
用餌食にピペット注入した。
【０３４３】
　施用後、５～８匹の成体アブラムシをマイクロタイタープレートウェル内部の人工膜上
に置いた。次に、処理済みアブラムシ用餌食をアブラムシに吸汁させて、約２３±１℃及
び相対湿度約５０±５％で３日間インキュベートした。その後、アブラムシの致死率及び
繁殖性を目視で評価した。
　この試験では、２５００ｐｐｍにおいて、化合物１－１、１－２、１－３、１－４、１
－５、１－６、１－７、１－８、１－９、１－１０、１－１１、１－１４、１－１５、１
－１６、１－１７、１－１８、１－１９、１－２０、１－２１、１－２２、１－２３、１
－２４、１－２５、１－２６、１－２７、１－２８、１－２９、１－３０、１－３１、１
－３２、１－３３、１－３４、１－３５、１－３６、及び１－３７はそれぞれ、未処理対
照と比較して少なくとも７５％の致死率を示した。
【０３４４】
Ｂ．３　チチュウカイミバエ（ケラティティス・カピタタ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐ
ｉｔａｔａ））
　チチュウカイミバエ（ケラティティス・カピタタ）の防除を評価するため、昆虫用餌食
及び５０～８０個のＣ．カピタタの卵を含有するマイクロタイタープレートからなる試験
ユニットを構成した。
　本化合物は、水７５％ｖ／ｖ及びＤＭＳＯ２５％ｖ／ｖを含有している溶液を使用して
配合した。注文製のマイクロ噴霧器を使用して、様々な濃度の配合化合物５μを２連で昆
虫用餌食にスプレーした。
　施用後、マイクロタイタープレートを約２８±１℃及び相対湿度約８０±５％で５日間
インキュベートした。その後、卵及び幼虫の致死率を目視で評価した。
　この試験では、２５００ｐｐｍにおいて、化合物１－１、１－３、１－４、１－５、１
－６、１－７、１－８、１－９、１－１０、１－１２、１－１３、１－１６、１－１８、
１－２０、１－２１、１－２２、１－２３、１－２４、１－２５、１－２６、１－２７、
１－２８、１－２９、１－３０、１－３２、１－３４、１－３５、及び１－３６はそれぞ
れ、未処理対照と比較して少なくとも７５％の致死率を示した。
【０３４５】
Ｂ．４　ランアザミウマ（ジクロモトリプス・コルベッティ（ｄｉｃｈｒｏｍｏｔｈｒｉ
ｐｓ　ｃｏｒｂｅｔｔｉ））
　バイオアッセイに使用する成体ジクロモトリプス・コルベッティを実験室条件下で連続
的に維持したコロニーから得た。試験目的のため、試験化合物をアセトン：水の１：１（
体積：体積）の混合物及び０．０１％（体積／体積）のＫｉｎｅｔｉｃ（登録商標）界面
活性剤に、５００ｐｐｍの濃度（化合物の質量：希釈剤の体積）に希釈した。
【０３４６】
　各化合物のアザミウマへの効力は、花浸漬技術を用いて評価した。試験場所としてプラ
スチック製ペトリ皿を用いた。健全な個々のランの花の花弁をすべて処理溶液に浸漬し、
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乾燥した。処理した花を、１０～１５匹の成体アザミウマと一緒に各ペトリ皿に入れた。
次に、このペトリ皿を蓋で覆った。アッセイの間、すべての試験場所を、連続光及び約２
８℃の温度下にて保持した。４日後、各花上及び各ペトリ皿の内壁に沿って生存している
アザミウマ数を数えた。処理前のアザミウマ数からアザミウマ致死率レベルを推定した。
　この試験では、５００ｐｐｍにおける化合物１－１、１－２、１－３、１－４、１－５
、１－６、１－７、１－８、１－１０、１－１１、１－１２、１－１３、１－１４、１－
１５、１－１６、１－１７、１－１８、１－１９、１－２０、１－２１、１－２２、１－
２３、１－２４、１－２５、１－２６、１－２７、１－２８、１－２９、１－３１、１－
３２、１－３３、及び１－３４はそれぞれ、未処理対照と比べて少なくとも７５％の致死
率を示した。
【０３４７】
Ｂ．５　イネツマグロヨコバイ（タイワンツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　
ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ））
スプレーの２４時間前に、イネの苗木をきれいにして洗浄した。活性化合物を５０：５０
（体積：体積）のアセトン：水中に配合し、０．１％（体積／体積）の界面活性剤（ＥＬ
６２０）を加えた。鉢植えのイネ苗木に５ｍｌの試験溶液をスプレーして空気乾燥し、ケ
ージ内に入れ、１０匹の成体を接種した。処理したイネ植物を約２８～２９℃、及び相対
湿度約５０～６０％で保持した。７２時間後にパーセント致死率を記録した。
【０３４８】
　この試験では、５００ｐｐｍにおいて、化合物１－３、１－４、１－５、１－１２、１
－１６、１－１７、１－１８、１－２２、１－２５及び１－２９はそれぞれ、未処理対照
と比較して少なくとも７５％の致死率を示した。
Ｂ．６　ソラマメヒゲナガアブラムシ（メゴウラ・ウィキアエ（Ｍｅｇｏｕｒａ　ｖｉｃ
ｉａｅ））
　接触手段又は浸透的手段によりソラマメヒゲナガアブラムシ（メゴウラ・ウィキアエ）
の防除を評価するため、ソラマメの葉の幅広いディスクを含有する２４ウェルマイクロタ
イタープレートからなる試験ユニットを構成した。
　本化合物は、水７５％ｖ／ｖ及びＤＭＳＯ２５％ｖ／ｖを含有する溶液を使用して配合
した。様々な濃度の配合化合物２．５μｌを、注文製のマイクロ噴霧器を使用して２連で
葉のディスクにスプレーした。
　施用後、葉のディスクを空気乾燥し、マイクロタイタープレートウェル内部の葉のディ
スク上に５～８匹の成体アブラムシを入れた。次に、処理済みの葉のディスクをアブラム
シに吸汁させて、約２３±１℃及び相対湿度約５０±５％で５日間インキュベートした。
その後、アブラムシの致死率及び繁殖性を目視で評価した。
　この試験では、２５００ｐｐｍにおいて、化合物１－１、１－３、１－４、１－５、１
－６、１－７、１－９、１－１０、１－１２、１－１３、１－１６、１－１７、１－１８
、１－１９、１－２２、１－２５、１－２８、１－２９、１－３３、１－３４、１－３５
、１－３６、及び１－３７はそれぞれ、未処理対照と比較して少なくとも７５％の致死率
を示した。
【０３４９】
Ｂ．７　オオタバコガ（ヘリオティス・ウィレスケンス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅ
ｓｃｅｎｓ））
　オオタバコガ（ヘリオティス・ウィレスケンス）の防除を評価するために、昆虫用餌食
及び１５～２５個のＨ．ウィレスケンスの卵を含有する９６ウェルマイクロタイタープレ
ートからなる試験ユニットを構成した。
　本化合物は、水７５％ｖ／ｖ及びＤＭＳＯ２５％ｖ／ｖを含有している溶液を使用して
配合した。様々な濃度の配合化合物１０μｌを、注文製のマイクロ噴霧器を使用して、２
連で昆虫用餌食にスプレーした。
　施用後、マイクロタイタープレートを約２８±１℃及び相対湿度約８０±５％で５日間
インキュベートした。次に、卵及び幼虫の致死率を目視で評価した。
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　この試験では、２５００ｐｐｍにおいて、化合物１－１、１－３、１－４、１－５、１
－６、１－７、１－８、１－９、１－１０、１－１１、１－１２、１－１３、１－１４、
１－１５、１－１６、１－１７、１－１８、１－１９、１－２０、１－２１、１－２２、
１－２３、１－２４、１－２５、１－２６、１－２７、１－２８、１－２９、１－３０、
１－３１、１－３２、１－３３、１－３４、及び１－３５はそれぞれ、未処理対照と比較
して少なくとも７５％の致死率を示した。
【０３５０】
Ｂ．８　ワタミハナゾウムシ（アントノムス・グランディス（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇ
ｒａｎｄｉｓ））
　ワタミハナゾウムシ（アントノムス・グランディス）の防除を評価するため、昆虫用餌
食及び２０～３０個のＡ．グランディスの卵を含有する２４ウェルマイクロタイタープレ
ートからなる試験ユニットを構成した。
　本化合物は、水７５％ｖ／ｖ及びＤＭＳＯ２５％ｖ／ｖを含有している溶液を使用して
配合した。様々な濃度の配合化合物２０μｌを、注文製のマイクロ噴霧器を使用して２連
で昆虫用餌食にスプレーした。
　施用後、マイクロタイタープレートを約２３±１℃及び相対湿度約５０±５％で５日間
インキュベートした。その後、卵及び幼虫の致死率を目視で評価した。
　この試験では、２５００ｐｐｍにおいて、化合物１－１、１－２、１－３、１－４、１
－５、１－６、１－７、１－８、１－９、１－１０、１－１１、１－１２、１－１３、１
－１４、１－１５、１－１６、１－１７、１－１８、１－１９、１－２０、１－２１、１
－２２、１－２３、１－２４、１－２５、１－２６、１－２７、１－２８、１－２９、１
－３０、１－３１、１－３２、１－３３、１－３４、１－３５、１－３６、及び１－３７
はそれぞれ、未処理対照と比較して少なくとも７５％の致死率を示した。
【０３５１】
Ｂ．９　ハダニ（カンザワハダニ（Ｔｅｒａｎｙｃｈｕｓ　ｋａｎｚａｗａｉ））
　活性化合物は、１：１（ｖ／ｖ）の蒸留水：アセトンの混合物中に所望の濃度で溶解し
た。０．１％（ｖ／ｖ）の割合で界面活性剤（Ａｌｋａｍｕｌｓ（登録商標）ＥＬ６２０
）を加えた。
【０３５２】
　７～１０日齢の鉢植えカウピービーンズを水道水で洗い、空気駆動式携帯型噴霧器を使
用して試験溶液５ｍｌをスプレーした。処理植物を空気乾燥し、その後、既知のダニ集団
を含むキャッサバの葉の領域を切り取ることにより、２０匹以上のダニを接種した。処理
植物を約２５～２７℃及び相対湿度約５０～６０％の維持室内部に置いた。
【０３５３】
　致死率は、生存するダニ（７２ＨＡＴ）を数えることにより判定した。７２時間後にパ
ーセント致死率を評価した。
【０３５４】
　この試験では、５００ｐｐｍにおいて、化合物１－３、１－４、１－５、１－６、１－
１７、１－１８、１－２２、１－２５、１－２９及び１－３４はそれぞれ、未処理対照と
比較して少なくとも７５％の致死率を示した。
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